
第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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縄文時代の遺構とその出土造物
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《重 複》

《規 模〉

《平 形》

《断面形》

《埋 土》

《底 面》

《遺 物》

《構築時期》

第 4意調査の記録

S KF24フラスコ状土坑と重複しているが、本土坑が新しい。

関口部長径1.68mX短径1.62m、坑底部長径1.83mX短径1.94m、深さ1.06mo

円形である。

袋状である。

18層に分層した。自然堆積と思われる。

ほぼ平坦である。

埋土中から深鉢土器の破片が出土し、 SKF24出土の破片と接合した (23，，24-1 )。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 24フラスコ状土坑(第139図、図版112)

《位

《確 認》

《重 複》

《規 模》

《平面形〉

《断面形》

N G63"64グリッドに位置する。

S KF23とともに双円形の黒褐色土の落ち込みとして確認したo

S KF23フラスコ状土坑と重複しているが、本土坑が古い。

関口部長径1.70mX短径1.65m、坑底部長径1.81m X短径1.81問、深さ0.78m。

円方ラである。

袋状である。

《埋 土} 15膳に分層した。自然堆積と思われる。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 物》 埋土中から SKF23出土の破片と接合 (23"24… 1)した深鉢土器の破片と、別個体の破片

(24 1 )が出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

〈位

S KF 26フラスコ状土坑(第140図、図版113)

る。NH64グリッド

《確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複)) S 1 25竪穴住居跡と重複しているが、本土坑が古い。

《規 模》 関口部長径1.58mX短径1.36m、坑底部長径2.26mX短径2.26m、深さ1.10m。

形》 円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土} 35層に分属した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する嵐が多い。

《底 面》 平坦な底面の中央に深さ33cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物〉 埋土中から土器片が 2点出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 27フラスコ状土坑(第140図)

《位

《確 認》

複》

N 164グリッドに位置する。

楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S KF81フラスコ状土坑と しているが、本土坑が新しい。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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J二 l 緊掲色土(IOYR2/2)地山(中世)・皮(中投)中盤混入。しまり剤。

1 務掲色土(lOYR3/3)地山(中投)・皮(中段)少量混入。しまり有り0

3 黒色土(lOYR2/1)地出(中段)・民(大位)中量混入。しま9有り 0

4 黒1ll色土(lOYR3/2)地山(中位)中量、民(小投)少量混入。しまり有り0

5 黒色土(lOYR2/1)地山(中位)・皮(IJ世)中量混入oしまり有り0

6a 黒掲色土(2.5Y3/2) 地山 (r附)やや多議混入。しまり有 ~o
6b暗オリープ補色土(2.5Y3/3)地山(中位)多量、民(中投)少量混入。ややしまり有り。
7黒掲色土(lOYR2/2)池山(IJlm)中量混んしまり有り。
日掲色土(lOYR4!4)地山(中投)少量混入。しまり有り0

91こJ;い黄掲色土(lOYR4/3)地山(中位)中最混入。しまり有り。
101こJ;い黄掲色土(IOYR6/4)地山(中投)多量、波(大柱)中量極抗。ややしまり有り。
111こJ;い黄掲色土(lOYR6/4)地山(中世)多量、民(大教)少量混入。
121こJ;い黄掲色土(lOYR6/3)シラス。地山(1附)多量、民(大枚)中量粉、。
13 にJ;い策援色土(lOYR7/3)汁ス。地出(1陥)多量、設(中盤)中量混入包
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第 4章調査の記録

《規 模》 関口部長径1.86mX短径1.54m、坑底部長径1.82mX短径1.68m、深さ0.70m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土~ 6 J麗に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 ほぼ平坦な底面の中央に深さ13cmの柱穴様ピットが lカ所ある。

《遺 物》 埋土中から土器片が 5点と、石匙 1点(6 )、掻器 1点(7 )、微小議Ij離痕のある石器剥片 4

点(8 ，.....， 13)、擦り石 1点(14)、偏平磯などが出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 28フラスコ状土坑(第141肉、図版113)

《位 置~ NH64、N164グリッドに位議する。

《確 認、》 不整な黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 竣~ S K F29フラスコ状土坑と重複しているが、本土坑が古い。

《規 模》 関口部長径1.38mX短径1.35m、坑底部長径1.77mX短径1.69m、深さ0.95担 o

《平面形》 円形である。

《断面形〉 袋状である。

《埋 12層 した。自然堆積と盟、われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 中央部に深さ18cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

《造 物〉 埋土中から土器片 7点と、石匙 1点(8 )、微小剥離痕のある石器剥片 1点(9 )などが出

しfこO

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 29フラスコ状土坑(第141図、図版113，.....，図版114)

H立 置~ N 164グリッドに位置する。

《確 認~ S K F28とともに不整な精褐色土の落ち込みとして確認した。

複》

《規模》

面形》

S KF28フラスコ状土坑と重複しているが、本土坑が新しい。

関口部長径1.09mX短径1.01m、坑底部長径1.85mX短径1.50m、深さ1.22m 0 

楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土~ 15層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 やや四凸があるもののほぼ平坦である。

物》 埋土中から深鉢土器 2個体(1 .. 2 )と土器片が 5点出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 31フラスコ状土坑(第142図@第143[盟、図版114，.....，図版116)

《位 置~ NH63"64グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物
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第 4章調査の記録

関口部長径1.36mX短径1.20m、坑底部長径2.12mX短径2.02m、深さ1.40m。

円形である。

一…フラスコ形である。

15膚に分層した。自然、堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

ほぼ平坦である。

埋土中と底面から深鉢土器が 5個体分 (9"10"13-14"20)と、土器片15点、石槍 2点 (21"

22)、箆状石器 l点 (23)、石匙破片 2点 (24..25入部器 2点 (26"27)、微小剥離痕のある石器

剥片 2点 (28"29)などが出土した。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と恩われる。

《規 模〉

面形》

《断面形〉

〈埋 土〉

《底 面〉

《遺 物〉

S K F 32フラスコ状土坑(第143図、図版116"-'図版117)

《位

《確認〉

複〉

《 規模〉

面形〉

NH63"64グリッドに位置する。

円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径1.24mX短径1.24m、坑底部長径1.64mX短径1.65m、深さ1.06m。

円形である。

〈断面形〉 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 14J習に分)脅した。自然堆積と忠われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 ほぼ平坦である。

《遺 物〉 埋土中と底面から深鉢土器が 2個体分 (4.. 5) と土器片 3点、石槍破片 1点(6 )、削器 3

点 (7"-'9)、石錘 1点(10)、1擦などが出土した。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

《位

S KF 33フラスコ状土坑(第144図)

る。NH63グリッド

《確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 142竪穴住居跡と重複しているが、本土坑が古い。

《規 模》 関口部長径1.20mX短径1.02m、坑底部長径1.52mX短径1.44盟、深さ1.18m。

〈平面形》 円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土~ 24層に分属した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 やや凹凸があるもののほぼ平坦である。

物》 なし。

《構築時期》 縄文時代前期と思われる。

《位

S KF 34フラスコ状土坑(第144図、図版118)

る。NG63グリッド

《確 認》 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。
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[SKF 31] 

1 }J.~掲色土(IOYH2/3) 地出(中位)多量、民(中位)中最混入。 しまり有り9

1 暗掲色土(I 0YH3/4) 地山(IM~) ・民(小投)中量混入。しまり有り。
3 黒掲色土(I0YH3/2)地出(中投)中量、民(/J世)少量、般化鉄混入。ややしまり有り0

4 掲色土(iOYW .i地山(中殺)多量、演(中位)少量、酸化鉄混入。しまり削。
5 黒掲色土(I 0YR2/3) 地山(中粒)・皮(中柱)中量、厳i~鉄混入。 しまり有り0

61ifl黄掲色土(I0YH6/8)シラス。池山(中世)中量、酸化鉄混入。
7 掲色土(I0YH4!4)地出(/jIi!L)中量、民(中段)少量、酸化鉄混入。ややしまり存り0

8 M潟色土(7れ-H3/2)城山(中投)・皮(大佐)中量混入。ややしま1)有1)。
9 暗掲色土(iOYH3/4)地出(/1噛)少量、皮(大佐)中量混入。ややしまり寄り。
10 に1，い黄握色土(I0YH7!4)シラス。ややLまり有り。
11 黒掲色土(iOYH2/2)地山(1附)中塁、皮(大佐)多量混入。ややLまり有りo

~ 12 によ;い黄援色土(iOYH7/4)シラス。ややしまり有1)。
J土 13 暗掲色土(iOYH3/4)地山(小松)・皮(1附)崎混入。ややしまり削。

14 1~1，い義経色土(i OYH7/4) シラス。ややしまり有り。
15 黄掲色土(IOYH5/6)制J(中位)少量混入o

o 2 m 

¥♂ノ

ミ¥ 9(31-9) 10(31-10) 

13) 

。

第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物
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B 

18 

η1 

QI 

【SKF 33] 
1 黒色土(10γ只2/1)JtlliJJC大校)r:lr量混入O しまり強い内
2 BJ1策褐色ゴ二(2.5Y5/6) 地LLJ(t~r粒)ζ く多母、炭(小粒i多康浪人。しまり強 l ¥0 

3 明寅褐色二!:(2.5Y6/8)地LLJ(大粒)ごく少気、炭(小粒)少顔、地LLI域(小)混入i
しまり有り。

4 黒色土(10YR1.7/l)地IJI(小粒)・炭(小平立)少昼混入。ややしまり有り。
5 明言竜褐色=i:(lOYR6/8)地LLI(大粒)ごく多殿、炭(小粒)少鼠、池山塊(小)浪人。

ややしまり有り。
6 にぶい黄色土(2.5Y6/4) シラス。地IJI(小粒)rlllJl:、炭(小粒)少直視入。

ややしまり有り。
7 褐色土(lOYR1/心地iJJ(大粒)多量、炭(r:11粒)tl:r畳、地山境(小)混入。

ややしまり有り。
8 黒褐色土(lOYR2/3)地LLI(小粒)tl:l母、炭(中粒)少量混入。しまり有り。
9 紫色こと(10YR2/1)地LLI(小粒)tl:l民、炭(小粒〕少雨混入。しまり有り。
10 黒褐色土(7.5YR3/2)地L!J(rjr粒)やや多鼠、炭(中粒)tl:l額浪人。しまり有り。
11 明策褐色こ!こ(10Y只6/6) シラス。地JJJ(中粒)多慰、炭(大粒)少鼠浪人。
12 にぷい黄褐色土(10YR6/4) シラス。地iJJ(小粒)多量、炭(小粒)少量混入。

ややしまり有り。
13 褐色土(lOYR4/4)地山(tll粒)多民混入。ややしまり有り。
1'1 ，こぶい策褐色土(lOYR6/4) シラス。地LlI(小粒)多旬、炭(小粒〕少院を滋入。

しまり有り。
]5 黒褐色土(lOYR2/2)地山(1:1:1粒〕・炭(r:l"粒)少涜浪人。
16 にぶいま竜褐色太(10YR4/3)地iJl(rlrr泣)ι1:1-1]王、炭(t11粒)少鼠浪人。ややしまり有り。

ラミナ発迷。
17 明言竜褐色土(lOYR7/6) シラス。}1llLiI(小牧)多量混入。
18 にぷい黄際色一U10YR7/1)シラス。池山(小平立〕多量浪人。しまり有り。
19 明黄褐色土(lOYR6/8)地L!J(小粒〕ごく少鼠混入。ボソボソしている
20 にぷい黄褐色土(10YR4/3)地山(tl:l*立〕多局、炭(小粒)少量混入。ゃヤしまり有り。
21 ~褐色土(10YR2/2) 地JlI(小粒)少境、炭(小粒)rl" 1]を混入。ややボソボソしているの
22 褐色土(10YR1/4)地山(小粒)・炭(小粒)ι11鼠混入。しまり有り。ラミナハ

》

23 黒色土(10YR2/1)地L，，(rI1粒)中南、炭(t11粒)少最混入。ややしまり有りiラミナO

2，1 褐色土(10YR4/4)地LLI(小粒)・炭〔小粒)少民滋入。ややしまり有り。
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第 4章調査の記録

複》

《規模》

《平面形〉

《断面形〉

《埋

《 底面》

《 遺物〉

〈構築時期》

なし O

関口部長径1.18mx短径1.16m、坑底部長径1.90mX短径1.76m、深さ1.42m。

円万三である。

___ 1-1--1フラスコ1ラである。

に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

ほぼ平坦な底面の中央に深さ10cmの小さな柱穴様ピットが 1カ所ある。

埋土中から深鉢土器が 1個体と土器片 2点、削器が 1点出土した。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 35フラスコ状土坑(第145図)

《位 置} NF61..62グリッドに位置する。

《確 認》 不整な黒色土の落ち込みとして確認した。

《重複》なし。

〈規 模》 関口部長径1.08mX短径1.02m、坑底部長径2.34mX短径2.18m、深さ0.96m。

《平面形》 不整な楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土} 11層に分属した。下位の層は自然堆積と盟、われるが、上位の層は人為的に埋められた可能性

がある。

《底 面〉 やや凹凸がある。

《遺 物》 埋土の上位層から土器片 8点、石鎌2点(9 ，， 10)、削器 2点(12"13)、微小剥離痕のある

器剥片 1点(11)、挟り入り半円状偏平打製石器 1点(14)などが出土した。

《構築時期》 出土した士器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 36フラスコ状土坑(第145図、図版118)

《位 置} NE62グリッドに位置する。

《確 認》 双円形の黒褐色土の務ち込みとして確認した。

複} S K F67フラスコ状土坑と重捜しているが、本土坑が古い。

《規 模〉 関口部長径1.62mX短径1.48m、坑底部長径1.76mX短径1.69m、深さ0.88m。

面形》 円形である。

《断面形》 袋状である O

《埋 土} 15層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 ほぼ平坦な底面の中央に深さ 7cmの柱穴様ピットが lカ所ある。

物》 埋土中から土器片 5点と石匙破片 1点(6 )、擦り右 l点(円、くぼみ石 1点 (8入礁な

どが出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる O

S KF 37フラスコ状土坑(第146図、図版118)

《位 寵P N F60"61、NG60..61グリッドに位置する。
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縄文時代の遺構とその出土造物
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[SKF 35] 

! 黒色土(7.5YR2 /I) 池山(小!~)中量混入。ややしまり有り。左下ほどホゾポソ。

1 黒色土(lOYR2/1)j帥(大経)中量、民(1附)告量混入。しまり、弾性有り。 ~t
2b黒色土(75YR2/1)地山(中投)・決(小位)少量混入。しまり有り。

3 ~.\色土 (5YR I.7/1) 地出(小紛争量混入Q
4 禁色土(7.5YRI.7/1)池山(小柱)少量混入oややしまり有りo

i 黒色土(lOYR2/1)j仙(小松)ごく少量混入。ややしまり有り 5

6 黒色土(25Y2/1)j仙(大技)ご〈少量混入。

7 黒色土(75YR2/1)地山(中性)中量混入。

B 掲色土(lOYR4!4)地lll(中村)中量混入。

日掲色土(lOYR4!4)地山(小柱)多量混入o しまり有り。

10 黄掲色土(lOYR5/6)地出(中位)多量混入。しまり有り。

11 黒掲色土(lOYR3/2)池山(中位)やや多量浪人G しまり有りロ
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21(36-7) 
[SKF 36] 
l 黒褐色土(lOYR3/2)鳩山沈([jJ)多量、炭(小粒)少鼠混入。ややしまり有り。
2 黒褐色土(lOYR3/2)地山(中粒)中量、炭(中粒)少昆混入。しまり、弾性有り 0

3 黒褐色土(lOYR3/2)地山(rj4立)多量、炭(中粒)中鼠浪人。しまり有りの
4 踏褐色土(lOYR:J/:J)地Lil(中粒)やや多鼠、炭(中粒)中盤、地山塊(中)浪人。

しまり、弾性有り。
ur;m色土(lOYR3/心地山(中粒)・炭(中粒)中島混入。しまり、弾性有り。

6 I明葉褐色土(lOYR6/8)シラス。地JlI([州立)多鼠、炭(小粒)少量混入G しまり有り。
7 割高色土(lOYR3/2)地山塊(中)・炭伏粒)中盤混入。しまり有り。
8 品褐e，土(2.5Y3/2)l1ll山 ([j]*立)やや多E語、炭(中粒)中盈混入。しまり、 ~p!生有り G
9 Ilf占褐色土(I0YR3/4)地山(中粒)中盤、炭(中粒)少盈混入。 しまり強い。
10 明黄褐色土(lOYR6/日)炭(小粒)少量混入。しまり強い。
11 燈色土(7.5YR6/8)シラスG 池山(tjJt立)多屋、炭(大粒)少鼠滋入。ややしまり脊り。
12策褐色土(2.5Y5/6)地山(中投)中温、炭(/H立)少鼠浪人。ややしまり有りα

13 M¥色土(7.5YR2/1)地山(/H立)中盤混入。ややしまり有り。
14 Iこぶい策燈色土(lOYR7/4)シラスG ややしまり有り。
15紫色土(lOYR2/1)地山(中粒)少量、炭(小粒)中鼠混入。ややしまり有り。
16 紫色土(7.5YR2/l)l1ll山(小粒)・炭(小粒)中島浪人。ややしまり有り。
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第 4章調査の記録

《確 認〉 椅円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

〈規 模》 関口部長径1.08mX短径O.87m、坑底部長径1.49mX短径1.32m、深さO.97m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形〉 三角フラスコ形である。

《埋 土P 12層に分層した。下位の層は自然堆積と思われるが、上位の層は人為的に埋めた可能性があ

る。また、炭化物の混入する層が|二@下位を間わず多い。

《底 面〉 ほぼ平坦である。

物〉 埋土中から深鉢土器片 l点と石匙 1)誌は入削器 1点 (4)、掻器 1点(5入微小剥離痕

のある石器剥片 1点(3 )などが出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 38フラスコ状土坑(第146凶、図版119)

H立 置P NG61グリッドに位置する。

〈確 認〉 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《 規模〉

面形〉

《断面形》

関口部長径O.92mX短径O.84m、;坑底部長径1.54mX短径1.52m、深さ1.20m。

円形である。

フラスコ九ラである。

《埋 土P 17層に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明である 0

0底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物〉 埋土中から大木式土器様式の土器片(1 )を含む

( 3 )、半円状偏平打製石器 l点 (4)が出土した。

《構築時期〉

2点 (1 2)と1 くぼみ石 1

した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 39フラスコ状土坑(第146図)

《位 置P NG61"62グリッドに位置する。

《石在 認〉 明黄褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし O

《規 模》 関口部長径1.62mX短径1.56m、坑底部長径1.94mX短径1.78m、深さ1.25m。

《平面形》 円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋

《底面》

物》

〈構築時期》

に分層した。白然堆積と思われるが炭化物の混入する

やや[J:l]凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と忠われる。

し'0

S KF 43フラスコ状土坑(第147図、図版119)
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縄文時代の遺構とその出土遺物
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SKF37 

rF-，O [8五F3B] 

l 黄褐色土(lOYH5/6)地山(中位)中選、皮(小殺)少量浪人。ややしまり有り0

1 掲色土(l OYH4/4) 地山(小l~)多量混入g
3 黒掲色土(lOYH3/2)地山塊(大)多量浪人。しまり強い。
4 業lIJ色土(lOYH5/B)地山(中世)中量、炭(1)111)少最混入。しまり強い。
5 暗掲色土(IOYH3/3)地山(大技)・炭(中投)中量、酸化鉄混入。しまり強い0

6 黄褐色土(lOYH5/B)納様。池山(中枚)中量、駿化鉄浪人。しまり有りG

7 黄褐色土(lOYH5/6)地出(大粒)多量、民(小結)中量、酸化鉄混入。
しまり有り。

日明黄褐色土(2.5Y6/6)地山(中位)中最、皮(1]11)):)少量混入ロしまり有りB

9 極暗褐色土(7.5Y2/3)地山(大位)中量、皮(小位)少量混入。

10 策褐色土(lOYH5/B)地山(中投)ごく少量、民(小松)少最混入oしまり有りO

p 11 黄褐色土(lOYH5/B)地山(中段)ご〈少量、民(小松)少量浪人。しまり有弘

之二 12 黒褐色土(lOYH2/2)地山川崎)中量、皮(小殺)少量浪人。ややしまり有弘

13 オリ M プ褐色土(2.5Y4/4)地山(中粒)中量浪人。ややしまり有り。
14 オリープ褐色土(2.5Y4/4)鳩山(中粒)中選混入。ややしまり有り。

15 黒掲色土(lOYH2/2)地山(小粒)・炭(小松)少量混入。ややしまり有り。
16 暗掲色土(lOYH3/3)地山(小粒)ごく少量侵入。しまり有り。
17 明黄褐色土(2.5Y7/6)ややしまり有り。

B A /〆¥な
I f( f) ~ 、。ノ/

、、-~ーーィ乞;，r " 、 〆
~一戸 、171/'

A 64.400rn 

ぷ二一一三三与 9(38-4) 
17 

SKF38 
2 m 。

[SKF羽1
1 ]奇褐色土(lOYR5/B)地山(中粒)中蚤浪人。弾性有り。
2 黒褐色土(lOYR3/2)地山(中粒)中量、炭(中粒)少鼠混入。しまり有り0

3 明資褐色土(2.5Y7/6)地山(中粒)中最混入。しまり、抑制.有り。
4 明資褐色土(2.5Y6/6)地山(中粒)中島混入。しまり強い。
5 オリーブ褐色土(2.5Y4!4)地山(大粒)・炭(中粒)中選、地山塊(小)少量混入G

しまり有り0

6 Iljj策絡色土(IOYR6/8)地山(大粒)ごく少量混入。ややしまり有り。
7 明黄褐色土(lOYR7/6)地山(小粒)中選混入。しまり有り。
日明黄褐色土(2.5Y7/的地山(中粒)やや多量、地山伏粒)ごく少量浪人。しまり強い0

91羽黄褐色土(2.5Y6/的地山(中粒)やや多量浪人。しまり有り。
10 にぷい業援色土(1OYR7/4)細様。地山(大粒)中量混入。しまり有り。
11 褐色土(1OYR4/4)地山伏粒)ごく少量混入。
121現黄mËl土(2.5Y6/8) 絢礁。池山(材~)中量、炭(IN~)少援、地山(大校)ごく少量

混入。酸化欽混んしまり有り。
13 Iljj]立褐色土(lOYR6/め細礁。地Il!(大粒)少最混入D ややしまり有りo

14 Iljj]立褐色土(lOYR7/6)地山(中粒)少最混入oゃゃいまり有り。
15 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)制様。地山(大粒)中豪、炭(中粒)少援混入。

ややしまり有り。
16 IIjj策m色土(lOYR6/6)地山(小粒)やや多量混入。ややしまり有り。
17 11jj]綿色土(IOYR6/6)細民地山(中粒)中量、酸化鉄混入。ややボソポソしている。
18 明演m色土(lOYR6/6)炭(小粒)少鐙浪人G ややしまり有り。
19 IIjj策m色土(lOYR6/8)地山(中粒)中盈混入。しまり有り。
20 1現黄m色土(I0YR6/6)籾様。地山(中粒)少量混入。ややしまり有り。
21 m色土(7.5Y4/4)地山(小粒)多量混入G ややしまり有り。
221別賞m色土(I0YR6/8)地山。
23 IIjj策絡色土(I0YR7/6)地山(中粒)少量浪人。ややしまり有りo

24 11jj]立褐色土(lOYR6/8)地山(小粒)中量浪人。
お m褐色土(7.5YR3/2)地山伏粒)中量混入。
26 m色土(IOYR4/的地山(中粒)中展、炭(中粒)少議混入。
27 m色土(lOYR4/4)地山(IN立)多量、炭(小粒)少量混入G

281こぶい黄m色土(I0YR4/3)地山(判的・炭(中粒)少滋混入。しまり奇り。
鈎黒褐色土(lOYR3/2)地山(大粒)ごく少量、炭(中粒)中盤混入。ややしまり有り。
301明策褐色土(I0YR7/6)ややしまり脊り。
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第4章調査の記録

《位 置〉

《確 三仰刃し、d、y 

複〉

〈規 模〉

《平面形》

《断面形〉

〈埋

〈底 面〉

《遺 物〉

NH63、N163グリッドに位置する。

円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長経1.08mX短径0.99m、坑底部長径1.94mX短径1.86m、深さ1.42m。

円形である。

フラスコ形である。

22謄に分属した。自然堆積と思われる。

ほぼ平出な底面の中央に深さllcrnの柱穴様ピットが lカ所ある。

埋土中から土器片 2点と石匙 1点(3 )、箆状石器 l点(5 )、片面調整剥離した石器剥片 1

(4 )が出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 44フラスコ状土坑(第147図)

《位 置} N 163グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒褐色土の洛ち込みとして確認した。

〈重複〉なし。

《規 模〉 関口部長径1.18mX短径1.10m、坑底部長径2.04mX短径1.86m、深さ1.39m。

《平面形〉 楕円形である。

〈断面形〉 袋状である。

《埋 土} 18層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する膳が多い。

《底 面〉 中華鍋底状に中央部がやや深くなっている。

物》 埋士中からート器片 S点と、石鋳 1点 (6入擦り石 1点(7 )、くぼみ石 1点(8入石皿破

片 1点(9 )などが出土した。

〈構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と恩われる。

S KF 45フラスコ状土坑(第148図)

《位

《確 認》

複》

《規 模》

面形》

《断面形》

《埋

《底 面》

物》

N J62グリッドに位置する。

楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.57mX短径1.48m、坑底部長径1.95mX短径1.75m、深さ1.34m。

楕円形である。

袋状である 0

22屑に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

ほぼ平坦な底面の中央に深さ10crnの柱穴機ゼットが 1カ所ある。

埋土中から土器片が 1点出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 47フラスコ状土坑(第148図@第149図、図版120)

-226 



民
計

縄文時代の遺構とその出土造物

パハ

υt爪

V

M
V

は

d品川
喜rt斡iZ';I I I 

):，~l\~~今 I I 
骨~.t~i! LJ 

1(43-1) 

第 l節

D C 

色
B A 

3(43-3) 

己
4(43-4) 

ζ二二二二二ユ

乙〉

[SKF 43] ※3.21欠番
l 黒色土(10YR2/1)地山(中粒)やや多量混入o しまり有り 0

2 褐色土(lOYR4/4)地山(中粒)中最、池山(大粒)混入。しまり、弾性有り 0

4 黒褐色土(10YR2/3)地山(中粒)・炭(大粒)中;量混入。
5 黒褐色土(10YR2/2)地山(大粒)・炭(中校)中量混入。しまり、 5単位脊り。
8 暗オリーブ褐色土(2，5Y3/3)地J11(中粒)中量、炭(小粒)少量滋入。ややしまり有り。
7 褐色土(lOYR4/4)地Lil(中粒)多量、炭(小粒)中量混入。ややしまり有り。
8 明黄褐色土(10YR7/&)シラス。地山(大粒)中最混入。ややしまり脊り。
9 時褐色土(10YR3/3)地山(中粒)多震、炭(中粒)少震浪人。ややしまり有り。
10 黄褐色土(lOYR5/6)地山(中校)多量、炭(中粒)少;量混入。ややしまり有り。
11 黄褐色土(lOYR5/8)地山(中粒)多量混入。
12 褐色土(10YR4/4)池山(中粒)中量混入G ややしまり有り。ラミナ発達。
13 オワープ褐色土(2，5Y4/3)地山(小粒)中屋浪人o

14 U官掲e.土(lOYR3/3)地山(小粒)中最混入。
15 にぶい黄褐色土(10YR4/3)地山(中粒)・炭(中粒)中撮混入。ややしまり有り。
16 にぷい策援色土(10YR6/4)地山(大粒)多昼、炭(大粒)少量浪人。ボソボソしている。
17 精褐色土(10YR3/4)地山(小粒)中量滋入。ややしまり有り。
18 ，こJ;い黄燈色土(10YR7/4)シラス。地山(中粒)中最混入。ややしまり有り。
19 Iこぶい黄褐色土(10YR4/3)地山(中粒)中量混入。ややしまり有り。
20 黒褐色土(lOYR3/2)地山場(大)多室、炭(中粒)少最混入。ややボソボソ叱ている。
22 にぷい黄燈色土(10YR7/4)シラス。地山(小粒)中量混入。しまり有り。
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(SKF 44] 
l 黒褐色土(lOYR3/2)地山(大粒)多量、炭(大粒)中最混入。しまり有り 0

2 黒褐色土(lOYR2/3)地山(中粒)・炭(中粒)少量混入。
3 陪褐色土(lOYR3/4)地山(中粒)中量混入。ややしまり有り。
4 A¥¥褐色土(lOYR3/2)地山(中粒)・炭(中粒)中屋混入。しまり有り。
5 黒褐色土(lOYR2/2)地山(中粒)・炭(中粒)中量混入。ややしまり有りG

6 黒褐色:上(lOYR2/3)池山(中粒)中量、炭(中粒)少量混入。ややしまり有り。
ラミナ発達。

7 暗褐色土(lOYR3/3)地山(中粒)中露、炭(大粒)少量浪人。ややしまり脊り 0

8黒褐色土(lOYR2/白地山(小粒)中量、炭(大粒)少皐混入。
9 !;~潟i!l土(10YR2/2) 地w(中粒)中塁、炭(中粒)少量混入。
10 ~\{褐色土(lOYR2/3) 地山(小粒)・炭(大粒)少髪混入。
11 I清褐色土(lOYR3/3)地山塊(中)中量、炭(中将)少議混入。ややしまり有り。
12黒渇色土(10YR3/2)地山伏粒)少量混入。
13 I清褐色土(lOYR3/3)地山(中校)・炭(大枝)中量混入。うミナ発達。
14 黒掲色士(lOYR21日)地山(ヰ1粒い炭(中粒)中塁、 lili山境(r(1)混入Q

15 にぶい葉援色土(lOYR7/4)シラス。ややしまり有り。
16 151こ|司じ。
17 掲色土(10YH4/4)地山(中粒)中量、炭(中粒)少量混入。
18 にぷい茶褐色土(lOYH4/3)地LU(小粒)中鼠混入o
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第 4主主 諮査の記録

A 

[SKF 45] 
i附 :(7.5YH3/2) J.Jt(大粒)錦、酬(小)浪人。 韓議議γ1
2策褐色土(1OYH5/6)シラス。ややポソわしている。 議警護還財~ I I 
3 ~鴇色土(IDYH5/日)地峨G しまり強い。 ねモJ~~~1Jm- 人9
4 黒褐色土(10YH2/3)池山城伏)多量、軽石塊(qJ)浪人oややしまり有り'-1
5 i1¥褐色土(10YH3/2)地山(大校)多量、炭(小粒)少鼠混入1(45-1)
6 褐色土(10YH4/4)地LU塊(大)多量混入Q しまり強い。
7 Iこぶい黄褐色土(lOYH5/心地はI(中牧)多量i詩人G ややボソポソしている0

8 策褐色土(I0YH5/日)シラス。地山(中村)中量、軽石境(小)浪人。
B ややポソポソしている。

91ijj黄褐色土(IOYH6/めシラス。地山(中粒)多量、地山塊(大)混入。
10黄褐色土(10YH5/6)地山塊。しまり有り。
11 オリーブI，!J色土(2.5Y4/的地山(小粒)中塁、炭(小粒)少量混入。ポノドソしている。
12 Iこぶい策褐色土(lOYH5/4)シラス。地山(中粒)多量、炭(小粒)少量混入。

iZ2222fili岱・12i瑞塊(大)混入。 SKF45
14 階褐色土(lOYH3/3)地山(中粒)中屋、池山塊(大)混入。ややしまり有りG

B 15 黒褐色土(I0YH2/3)地山(中粒)やや多壁、地山塊(大)浪人。ややしまり有り。
161清褐色土(10YH3/3)池山(大粒)中量、地山塊(大)浪人。ややしまり有り。
17 IP，j'I，!J色土(10YH3/3)地Lil(中粒)中最、炭(/]If立)少量、地111境(大)混入o

ややしまり有り。
18 lifl黄m色土(10YH6/6)地Lil(小粒)多滋混入o

19 m褐色土(7.5YH3/2)地l]j(小粒)中i昔、炭(小粒)少量、地山塊(大)混入。
初黒褐色土(10YH2/2)地山(中粒)・炭(中粒)中塁、地山塊(大)、軽石塊(r.t)混入。
21 l潤色土(IDYH2/3)池山(大粒)少島、炭伏粒)中昼、地山塊(大)1記入。

ややしまり有りo

n 暗褐色土(lOYH3/3)地山(/J悦)・炭(小粒)少量混入oややしまり有り。

o 2 m 
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[SKF 47J 

1 掲色土(25Y3/2)地山(中世)・演(中Ii):)中量混入。 しまり有り。

2 明黄掲色土(IOYR7/6)地山(中位)中皇、夜(中世)少量混入。 しまり有1)，

3 暗掲急土(10YR3/3)地iJj(/J唯)中量、民(中世)少最混入。ややしまり有りO

B 4 M\掲色土(lOYR2/3) 地~I(I附)少量、民(大和中量混入。ややしまり有 1) ，
5 黒掲色土(10YR3/2)地山(大佐)ご(少量、皮(中世)中量混入。

ややポソポソしている。

6 黒掲色土(lOYR2/2)地山(中位)・決(小松)中量混人。ややしまり有り。

7 培lllf!l土(IOYR3/3)地出(/Jlli):)・提(大柱)1jJ最混入。ややポソポソLているO

8 m掲色土(IOYR2/3)地山(中投)・民(大佐)中最混入。

ロ 9 反黄掲色土(lOYR4!2)池山(11悦)中量、政(中投)少量、地山境(大)混入。

一一 10糊色土(lOYR3/3)地山(拘)縄、民(大佐)錯混入。ぅ iナ能。

11 !1¥掲色土(7.5YR3/2)地山(小松)少量、民(大位)中量浪人。

12 Iこぶい黄掲色土(1OYR6/，j)シう̂，ややしまり有り。

13 黒掲色土(7抗日2/2)池山(中位)少頭、使(大位)多量混入。

14 I田章掲色土(lOYR6/6)池山(中校)・皮(中投)中量混入oややしまり有り。
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《位

《確 認》

複》

《規 模》

《平面形》

《断面形》

〈埋 土〉

《底 面》

物》

N 162グリッドに位置する。

円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

なし。

第 l節縄文時代の遺構とその出土遺物

関口部長径1.00mX短径0.96m、坑底部長径1.79mX短径1.65m、深さ1.25m。

楕円形である。

袋状である。

した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

やや凹凸があるが、ほぼ平慢である。

埋土中と底面から土器片 3点と、石錐 1点(6 )、掻器 3点 (4'"'-'7)、削器 2点 (8.. 9入

くぼみ石 1点(10)、半円状偏平打製石器破片 1点(11)、擦りお 1点(12)、線刻!諜 1点(13)

石皿破片 l点(14)などが出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 48フラスコ状土坑(第149図、図版121)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形〉

《埋

《底面》

《遺物》

《構築時期》

N 161..62グリッド る。

円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S KF49フラスコ状土坑と重複しているが、本土坑が古い。

関口部長径0.63mX短径0.55m、坑底部長径1.80mX短径1.65m、深さ1.21m。

円形である。

袋状である。

に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

ほぼ平坦で、ある。

埋土中から土器片 3点と削器 1点、が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 49フラスコ状土坑(第149図、図版121)

《位 N 161..62グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 S KF48フラスコ状土坑と重複しているが、本土坑が新しし iO

《規 模》 関口部長径1.88mX短径1.73m、坑底部長径1.89mX短径1.82m、深さ0.90mo

面形》 円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土》 に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 物》 なし。

《構築時期》 縄文時代と思われる。

S K F 51フラスコ状土坑(第150図、図版122)
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第4章調査の記録

1(47-14) 

SKF47出土遺物
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行1

[SKF 48] ※14欠番
l 黒褐色土(10YR3/2)池山(中粒〕多量、炭([1:1粒)1:11毘混入。し手り有り。
2 黒褐色士(10YR2/2)地iJJ(I:I:1粒)・炭(中粒)中鼠混入。しまり有り。
3 暗褐色:士(10YR3/3)地IU(小粒)多量、炭(小粒)中量混入。しまり有り。
4 階オリーフー褐色ゴ二(2.5Y3/3)池山(11"粒)・炭(小粒)tl'}l王、池山塊(大)混入。

しまり強い。
5 黒褐色土(2.5Y3/1)地LL!(大粒)1:1]屋、炭(小粒)少量混入。しまり有り。ラミナ発遠。
6 明爽褐色土(10YR6/8)}也，1.1(大粒)少段、酸化鉄混入。しまり有り。
7 1.忍褐色土(lOYR3/2)J也，1.1(大粒〕・炭(小粒)中扇、 i白山塊(大)滋入。 しまり強L、0
8 黒褐色二!こ(2.5Y3/2)地山(小粒)J:j:l鼠、炭(小粒)少盛混入。しまり有り。
9 明黄褐色士(10YR7/6) シラス。地111([1:1粒)中長混入。しまり有り。
10 明策褐色土(10YR6/8)地iJJ(大粒)中:11'1:混入。酸化鉄浪人。
11 黒色ゴ二(lOYR1.7/1)地1.1.1(11:1粒)中鼠、炭(小粒)少盟、J:I!lLLI塊(大)混入O ラミナ発達。
12 1羽黄褐色士(2.5Y6/6) シラスo j:也LL!(tl"粒)中長浪人。しまり強L、。
13 黒色土(lOYR2/1)地LII(大粒)・炭(小粒)中屋混入。ややしまり有り。ラミナ発達。
15 明黄褐色土(2.5Y7/6) シラス。地，IJ(tll粒)1:1]1]ま混入。しまり強い。
16 明黄褐色一七(10YR6/8)地山(tl:1粒)司:鼠混入。ややしまり有り。ラミナ発述。
17 泉色土(10YR2/l)地111(rjJ粒)中島、炭(中粒)少ff!:i.昆入。ラミナ発達。
18 黒色土(10YR2/1)j:也LlI(IIIt.¥L)中最混入。ややしまり有り。ラミナ発達。
19a 黒褐色土(lOYR2/2)地iJj(小粒)多量、炭(大粒)中盤混入。ややしまり有り。
19b浅黄澄色土(10YR8/4) シラス。地山(小粒)I:t滋混入。ややしまり有り。
20 黒褐色土(lOYR2/3)地iJI(小粒)[1"最、炭(中粒)少f設混入。ややしまり有り。
21 階褐色土(lOYR3/4)抗hiJJ(rl:1粒)t!J透浪人。ややボソボソしている。
22 暗褐色=1二(10';アR3/3)地，LI(小粒)・炭([11粒)中最混入。しまり有り。
23 U音褐色土(lOYR3/3)地山(中粒)中屋、炭(大粒)少畳浪人。しまり有り。
24 tこぶい黄綬色土(lOYR7/心地dJC小粒)1:1二1量浪人。ややボソボソしている。
25 黒褐色土(lOYR2/2)地ilJ(小粒)少量、炭(大粒)中島;浪人。しまり有り。
26 明黄褐色土(lOYR6/8)地山([1"粒)中康、地山場(大)混入。しまり有り。
27 明策褐色土(10YR7/6) シラス。 l也山(中粒)[11畳、炭(大粒)少民滋入。しまり有り 0

28a tこぶい策燈色土(lOYR7/4) シラス。ややしまり有り。
28b BJJ黄褐色士(10YR6/8) シラス。地111([1'粒)中康、炭([1:1粒)少鼠混入。

ややしまり有り。
29 tこぶい賞後色土(lOYR7/4) シラス。ややしまり有り。
30 黒色土C7.5γR2/1)士山LIC小粒)少段、炭(中粒)tl]駁混入。ややしまり有り。
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第 1宣告 縄文時代の遺構とその出土造物

N 158、NJ58グリッドに位置する。

黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径0.85mx短径0.85m、坑底部長径1.76mX短径1.61m、深さ1.11mo

円形である。

袋状である。

に分属した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

緩やかな中華鍋底状を呈する。

埋土中から深鉢土器胴上部破片が 1偲体分 (1 )と土器片 2点、石匙 1点 (4)、くぼみ

円状偏平打製石器破片 1点(5 )が出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と忠われる。

〈位

《確 認》

複〉

〈規 模〉

《平面形〉

〈断面形〉

〈埋

《底 面〉

《遺 物》

S KF 52フラスコ状土坑(第150図、図版123)

《位 置~ N J59グリッドに位置する。

《確 認〉 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし O

《規模》

面形〉

《断面形》

《埋

《底面》

物〉

《構築時期》

関口部長径0.95mX短径0.90m、坑底部長径1.18mX短径1.11m、深さ0.79m。

円形である。

袋状である 0

12患に分属した。自然堆積か人為的堆積かは不明である。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋士中から士器片 2点と、擦り石 1点がt8+した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と盟、われる。

S KF 53フラスコ状土坑(第150図~第151図、図版123)

〈位 置~ NJ60.61、NK60"61グリッドに位置する。

《確 認》 円形の暗褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし O

〈規 模〉 関口部長径0.81mX短径0.73m、坑底部長径2.00mX短径1.78m、深さ1.48m。

〈平面形〉 楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土~ 14層に分層した。自然堆積と忠われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 ほぼ平坦である。

《遺 物》 埋土中から深鉢土器 3個体分 (4"-'6) と土器片 7点、磨製石斧 1点(11)、鼓石(12) が

西側に集中して出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 55フラスコ状土坑(第151図~第153図、図版124"-'図版126)
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[SKF 51] 

1 茶色土(10YHI.7/1)地山(中粒)ごく少謡、炭(中粒)少量混入。しまり強いG

2 黒褐色土(10YH2/2)地山(大粒)少量、炭(中粒)中量混入。ややしまり有り。

3 階褐色土(7.5YH3/3)地llJ(小粒)ごく少量混入。

4 !!，u!IJ色土(10YH3/2)地山(中絞)中盤、炭(中粒)少昼混入。しまり、弾性有り0

5 黒褐色土(10YH2/3)地山(小粒)ごく少最混入。

6 制裁褐色土(10YR6/8)地山([IJ粒)・炭(大粒)中量混入。しまり有1)0

7 !ii.U喜色土(lOYH3/2)l1!J山(中粒)多量、炭(大粒)中量混入。

ややしまり有り D 郊性有り。

8 葉褐色土(10YH5/日)地山(中粒)・炭(中粒)中量混入。しまり有1)0

9 暗褐色土(10YH3/3)地山(小粒)少量、炭(大粒)中量混入。しまり有り。

10 I問黄褐色土(10YH6/6)地llJ(中粒)中選、炭(中粒)少量混入。しまり脊り。

11 にぶい黄褐i.S土(10YH3/3)地llJ(中粒)少量、炭(大佐)多量混入、しまり強い。

12 黄褐色土(10YH5/6)池山(中粒)・炭(中粒)中量浪人。しまり強い。

調査の記録
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[SKF 52] 

l 黒掲包土(I0YR2/2)地山(中位)中量混入。 しまり強い。

1 黒色土(I0YR2/1)地山(小花)・良(小松)中最混入。しまり有り0

1 黒褐色土(25Y3/2)地山(中世)やや多量浪人o しまり有り0

4 黒掲色土(I0YR3/2)地山(中投)やや多量、地山塊(中)混入。

5 控色土(75YR6/日)シラス。地山(中投)多量、地UI塊(中)混入oしまり有り0

6 黒掲色土(I0YR2/2)地山(中世)中量、地山塊(中)混入包ややしまり有り。

7 .~\色土(I 0YR2/1) 地山(中位)中量、設(中粒)少量混入。ややしまり有り0

8 M.¥掲色土(I0YR2/2)地山(中位)中量混入。ややしまり有り。

。~\掲色土(I 0YR2/2) 池山(/Hi:)中量混入。ややしまり有り。

!日 課掲色土(lOYR2/3)地山(中教)中盤混入aしまり有り。

11 黒色土(2.5Y2/1)地山(/J噛)中量、地出境(中)浪人。ややしま0有り。
12 黒色土(lOYR1.7/l)地出(/J悦)中最混入。ややしまり有り。
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[SKF 53] 

i 暗liJ色土(10YH3/心地lli(/J位)多量混入oしまり有り6

1 黒掲色土(10YR2/2)地lli(/J噌)少最混入。ややしまり有りE

1 池山

4 時liJ色土(lOYR3/3)j富山(r附)・民(宇佐)中量、地t!J(大佐)混入o

ややしまり有り0

5 1M掲出:(lOYR2/3)地山(中位)・民(中教)中量混入。ややポソポソしている6

6 Iこぶい黄盤色土(lOYH7!4)地山(/J教)多量、夜(大枝)少量混入。

7 黒llJ色土(10YH3/2)地山(r陣)やや多量、夜(大佐)多量混入。ややしまり有り0

8 M¥掲色土(lOYH2/2)地出(中m・良(大m中量混入。しまり有り9

9 i!).掲色土(lOYH3/2)地山(小松)ご〈安曇、民(中段)中量混入。

10 精掲色土(lOYR3/3)地出(中柱)少量、成(中世)中量混入。

11 Iこぶい黄援色土(I0YH7/4)池山塊(大)混入。

12 明黄liJ色土(I0YH6/6)シう A，地山(中位)中量、皮(中m少量混入。しまり有りG

13 祭掲色土(lOYlロ/2)j仙(中投)中盤、決(大詰)多量混入。しま与有り。

14 明黄掲色土(IOYIリ/引け À，池山(!H~)中量、政(/J\訪)少量混入。しまり在り D
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第 l節縄文時代の遺構とその出土造物
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第 4章調査の記録

N L 59..60、NM59..60グリッドに位置する。

円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径1.00mX短径0.95m、坑底部長径2.16mX短径1.86m、深さ1.29m。

楕円形である。

一…フラスコ形である。

した。白然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

ほぼ平坦である。

埋土中から深鉢形土器が 8個体分 (1-10"，-，15"23"24)、土器底部破片が 1点 (16)、土器片

匙 l点(17)、掻器 1点(18)、時Ij器 2点(19"20)、微小剥離痕のある石器剥片 1点

(21)、くぼみ石 1点 (22)などが出土した。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

《位

《確 認》

複》

〈規 模》

《平面形〉

《断面形〉

《埋

《成 面》

物〉

8 

S KF 67フラスコ状土坑(第153"第154図、図版127)

《位

《 確認〉

複〉

〈 規模》

形》

《断面形》

N E62..63グリッドに位置する。

円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

S KF36フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が新しい。

関口部長径1.57mX短径1.53m、坑底部長径1.48mX短径1.00m、深さ1.00mo

円形である。

袋状である。

〈埋 土~ 17層に分層した。自然堆積か人為的堆積かは不明である。

《底 面》 北東側に傾斜する底面の中央に深さ10crnの柱穴様ピットが 1カ所あるの

《遺 物》 埋土の第16層に遺物が集中して出土した。深鉢土器 3個体 (1，.__3)と土器片11点(4 "-'14) 

のほか、石匙 2点(15"16)、掻器 l点(17)、削器 3点(18，.__20)、くぼみ石 2点 (21"22入

錘 l点 (23)、半円状偏平打製石器 2点 (24"25)、石血破片 2点 (26"27)、軽石浮子 2点 (28"

29)などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 69フラスコ状土坑(第155図@第156圏、図版127，.__図版130)

《位

《確

複》

N G64..65グリッドに位置する。

楕円形のにぶい黄褐色土の落ち込みとして確認した。

S K22土坑と していたが、本土坑が古い。

《規 模〉 閉口部長径1.30mX短径1.15m、坑底部長径1.98mX短径1.73m、深さ1.05m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土~ 14J雷に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 やや凹凸がある。

《遺 物》 埋土の第13" 14層から、深鉢土器が 6個体分 (4.. 8，.__12)、土器片 7点 (1"-'7ぺ3入微ノト
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第 4章

SKF55出土遺物

SKF67 

。 2 m 

1 (55 -~ 23) 

[SKF 67] 
1 !~\褐色土(lOYH3/2) 地山(村立)中選、炭(/J、粒)少盈混入O ややしまり有り。
2 オ1)ーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(中校)・炭(gJ粒)中量浪人。しまり有り。
3 rr吉褐色土(lOYH3/3)池山(中粒)・炭(中粍)中最混入。ややしまり有り。
4 mm色土(lOYH3/2)地山(小粒)中母、炭(中牧)少鼠混入。ややしまり有り0

5 rr音褐色土(lOY剖/3)地山([t!す)やや多展、炭(小村)中選浪人。しまり有りG

6 褐色土(1OYH4/4)地ll，(中粒)多量、炭(中粒)少量混入。しまり強い。
7 暗褐色土(lOYH3/4)地出(大粒)中盤、炭(中粒)多量、酸化鉄混入。

しまり、 l単位有りG

8 暗m色土(lOYH3/3)地山([t!iil・炭(rド粒)中塁混入。 しまり有り。
9 階m色土(7.5YH3/3)地山(中粒)中i言、炭(gJ!jf.)少鼠混入。ややしまり有り。
10褐色土(lOYH4/6)J叫伏粒)多量、炭(小粒)少量浪人。ややしまり有りo

II 黒褐色土(lOYH2/3)池山(大粒)・炭(大粒)中盤浪人。しまり有りG

12 ~対日色土(lOYH5/8) シラス。地山(中粒)中嵐、炭(大粒)少盤浪人。
ややしまり有り。

131ljj黄褐色土(IOYH6/8)シラス。地山(大粒)中露混入。ややしまり有り。
14 期日色土(7.5YH3/4)地山(小粒)少鼠、後(中船中長混入。
15 rr自m色土(I0YH3/4)地山(小牧)少最混入。ややしまり有り。
16 褐色土(7.5YH4/4)地山(/Njf.)少議、炭(中粒)中露混入。しまりtJり。
17 ，~H日色土(7.5YH3/2) 地山(小粒)少鼠混入G しまり有りG

18 171こ同じ。

2(55-24) 

。 10cm 

第153図 SKF55 .. SKF 67フラスコ状土坑とその出土遺物
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

剥離痕のある石器剥片 2点(14.15)、決りのある石器示iJ片 1点(16)などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と問、われる。

S KF 70フラスコ状土坑(第156図)

〈位 置P ND62グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色の双円形の落ち込みとして確認した。

複p S K S 71土壌墓と重複していたが、新旧関係は不明である。

〈規 模〉 関口部長径0.63mx短径0.56m、坑底部長径0.63mx短径0.55m、深さ0.25m。

《平面形〉 円形である。〆

《断面形〉 袋状である。

《底 面〉 ほぼ平坦な底面の仁1]央に深さ15crnの柱穴様ピットが]カ所ある。

物〉 なし。

《構築時期》 縄文時代前期と思われる。

S KF 73フラスコ状土坑(第156図@第1571盟、図版130)

〈位 置p ND61..62グリッドに位置する。

《確 認〉 円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規 模》 関口部長径1.79mX短径1.63m、坑底部長径1.55mX短径1.53m、深さ1.29m。

《平面形〉 楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土p 34層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 平坦な底面の中央に深さ20cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物》 埋土中と底面から土器片 7点と土器底部破片 1点 (8)が出土した。

〈構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 80フラスコ状土坑(第157図、図版131)

〈位 置p N F66グリッドに位置する。

《確 認》 台地縁辺に不整な黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 閉口部長径1.82mX短径1.55由、坑成部長径2.20mX短径1.81m、深さ0.80m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である O

住宅 土p 8層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 ほぼ平坦な底面に小さな柱穴様ピット@くぼみが 6カ所ある。

《造 物》 底面から深鉢形土器が 1個体(10)、土器片10点、土器底部破片 2点(11"12入 1点(14)

がH:¥j二しfこO

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

239 
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ハ
υ3(73-3) 

η引
U

5(73-5) 

7(73-7) 

SKF73出土遺物

4(73-4) 

8(73-8) 。 10cm 

SKF80 

A 

[SKF 80] 

I 掲色土(I0Y日2/3)池山(大殺)・炭(中位)少量ilt人cややしまり有りG

2 隣掲色土(I0YH3/3)lt!Jlll(中投)少量混んややポソポソLている。

3 思iIJ色土(10YH3/2) 治山(中!il)少量、炭(小I~)rþ量混入G ややしまり有り0

4 ~ffiIJ包土(IOYH3/心地lIJ(/j\lil) ・炭(大粒)中量混入。しまりおりε
5 犠t~包土(IOYH3/4) 地tlJ(/j\1!i.)・夜(小粒)少量混んややしまり有り c
。情褐色土(10YH3/3)治山(小牧)中量、皮(中島少議混んややしまり有1)，
7 掲色土(I0YH2/2)地山(+it)少量、民(中投)中選混入cしまり有り。

』潟色土(I0YH4!'I)j出IJ(大ii[)rjl昼、炭(Ij¥m少量侵入Gしまり有り。
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第4章調査の記録

S KF 81フラスコ状土坑(第158図)

《位 置P NH64..旬、 N164..65グリッドに位援する。

〈確 認〉 楕円形のオリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

複p S K F27フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が古い。

《規 模〉 関口部は径1.20mの円形と推定した。坑底部長径2.43mx短径2.36m、深さ1.76m。

〈平面形》 円形である。

〈断面形〉

〈埋土》

〈底面》

〈遺物》

〈構築時期》

三角フラスコ形である。

13層に分題した。自然堆積と盟、われるが炭化物の混入する膳が多い。

ほぼ平坦である。

底面に長さ1.20m、幅14cmの炭化材が出土したが、地山盾に埋没した森林の一部である。

縄文時代前期と思われる。

S KF 82フラスコ状土坑(第158図、図版132)

〈位 農P NH65グリッドに位置する。

〈確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

〈重 複》なし。

〈規 模》 関口部長径1.48mx短径1.17m、坑底部長径1.91m X短径1.64m、深さ1.32m。

〈平面形》 楕円形である。

〈断面形〉 三角フラスコ形である O

〈埋 土P 15痛に分層した。自然堆積と思われるが、上位に堆積する層(第 1'"'-'10層)に炭化物の混入

《底面》

《遺物》

《構築時期〉

が多い。

平坦な底面の中央に深さ 8cmの柱穴様ピットが 1カ所ある O

埋土中から土器片4点と石匙 1点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と忠われる。

S KF 88フラスコ状土坑(第158図〉

〈位 置P N 1旬、 NJ63グリッドに位遺する。

〈確 認》 円形の暗褐色土の落ち込みとして確認した。

複p S 130竪穴住居跡、と重複していたが、本土坑が古い。

《規 模》 関口部長径1.38mX短径1.32m、坑底部長径1.37mX短径1.33m、深さ0.44m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である O

〈埋 土P 17層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

〈底 面》 やや凹凸があるものの、ほぼ平坦である。

物》 埋土中から土器片が 3点出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 89フラスコ状土坑(第158図、図版132)
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SKF88 撃-D
6(88-1) 

A B 一日ハ川
Uい

日
7(88-2) 

m 8(88-3) 

[SKF 88] 
1 rr喜jiiJ色土(lOYH3/3)池山(中絞)11]量、炭(中粒)少量浪人。ややしまり有り。
2 黒色土(10YH1.7/1)地山(小校)ごく少屋混入。ややしまり有り。
3a I情褐E'.土(lOYH3/4)地山(大粒)中塁、炭(中粒)少量浪人。しまり、 i1p.1生tiり。
3b浅黄櫨色土(10YH8/4)シラス。しまり有り 0

4 浅黄援色土(lOYH8/4)シラス。ややしまり有り。
5 黒褐色土(10YH3/2)池山川、校)中盈浪人。ややポソボソしている0

6 3bに向じ。
7 黒褐色土(lOYH3/2)地山([Tt立)多量、炭(大rj'i.)中盤混入ロしま
8 rr吉褐色こtc10Y日3/3)地山(小粒)・炭(中粒)中i重視入。ややしま
9 黒色土(7.5YH2/1)地山(小粒)ごく少量浪人。
10 にぶい黄褐色土(10YH4/3)地IlJ(ヰ]粒)・炭(小粒)中鼠混入。ややしまり有り。

11 3blこi母じ。
12 Iこぶい茶褐色土(lOYH4/3)地山(!J、粒)・炭(小牧)少量、地山塊(中)混入。

ややしまり有りo

13 黒褐色土(2.5Y3/2)池山(大名I!.)・炭(中粒)中鼠混入。ややしまり有り。
14 1品色土(lOYH4/4)池山(小粒)[t量、炭(小粒)少蚤混入。ややしまり有り。
15 にぶい黄褐色土(10YH4/3) 地山(中校)中選、炭(cj]~v:)少議滋入。ややしまり有り。
16 !1.¥liiJ包土(10YH3/2)池山(中粒)中盤、炭(中粒)少最混入。ややしまり有り。
17 3blこjヰじ。

、、、
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[SKF 89] 

i 緊急土(I0YR2/1)地山(小位)ご〈少量、良川悦)少量混んポソポ/しているo

i 暗掲色土(IOY1l3/3)地UI(中位い皮(/J位)少量混入。

3 地山口

4 オ 1) 四プIII色土(2 5Y4/心地山(中I~) ・波(中段)中量混んややしまり有り 0

5 呼i黄掲色:J:(25Y7/心地山壊し。しまり強い。
B 明菜掲色土(2訂7/心地ill(中位)多量、夜(ql位j中量混入D ややしまり有り9

7 黒掲色土(I0Y1l2/3)治山(中校)・絞(大技)中量混入。ややしまり有弘

8 経オサーブ掲色土(2.5Y3/3)地出(中位)・夜(小柱)中量混んしまり有り0

5 オトブ舵土(2，5Y4!6)地山(中投)中盤混入c しまり有りc

10 浅黄控色土(10Y1l8/4)汁 ôしまり有り。

h
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第 4章調査の記録

〈位 置} N J 63..64グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複} S 130竪穴住居跡と重複していたが、本土坑が新しし ¥0

《規 模》 関口部長径1.76mX短径1.62m、坑底部長径1.56mX短径1.44m、深さ1.16m。

面形》 円形である。

《断街形》

〈埋土》

《底面》

《遺物》

《構築時期》

袋状である。

10属に分層した。自然堆積と盟、われるが炭化物の混入する層が多い。

平坦な底面の北側にT字形の溝状の窪みがある O

埋土中から土器片が 2点と、中央に貫通孔をもっ円盤状石製品の破片が 1点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S KF 90フラスコ状土坑(第159図、図版133'"'"'図版134)

〈位 置} N 164、NJ64グリッドに位置する。

《確 認》 双円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複} S K F91フラスコ状土坑と重竣していたが、本土坑が占い。

《規 模》 関口部長径1.77mX短径1.54m、坑底部長径1.68mX短径1.65m、深さ1.52m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形〉 袋状である。

埋

底

遺

土

面

物

16層 した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

ほぼ平坦である。

底面から深鉢土器 1個体と、土器片 2点、掻石 1点が出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われるの

S KF 91フラスコ状土坑(第159図、図版134)

H立 霞} N 164、NJ64グリッドに位置する。

《確 認》 双円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複} S K F90フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が新しし ¥0

《規 模y I鶏口部長径1.76mX短径1.60m、坑底部長径1.76mX短径1.30m、深さ0.90m。

《平面形》 円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土y 10層に分)麗した。自然、堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 ほぼ平湿な底面の中央に深さ16cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物》 埋土中から深鉢土器が 2個体分(1 " 8 )、土器底部破片 1点 (9入土器片 6点(2 '"'"' 7 )、

1点(10)、右槍破片 1点(11)、削器 2点(12014)、石錘 l点(13)、くぼみ石 l点(15)

などが出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 130フラスコ状土坑(第160図)
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縄文時代の遺構とその出土遺物
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第 1節

D C 

B 

[SKF 90] 
1 黒褐色土(lOYR3/2)地山(小粒)・炭(中粒)少量浪人o

2 黒褐色土(10YR3/2)地山(中粒)中盤、炭〔中粒)少;量混入。ややしまり予言り。
3 黒褐色土(10YR3/2)地はJ(小X*<中襲、炭(中粒〕少最混入。ややしまり予言り 0

4 黒褐色土(10YR3/2)士ill山(大*Iu・1火(中粒)中昆混入。ややしまり干寄り。
5 ~廷褐色土(10YR2/2) 地山(中粒)やや多議、炭(小粒〕少盤混入。ややしまり有り。
6 銀色土(10YR2/1)士I!!山(中粒)・炭(中粒)中鼠浪人。ややしまり有り。 。
7 !j黒褐色土(10YR2/3)地山(中粒〕中鼠;、炭(中粒)少量混入。ややしまり有り。
8 褐色こと(10YR4/4)地山(中粒)中昼、炭(中粒〕少鼠混入o しまり有り 0

9 I狗黄褐色土(10YR7/6) シラスロ部分的に〔日)含むn

10 明黄褐色こと(10YR7/6) シラスO 炭(大粒〉少;監視Jししまり有り。
11 黄j登色土(lOYR7/心地LLJ:塊。しまり強い。 。
12 階一褐色土(10YIτ3/3)地山(中粒)・炭(小粒)中盤浪人。しまり有り A

13 I羽策褐色土(10YR7/6)J也山(中粒)中録、地山塊(大)混入。しまり強L、。
部分的に(12)含むn

14 褐色こと(10YR4/心地山(中粒)中長、炭〔禾粒)少量浪人。
15 明策褐色土(10YR7/6)地山(中粒)・炭(小粒)中盤混入;
16 褐色土(10YR4/心地LLi(中粒)中盤、炭(小粒〕少量混入:

部分的に(14)含む。 切

17 明策褐色土(10YR7/6)地山(中粒)中掻、炭〔小粒)少量 池山塊〔大)混入。しまり予言り
18 褐色土日OYR4/4)池山(中粒〕中盤、炭(大粒)少量混入;しまり有り。
19 明策褐竿土(10YR6/6) シラス 池山〔中粒)中;昆混入。ややしまり有も。
20 Jl竜褐色:IITÒ:~h:i5 ;;(3) シラス。知山(小粒〕中鼠 炭(大粒)少量滋入。ややしまり有り 0

21 r珂策褐芭土(10YR7/6) シラスO 地山(中粒)中益、炭(大粒)少鼠混入。

B 
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第 4章調査の記録

ML74、MM74グリッドに位置する。

楕円形の黒褐色土の港ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径2.36mx短径2.10m、坑底部長径2.40mx短径2.20m、深さ1.20m。

楕円形である。

袋状である 0

14層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

小さな自凸があるが、ほぼ平坦である。

底面から土器片4点、石匙 2点 (5" 6)、擦り石 l点(7)、半円状偏平打製石器1点 (8)、

箆状石器破片 1点(9 )、磯4点が出土した。

〈構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

H立 置》

《確 認》

《重 複》

〈規 模》

《平面形》

《断面形》

《埋 土》

《底 面〉

《遼 物》

S K F 148フラスコ状土坑(第160図)

H立
《確 認〉

複〉

MT69、NA69グリッドに位霞する。

明黄褐色土の円形の落ち込みとして確認された。

S 1 147竪穴住居跡と していたが、本土坑が新しい。

《規 模〉 開口部長径1.92mx短径1.90m、坑底部長径1.99mX短径1.99由、深さ0.61mo

《平面形》 円形である。

《断面形〉 袋状である。

《埋 土~ 7層に分属した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する)蓄が多い。

《底 面〉 ほぼ平坦な底面の中央に深さ12crnの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物〉 埋土中から土器片 l点と、剥離調整した石器破片 l点が出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる O

S K F 149フラスコ状土坑(第161図)

《位 霞~ MT69グリッドに位置する。

《確 認》 不整な楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S K F 257フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が新しい。

《規 模》 関口部長径2.58mX短径2.26m、坑底部長径2.20mX短経2.06m、深さ1.25m。

《平面形〉 楕円形である。

《断而形〉 三角フラスコ形である。

12層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

ほぼ平坦な底面の中央に深さ17crnの柱穴状のピットが 1カ所ある。

埋土中から土器片が多く出土したが、 10，， 11のように横断面形が方形になる

る。また、半円状偏平打製石器破片も 1点出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

《埋

《底

《遺 物》 の破片もあ

S K F 152フラスコ状土坑(第163図)
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

[SKF 130] 
l 黒色土('i.5YR1.7/1)地山(中粒)少量混入。ややしまり

有り。粘性有り。
2 ~黒褐色土(10YR2/2) 地山〔中粒)中蚤混入。しまり、粘

性有り。
3 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(大粒)多量、炭(中粒)

中最混入。 しまり予言り。
4 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(中粒)中量、炭(/j、，*ill少量混入。

しまり、弾性、粘性有り。
5 黒色土(10YR2/1)地山(中粒)中最混入。しまり、粘性

有り。
6 黒色土(10YR2/1)池山(小粒)少量混入。ややしまり有り。
7 暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(大粒)中;量、炭(中粒)

少量混入。しまり有り。
日 明黄褐色土(2.5Y6/6) シラスー炭(中粒)少量混入。しま

り強い。
9 8に同じ。
10 明黄褐色土(2.5Y6/6) シラス。炭(/j、粒)少量混入。しま

り強い。
11 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(大粒)多員、炭(中粒)

中最混入。しまり有り。
12 10に同じ。
目 黒褐色土(10YR2/2)炭(中粒)多重視入。しまり、粘性有り 0

14 明策褐色土(2.5Y6/6)シラス。炭(/j、申立つ中量混入。 しまり
有り。

ム-~どち
ζ二二二〉 6(130-6) 

1(130-1) 

3(130-3) 

f 
kミノ

コ

第160図 SKF130 .. SKF 148フラスコ状土坑とその出土遺物
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A 63.800m 
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地山(中粒)・炭(中粒)
中長ま滋入。 しまり有り。

2 ~竜褐色二!::(lOYR5/8) 士tll山(中粒)中露・炭(大
粒)少盈混入。しまり有り。

3 オリーフ'褐色土(2.5Y4/6)地tlJ(小粒)少最混
入。ややしまり有り 0

4 明黄褐色土(2.5Y6/6)地111(中粒)小;嶺混入。
しまり有り。

D 5 lIJH定褐色土(lOYR6/6)地山(小粒)少境、炭
(/N~)中最浪人G しまり有り。

6 5に同じ。
7 11月黄褐色(10YR6/6)地山(小粒)・炭(r同お

rt設混入唱しまり有り。
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第 4章調査の記録
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[SKF 149] 
1 黒色土(5YR1.7/1)地111(中牧)少量混入。しまり有り。
2 明策褐色オニ(2.5Y6/6) シラスO 地山塊(大)多量混入。しまり強い。
3 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(中粒)・炭〔中粒)中量浪人。しまり、粘悦有り 0

4 黒褐色こ(2.5Y3/2)地山(中粒)中;段、炭(中絞)少量混入O しまり有り O

5 オリ一フ
6 オリ一ブ褐色土(α2.5Y4/4の)地山(中f粒立的〕中量、 1炭3友足(大粒)少量混入O しまり有り。
7 黒色土(10YR2/l)池山(小粒)ごく少量、炭(中粒)中量混入O しまり有り。
8 オリ一フ
9 ;黒i主蒸E良i褐色土(α2.5Y3/1η)地山(ω/J小iト、粒)ごご町く少;援鼠、 1炭:友定(中粒)多量混人O しまり、粘性有り。
10 オリーブ縄色土(2.5Y4/4) シラス。炭(中粒〕少量浪人O しまり有り。
11 黒褐色土(7.5YR2/2)地山(中粒)中量浪人。ややしまり有り。弾性有り。
12 明策褐包土(2.5Y7/6) シラス。地山塊(大)多鐘混入。しまり強い。
13 121こ同じ。
14 暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(中粒)中屋、炭(大粒)少量浪人。しま
15 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地UJ(中粒)中量、炭(中粒)多量浪人。しまり、
16 黄褐色土(2.5Y5/4)地111(中粒)多量、炭(中粒)少量混入。しまり強い。
] 7 明策褐色ニヒ(2.5Y6/6)シラスO しまり強L、。
]8 オリーフ潟色土(2.5Y4/4) シラスO 炭(大粒)cj:J量混入。しまり強い。
19 明策褐色土(2.5Y7/6) シラス。炭(大粒)少量浪人。しまり強い。
20 にぷい資褐色土(10YR6/4) シラス。炭(大粒)多量混入。ややしま
21 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(中粒)少主主、炭(中段)中島;混入O

22 明策偶色土(2.5Y6/6)J:t.!l山(小粒)中選混入。しまり有り。
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第 4章調査の記録

《位 置) N A67、NB67グリッドに位置する。

《確 認〉 台地縁辺に楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規 模〉 関口部長径2.86mx短径2.18m、坑底部長径2.26mx短径2.18m、深さ0.72m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土) 11層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 平坦な底面の中央に深さ 19crnの柱穴様ピットが lカ所ある。

《遺 物〉 埋土中から土器片 9点、石倣 l点(10)、石匙 1点(11)、半円状偏平打製石器 1点 (12)、

石錘 1点(13)と、多数の礁が出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 155フラスコ状土坑(第163図〉

《位 置) N B62"63、NC62..63グリッドに位置する。

〈確 認〉 楕円形のにぷい黄褐色土の落ち込みとして確認した。

複) SKF156フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が新しい。

《規 模〉 関口部長径2.00mx短径1.66m、坑底部長径2.34mx短径1.80m、深さ0.82m。

《平面形〉 楕円形である。

《断面形〉 袋状である。

《埋 土) 16層に分属した。自然堆積と思われる。

〈底 面》 ほぼ平坦な底面の仁i二!央に深さ18crnの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物〉 埋土!ゃから土器片 2点と、出器 l点(4 )、片面剥離調整した石器破片 1点(3 )、!擦などが

11::¥二1:.した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 156フラスコ状j二坑(第164図、図版135)

《位 置T N C62グリッドに位置する。

〈確 認》 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複) S K F 155フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が古い。

《規 模》 関口部長径1.38mX短径1.22泊、坑底部長径2.20mX短径1.92m、深さ1.42m。

《平面形》 楕円形である。

~I析面形》 三角フラスコ形である。

《埋 士T 22)昌に分層した。自然堆積と思われるが、下位の層に炭化物の混入が多い。

《底 面》 平坦な底面のq:::J央からやや西寄りに深さ 16crnの柱穴様ピットが 1カ所ある。

《遺 物》 坦中から深鉢土器が 2個体 (6ペ0)、土器片13点、石鍛 1点。3)、石器破片 3点 (17'"'-' 

19入半円状偏平打製石器 1点 (20入箆状右 1点 (21)などが出土した。

《構築時期T 1=1=¥上した土器から縄文時代前期後葉と忠われる。
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[SKF ]52] 
1 黒色土(7.5YR1.7/1)J.illLlJ (中粒)中量混入。ややしま

り有り。
2 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(小粒)中昼、炭(小牧)少量

混入。ややしまり有り。
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中量混入。ややしまり有り 0
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6 褐色土(10YR4/4)丸l!.山(中粒)・炭(中粒)中;議i混入。
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;量混入。しまり有り。

9 褐色土(10YR4/4)封l!.山(小粒)やや多盤、炭(/J咋立)少髭
混入。しまり有り。
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第4章調査の記録
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【SKF 156] 
1 黄綬色シラス(10YR7/8)
2 黄緩急シラス(10YR8/8)
3 ，こぶい策褐色土(lOYR4/3)地山塊(中、小)、

炭化粒少最混入。
4 明策褐色シラス(lOYR6/6)
5 明策褐色シラス(lOYR6/8)地山塊。
6 にぶい策褐色シラス(10YR5/4)炭.1!1立、地

山塊混入。
7 ~貴様色シラス(10YR7/8) 地山塊。
8 にぷい黄褐色シラス(lOYR5/4)炭化物混入。
9 にぶい黄褐色シラス(lOYR4/3)炭化物、地
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土違物

S K F 157フラスコ状土坑(第165図)

《位 誼>> N B63..64グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒色土の溶ち込みとして確認した。

《重複》なし。

《規 模》 関口部長径1.06mX短径0.95m、坑底部長径1.64mX短径1.60m、深さ0.94m。

形》 円形である。

〈断面形》 フラスコ形である。

〈埋 土>> 3 J習に分)脅した。人為的堆積と思われる。

《底 面》 やや由凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 物》 埋土の第3居中に石鎌 1点(1 )、搭製石斧 1点(2 )、片面剥離調整した石器破片1点 (3)、

半円状偏平打製石器 1点 (4)、くぼみ石 3点 (5~ 7)、敵石 1点 (8)、擦り石 1点 (9 ) 

のほか、擦が出土した。

《構築時期》 縄文時代前期と思われる。

S K F 158フラスコ状土坑(第166図、図版135)

〈位 置>> NA64グリッドに位置する。

〈確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規 模》 関口部長径1.62mX短径1.58m、坑底部長径1.66mX短径1.64m、深さ1.52m。

面形》 円形である。

《断面形》 袋状である。

(:埋~ 土)) 12層に分層したの向然:L~積と思われるが炭化物の混入する層が多いの

〈底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である O

物》 埋土の第10層から深鉢土器が 1侶体 (7)と土器片 9点、石匙 1点(11)、削器 l点(12)、

くぼみ石 2点(13"14)、半円状偏平打製石器 1点(15)、くぼみ@散石 1点 (16)のほか多数

の礁が出土した。

〈構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と足、われる。

S K F 159フラスコ状土坑(第167図、図版136)

〈位 置>> ND65グリッドに{立置する。

《確 認》 台地縁辺に楕円形の褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 関口部長径1.92mX組径1.72m、坑底部長径2.10mX短径1.96m、深さ0.56m。

面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 10層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 平坦な底面の中央に深さ18cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物》 埋土中から深鉢土器が 2個体分(10"11)と土器片 9点、石槍 1点(13入箆状石器2点(13"
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10cm 

16)、片面剥離調整した石器破片 2点 15)、掻器 2点(18"19)、面まIj離調整した石器破

片 1点 (20)、石器剥片 1点(17)のほか多数の{擦が出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。
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第 l節 縄文時代の違構とその出土造物

C D 

[SKF 158] 
1 黒褐色土(lOYR3/2)地山(大枚)・炭(大粒)中最混入。

しまり有り n

2 I清オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(中粒)中量、炭(大f立つ
少量混入。しまり有り O

B 3 褐色土(lOYR4/4)地山(大粒)・炭(中粒〕少量混入。
しまり有り。

4 黒褐色土(lOYR2/2)地山(大粒)中量、炭(大粒)多量
混入。しまり有り n

5 f羽黄褐色土(2.5Y6/6) シラス。炭(中粒j少量混入。
しまり有り。

6 nJj策褐色ニヒ(2.5Y7/6) シラスO 炭(小粒)少量浪人O

しまり有り。
7 黒褐色土(10YR3/2)地山(中粒)やや多;員、炭(大粒)

中;量;混入。ややしまり有り 0

8 にぷい裁褐色土(I0YR4/3)地山(ノj味幻中量、炭(中粒)
少量混入O ややポソボソ
している門

9 黒褐色土(10YR3/2)地山(小粒)中;量;炭(大粒)多量
浪人。ややしまり有り n

2m10 明黄褐色土(2.5Y6/6) シラスo 地山(大粒)ポ量混入。
しまり有り。

11 褐色土(lOYR4/心地山(小粒〕・炭(小粒)少量混入。
ややしまり有り n

12 ，こぶい黄褐色土(10YR5/4) しまり肴り。

8(158-8) 

1(158-1) 

3(158-3) 

警f
5(158-5) 

9(158-9) 

ち
く二三>11 (158-11) 

13(158-13) 

7(158-7) 

15(158-15) 

2(158-2) 

4(158-4) 

6(158-6) 

10(158-10) 

空U曾
ζユ 12(158-12)

14(158-14) 

ζコ]6(158-16)

第166図 SKF158フラスコ状土坑とその出土造物

-255 



第 4章調査の記録
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D [SKF 159] 
l 黄色土(2.5Y7/8)地山塊(大)多量、炭(中粒)少量混入。

しまり強い。
2 褐色土(lOYR4/4)地山(中粒)・炭(大粒)中鼠混入。

ややしまり干寄り。
3 池山
4 Iこぶい黄褐色土(10YR4/3)地山(中粒)中量、炭(大粒)

少量混入。しまり、弾性有り。
5 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山塊(小)・炭(中粒〉少量

混入ロしまり有り。
6 黒褐色土(lOYR2/2)地山(中粒)中量、炭(大粒)多量

混入。しまり有り。
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混入。しまり有り O
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F 9 明策褐色土(2.5Y6/6) シラスo しまり干寄り 0

10 褐色土(10YR4/4)地山(づ叱立)中島、炭(中粒)少鼠混入。
しまり有り。
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第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物

S K F 160フラスコ状土坑(第168図〉

《位 置~ N D65"66グリッドに位置する。

〈確 認〉 台地縁辺に楕円形のオリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

関口部長径1.92mx短径1.28由、坑底部長径1.76mX短径1.22m、深さ0.16m。

円形と推定される。

袋状である 0

4層に分層した。自然堆積と思われる。

平坦な底面に柱穴様ピットが 1カ所ある。

《遺 物》なし O

《構築時期》 縄文時代前期と思われる。

S K F 161フラスコ状土坑(第168図〉

《位 霞~ N B64"旬、 NC64"65グリッドに位寵する。

〈確 認》 円形の褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規 模〉 関口部長径0.82mX短径0.76問、坑底部長径1.82mX短径1.68m、深さ1.02mo

《平面形》 楕円形である O

《断面形》 三角フラスコ形である。

〈埋 土~ 8層に分属した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

〈底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 物》 埋土中から土器片が 5点、扶り入り削器 2点 (6.. 8)、削器破片 1点 (10)、箆状石器 1点

( 9 )、石錘2点(11"12)、石器剥片 l点(7)が出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる O

S K F 162フラスコ状土坑(第168図)

《位 置~ NB65、NC65グリッドに位置する。

《確 認》 不整な黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複~ S K F 164フラスコ状土坑と重複していたが、新旧関係は不明である。

《規 模》 関口部長径1.30mX短径0.92m、坑底部長径1.54mX短径1.44m、深さ1.02m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》

《埋土》

〈底面》

《造物》

《構築時期》

袋状である O

に分層した。自然、堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

やや出凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片が 4点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 164 フラスコ状土坑(第169図)

《位 置~ NB65グリッドに位置する。
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第 4主主 調査の記録

SKF160 

A B 

。¥ ~ 
ム 63.400m 旦

ペ~
C 

m 

【SKF 160] 
l オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(中粒)やや多量

混入。しまり強い。
2 明黄褐色土(lOYR6/6)地山(中粒)中最混入。

しまり有り。
3 黄褐色土(lOYR5/6)池山(中粒)少量混入。し

まり強い。
4 明黄褐色土(lOYR6/6)地山(大粒)ごく少量、

炭(中粒)中農浪人。し
まり有り。

宿

主(

SKF162 

B 

12 2m 

[SKF 162J 
1 黒褐色二i二(10YIミ2/3)

11 

A 0 ~ 
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[SKF 161] 
1 褐色土(10YR4/4)池山(中粒)・炭(中粒)中量混入。

しまり有り。
2 黒褐色土(10YR2/2)地山(小粒)ごく少量混入。ややし

まり有り。
3 I清褐色土(10YR3/3) 地山(中粒)ごく少量、炭(小~.îû少

量混入。しまり有り。
4 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(中粒)・炭(小粒)少量

混入。ややしまり有り。
5 褐色土(10YR4/4)地w(中粒)・炭(中粒)中震;混入o

しまり有り。
6 黄褐色土(10YR5/6)シラスo 池山(小粒)中量、炭(中

粒)少;議混入。ややしまり有り。
7 褐色土(lOYR4/6) シラス。
8 黒褐色土(10YR3/2)シラス。
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第168図 SKF160 o SKF 161 "SKF 162フラスコ状土坑とその出土遺物
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〈確 認》

複》

《規 模》

《平面形》

《断面形》

〈埋 土》

《底 面〉

〈遥 物》

第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

円形の暗灰黄色土の落ち込みとして確認した。

S K F162フラスコ状土坑と していたが、新旧関係は不明である。

関口部長径1.72mx短径1.62m、坑底部長径2.38mx短径2.38m、深さ1.08m。

円形である。

袋状である 0

8層に分層した。自然堆積と思われるが炭化物の混入する層が多い。

平坦な底面の中央に深さ15cIIlの柱穴様ピットが lカ所ある。

埋土中から土器片 4点と、石槍 1点 (8)、掻器 l点(6 )、くぼみ石 1点(5入擦り石 1

点 (7入機10点などが出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と回、われる。

S K F 165.. S K F 244フラスコ状土坑(第169図)

〈位 NA65グリッド る。

〈確 認》 楕円形の褐色j二の落ち込みとして確認した。 2基のフラスコ状土坑であるとの確認は底面の

複》

《規模》

〈平面形》

〈断面形》

による。

1に重複しており、新旧関係は SK F244フラスコ状土坑が新しい。

関口部長径2.26mx短径1.06m、坑底部長径2.58mx短径1.36m、深さ1.02m。

楕円形である。

袋状である。

《埋 土~ 11層に分屈した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物~ S K F 165の埋土中からは、石匙 1点(1入削器 l点(2 )、掻器 l点(3 )、石錘 1点 (4)

が、 SK F 244の埋土中からは、土器片 5点と、くぼみ石 1点が出土した。

〈構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と忠われる。

S K F 166フラスコ状土坑(第170図)

H立

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

Oiff面形》

NB63グリッド る。

不整な円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径0.78mx短径0.74m、坑底部長径1.76mX短径1.48m、深さ1.58m。

楕円形である。

フラスコ形である。

《埋 上~ 14J霞に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 平坦な底面の[1二!央に深さ17cIIlの柱穴様ピットが 1カ所ある。

《造 物》 底i面から土器片が 6点出土した。

《構築時期》 した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 167フラスコ状土坑(第170図、図版136)

~{立 NC66グリッド る。
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第 4章諮査の記録

口l SKF164 

A 64.200m 

ζコ…)

C 

[SKF 164] 
1 明黄褐 l::(2.5Y6/6)地山塊。しまり強い。
2 暗灰黄色土(2.5Y4/4)地山(中干お・炭(/]¥:1初中監混入。しま

り有り。
3 オリーフ。褐色二七(2.5Y4/2)地山りにl¥u中星、炭(中常的少量混

入。しまり有り。
4 暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(中粒)中畳、炭伏船少屋

混入。しまり有り。
5 ~謁色土(2.5Y3/2) 地山(村立)・炭(中船中量混入。しまり

有り 0

B 6 黒褐色土(10YR3/2)地山(中干の・炭(/j略的中最混入。 しまり
有り。

7 主主褐色土(2.5Y5/6)シラス。炭(中m少量混入。しまり有り0

8 1こぶい黄色土(2.5Y6/4)シラス。しまり有り。
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[SKF 165] 
1 a音褐e.土(IOYR3/心地山(中粒)中盤混入。ややしまり有り。

2 褐色土(I0YR4/4)地UJ(大粒)・炭(小粒)中量混入。 しまり予言り。

3 1こぶい策褐色ニ!:(10YR4/3)地山(中粒)多量、Dt(rTl立)中最混入o しま
り、弾性有り。

4 f渚褐色土(lOYR3/3)地山(中粒)・炭(中粒)中鼠混入。しまり有り。
5 策褐色土(2.5Y5/6)地山(大粒)・炭(中粒)中盤混入。しまり有り。

6 精褐色土(10YR3/3)地UJ(中粒)・炭(中粒)中量混入。しまり有り。

7 U音オリーブ褐色土(2，5Y3/3)地山(イ伴幻・炭(rt*-ll.)少鐙混入。しまり手まりo

B 褐色土(I0YR4/4)地山(中粒)・炭(小粒)少量混入。しまり有り。

9 黒色土(10YR2/1)地山C小粒)ごく少量、炭(小粒)少;震混入。
10 褐色土(10YR4/4)地山(中粒)ごく少鏡、炭(中粒)少量混入。 しまり有り 0

11 I努策絡色ニ!:(2，5Y7/6)シラス。炭(小粒)少;箆混入。しまり有り。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

《確 認》 台地縁辺に不整な方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模〉 関口部長径2.14mx短径2.08m、坑底部長径2.28mx短径2.20m、深さ0.88m。

《平面形〉 楕円形である。

〈断面形〉 袋状である。

《埋 土~ 8層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 ほぼ平坦な底面の中央に深さ16cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物〉 埋土中から深鉢土器胴部上半 2個体分(2 " 3 )と土器片 2点 (1 4)、石槍 1点(8 )、

円状偏平打製石器破片 3点 (5"6"9)、擦り石 l点(7 )のほか多数の礁が出土した。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 168フラスコ状土坑(第171図)

~{立

〈確認〉

複》

《規模〉

固形》

《断面形》

〈埋土》

〈底面》

《遺 物》

《構築時期》

NB66e町、 NC66"67グリッドに位霞する。

台地縁辺に円形のにぶい黄樫色土の落ち込みとして確認したo

S K178土坑と重複していた。本土坑が古い。

関口部長径2.30mx短径1.98m、坑底部長径2.20mx短径1.98m、深さ0.56m。

楕円形である。

袋状である。

した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

やや百|凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片 3点と、微小剥離痕のある石器科片 1点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 170フラスコ状土坑(第171図、図版137)

《位 NB66グリッド る。

〈確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》

〈規 模〉

《平 万三》

〈断面形》

〈埋

〈底 面》

物》

なし。

関口部長径1.51mx短径1.30m、坑底部長径1.62mx短筏1.60m"深さ0.84m。

楕円形である。

袋状である。

8層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土の第 8 ら、深鉢土器 1個体(5 )と土器片 4点、微小剥離痕のある石器剥片 1点

( 6)、くぼみ石 1点(7 )が出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 171フラスコ状土坑(第172図)

《位 置~ N B65..66グリッドに位置する。
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[SKF 166] 

1 黒褐色二!:(10YR3/l)地山粒・塊(中)を
粗に混入。

2 議褐色土(lOYR2/2)地山粒を混入。
3 黒色土(10YR2/1)パサパサ・フカフカn

4 明策褐色土(10YR6/6)フカフカ n

B 5 黄澄色土(10YR8/8)地山湾堆積t一度

に埋めた可能性)。
6 賛褐色土(10YR5/6)炭化粒・地山塊

(小)少量混入。
7 Iこぶい黄渇色土(10YR5/4)炭化粒を微

量混入。
8 明資褐色土(10YR6/6)炭化粒を少量

混入。
B 9 明策褐色土(lOYR6/6)軟質。

10 黒褐色ゴニ(10YR3/l)+明主主褐色土(10
YR6/8) 

11 8に同じ。

12 黒褐色土(10YR3/1)フカフ力。

13 黄燈~土(10YR8/6) 地山塊(小・大)
多量;混入。

14 にぷい黄褐色土(10YR5/4)軟質。
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(SKF 167] 
1 黒褐色土(10YR2/2)地山(小粒)中量混入。
2 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(中粒)・炭(中粒)少量

混入。
3 黄褐色土(10YR5/6)地山(中粒)・炭(中粉)少量混入。

ややしまり有り 0

4 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)鳩山(小粒)少量、炭(中粒)
ct量混入。ややしまり有り。

5 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(小型lI.)少量、炭(中粒)
中量混入。ややしまり有り。

6 暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)池山(小粒)やや多昼、炭
(大粒)中屋浪人。ややし
まり有り。

7 浅黄色土(2.5Y7/4)シラスo

8 :i1竜褐色土(10YR5/6)地山(中粒)・炭(中粒)少量混入。
ややしまり有り。
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第170図 SKF166 .. SKF 167フラスコ状土坑とその出土造物
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物
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D 【SKF 170] 
一一 l 黒褐色土(10YR2/2)地山(中粒)少量、炭(大粒)中題視入。ややしまり

有り。
2 明黄褐色土(2.5Y6/8)池山(中粒)・炭(小粒)少量混入。しまり有り 0

3 Iこぶい黄褐色土(10YR5/4)地山(中粒)ごく少:襲、炭(小粒)少量混入o

しまり有り。
4 明策褐色土(10YR7/6) シラス。炭(小粒)少量混入o しまり有り。
5 Iこぶい策褐色土(10YR5/4)地山(小粒)少量混入。ややしまり有り。
6 褐色(10YR4/4)地山(中粒)・炭(小粒)中最混入。しまり有り。
7 Iこぶい策褐色土(10YR5/心地山(中*10・炭(中粒〕中量混入。しまり有り。
8 策褐色土(10YR5/6)地山(小粒)少量混入。ややしまり有り。
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第 4章調査の記録

《確 認》

複》

《規 模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底 面〉

〈遺 物》

円形の褐色土の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径1.20mx短径1.06m、坑底部長径1.24mx短径1.18m、深さ0.24m。

円形である。

袋状である。

6層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

平坦な底面に溝状の掘り込みが東西南北に走り、中央には柱穴様ピットが 2カ所ある。

底面から土器片 4点、磨製石斧 l点(5 )、半円状偏平打製石器 l点(6)、擦り石2点 (7.. 

8)、くぼみ石 1点 (8入石皿破片 2点(10"12)、蔽石 1点(11)のほか長大な磯 l点も出土

した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 172フラスコ状土坑(第173図〉

《位 置} N A67"郎、 NB67"68グリッドに位置する。

〈確 認〉 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

《重複〉なしO

《規 模〉 関口部長径1.52mx短径1.08m、坑底部長径2.10mx短径1.88m、深さ1.02m。

《平面形》 楕円形である O

《断面形〉 三角フラスコ形である O

〈埋 土} 8層に分属した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である O

〈遺 物〉 埋土中と底部から土器片 7点、石匙 l点 (8)、削器 2点(9 "10)、石錘 l点(11)、くぼみ

み石 l点(12)、擦り石 2点(13..14)のほか礁などが出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 173フラスコ状土坑(第173図@第174図)

《位 置} NA66、NB66グリッドに位霞する。

〈確 認》 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

《重複》なし。

《規 模》 関口部長径1.32mx短径0.94m、坑底部長径2.02mx短径2.00m、深さ1.40m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 15層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 平坦な底閣の中央に深さ 9crnの柱穴様ピットが 1カ所ある。

《遺 物》 埋土中と底面から深鉢土器胴部上半 l個体分(1 )と土器片 2点(2 " 3 )、石匙 1点 (4)、

石槍 1点(5 )、石錘 1点(7 )、半月状偏平打製石器3点 (6寸 "10)、石皿破片2点 (9"11) 

などが出土した。
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縄文時代の遺構とその出土造物
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第 4章調査の記録
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1 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(小粒)中最、炭(中粒)少量混入。
しまり、粘性有り。

2 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(小粒)・炭(中粒)中最混入。
しまり有り。

3 時褐色二七(10YR3/4)地山(大粒)中:母、炭(小粒)少量混入。
しまり有り。

4 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(小粒)・炭(中粒)少鑓混入。
しまり有り。

5 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(小粒)・炭(中粒)中量混入。
しまり脊り。

6 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)鳩山(中粒)・炭(中粒)中:麓混入。
しまり有り。

7 褐色土(lOYR4/4)地山(小粒)・炭(小粒)少盤混入。
ややしまり有り。
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第4章調査の記録

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる O

S K F 175フラスコ状土坑(第174図)

〈位 置~ NA66グリッドに位置する。

〈確 認〉 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規 模〉 関口部長径1.04mx短径O.95m、坑底部長径1.35mX短径1.26m、深さO.72m。

《平面形〉 円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である O

《埋 土~ 7層に分層した。自然堆積と恩われるが、炭化物の混入する!習が多い。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 物〉 埋土中から土器片 2点と、片面調整剥離の石器剥片 l点が出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 176フラスコ状土坑(第175図)

《位 置~ N A65.66グリッドに位置する。

《確 認〉 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模〉 関口部長径1.60mX短径1.36m、坑底部長径1.48mX短径1.42m、深さ0.48m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土~ 6層に分属した。炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦で、ある。

《遺 物〉 埋土中から土器片 2点と半円状偏平打製石器 1点(1 )、くぼみ石 1点(3 )、石器剥片 1点

( 2 )が出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と盟、われる。

S K F 177フラスコ状土坑(第175図)

《位 置} M S 66..67グリッドに位置する。

《確 認、》 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 関口部長径1.18mX短径O.87m、坑底部長径1.62mX短径1.58m、深さ1.28m。

面形〉 楕円形である。

《断面形》

《埋土》

《底面》

物》

《構築時期》

三角フラスコ形である。

9層に分}脅した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中からこと器片 l点と磯 8点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。
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。
[SKF 176] 
1 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(中粒)中最混入。しま

り有り。
2 黒褐色土(10YR2/2)地山(中粒)中最混入。しま

り・粘性有り。
3 黒色土(10YR2/1)地山(大粉中昼、炭(中粒)少

漫混入。ややしまり有り。粘性有り 0

4 黒褐色土(10YR3/2)池山(/Jホ10中選、炭(中粒)
少量;混入。しまり有り。

5 黒褐色土(10YR2/3)池山(ノi性)少量、炭(小粒)
中最混入。しまり有り。

6 暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(大車立3・炭(中
粒)中量混入。しま
り有り。

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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[SKF 177] 
1 黒色ゴニ(10YR2/1)池山(中粒)中量混入。しまり、粘性あり。
2 オリーフ'褐色土(2.5Y4/4)地UJ境(中)多量、炭(中牧)少量混入。ややしまり有り。
3 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(大粒)少量混入。しまり、粘性有り。 υ 

4 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(中粒)やや多量、炭(中粒〉多量混入。しま
5 オリーブ褐色土(2.5Y4/心地山(中粒)多量、炭(中粒)少;蜜j混入。し
6 !渚オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(大粒)多量、炭(小粒)少量浪人O

7 階オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(中粒)・炭(中粒)中量混入。しき
8 黄褐色土(2.5Y5/4)地山(c同立)・炭(中粒)中量混入。しまり有り 0

9 浅策色土(2.5Y7/4)シラス。しまり有り。 v
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第4章調査の記録

S K F 180フラスコ状土坑(第175図@第176図、図版137)

《位 置} MT67、NA67グリッドに位霞する。

《確 認》 不整な長方形の黒色土の落ち込みとして確認した。

《重複》なし。

《規 模》 関口部長径1.66mX短径1.44m、坑底部長径2.44mX短径1.98m、深さ1.18m。

《平面形〉 楕円形である。

〈断面形》 袋状である O

《埋 土} 13層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する騒が多い。

《底 蘭〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 物》 埋土中から土器片 5点と石錐 1点(6 )、削器 2点 (7.. 8)、石器剥片 2点 (9ぺ0)、石錘

3点(11"-'13) と長大な磯 1点、円磯 2点なとが出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 182フラスコ状土坑(第176図、図版138)

《位 置} MT67グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の褐色土の落ち込みとして確認した。

《重複》なしO

〈規 模》 関口部長径1.38mX短径1.22m、坑底部長径1.46mX短径1.22m、深さ0.48m。

《平面形》 楕円形である O

《断面形》 袋状である。

《埋 土} 14層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する麗が多い。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《造 物》 底面から深鉢土器 l個体分 (8)と土器片 6点、土器底部破片 1点(7 )、片面調整剥離の

石器剥片 1点(9 )、雨面調整剥離の石器 l点(10)などが出土した。

〈構築時期》 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

S K F 185フラスコ状土坑(第177図)

H立 置》

《確 認》

複》

《規 模》

語形》

《断面形》

《埋 土》

《底 面》

《遺 物》

MS67グリッドに佼霞する。

双円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

S K F 186フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が古い。

関口部長径0.98mX短径0.95由、坑底部長径1.90mX短径1.40m、深さ1.13m。

楕円形である。

袋状である。

11J習に分属した。自然堆積と辺、われるが、炭化物の混入する層が多い。

平埠な底面の中央に深さ 8cmの柱穴様ピットが lカ所ある。

埋土中から土器片 6点、箆状石器 1点 (8)、片面調整剥離の石器剥片 1点 (7)、長大な磯

2点、下号機 5点などが出土した。
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SKF182 
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[SKF 182] 

1 褐色土(lOYR4/4)池山(小粒)中量混入。しまり有り。

2 暗褐色土(10YR3/3)地山(中粒)少量混入。ややしまり有り。

3 暗褐色土(lOYR3/3)地山(小粒)少最混入。しまり有り。

4 I済オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(中粒)中量、炭(中粒)少最浪人。

しまり、弾性有り。

5 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(中粒)中最混入。しまり有り。

6 暗褐色土(10YR3/4)地山(大粒)・炭(中粒)少議混入。しまり有り。

7 iこぶい黄褐色土(lOYR5/4)地山(中粒)中量混入。しまり有り。

8 黒褐色土(10YR3/2)地山(小粒)・炭(小粒)中量浪人o しまり有り 0

9 階オリーブ褐色土(2.5Y3/3)池山(小粒)少議混入o ややしまり干寄り。

10 I培褐色土(lOYR3/3)地山(小牧)少量浪人o ややしまり有り。

11 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(中粒)・炭(小粒)中量J見入。しま

12 オリープ褐色土(2.5Y4/4)地山付、粒)・炭(中粒)少屡混入。しま

13 褐色土(10YR4/6)池山(中粒)・炭(中粒)中;量浪人。しまり有り。

14 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)池山(小粒)中量、炭(小粒)少量混入。

しまり有り。
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第 4章調査の記録

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる O

S K F 186フラスコ状土坑(第177図)

《位 寵~ MS67グリッドに位置する。

《確 認〉 双円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S K F 185フラスコ状土坑と重複していた。本土坑が新しし ¥0

《規 模》 毘口部長径1.22mx短径1.20m、坑底部長径1.64mx短径1.60m、深さ1.20m。

《平面形〉 楕円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 17層に分層した。

《底 面〉 平坦な底面の中央に深さ12cmの柱穴様ピットが Iカ所ある。

《遺 物〉 埋土中から土器片6点と石器剥片 2点(4 " 5 )、くぼみ@石錘 1点(9 )が出土した。

〈構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 187フラスコ状土坑(第178図、図版139)

〈位 置~ N A68グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規模〉

《平面形》

《断面形》

《埋

〈底面》

《遺物〉

《構築時期》

関口部長径1.56mX短径1.46m、坑底部長径1.78mX短径1.70m、深さO.82m。

円形である。

袋状である。

8層に分属した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

平坂な底面の中央に深さ13cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

埋土中から土器片 2点と磯 3点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 188フラスコ状土坑(第178図)

《位 置~ N A68グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規 模》 関口部長径1.56mX短径1.38m、坑底部長径2.06mX短径1.74m、深さO.97m。

面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である O

《埋 土~ 14層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 平坦な底面の中央に深さ 9cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物》 埋土中と底面から深鉢土器 1個体(1 )と土器片 5点、微小剥離痕のある石器剥片2点 (7• 

8)、石錘 l点(9 )、角磯 2}誌などが出土した。

つ山
門
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第 4章調査の記録

S K F 189フラスコ状土坑(第179図、図版139)

《位 置P MT68グリッドに位置する。

《確 認〉 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複p S 1 147竪穴住居跡、と重複していた。新!日関係は不明である。

《規 模〉 関口部長径1.05mX短径0.92m、坑底部長径2.49mX短径2.38m、深さ1.12m。

《平面形〉 楕円形である O

《断面形〉 袋状である。

〈埋 土P 20層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 平坦な底面の中央に深さ16cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

《遺 物〉 埋土中から土器片14点、石槍 l点(15)、箆状石器 2点(18"19入片面調整剥離のある石器

破片 5点(16"17"20"，-，22)、半円状偏平打製石器 1点 (23)のほか礁などが出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 200フラスコ状土坑(第180図)

〈位 置P M S70グリッドに位置する。

〈確 認〉 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複p S 1 120竪穴住居跡と重複していたが、本土坑が古い。

《規 模〉 関口部長径1.49mX短径1.26m、坑底部長径1.62mX短径1.51m、深さ1.10m。

面形〉 楕円形である。

《断面形〉 三角フラスコ形である。

《埋 土P 8層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する}留が多い。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物》 埋土ヰニiと底面から土器片 7点、石匙 1点 (9入両面調整剥離のある石器 1点(11)、削器 1

(15)、片面調整剥離のある石器剥片 5点 (8"10"12"，-，14)、半円状偏平打製石器破片 1点

(16)、両端剥離石器 l点(17)、くぼみ石 1点(18)のほか、礁などが出土した。

《構築時期〉 出土したこ上器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 201フラスコ状土坑(第181図)

《位 置y MR70、MS70グリッドに位置する。

《確 認〉 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《 規模》

《平面形〉

《断面形》

《 埋上》

《 底面》

物》

関口部長径1.24mX短径1.11m、坑底部長径2.07mX短径1.86m、深さ1.34m。

楕円形である。

一…フラスコ形である。北側の壁面に袋状のくぼみ(横穴)がある。

9 J留に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

やや凹oがあるが、ほぼ平坦である。

埋土中と底面から土器片11点、くぼみ@半円状偏平打製石器破片 1点(12)、擦り石 1点(13)、

敵石 1点(14)、多数の磯などが出土した。
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[SKF 188] 
1 浅黄燈色土(10YR8/8)シラス地山担t。
2 黒褐色土(lOYR3/1)ローム塊浪人。

3 褐色土(10YR4/4)軽石粒・塊混入。
4 褐色土(10YR4/4)炭化物微量、軽石粒・境混入。
5 ]定褐色.:!:(10YR5/6)軽石粒・塊多量混入。
6 褐色土(lOYR4/6)軽石粒多量混入。
7 4に同じ (4より軽石塊少ない)。
8 灰褐色土(10YH4/1)
9 明黄潟色ニ!::(10YH7/6)シラス再J:tIi積。
10 黄褐色二七(lOYR5/8)!経石粒多;議混入。

11 にぶい策機忽ゴニ(10YR7/4) シラス再士tf!積。
12 褐色土(10YR4/6)軽石塊多量混入。
13 にぶい主主燈色土(10YH7/4) シラス降j.íf~f賞。
14 にぶい黄援色土(10YH7/3)シラス湾士宮:積。
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第4章調査の記録

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 202フラスコ状土坑(第182図)

〈位

〈 確認》

複〉

〈 規模〉

面形〉

《断面形〉

《埋

MR70グリッドに位置する。

円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.48mx短径1.45m、坑底部長径2.10mx短径1.90m、深さ1.38m。

楕円形である。

フラスコ方ラである。

15層 した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 ほぼ平坦な底面の中央に深さ18cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物〉 埋土中から土器片14点、石槍 1点(15)、石槍破片 l点(16)、片面調整剥離のある石器剥片

6点(17，-....，22)、擦り石 1点 (23)、くぼみ石 2点 (24，-....，25)などが出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 211フラスコ状土坑(第183図)

〈位

〈確 認〉

複〉

〈規 模》

面形》

~I却l- 形》

〈埋 j二》

《底 面〉

〈遺 物》

M R 72"73グリッドに位置する。

円形のオリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

S 1 144竪穴住居跡と重複していた。本土坑が古い。

関口部長径1.49mx短径1.36m、坑底部長径2.10mx短径2.07m、深さ0.95m。

円形である。

袋状である。

に分属した。 自然堆積と盟、われるが、炭化物の混入する層が多い。

断面図上では平坦な底面の仁|二1央に深さ10cmの柱穴様ピット lカ所を確認したが、不用意に掘

り過ぎたため平面では確認できなかった。

埋土中から土器片 5点、石匙 1点(6 )、微小剥離痕のある石器剥片 2点 (7 8入両面調

整求Ij離のある石器剥片 l点(9 )、擦り石 2点(10，， 11)のほか、礁などが出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 212フラスコ状土坑(第183図@第184図)

《位

〈確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

MQ73"74グリッドに位置する。

円形のオリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

S K F213フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が古い。

関口部長径1.49mx短径1.36m、坑底部長径2.10mx短径2.07m、深さ0.95mo

i惰円形である。

フラスコ万三である。

〈埋 土>> 14属に分}脅した。自然堆積と忠われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 ややrl!J凸があるが、ほぼ平坦である。
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地山(中粒)・炭(中粒)
中;最混入。しまり有り。

2 s者褐Eニヒ(10YR3/4)地山(中粒)やや多量、
炭(中紋)中;霞混入。し
まり有り。

3 明黄褐色土(2.5Y6/6)シラス。地山(c仲立)
B r:jJ室、炭(中粒)少量規

入。しまり有り 0

4 明黄褐色土(10YR6/6) シラス。地111(中粒〕
・炭(中粒)中量混入。
しまり有り。

5 褐色土(10YR4/4)地UJ(中粒)・炭〔大粒)中
量混入。ややしまり有り 0

6 黒褐色土(10YR3/2)地山(中粒)中量、炭(ヰJW
多;援混入。しまり有り。

7 にぶい黄褐色土(lOYR5/4)シラス。炭(大粒)
中最混入。しま
り有り。

8 黒褐色土(10YR3/1)地山(小粒)中量、炭
(大粒)多量浪人。やや
しまり有り。粘性あり 0

9 Iこぶい策褐色ニヒ(lOYR5/4)シラス。 しまり
有り。
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第4章調査の記録

ム63.900m

5(202-5) 

10(202-10) 

。15(202-15)

-OJ 
o 叩 02ω

23(202 -23) 

C 

[SKF 202] 
1 黒色土(7.5YR2/1)地UJ(中粒)・炭(tl:J粒)tlJ量混入。

しまり有り。
2 黒色土(10YR2/1)地山(小粒〕・炭(小粒)少;鼠混入。

ややしまり有り。
3 黒色二十JI0YR2/1)地山(tl:1粒)・炭(中粒)中最、地山

(大手〕混入。しまり有り。
B <1 明黄褐色ニヒ(10YR7/6)福山塊。しまり強い。

5 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(tl:1粒)・ !3tC::A..-1必中盤
混入。しまり有り。

6 rr富ーオリーブ褐色土(2.5Y3/3)士tllLLI(中粒)・炭(中粒)
中最混入。 しまりヲ寄り。

7 黄褐色土(10YR5/6)J'也山(中粒)中選、炭(小平立)少鼠
混入。しまり有り。

8 資褐色二i二(2.5Y5/6)地山(小粒)tlJ最、炭(中粒)多量
混入。しまり有り。

9 (こぶい黄援色土(10YR7/4) シラス。しまり有り。
10 黄褐色土(10YR5/6) シラス。しまり有り。
11 黒褐色こl::(2.5Y3/1)地LLI(tIJ*:立)・炭(中粒)多量混入。

しまり有り。
12 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(中粒)・炭C::kW中盤

浪人。しまり有り。

1 (202-1) 

3(202-3) 

13 ~票褐色土(2.5Y3/1) 地111(小粒)ごく少量、炭(大粒)
多量浪人。ややしまり有り。

11 褐B土(10YR4/4) シラス。しまり有り。
4(202-4) 

m 15 明黄褐色土(2.5Y6/6) シラスo ややしまり手寄り。

6(202-6) 7(202-7) 

11(202-11) 

12(202-12) 13(202 13) 

~-~ 
。16(202-16) どと:". 17 (202 -17) 

← éj-~ 色 守~ 
くこ~ 20(202-20) 

ζご〉 21 (202 -21) 

二d
亡コ 24(202-24) 

フラスコ状土坑とその出土造物
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14(202-14) 

〈二~ 18(202 -18) 

勺
ζここ~ 22(202-22) 

25(202 -25) 

。 10cm 
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第4章調査の記録

《遺 物〉 埋土中から土器片4点と、両面調整剥離のある石器 1点(6 )、石錘 l点(7)、挟り入り半

円状偏平打製石器破片 1点 (8入石器剥片 1点(5 )が出土した。

〈構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 213フラスコ状土坑(第183図@第184図)

《位 置~ MQ73"74グリッドに位置する。

〈確 認〉 円形のオリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S K F 212 フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が新しし ~o

《規 模》 関口部長径1.35mX短径1.41m、坑底部長径1.41m X短径1.31m、深さ0.52m。

《平面形〉 楕円形である O

袋状である。《断面形〉

《 埋土》

《底面》

〈 遺物〉

〈構築時期〉

10J習に分)脅した。自然堆積と思われる O

中央部に深さ11cmの柱穴様ピットが lカ所ある。

埋土中から土器片が 3点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる O

S K F 214フラスコ状土坑(第184図)

〈位 置~ MM73、MN73グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S 1 125竪穴住居跡と重複していた。本土坑が古い。

《規 模》 関口部長径1.94mX短径1.74m、坑底部長径2.48mX短径2.45泊、深さ1.57m。

〈平面形》 円形である O

袋状である。《断面形〉

《埋 12層に分属した。自然堆積と思われる。

《底面》

〈遺物〉

緩やかな中華鍋底状の底面の中央に深さ20cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

埋土中から土器片4点、石槍 1点(5 )、半円状偏平打製石器破片 2点(7 " 8 )、

平打製石器 l点(10)、石器剥片 1点(6 )、擦り右 1点(9 )のほか、擦が出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 216フラスコ状土坑(第185図、図版140)

《位 霞~ MQ74グリッドに位置する。

《確 認》 培褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 開口部長径0.92mX短径0.80m、坑底部長径1.86mX短径1.64m、深さ0.91mo 

面形》 楕円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 9層に分属した。自然堆積と忠われる。

〈底 面》 やや凹凸がある。

282 -
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o 10cm 

SKF212出土遺物

SKF214 

2(212-2) 

伝記長二六
/ Q ~ ¥ 

第 l節縄文時代の遺構とその出土遺物

4(212-4) 

7(212-7) 
8(212-8) 

SKF213出土遺物

10cm 

9(213-1) 10(213-2) 11(213-3) 

1 ¥、 C D 
A : /0 _ } 

人屯曾 ρ戸:;-
\，....，.'~イ/ 12(214-1) 

心:;"<_ 
A 63.600m B 

13(214-2) 

12 
14(214-3) 。 2m 
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112 1 
15(214-4) 
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く〉 16(214-5) /一一ノー-------- 18(214-7) 

一

'"抄(/f 、哩 官民込~

C〉 MTヨ行為 19(214-8) 
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o 20(214-9) 。 10cm 
21(214-10) 

第184函 SKF 212 " SKF 213 .. SKF 214フラスコ状土坑とその出土遺物
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第4章

物》 埋土の第4層上面から深鉢土器 2個体分(1 " 2 )、底部から土器片 5点 (3，..._， 6ぺ0)、掻器

l点 (7入微小まIj離のある石器剥片 2点(8 • 9 )が出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 217フラスコ状土坑(第185図〉

《位 置~ M P73"74グリッドに位置する。

《確 認〉 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 関口部長径1.44mx短径1.41盟、坑底部長径1.82mx短径1.75m、深さ0.98m。

《平面形〉 円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 18層に分!麗した。自然堆積と忠われる。

《底 面〉 ほぼ平坦な底面の中央やや北西寄りに深さ 8cmの柱穴様ピットが lカ所ある。

《遺 物〉なしO

《構築時期〉 縄文時代と思われる。

S K F 218フラスコ状土坑(第185図〉

〈位 置~ MP74グリッドに位置する。

〈確 認》 縄文時代前期の S1 141竪穴住居跡の壁面に褐色土の溶ち込みとして確認した。

複~ S 1 141竪穴住居跡・ S X131性格不明遺構と重複していたが、いずれよりも古い。

《規 模〉 関口部長径1.19mx短径(現存部の幅)0.50m、坑底部長径1.35mX短径0.63m、深さ0.64m。

《平面形~ S 1 141竪穴住居跡に掘削され、半円状を皇する O

〈断面形》

〈埋

袋状である。

3層に分層した。

《底面》

〈遺物〉

《構築時期》

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片が 1点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 220フラスコ状土坑(第185図〉

〈位 置~ ML 75グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 平安時代の S1 128察穴住居跡と重複していた。

《規 模》 関口部長径1.10mX短径1.06m、坑底部長径1.50mX短径1.45m、深さ0.80m。

iii形》 楕円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 5 J雷に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物》 埋土中から土器片4点と、掻器 1点が出土した。
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第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

2(216-2) 

[SKF 216] 
l 極猪赤褐色土(10R2/2)腐植。ポソボソしている0

2 暗褐色土(10YR3/3)地山(中粒)少量、炭(中粒)

中量混入。ややしまり有り。

3 褐色土(lOYR4/4)地山(小粒)少量、炭(大粒)中

量混入。
4 黒褐色土(1日YR3/2)地山(小粒)ごく少量、炭(大

粒)中震混入。ややしまり有り。

5 褐色土(lOYR4/4)地山(小粒)ごく少量混入。

6 Iこぶい糞褐色土(lOYR5/4)地山(小粒)小量混入o

ややしまり有り。 舟 k 円 -J併、

7暗褐色土(7.5YR3/4)l1ll山(小粒)ごく少量混入ロ ぷ通//分 ((J cご多¥

ややしまり刷。-~わてそ1 ーリ ム-4(
B に判長褐色土(lOYR6/4)シラス。ややしまり 必ゆ謡謹'p ¥l¥ にこ二d

有り。

9 8に陪じ。

ζコ

。
昭三三~ 9(216-9) 

す
川
川

U
一3(216-3) 

8(216-8) 

10cm 10(216-10) 

SKF217 

@ふ:
ム I イ@ ¥¥旦

63.800m、---------0¥ 

15 明策褐主主オ:(lOYR6/6)

16 sJl主主褐色土(2.5Y7/6)
17 161こl百1じn

18 黄褐話ゴ二llOYR5/6) シラス。ややしまり有り。

D 

時
ι乙三:ム三

63.710m 

一「~4

齢 -0
11(218-1) 

~ 0 10cm 

行1

[SKF 218] 
1 褐色土(10YR4/4)池山(中粒)中量混入。しまり有り。
2 I情オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(小粒)・炭(小粒)

中;霞混入。ややしまり有り。
オリーブ褐色土(2.5Y4/4)池山(中粒)やや多量、炭(中粒)

少量混入。しまり有り。
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行1 1 ~黒褐色土(1 0YR2/2) 地LLI(中粒)・炭(中粒)中盤浪人G しまり
有り。

2 U音褐色土(lOYR3/3)地山(ノj咋立)ごく少盈混入。ややしまり有り。

3 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(大粒)少慮、炭(中粒)中鼠す良入。
しまり有り 0

4 褐色土(10YR4/4)池山(中村い炭(中粒)中段混入心しまり有り。

5 j実褐色土(2.5Y5/6)士t!l山(中世)中盤混入。しまり有り。

第185図 SKF216 .. SKF 217 " SKF 218 " SKF 220フラスコ状土坑とその出土遺物
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第 4章調査の記録

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 221フラスコ状土坑(第186図〉

《位 置>> MK旬、 ML75グリッドに位置する。

《確 認〉 方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模〉 関口部長径0.99mx短径0.92m、坑底部長後1.77mX短径1.62m、深さ1.23m。

面形〉 楕円形である。

《断面形〉 三角フラスコ形である。

《埋 土>> 11層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い0

0底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物〉 埋土中と底面から土器片 8点と擦り石 1点 (9入 削 器 1点(10)、半円状偏平打製石器破片

1点(11)が出j二した。

〈構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と忠われる。

S K F 223フラスコ状土坑(第186図)

〈位 置>> MN77、M077グリッドに位置する。

〈確 認》 楕河形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 関口部長径1.69mX短径1.20m、坑底部長径1.77mX短径1.42m"深さ0.73m。

面形》 楕円形である。

〈断面形〉 袋状である。

〈埋 土>> 5層に分属した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

〈底 面》 ほぼ平坦な底面の中央やや北側に、東西方向に深さ 5crnの溝状のくぼみがあり、西側壁際の

〈遺物》

《構築時期》

浅い円形ピットに接していた。

埋土中から土器片が 3点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 224フラスコ状土坑(第186図@第187図、図版140)

《位 置>> MK78"79、ML 78"79グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

〈規 模》 関口部長径1.20mX短径1.13m、坑底部長径1.65mX短径1.59m、深さ1.04m。

面形》 楕円形である。

《断面形》

《埋

《底面》

〈造物》

袋状である。

15層に分!脅した。自然堆積と思われる。

平坦な底面の中央に深さ 7crnの柱穴様ピットが lカ所ある。

埋土の第15層上面から土器片 5点と石錐 1点、(6)、半円状偏平打製石器破片 1点 (7 )が
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第 l節縄文時代の遺構とその出土造物

2(221-2) 
3(221-3) 

4(221-4) 5(221-5) 

6(221-6) 7(221-7) 

D 

[SKF 223] 
1 .~I!(色土(5YR1.7/1) 地山(大粒)ごく少;量混入n
2 オリーフ'褐色土(2.5Y4/3)地山(rt粒)中屋、炭(雨粒)少量混入O

しまり、 5単位有り。 マ

3 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(大粒)少;霞混入。しまりおれ-
4 策褐色土(2.5Y5/4)地山(小粒)ごく少議、炭(中粒)少設混入;

しまり有り。
5 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(中粒)やや多量、炭(大粒)少

蜜;混入。しまり、 5単純:有り。

10cm 

[SKF 221] 
1 I蔚オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(小粒)中量、炭(中粒)

少量混入。しまり有り。
2 黒褐色土(10YR2/2)地山(中粒)・炭(中粒)中量混入。

しまり脊り 0

3 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(中粒)中量、炭(大粒)多量混入。
しまり有り。

4 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(中粒)やや多量、炭(中粒)少量
混入。 しまり、開位、粘性有り。

5 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(中粒)中盤混入。
しまり有り。

6 黒褐色土(2.5Y3/2)池山(中校)・炭(中粒)中量混入。
しまり有り。

7 I現黄褐色土(2.5Y7/6)シラス。炭(小粒)少量混入。
しまり有り 0

8 Iこぶい策褐色土(10YR5/4) 山(/J噛)・炭(中粒)
中最混入。 しまり有り0

9 明黄褐色土(2.5Y6/6)シラス。しまり有り。2m 10 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(小粒)少量、炭(中粒)中量混入。
行1 しまり有り。
一.11 U)j黄褐色土(10YR6/6)シラス。しまり有り。

一~
8(221-8) 

一

日
9(221-9) 

。 10cm 
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第186図 SKF221 " SKF 223 .. SKF 224フラスコ状土坑とその出土造物
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[SKF 224] 
1 茶色土(7.5YR2/1)地山(小粒)少鏡浪人。や

やしまり有り。(表土)
2 黒褐色ニt(lOYR3/2)地山域(中)多量混入。や

やしまり有り O

B 3 褐色土(10YR4/4)地Llj(小粒)・炭(大粒)少選
混入。ややしまり有り。

4 褐色土(lOYR4/4)地山(中粒)ごく少;屋、炭(小
粒)少量混入。ややしまり有り 0

5 渇色土(10YR4/6)地山(中粒)・炭(中粒)少最
混入。しまり有り。

6 !黒褐色土(lOYR2/3)地山(中粒)・炭(大紋)中
鍾混入。しまり有り。

7 褐色土(10YR4/4)池山(中粒)少量混入。しま
り有り 0

9 8'こぶい黄褐色こと(10YR4/3)地山(小粒)中最混
入。ややしまり有り。

9 ，こぶい黄色ヰ(2.5Y6/4)シラス。ややしまり脊り。
10 9に同じ 02m 11 ，こぶい策褐色土(lOYR4/3)地山(小粒)少鼠混

入。ややしまり有り。
12 Iり1黄褐色土(10YR7/6)シラスO しまり有り。
13 にぶい策褐色土(lOYR5/4)池山(中牧)少量混

入。しまり有り 0

14 にぶい黄褐色土(10YR6/3)シラス。しまり有り。
15 にぷい首褐f百十(10YR6/3)シラスO しまり有り。



第4章調査の記録

出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期中葉と思われる。

S K F 226フラスコ状土坑(第187図)

《位 置~ MK78、ML78グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色上の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 関口部長径0.80mx短径0.65m、坑底部長径2.04mx短径1.87m、深さ1.00m。

《平面形〉 楕円形である。

《断面形〉 袋状である。

《埋 土~ 17層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平塩である。

〈遺 物〉 埋土中と底面から土器片 3点と土器底部破片 l点 (4)、石匙 2点 (5.. 6 )、半円状偏平打

製石器破片 1点 (8)、石錘 1点(9 )、石血破片 1点(10)、石器まrj片 l点(7 )が出土し

た。

〈構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 227フラスコ状土坑(第188図)

《位 置~ MK78グリッドに位置する O

〈確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ SKF261フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が古い。

《規 模〉 関口部長径2J5mX短径1.96m、坑底部長径1.82mX短径1.64m、深さ1.00mo

〈平面形〉 椅円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土~ 6層に分層した。

《底 面〉 平坦な底面の中央に深さ87cmの柱穴様ゼットが 1カ所ある。

《遺 物》 不用意にも SK F 261フラスコ状土坑の出土遺物と一括してしまったため、分別できない。

SKF227"261フラスコ状土坑の埋土中からは、土器片12点、掻器 1点(14)、河端に扶りの

ある両面調整石器 1点(15)、くぼみ石 l点(16)、微小剥離痕のある石器剥片 1点(13)など

が出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 228フラスコ状土坑(第188図〉

〈位 置~ MK78グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の暗褐色土の落ち込みとして雁認した。

複》 なし。

《規 模》 関口部長径1.09mX短径0.92m、坑底部長径1.47mX短径1.11m、深さ0.99m。

《平面形》 楕円形である。
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第 l章
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[SKF 227・261]
1 黒褐色土(10YR3/2)地山(仁1]粒)・炭(中粒)中

;扇;混入。しまり有 1')0 

2 明裁褐色土(2.5Y7/6) シラス。しまり有り。

3 策褐色土(2.5Y5/4)地山(中粒)中量、炭(大粒)
少議浪人。しまり有り 0

4 明黄褐色土(2.5Y6/6) シラス O しまり強い。

5 黄燈色土(lOYR7/8) シラス。ややしまり有り 0

6 浅1竜色ニi二(2.5Y7/4) シラス O しまり強L、0
7 浅黄色土(2.5Y7/4) シラス。しまり有り 0

8 にぷい策色土(2.5Y6/4) シラス塊(大)浪人。

しまり強い0

9 明黄褐色土(lOYR7/6) シラスO

10 Iこぶい黄色土(2.5Y6/4)シラス。やや

11 I現黄褐色土(2.5Y6/6) シラスO やや
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SKF228 

【SKF 228] 
1 s音燭色ゴニ(10YR3/3)地山(小粒)中長士、炭(中牧)少量浪人。 しま

2 オリーブ渇色ニヒ(2.5Y4/心地山(中牧)中媛、炭(中粒)少滋混入。

3 オリーブ渇色jニ(2.5Y4/4)池山(ノi、粒)中昼混入。しまり予言り。
4 可褐色j二(2.5Y5/4) シラス。炭(小粒)少量混入。しまり有り;
5 褐色土(10YR4/4)地山(小牧)・炭(中牧)少最混入。
6 IlfJ策褐色土(lOYH6/6) シラスO 炭(qJ粒)少滋/昆Ao
7 浅黄色土(2.5Y7/4) シラスO ボソポソしているn

8 災褐色土(10YR5/6)地L1J(cIJ校)・炭(中粒)少量混入O

9 浅Z立色土(2.5Y7/4) シラス。しまり強い。(地!ljf-._ 
o Ilfj策褐色土(2.5Y7/6) シラスO しまり有り。(地iJJ)

i凶

SKF 227 " SKF 228 " SKF 261フラスコ状土坑とその出土造物
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《断面形〉

《埋

《底面》

《遺物〉

《構築時期》

第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

一角フラスコ形である。

10層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

平坦な底面の中央に深さ 9cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

埋土中から土器片が 3点出土した。

した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 229フラスコ状土坑(第189図)

《位 置} M J79グリッドに位置する。

〈確 認》 台地斜面上端に円形のオリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

〈規 模〉 関口部長径1.49mx短径1.46m、坑底部長径1.42mx短径1.23m、深さ0.40m。

〈平面形〉 円形である。

〈断面形〉 袋状である。

《埋 土} 5層に分層した。自然堆積と思われる。

〈底 面》 南西側に傾斜している底面の中央に深さ 9cmの柱穴様ピットが lカ所あり、その西側に溝状

のくぼみがある。

埋土中から上器片 3点、と磯が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

物》

《構築時期》

S K F 230フラスコ状土坑(第189図)

《位 置} MK79グリッドに位置する。

〈確 認》 台地斜面 t端に円形の暗オリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし O

〈規 模》 関口部長径1.85mX短径1.75m、坑底部長径2.06mX短径1.77m、深さ0.45m。

《平面形》 楕円形である。

~ I新記Jfiラ》

《埋 j二》

《底面》

物》

《構築時期》

袋状である。

6屈に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する属が多い。

ややIJD凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土!こわから石槍 1点(1 )、石匙 1点(2 )、擦り石 l点(3 )が出_::-j二した。

縄文時代前期と忠われる。

S K F 231フラスコ状土坑(第189図)

《位 置} MQ71グリッドに位置する。

《確 認》 竪穴住居跡、の壁面に楕円形の黒褐色j二の落ち込みとして確認した。

複》 平安時代の S1 121竪穴住居跡、と重複していた。

《規 模》 関口部長径1.40mX短径1.00m、坑底部長径1.36mX短径1.33m、深さ0.38m0 

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

1
i
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第 4章調査の記録
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A 63.000m 

[SKF 230] 
1 暗オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(小対)中盤浪人o ややしより有り 0

2 褐色土(lOYR4/4)池山(小粒)ごく少量、炭(小中立)中最混入n

3 f珂策褐色ニtClOYR6/6)地山(中粒)・炭(大粒)少量混入。し主

4 階褐色土(lOYR3/4)地山(小粒)中量、炭(中位)少量j混入。し ι リ阿リ門 J 一一九
5 褐色土(10YR4/4)t也山(小牧)ごく少量j混入。 u .._. "-'" ./口ノ υ ..----・--~
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[SKF 231] 
1 策褐色土(2.5Y5/6)池山(ct粒)cj:J盤、炭(中牧)少1三;混入。しまり有り。
2 1 Iこ|百!じ。
3 黒褐色ニt(2.5Y3/2)地山(大粒)cj:II'室、炭(中粒)多鼠混入。ややしまり有り。

4 ~砂明f月j黄褐色土(α2.5Y6/6的)地は山f(大払粒Lり今r) ごく多長滋i、 1炭:友定(中t杓立の)中鑓混入O ややしまり有り仇O 

5 オリ一フ
6 褐f色立ゴ土二(ο10YR4/4り)地山(川IJ、咋1校立的). i炭災(ω4小、粒)中最J混昆入。 しまり有りO
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第189図 SKF229 .. SKF 230 " SKF 231フラスコ状土坑とその出土遺物
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

《埋土》

《底面》

《遺物》

《構築時期》

6層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物が混入する。

平坦な底面の中央に深さ22crnの柱穴様ピットが lカ所ある。

埋土中から土器片が 4点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 235フラスコ状土坑(第190図)

《位 置~ ML 78グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規 模〉 関口部長径1.42mx短径1.28m、坑底部長径1.91m X短径1.84m、深さ1.08m。

《平面形》 円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋

〈底

5 した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

面》

物》

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

〈遺 埋め戻したと思われる埋土の第 5層から深鉢土器胴部上半 1儲体分(1 )と土器片8点、掻

器 1点(10)、削器 2点(11..12)、擦り@くぼみ石 l点(13)、擦り石 1点 (14) と!擦などが出

した。深鉢土器(1 )は、 SK F237フラスコ状土坑出土の土器片と接合した。

〈構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる O

S K F 236フラスコ状土坑(第190図)

〈位 置~ M Q69"70グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模〉 閉口部長径0.80mX短径0.74m、坑底部長径1.48mX短径1.36m、深さ0.99m。

〈平面形》 円形である O

〈断面形》 三角フラスコ形である。

〈埋 土>> 8層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《造 物》 埋土の第3層から土器片 5点、石鍛破片 1点 (6)、掻器 l点 (7)、両面調整石器 1点、(8) 

などが出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 237フラスコ状土坑(第191図、図版141)

《位 置>> MR72、MS72グリッドに位寵する。

《確 認、》 台地縁辺に楕円形の褐色土の溶ち込みとして確認した。

複>> S K F240フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が古い。

《規 模》 関口部長径2.32mX短径1.79m、坑底部長径2.07mX短径1.98m、深さ1.42m。

面形》 楕円形である。
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第 4章調査の記録

《断面形》 フラスコ形である。

《埋 土~ 16層に分属した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 ほぼ平坦な底面の中央に深さ15crnの柱穴様ピットが 1カ所ある。

《遺 物》 埋土中と底面から深鉢土器胴部上半 1個体分(1 )と土器片11点、土器底部破片 1点(13)

と多数の礁など、が出土した。深鉢土器(1 )は、 SK F 235フラスコ状土坑出土の土器片と接

した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 239フラスコ状土坑(第191図)

《位 置~ MM74グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模〉 関口部長径0.84mx短径0.74m、坑底部長径1.86mX短径1.82泊、深さ1.26m。

面形》 円形である。

〈断面形》 フラスコ形である。

〈埋 土~ 9麗に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《造 物》 埋土中から土器片 1点と磯3点が出土した。

《構築時期〉 した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 240フラスコ状土坑(第192図、図版141)

〈位 置~ M S72グリッドに位置するc

《確 認〉 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ SKF237フラスコ状土坑と重複していたが、本土坑が新しい。

《規 模〉 関口部長径1.02mX短径0.96m、坑底部長径0.92mX短径0.90泊、深さ0.46mo

《平面形》 楕円形である。

《断面形》

《埋

《底面》

物〉

《構築時期》

袋状である 0

7層に分溜した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土最下位の 7a層から深鉢土器)阿部下半の破片 1点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期中~後葉と思われる。

S K F 242フラスコ状土坑(第192図)

《位 置~ MM74、75グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 縄文時代前期の S1234竪穴住居跡と重複していたが、本土坑が古い。

《規 模》 関口部長径1.64mX短径1.51m、坑底部長径1.91mX短径1.65m、深さ0.58m。

面形》 楕円形である。
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第4章

《断面形〉 袋状である。

《埋 土~ 17層に分属した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 緩やかな中華鍋底状の底面の中央に深さ11cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

《遺 物》 底面から土器片4点と箆状石器 l点(7 )、掻器 l点(10)、微小剥離痕のある石器剥片 6

(5"60 8"9"11.12)、貫通孔のある円盤状石製品 l点(13)のほか多数の礁が出土した。

〈構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 243フラスコ状土坑(第193図@第194図、図版142)

《位 置~ ML 75グリッドに位置する。

〈確 認〉 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模〉 調口部長経0.86mx短径0.80m、坑底部長径1.66mX短径1.56m、深さ1.28m。

《平面形〉 円形である。

《断面形〉 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 9層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

〈底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 物〉 第8層から横倒して深鉢土器 l個体(1 )が出土したほか、埋土の第 7'"'-'9層中からの出土

が多い。土器片 4点(2 '"'-' 5 )と底部破片 1点(6入半河状偏平打製石器 2点(9 -11)、半

円状偏平打製石器破片 1点(10)、くぼみ石 l点(14)、円盤状石製品破片 1点 (13)、石器剥

片3点(7 .. 8 -12)、石阻破片(15)のほか、!擦などが出土した。

〈構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 245フラスコ状土坑(第194図)

《位 置~ M P 71..72グリッドに位置する。

《確 認》 円形の褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 平安時代の S1 122竪穴住居跡と重複していた。

《規 模》 関口部長径0.64mX短径0.63m、坑底部長径0.63mX短径0.61m、深さ0.19m。

《平面形》 円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋土》

《底面》

物》

《構築時期》

4層に分層した。自然堆積と思われる。

やや凹凸がある。

埋土中から土器片が 2点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 247フラスコ状土坑(第194凶〉

《位 置~ N A65グリッドに位置する。

《確 認》 円形のオリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 縄文時代l判明の S1 154竪穴住居跡と重複している。本土坑が古い。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

〈規 模》 関口部長径1.72mx短径1.42m、坑底部長径2.10mx短径2.05m、深さ0.96m。

《平面形》 円形である。

〈断面形》 三角フラスコ形である。

〈埋 土~ 16層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

〈底 面》 ほぼ平坦な底面の中央に深さ11crnの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物》 埋土中から深鉢土器服部上半破片 l個体分(4 )と土器片 3点、削石 1点 (5入掻器 1点

( 6 )のほか、機 7点、が出土した。

〈構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 249フラスコ状土坑(第195図)

《位 置~ ML74..75グリッドに位置する O

《確 認》 円形の明黄褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 平安時代の S1 126竪穴住居跡と重複していた。本土坑が古い。

《規 模》 開口部長径1.89mX短径1.88m、坑底部長径1.79mX短径1.68m，深さ0.73m。

〈平面形〉 楕円形である。

〈断面形》 袋状である。

《埋 土~ 11層に分題した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

〈底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 物》 埋土中と底面から深鉢土器 1個体(1 )と土器片 3点、刃部を潰した磨製石斧 1点(5 )、

石錘 1点(6 )、半円状偏平打製石器破片 1点(7 )のほか、多数の!擦が出土した。

〈構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 251フラスコ状土坑(第195図)

〈位 置~ M S66、MT66グリッドに位置する。

《確 認》 不整な楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規 模〉 開口部長径1.06田×短径0.99m、坑底部長径1.57mX短径1.48m、深さ1.02m。

面形〉 楕円形である。

《断面形》

《埋二!二》

~J底面》

《造物》

三角フラスコ形である。

7屑に分層した。 自然堆積と忠われるが、炭化物の混入する層が多い。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土仁IJから土器 1点と、石錘 1点 (2入半円状偏平打製石器 2点 (3.. 4入!擦などが出

j二しfこO

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 253フラスコ状土坑(第196図、図版143)

H立 置~ M S69グリッドに位置する。

《確 認》 竪穴住居跡の床面に不整な黒褐色土の落ち込みとして確認した。
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D 【SKF 251] 
1 黒色土(lOYR2/1)地山(大粒)少量混入。しまり有り。

2 褐色土(10YR4/6)地山(大粒)ごく少島、炭(小粒)少量混入。しまり有り。

3 黒褐色土(lOYR2/2)地山(小粒)中最混入。ややしまり有り。

4 褐色土(lOYR4/4)地山(中粒)中;慮、炭(大粒)少量浪人。しまり有り。

5 明演褐色土(2.5Y6/6)シラスo 炭(中粒)少量混入o しまり有り。

6 If音オリーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(中*0.炭(大平台中屋tiU"， しまり有り。

7 にぶい策褐色土(10YR5/4)シラス。炭(大粒)少量j混入。しまり有り。
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U
露歪孟議議参即日
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第195図 SKF249 .. SKF 251フラスコ状土坑とその出土造物
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[SKF 253] 
1 黒褐色土(10YR2/2)地山〔中粒)中屋、炭〔中粒)

多髭混入。しまり有りロ
B 2 J茶褐色土(2.5Y3/2)地山〔大粒)ごく少鼠混入、

炭(小粒)少屋混入dしまり有り。
3 tこぶい黄色土(2.5Y6/心地山塊。炭(大粒)少量

混入。しまり強い。
4 黒色土(lOYR2/1)地山(大粒〕少設、炭(中粒)中

最混入。 しまり手寄り。
5 黒褐色土(lOYR3/2)池山(中粒)・ 1淀川、粒)中滋

混入。しまり脊り。
6 1黒褐色土(lOYR2/3)地山(中粒〕・炭(中粒)中;鼠;

混入。しまり有り。
7 議褐色土(10YH2/2)地山〔小粒)ごく少昼、炭(中

粒〕中盤浪人。しまり有り 0

8 褐色土(10YR4/心地山(小粒)1ド;鼠、炭(中粒)少
設混入。しまり有り。

9 にぶい黄燈色土(10YH7/4)地山域L しまり強い。
10 I現黄褐色土(10YR6/6) シラス。炭〔小粒〕少量混

入o しまり有り。
11 浅黄色ニiニ(2.5Y7/4) シラス。しまり有り。
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第 4章調査の記録

複》 平安時代の S1 120竪穴住居助と重複している。本土坑が古い。

《規 模〉 開口部長径1.11mX短径0.96m....坑底部長径1.69mX短径1.52m、深さ0.85m。

《平面形》 楕円形である。

{I新面形〉 袋状である。

《埋 上~ 11層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物》 埋土中から深鉢土器 2個体分(17"18)と土器片25点、くぼみ石 1点 (28)、石匙 1点 (29)

が出土した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 254フラスコ状土坑(第197図)

〈位 置~ MT旬、 NA65グリッドに位置する。

《確 認〉 楕円形の暗オリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規 模》 閉口部長径1.64mX短径1.27m、坑底部長径2.22mX短径2.13m、深さ1.20mo

〈平面形》 楕円形である。

〈断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 11膳に分層した。自然堆積と J皆、われるが、炭化物の混入する層が多い。

〈底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《造 物〉 埋土中から土器片-3点、半円状偏平打製石器 2点 (4 5)、擦り@くぼみ石 1点(6 )が出

した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 257フラスコ状土坑(第161図@第162図、図版143)

《位 置~ MT69グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複~ SKF149フラスコ状土坑と重複していた。本土坑が古い。

《規 模》 関口部長径0.94mX短径0.88m、坑底部長径1.52mX短径1.34m、深さ0.98m。

面形》 楕円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 10層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物》 埋土中と底面から深鉢土器 2個体分(1 " 2 )と土器片 5点 (3~ 7)、土器底部破片 2

(8 " 9)、両面調整石器 1点(10)、片面調整議Ij離の石器破片 2点(11e 12入石器剥片6点(13

~18)、擦り石 l 点(19)、偏平磯 2点 (20"21)が、埋土上位から砥石 1点 (22)が出土し

た。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

口l
C D 

/' 
/ 

7 / 
ノ

ノ
ノ

f 

A¥ 

、、、
¥ 

¥ 
¥ 

¥ 、、、、、

川
川

U
1(254-1) 

2m ハ
川
川
Utυi 【SKF 254] 

1 精オリーフ褐e:J二(2.5Y3/3)地山(大粒)中設、炭(中粒)少量混入。
しまり有り O

B 2 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(r則的中最混入。ややしまり有り。
3 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(中粒)中議混入。しまり脊り。
4 黒褐色土(2.5Y3/2)地LL!(小粒)やや多箆混入。しまり有り。
5 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山塊(大)中量;浪人。しまり有り 0

6 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(中粒)多量混入。しまり有り。
7 オリーブ褐色土(2.5Y4/3):liil山(中粒)ct量混入。ややしまり有り。
8 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(中干の・炭(中粒)中量混入。ややしまり有り0

9 にぶい黄色土(2.5Y4/6) シラスo 炭(中粒)少選混入。しまり有り。
10 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(中粒)少量混入。しまり有り。
11 褐色土(lOYR4/4)地山(中粒)・炭(大粒)少鼠;混入。しまり有り。
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K 8 K 8 4 3 
【SKF 335] 
l 黒色土(lOYR1.7/1) シルト。池山粒を極少量含む。

しまりやや有り。
2 ゑ褐色ニ仁(10YR3/2) シル 1，0 地山粒を少量;含む。 し

まりやや有り。 (1 層より~~，、)。
3 Iこぶい黄褐色土(JOYR4/3) シルト、地LIJ*立多く含む。

地山小ブロック混入。
しまり有り 0

4 Ufl策褐色土(10YR6/8) 地111二次!il~積ニヒ。しまり有り 0
5 褐色土(10YH4/4)シルト、地は持立を多く含む。しまり有り 0

6 菟褐色土(10YH5/6)地山二次lj好調印綿色土(lOYH3/2)
が紛かい!留をなす。しまりやや有り。

7 黒褐色:上(10YR2/3)地山ブロックがさらに大きくなる。
池山牧多量に混入。しまり有り 0

8 Iこぶい策褐色土(lOYH5/3)極小さい地山ブロックと
池山粒を多く含む

。

(SKF 333] 
1 Í-~褐色土(l OYR2/3)νjレト~地山粒混入。極少量の地LlI小ブ口 y クを合

むG しまり弱い。
2 ls忽土(lOYヌ4/4)シル人地IlJ粒混1)，ltl!tlJフロックさらに大きくなり、

量も多い。しまりやや弱い。
3 黒褐色土(lOYH3/2)シルト、地山粒多量lこ含む。地山小ブロック全体に

混入する。しまり有り。
4 陪褐色土(lOYH3/4)シlレト、地山粒混入。しまり弱い。
5 黒褐色土(lOYH2/2)νルト。地山小ブロ yクが集まって、黒色土と混じ

1) 合う。しまり~~い。
61こぶい黄掲色土(lOYH5/4)地山層・多量の黒褐色土を含む。ややしまり有り。
71羽黄褐色土(lOYR7/6)地111二次堆積層。しまり弱い。
B にぶい黄櫨色土(10YH3/4)地山て次堆街。 しまり強い。
K木恨による撹乱

2m 

第197図 SKF254 .. SKF 322 • SKF 333 • SKF335フラスコ状土坑とその出土造物
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第 4章調査の記録

S K F 259フラスコ状土坑(第198凶)

《位 置~ MN77グリッドに位置する。

《確 認〉 竪穴住居跡の壁面に暗褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複〉 縄文時代前期の S1 141竪穴住居跡と重複していたが、本土坑が古い。

〈規 模》 関口部長径2.53mx短径1.91m、坑底部長径2.12mx短径2.04m、深さ1.19m。

《平面形》 円形である。

《断面形〉 三角フラスコ形である。

《底 面〉 平坦な底面の中央に深さ18cIIlの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物〉 埋土中から土器片 l点と、擦り石 l点(2 )、擦り@くぼみ石 2点 (3.4)、石錘 l点(5 ) 

が出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期中葉と思われる。

S K F 261フラスコ状士坑(第188図)

《位 置~ MK78グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S K F 227フラスコ状土坑と重複していた。本土坑が新しい。

《規 模》 関口部長径1.74mx短径1.46m、坑底部長径1.56mx短径1.51m、深さ1.25m。

《平面形》 円形である。

《断面形〉 袋状である。

《埋 土~ 7層に分属した。自然堆積と思われる。

〈底 面》 平t旦な底面の中央に深さ10cIIlの柱穴様ピットが lカ所ある。

《遺 物》 埋土中からの出土が多かったが、不用意に SK F227フラスコ状土坑の出土造物と一惜して

しまったため、分別できなかった。

〈構築時期〉 一括して出土した土器片からは縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 322フラスコ状土坑(第197図)

《位 置~ N L 9グリッドに位置する。

複~ S K T321 T -P i tと重複していたが、新!日関係は不明である。

《規 模》 開!二!部長径1.05mX短径0.81m、坑底部長径0.86mX短径0.64m、深さ0.66m。

《平面形》 楕円形である。

~1*Jr雨形》 袋状である。

《埋 土~ 6層に分層したが、註記前に二i二層観察用ベルトを撤去するというミスのため、 @二上 は

不明である。

《底 面D 中華鍋底状の底面の中央に深さ 16cIIlの柱穴様ピットが 1カ所ある O

《遺 物》なし。

《構築時期》 縄文時代前期と忠われる。
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第 1i!iiJ 縄文時代の遺構とその出土造物
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第198図 SKF 259フラスコ状土坑とその出土造物

S K F 333フラスコ状土坑(第197留)

N F18グリッドに位置する。

台地縁辺に長方形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.52mx短径1.31m、坑底部長径1.56mX短径1.41m、深さ1.10m。

橋円形である。

《位 置》

《確 認》

複》

《規 模》

百五形》

《断面形》

ゴ二》

{I底 面》

《追 物》

《構築時期》

__.. I-J-.1 フラスコ形である。

8居?に分!冨した。自然堆積と思われる。

やや1:Ii1凸があるが、ほぼ平坦である。

なし O

縄文時代前期と忠われる。
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第 4章調査の記録

S K F 335フラスコ状士坑(第197図、凶版144)

《位 置~ NF13"14、NG13.14グリッドに位置する。

《確認〉

複〉

《規模〉

《平面形〉

《断面形》

《埋土〉

《底 面〉

《遺物〉

《構築時期〉

台地縁辺に円形の黒色土の落ち込みとして確認、した。

なし。

関口部長径1.47mx短径1.34m、坑底部長径1.78mX短径1.69m、深さ1.07m。

楕円形である。

袋状である 0

8層に分層した。白然堆積と思われる。

平坦な底面の中央に深さ15crnの柱穴様ピットが 1カ所ある。

なし。

縄文時代前期と思われる。

S K F 337フラスコ状土坑(第199図、凶版144)

《位 置~ NG17グリッドに位置する。

《確 認》 台地縁辺にオリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模〉

《平面形》

《断面形〉

《埋 土〉

《底 面》

物〉

《構築時期》

関口部長径O.80mX短径0.47m、坑底部長径2.00mX短径2.00m、深さ1.03m。

楕円形である。

一山フラスコ形である。

7層に分層した。自然堆積と盟、われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代前期と思われる。

S K F 356フラスコ状土坑(第199凶)

《位 置~ NG29グリッドに位置する。

《確 認》 台地縁辺に円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S K355土坑と重複しているが、本士坑が新しし'0

《規 模》 関口部長径O.98mX短径O.91m、坑底部長径1.25mX短径1.14m、深さO.39m。

面形》 楕円形である。

《断面形》

《埋土》

《底面》

袋状である 0

8層に分層した。自然堆積と思われる。

平坦な底面の南側に深さ 5，...__ 8 crnの柱穴様ピットが 2カ所ある。

《造 物》なし。

《ネ薄築時期》 縄文時代前期と思われる。

S K F 363フラスコ状土坑(第199図)

《位 置~ MR28グリッドに位置する。
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縄文時代の遺構とその出土造物第 l節
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[SKF 356J 
1 黒掲色土(lOYR3/1)地山粒混入n

2 黒褐色土(lOYR3/1) 1より地山粒多い。

3 黒褐色土(lOYR2/3)地山粒・塊多量J昆入。
4 黒褐色土(lOYR3/1)池山粒少量混入。

5 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒多量浪人;

6 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒多量混入;

7 黒縄色土(lOYR3/1)地山塊浪人。

8 黄燈包ニt(lOYR7/8)地IlJ塊。

7 

【SKF 337] 
1 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)シルト。地山粒を多く含み、同極小ブロ

ックやや多い。しまり弱い。

2 黄褐色土(2.5Y5/4)シルト。 1層より、地山粒多く、同ブロックや

や大き ¥¥0

3 I羽黄褐色土(2.5Y6/日)シルト。地山漸移層。しまり弱い0

4 黄褐色土(2.5Y5/6)シルト。地山漸移層。下部に小ブロックあり G

しまりあり。
5 ).l~褐色土(10YR3/2) シル卜。地山小プロックが全体に混入o

しまりやや弱い。
6 黒色土(lOYR2/1)シルト、地山1立を多く含み、同小ブロック少量

混入。 しまりやや弱い。

7 浅黄燈色土(lOYR8/4)地山属。しまりない
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第 4章調査の記録

《確 認》 台地縁辺に楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規模》

《平面形〉

《断面形〉

〈埋

《底面〉

《遺物》

《構築時期〉

開口部長径1.00mX短径0.87m、坑底部長径1.11mX短径1.10m、深さ0.65mo

楕円形である。

袋状である。

7層に分層した。 自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代前期と思われる。

S K F 385フラスコ状土坑(第199図)

〈位 置~ MT56グリッドに位置する。

《確 認〉 黒色土の落ち込みとして確認した。

後〉 なしO

《規 模》 関口部長径1.03mX9厄径0.85m、坑底部長径1.08mX短径1.18m、深さ0.93m。

《平面形〉 円形である。

〈断面形〉 袋状である O

〈埋 8 した。臼然堆積と思われる。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《造 物〉 埋土中から深鉢土器 1個体(9 )と土器片12点、片面剥離調整石器剥片 2点(14"15入石匙

破片 1点(16)のほか多数の擦が出土した。深鉢土器 (9)はSK F417フラスコ状土坑出

の士器片と接合した。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 390フラスコ状土坑(第200図〉

《位 置~ NB60、NC60グリッドに位置する。

《確 認、》 楕円形の黒褐色:::1二の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模〉 関口部長径1.94mX短径1.93m、坑底部長径2.39mX短径1.76m、深さ1.44m。

面形》 楕円形である。

《断面形》

《耳目

りま 面》

物》

一1-1-1 フラスコ形である。

に分層した。自然堆積と忠われるが、地山シラスの堆積が多い。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦であるG

底面から土器片 3点、半I-g状偏平打製石器 1点(4 )、くぼみ石 1点(5 )のほか、多数の

1擦が出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と忠われる。
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A 64.400m 

2m 

(8KF' 390] 
l 黒褐色土(lOYR3/1)池山粒・塊粗に浪人。
2 黒褐色土(lOYR3/2)池山粒・塊多量浪人。
3 黒褐色土(10YR3/2)池山粒多;屡混入O

4 黒褐色土(10YH3/2)地山粒・波多量ま混入O

5 黒褐色土(10YR3/l)地山塊多蛍混入。
6 策棺色土(7.5YR7/8)池山粒・塊多員混入。

B ! 黒褐色土(10YR2/2)地山塊多箆混入O

8 策檀色土(7.5YR7/8)地山崩壊土。
9 ，こぶい黄褐色土(lOYR4/3)地山塊多量混入。
10 ，こぶい黄褐色土(lOYR4/3)地山塊多:量混入。
11 明黄褐色土(10YH6/6) シラス地山再土佐積。
12 9に同じ。
13 B月策褐色土(10YR6/6)
14 明黄褐色土(lOYR7/6)
15 にぷい黄櫨色土(10YR7/4)

B !~ にぷい策樫色土(10YR7/4)
17 黒褐色土(10YR3/1)
18 明策褐色土(10YR6/8)
19 明策褐色土(10YR6/8)
20 にぶい黄櫨色土(10YR6/4)
21 明黄褐色土(10YR6/8)
22 23に同じ。
23 にぶい策褐色土(10YR5/4) シラス再堆積。
24 策機色土(lOYR7/8)シラス地山閣の再士郎忌
25 援色土(5YH6/6)シラス地山!留の湾土佐積。
26 明渇佐l::(7.5YR5/8)シラス地山間の丙土佐民
27 黄稜色土(10YH6/8)地山塊多震土佐積。
28 24に同じ。
29 援s土(7.5YR6/8) シラス再堆積。
30 ，こぶい黄褐色土(lOYR5/4)軟らかい。

シラス再堆積。
31 ]寄褐色土(10YR5/6)黒褐色土粒少量混入。
32 黒褐色土(10YR2/ぬ地山塊少量混入。
33 にぶい黄櫨色土(10YR7/4) シラス再堆積。
34 明黄褐色土(10YR7/6)池山崩落土。

4(390-4) 

SKF390 

第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

1 (390-1) 

3(390-3) 

2(390-2) 
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C
 

A 64.400m 

SKF413 

B 

(81ω、 413]
1 ;，I;{伺色土(10Y日3/1)地山粒混入。
2 褐色こ|こ(10YH3/1)封illll塊(大)粗に混入O

3 )火黄潟色土(10YH4/2)池山塊少量浪人。
4 J反政褐色土(10YHA/2)ノfサパサ。
5 Il月賞偶色二七(10YH6/6)炭化粒微量混入O

6 W燈色ゴニ(10YH8/6)，*化物少鼠浪人C

7 褐色土(lOYH4/'l)J也山鹿多議混入O

8 黄褐色ニヒ(10YH5/6)炭化物少!忌混入O

9 ;，~{色ニ!こ (10YH2/1) ノ fサノぐサ。
10 !.H褐色土(10YH3/2)パサパサ。
11 にぶい黄褐色土(lOYH4/3) シラスO

12 浅黄燈o土(10YH8/3)シラス G

13 にぶい黄櫨色土(lOYH6/4) シラスO

14 にぶい黄綬色土(10YH7/4) シラスO

炭化村微量混入U

6(413-1) 

輪日2m 
8(413-3) 9(413-4) 

10cm 10(413-5) 

15 
16 

第200図 SKF390 ，. SKF 413 フラスコ状土坑とその出土造物
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第4章調査の記録

S K F 413フラスコ状土坑(第200図)

《位 置~ N B62"63グリッドに位置する O

《確 認〉 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規模》

《平面形〉

〈断面形》

〈埋土》

《底面〉

〈遺物〉

《構築時期》

関口部長径0.77mx短径0.65m、坑底部長径1.48mx短径1.48m、深さ1.52m。

円形である。

フラスコ耳ラである。

16層に分層した。自然堆積と思われるが、地山シラスの堆積が多い。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から深鉢土器 l個体と土器片4点が出土した。

した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 417フラスコ状土坑(第201図)

《位 置~ N A63グリッドに位置する。

〈確 認〉 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

《重 複〉なしO

《規 模〉 関口部長径1.09mX短径0.94m、坑底部長径1.78mX短径1.72m、深さ1.28m。

《平面形〉 円形である。関口部の回りに柱穴と溝が 3/4周していた。

《断面形》 三角フラスコ形である。

〈埋 土~ 28層に分層した。自然堆積と思われる O

《底 面〉 ほぼ平坦な底面の中央に深さ20cmの柱穴様ゼットが lカ所ある。

〈遺 物〉 埋土中から深鉢土器 l個体(1 )と土器底部破片 l個体(15)、土器片13点、石槍破片 l

(16)、片面調整の石器剥片 l点(17)、敵石 l点(18)、くぼみ@擦り石 1点(19)などが出

した。 深鉢土器(1 )は SK F 385フラスコ状土坑出土の土器と接合した。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と居、われる。

S K F 508フラスコ状土坑(第202図、図版145)

《位 置~ N 138、NJ38グリッドに位置する。

《確 認》 椿円形の黒褐色土の溶ち込みとして確認した。

《重複》なしO

《規 模》 関口部長径1.61mX短径1.27m、坑底部長径1.56mX短径1.25m、深さ0.27m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土~ 3層に分属した。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦で、ある。

《造 物》なしO

《構築時期》 縄文時代と思われる。
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[SKF 417] 
I 黒褐色土(10YR3/1)
2 黒褐色土(lOYR2/2)鳩山塊多量浪人。
3 黒褐色土(10YR3/l)地山粒・塊混入。
4 黒褐色土(10YR3/l)地山粒多議浪人。
5 n月黄褐色土(10YR6/6)炭化粒微鼠混入。
6 黄色シラス(2.5Y8/8)池山ブロック。
7 にぶい黄褐色ノラス(lOYR5/4)地山プロック0

8 黄櫨色シラス(10YR8/6)
日 明策褐色シラス(lOYR7/6)炭化粒微量混入。
10 J竜燈色シラス(10YR8/6)地山ブロック。
1l ~15 地山掘りすぎ
16 黄援色シラス(10YR8/6)硬い。
17 にぷい策程色シラス(lOYR6/3)炭化tJt徴選混入O

18 にぶい黄澄色シラス(lOYR6/4)炭化粒微量浪人。
19 にぶい策燈色シラス(10YH7/4)
20 Iこぶい策褐色シラス(10YR5/4)炭化物多員浪人。
21 褐色シラス(10YH4/4)炭化物少獲混入。
22 褐色シラス(lOYR4/4)砂粒混入。
23 黒褐色土(10YR3/1)フカフカo

24 20に同じ。
25 にぷい策褐色土(10YR5/4)
26 黒褐色土(10YR3/2)地山塊多選(小)混入。
27 明黄褐色シラス(lOYH6/8)
28 明黄褐色シラス(10YH6/6)フカフカ Q
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第 4章調査の記録

S K F 510フラスコ状土坑(第202図、図版145----図版147)

《位 置~ N L34グリッドに位置する。

《確 認〉 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規 模》 開口部長径1.78mX短径1.54m、坑底部長径1.93mX短径1.80m、深さ1.65m。

《王子面形》 楕円形である O

《断面形》 袋状である。

《埋

《底

土》

面》

物》

25層 した。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 埋土中から深鉢土器服部下半破片 l点と、くぼみ石 l点が出土した。

《構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 514フラスコ状土坑(第202図、図版147)

〈位 置~ MM32..33グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規 模》 凋口部長径0.96mX短径0.85m、坑底部長径1.38mX短径1.40m、深さ0.68m。

〈平面形》 楕円形である O

袋状である 0《断面形》

《 埋土》

《 底面》

物》

〈構築時期》

4膳に分)脅した。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる。

S K F 626フラスコ状土坑(第202図、国版148)

《位 置~ MK53、ML53グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒色二!二の落ち込みとして確認した。

複》 縄文時代前~JJ の S 1613竪穴住居跡と重複してし帰。本土坑が古い。

〈規 模》 伺口部長径1.09mX短径0.98m、坑底部長径1.20mX短径1.15m、深さ0.42m。

《平面形》 円形である。

{!析面形》 袋状である。

《埋 土'p 2層に分層した。

《底 面》 平坦な底面の中央部を除いて放射状の溝を検出した。

物》 なし。

《構築時期》 縄文時代と思われる。

S K F 644フラスコ状土坑(第203図、図版148)

《位 置'p MP57グリッドに位置する。

314 



第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

B 

D 

[SKF 508] 
l 黒褐色土(10YH2/2) シルト。 地山粒・地山塊混入。しま
2 黒褐色土(10YR3/1)シルト。地LlJ粒少賞J昆入。しまり有り。
3 明資褐色土(lOYR7/6)粘土。しまりやゃあり。粘性あま

で学~ー 。 2m 
SKF508 

B 

2m 

η1 

[SKF 510] 
A 黒褐色土(lOYR1.7/1)

A1 シルト。地山粒少量混入。しまり、粘性
共有り。

A2シルト。池山粒・地山塊(小)多量混入o

しまり、粘性有り。 マ

A3シルト。地LlI粒・地山;塊(小)の浪人A2
より多い。しまり、粘性有り。

A4シルト。地山粒・白色粘土粒混入。しま
り、粘性有り o

B 黒褐色ニヒ(10YR2/2)
Blシルト~粘土。地山粒・地山塊(小)多量

浪人。しまり、粘性有り。
B2シルト~粘土。地山粒多量混入。しまり、

粘性有り。
B'黒褐色土(lOYR3/2)

C 

D 

B'3シルト。池山粒・地山塊(小)混入O しま
り有り。粘性なし。

B' 4シルト。j:也山塊(大)混入。しまり、粘性
共有り。

策棲色土(lOYR7/8)粘土。しまり有り。粘

SKF510 

1(510-1) 

ζ二ユ 2(510-2) 

SKF624 

。

ノダム長
/"コ" ~去っ、

A 門 ~I
二二 tδ - """台育富t

。

\~- 縫時'
惣鋪津安y

底面の放射状溝

シルト。 地山粒・地山塊(小)・炭・焼j二粒、各少滋浪人。
しまり、粘性有り。

2 黒色こ!こ(10YR2/1)シルト。 1より池山塊(ノjすの浪人やや多ししまり*MlJニ共
Iよりやや弱L、シルト c 地JJIfiJ.少滋混入。しまり

弱〈、粘伎なし。
2 ぷ褐13土(lOYH3/2) シルト oltll山校 .ltll山塊やや多く

混入。 しまり弱く、粘性なし。
3 黒褐色土(lOYH2/2) シルト。地山続 .ltllはj塊件、)浪人。

しまり強く、粘性有り。
渇色ゴニ(lOYH3/2)シルト。 ltllLU粒少蛍浪人。 しまり

強く、粘性なし。

第202図 SKF 508 .. SKF 510 " SKF 514 SKF 626 
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〈確 認〉

《重 複〉

《規 模〉

《平面形〉

《断面形〉

《埋 土》

《底 面〉

《遺 物〉

〈構築時期〉

第4章調査の記録

円形のにぷい黄褐色土の落ち込みとして確認した。

なし O

調口部長径1.44mx短径1.38m、坑底部長径1.57mX短径1.48m、深さ0.30mo

楕円形である。

袋状である。

6層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

中華鍋底状を呈する O

埋土中から土器片 4点と土器底部破片 1点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と恩われる。

S K F 645フラスコ状土坑(第203図、図版148)

〈位置》

《確認〉

《重複》

〈規模〉

《平面形〉

《断面形》

MP57グリッドに位置する。

円形のにぶい黄褐色土の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.16mX短径1.11m、坑底部長径1.31mX短径1.29m、深さ0.26m。

円売三である O

袋状である。

《埋 土} 6層に分層した。

《底面〉

〈遺物〉

《構築時期〉

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片 4点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 647フラスコ状土坑(第203図、図版149)

《位 置} MQ54グリッドに位霞する。

《確 認〉 黄燈色土の円形の務ち込みとして確認した。

複〉 縄文時代前期の S1628竪穴住居跡と重複してし1る。本土坑が古い。

〈規 模》 関口部長径1.67mX短径1.59m、坑底部長径1.69mX短径1.50m、深さ0.52m。

〈平面形〉 楕円形である。

《断面形〉 袋状である。

《埋 土} 5 J麗に分!脅した。自然堆積と思われる。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《造物〉なし。

《構築時期》 縄文時代前期と思われる。

S K F 650フラスコ状土坑(第203図、図版149)

《位 霞} M J59、MK59グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。
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SKF645 

EおSKF 6臥44] :玖主三子よt棺怒t沿益 川
i に崎褐胤船包位土(附郎則川/刈刈4り)地枇糊山雌粒.地酬酬山峨雌塊猟(倒緩勧制IJ悦j

炭ト.焼土畿量混入oしはまり強航〈、粘性なしいo 芸諜諮えよ ハ
2灰黄褐色土(10町YR刻4/2の)地山粒lはより妙少な削〈、 i地由仙山塊(ωω附小ω、¥)渉多露、炭.焼 碍持該弘 什

抽選混入。しまりやや強い。~';..:::~'~お け
3 暗褐色土(10YR3/4)地山粒・地山塊多量、炭・焼土2より少なく混入。 い

しまりやや強く、弾力・粘性有り。1(644-1)
4 黒褐色土(10YR2/3)池山塊(小)徴量、炭多箆混入。しまりやや有り

粘性若干有り0

5 精褐色土(10YR3/3)3の土がプロック状となって含まれる。焼土・
炭微量混入。 しまりやや有り。

6 黒褐色土(10YR2/2)池山塊(極小)少量混入。しまり弱〈、粘性有り。

。
4(644-4) 

2m 
SKF644 

6(645-1) 7(645-2) 

8(645-3) 

10cm 9(645 -4) 

【SKF 645] 
1 にぷい黄掲色土(10YR5/4)地山粒・地山塊(極小)多議、地山捜(小)・炭・焼土徴

量混入。しまり強く、粘性なし。
2 灰黄褐色土(10YR4/2)地山粒1より少なく、池山塊(小)多景、炭・焼土徴量混入。

しまりやや強い0

3 暗褐色土(10YR3/4)地山粒・地山塊多量、炭・焼土2より少なく混入。 しまりや
や強〈、弾力・粘性有り。

4 黒褐色土(10YR2/3)鳩山塊(/]1)微量、炭多量混んしまりやや有り。粘性若干有り0

5 階褐色土(10YR3/3)3の土がブロック状となって含まれる。焼土・炭微量混入o

しまりやや有り0

6 黒褐色土(10YR2/2)地山塊(極小)少量混入口しまり弱く、粘性有り。

。 2m 。

第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

3(644-3) 

i

パハハ
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2(644-2) 

5(644-5) 。 10cm 

D 

A 

ム64.500m

SKF647 

B 

B 

8
4
1
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1
l
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υ

ー
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υ。 2m 

[SKF 647] 
i 褐灰色土(lOYR4!l)シルト~粘土。池山校・地山域多量含む。 しまりやや!い。

制!あり。
2 黄援色土(lOYR7/8)括土。硬質。粘性なし。
3 明策掲色土(lOYR6/6)粘土。 2層より池山塊(大)。しまりあり。結性なし0

4 にぷい黄種色土(lOYR7/3)粘土。しまりやや"い。粘性少しあり。
5 にぷい黄撞色土(lOYR7!3)粘土。 4Hilより黒色土の浪人やや多い。しまり 4層よ

り惑い。粘性なし。

SKF650 

@/-~! 

υl 

A 63.800m 

C 

。 2m 

B 

警警量百
11(650-2) 

10(650-1) 12(650-3) 

U 
13(650-4) 14(650-5) 

第203函 SKF644 " SKF 645 " SKF 647 " SKF 650フラスコ状土坑とその出土遺物
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第 4章調査の記録

《規 模》 関口部長径1.12mx短径0.96m、坑底部長径1.97mX短径1.83m、深さ1.42m。

面形〉 楕円形である。

《断面形〉

《埋

《 底面〉

《 遺物〉

《構築時期〉

一…フラスコ耳ラである。

した。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土!こわから土器片 5点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 655フラスコ状土坑(第204図、関版150)

《位 置} M J 58..59グリッドに位置する。

《確 認〉 椅円形の黒色土の落ち込みとして躍認した。

複》 なし。

〈規 模〉 関口部長径1.19mX短径0.99m、坑底部長径2.15mX短径2.11m、深さ1.25m。

面形〉 楕円形である。

《断面形》

《埋

《底 面〉

物》

フラスコ万三である。

7 した。自然堆積と思われる。

平坦な底面の仁!こ1央に深さ 9cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

埋土上面から護形土師器 1個体(7 )が、埋土中から扶り入り半円状偏平磨製石器破片 2

(2 4)、擦り石 1点(3 )、くぼみ石 1点(5入 敵 石 1点(6 )が、底面から磨製石斧 1

( 1 )が出土した。

《構築時期》 出土した石器類から縄文時代前期と思われる。

S K F 656フラスコ状土坑(第204図、図版150)

《位 置} M 158、MJ58グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複》

《 規模》

《平面形〉

~[新面形》

《 埋土》

《 底面》

物》

《構築時期》

なし。

関口部長径0.89mX短径0.75m、坑底部長径1.50mX短径1.45m、深さ0.94m。

楕円形である。

~~フラスコ丹5である。

5層に分層した。自然堆積と思われる。

平;坦な底面の中央に深さ13cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K F 662フラスコ状土坑(第205図@第2061君、凶版151)

MC66、MD66グリッドに位置する。

《確 認、》 橋円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。
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くコ 5(655-5) 

軍令
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~ """プイグ/ノ

A 63.800m B 

C D 

2m 

[SKF 655] 
1 黒色土(10YR2/1)シルト。地山境(小)やや多量混入。

まり、粘性有り。
シルト。地山粒・地山塊(/J¥)多
量、炭・焼土粒混入。しまり、
粘性共有り。

3 黒色土(lOYR2/1)シルト。 2より各粒子の混入少な
い。しまり、粘性共有り。

4 黄櫨色土(lOYR8/6)粘土。しまり有り、粘性やや有り0

5 f.li¥色土(10YR2/1)シルト。地山機(小)・炭・焼土粒
少量混入。しまり、粘性有り。

6 褐色土(10YR4/4)シルト。地111粒多量混入。しまり、
粘性共有り。

7 黄燈包土(10YR7/8)粘土。しまり、粘性有り。

第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

をう 1(655-1)

2(655-2) 

ぐ--_j側-4)

C D 

2m 

たたき

6(655-6) 

SKF655 

SKF656 

シルト。地山塊(ノJ¥)少量混入O

シルト。池山粒 a 地山塊(小)・
しまり、粘fll:共有り。

2よりも各粒子の浪人多い。しまり、粘性

7(655-7) 
10cm 

第204図 SKF655 SKF 656フラスコ状土坑とその出土遺物
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第 4章調査の記録

《規 模〉 関口部長径2.55mx短径2.10m、坑底部長径2.45mx短径2.10m、深さ1.47m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 土~ 10層に分層した。自然堆積と思われる。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である O

《遺 物〉 埋土の第 1"-'3層に集中して深鉢土器 1個体行)と土器片19点、主器底部破片 3点 (21，..._，

23)、片面調整の石器破片3点 (25"26<>27)、石器剥片 1点 (24)、掻器1点 (28)、石錘l点 (29)、

擦り石 1点 (30)、くぼみ石 1点 (31)が出土した。

〈構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

S K F 668フラスコ状土坑(第206図)

《位 置~ MC69、MD69グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒掲色土の落ち込みとして確認した。

《重 複》 縄文時代前期の S1667竪穴住居跡、と重複している。本土坑が新しし ¥0

《規 模〉 関口部長径1.05mX短径1.04m、坑底部長径1.26mX短径1.15m、深さ1.16m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 12J麗に分!脅した。自然堆積と思われる。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺 物〉 埋土中から深鉢土器底部破片 1点と、微小剥離痕のある石器剥片 1点 (2入擦り石 1

(3入くぼみ石 1点 (4)が出土した。

《構築時期〉 出上した十器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 671フラスコ状土坑(第206図@第207図、図版152)

《位 置~ MC65グリッドに位置する。

《確 認》 谷の斜面上縁に円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規 模》 関口部長径1.40mX短径1.38m、坑底部長径1.88mX短径1.81m、深さ1.32mo

面形》 楕円形である。

《断固形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 12J蓄に分層した。自然堆積と思われる。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物》 埋土中から土器片 6点と、扶り入り半円状偏平打製石器 2点が出土した。

《構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 676フラスコ状土坑(第207図、図版152..図版153)

《位 置~ M E66"67グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

[SKF 662] 
1 黒褐色土(10YR3/1)固くしまっているの
2 黒褐色土(lOYH3/1)地山ブロック少量混入。
3 黒褐色土(lOYH2/2)地山粒・地山ブロック少屋浪人。
4 黒褐色こた(lOYR2/3)地山小ブロック多量浪人o 軟らかい。
5 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒・地山フ抑ロック多量;混入。固く

しまっているn

6 黒掲色土(lOYH2/2)地山粒・地山プ"ロック多盛混入。やや
軟らかい。

7 策褐色土(lOYH5/6)地山粒子。池山ブロック n

8 黒色ゴニ(lOYR1.7/1)軟らかくサラサうしているn

9 黒褐色土(lOYH2/2) シラス粒・シラスブロック混入。
10 にぷい策援色土(10YH7/3)~llJJ策褐色(lOYH6/6) シラス o
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第 4章調査の記録

ζここ~ 1(662-26) 

笹車警量三多 4(662-紛

SKF662出土遺物

5(662 -30) 

3(662-28) 

。…)
10cm 

ム63.400m

[SKF 668] 
1 黒褐色土(10YR3/1)地山粒・池山ブロック多最混入。
2 明策褐色土(lOYR6/心地山ブロック。
3 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・地山ブロ y ク多量混入。
4 にぷい黄褐色ニt(10YR5/4) シラスo 回くしまっている。
5 にぶい黄褐色土(10YR4/3) シラス。非常に軟らかく、

¥ パサパサしている。
¥ B 6 1こぶい言電磁色土(10YR6/4) シラスo ブロック状でパ

サパサしでもろい。
ート 7 1こぶい議褐色土(10YR4/3) シラスO シラスブロック

が多くパサパサしているO

8 1こぶい裁縫色土(lOYR7/3) シラスo 非常に国くしま
っているの

9 精褐色土(10YR3/3) シラスO 炭化物粒若干混入。
やや軟らかL、。

10 にぷい黄綬色二仁(lOYR6/4) シラスo シラスブロック
を多;鼠に浪人し、パサパ
サしている。

B 11 にぷい策褐色土(10YR5/4) シラスo やや軟らかい。
12 1こぶい黄褐色こと(lOYR5/4)炭化物粒若干混入。

軟らかし、。

2m 
SKF668 
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-c-~ D 
7(668-1) 

9(668-3) 

D 

ζ二ア 8(668-2) 

10(668-4) 

やや軟らかし、。
担llLU粒・地山ブロック少量
浪人。
地LUt立少量浪人O 軟らかい。
と明演褐色土(10YR6/6)
の細かい五属。

5 Al;~褐色土(10YR3/1)地山牧をわずかに混入。
6 U音掲色土(10YR3/3)地Lut立・巨撲を混入。サラ

サラしている。
7 にぶい黄櫨色土(10YH6/4) シラスO

7b 4に|訂jじ。
B にぶい黄褐色土(10YR4/3) シ

ラサ
9 ;;~\褐色二!こ (10Y日3/1) 地山ブロ y ク

しまりあり 0

10 黒褐色土(10YH2/2)地山粒を多箆混入。しまり
あり。

11 思渇色土(10YR2/2)地llJ粒多量混入O やや軟ら
カ"、。

12 黒色土(10YH1.7/1)軟らかくサラサラしている。

2m 

12 

第206図 SKF662 " SKF 668 " SKF 671フラスコ状土坑とその出土造物
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3(671-3) 

tn川
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ハ
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5(671-5) 

IJη
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口

2(671-2) 

4(671-4) 

6(671-6) 

SKF671出土遺物

第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

7(671-7) 

d義室主草川-8) 。 10cm 

グ工
SKF676 

口|

!O 

。 10cm 

C 

。

9(676-1) 

2m 

[SKF 676] 
1 黒褐色二t(10YR3/1)

D 2 明策褐色土(10YH6/6)地山シラス
(lOYR6/6)のブロック。

3 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒・地山ブロソク
混入。

4 暗褐色土(lOYR3/3)池山粒・
多量浪人。

5 黒褐色二t(lOYR3/1)地山フ'ロッ
ややしまっ

6 褐色土(10YR3/3)地山シラスブロッ
混入。

7 明資褐色土(10YR6/6)シラス。地山シラス
ブロック。田くしま
っている。

8 暗褐色土(lOYR3/4)シラス。炭化物・地UI
粒・地山フーロック少量混入。

9 黒褐色土(10YR2/3)地山粒多量混入。
10 黒褐色土(10YH2/2)地山粒多量混入。
11 黒褐色ニt(10YR2/2)地山粒多;監視入。地山

フロック少量混入。
12 黒褐色土(10YR2/2)11よりやや軟らかし、。

地山ブロック多量混入。
13 黒褐色土(10YR2/3)回くしまっている。
【1~12・・ .SKF676]
[13…SKF677] 
K 木根による撹乱

10(676-2) 

第207関 SKF 671 D SKF 676フラスコ状土坑とその出土造物
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第4章調査の記録

〈重 複〉 S 1677竪穴住居跡と重複していた。本土坑が新しし ¥0

〈規 模〉

《平面形〉

関口部長径2.00mx短径1.94m、坑底部長径2.14mx短径2.02m、深さ1.48m。

円河ラである。

〈断面形〉 袋状である。

《埋 土〉 に分層した。自然堆積と思われる。

《底 面〉

物〉

ほぼ平坦な底面の中央に深さ13cmの柱穴様ピットが 1カ所ある O

壁際の底面に深鉢土器が 2個体分と蝶 3点が出土した。

〈構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 681フラスコ状土坑(第208図)

《位 置~ ME69、MF69グリッドに位置する。

〈確 認〉 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし O

《規 模》 閉口部長径1.32mx短径1.12m、坑底部長径1.68mX短径1.68m、深さ1.44m。

《平面形》 円形である。

《断面形〉 袋状である。

〈埋 土~ 20層に分)脅した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

〈底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

〈遺 物〉 埋土中から土器片 5点が出土した。

〈構築時期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 682フラスコ状土坑(第208図)

〈位 ME69.70グリッド る。

〈確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし O

《規 模〉 関口部長径1.26mX短径1.12m、坑底部長径1.28mX短径1.56m、深さ0.74m。

面形〉 楕円形である。

《断面形〉 袋状である O

〈埋 土~ 9 J語に分属した。 自然堆積と忠、われる。

〈底 面〉 緩やかな中華鍋底状の底面の中央に深さ36cmの柱穴様ピットが lカ所ある。

物〉 なしO

《構築時期》 縄文時代と思われる。

S K F 684フラスコ状土坑(第208図)

《位 置~ MF69グリッドに位置する。

《確 認》 指円形の黒褐色上の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 関口部長径1.26mX短径0.94m、坑底部長径0.96mX短径0.90m、深さ0.40m。
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第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

宅部掛目~~おら

地山小ブ口ソク混入。しまりゆるい。
炭化物微鐙混入。しまりゆる L、。
地山小ブ口 y ク・炭化物浪人。しま
りゆるいロ

B 褐色土(lOYR-1/4) 炭化物必んやや回くしまり、粘性なし。
5 褐色jニ(10YR-1/日〕地山粒芳盛・炭化物少没混入。しまり

強く、粘伎なし。
6 ~月実褐色土(10YR6/6) シラス。非常に軟らかい。
7 5に I可じ
8 にぶい謎為色ニヒ(lOYR5/-1)しまりややゆるく、粘伎なし 0

9 明演褐色ニ!こ(10YR7/6) シラコぅ。やや固くしまっている。
10 明演褐色ナ1て(lOYR6/6) 地LLJフ口 y ク混入~炭化物事故敬社主人心
11 褐色オ二00をR4/心地山手:JL・炭化物少援混入。しまりやや

強く、粘性なし。
12 にぷい主主褐色ニヒ(lOYR4/3)焼 jニ・炭化物微滋混入。 しま

りゆるく、パサパサしている。
13 J培褐色土(10YR3/心地山ブ口 y ク・炭化物少滋混入。

しまりゆるく、ノマサノマサしている。
11 褐色土(10YR4/6) 地 LLJ粒 多滋浪人o しまり非'常に弱L、。

サラサラしている 0

15 日計局色ニ仁(10YH3/3)地山小ブ口 y ク、炭化物混入。しま れ
りやや強く、粘性なし。 u

16 黒褐色jニ(10Y:t羽/2)地山小ブ口 y ク混入o しまり非常に ー

ゆるくサラサうしている。
17 黒色jニ(10YR2/1)炭イ物多量お艮入。しまり弱く、粘性強し、。2m 1日 時褐色土CIO'y:R3/3"Dili山小プロ y ク、炭化物混入。しま

りやや弱く、粘f生江し。
19 諜詩昂色ゴニ(10YH5/6) しまり非常に弱くパサパサしている。
20 にぷL、室主綴包己jニ(10YH7/3) 炭イ七牧は昆λ、。

1(681-1) 

4(681-4) 

SKF681 

" ..-¥ ーノ

、、------

UI 

A 63.200m ' B 

C D 

2(681-2) 

3(681-3) 

ハ
パ
パ

υ
5(681-5) 

[SKF 682] 
1 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒少量混入。軟らかい。

2 黒褐色土(lOYR3/1)地山粒少量混入。

3 黒褐色土(lOYR3/2)地山粒・塊を多く混入。

4 階褐色土(lOYR3/4)地山塊混入。

5 Iこぶい黄褐色土(lOYR5/4)塊状シラス。

6 黒褐色土(lOYR3/2)地山粒・塊多量混入o 炭化物少量混入。

7 暗褐色土(lOYR3/3) シラス。地山粒・塊多量混入。炭化物少鼠混入。

8 暗褐1'3土(lOYR3/3) シラス O 地山粒・塊多量混入。しまりあり 0

9 U音褐色土(lOYR3/4) 8よりやや軟らかし、o

2m 

SKF682 

くラ

にJ
^ '-'/ ~ 
"' 63.200m 1 こ

E Z  
C D 

ベーJ
。

[SKF 684J 
1 黒掲色土(lOYR3/1)軟らかし、。

2 黒悔色土(10YR2/2)池山続多量混入。

3 黒褐色ゴニ(10YR3/2)地山粒・地山ブロック多量浪人。

炭化物少量浪人。

4 暗縄色土(10YR3/3)地 L1J粒多量浪人O

5 黒褐色二!::(10YH3/2)地 111粒・地山ブロック混入。

6 にぶい黄褐色土(lOYR5/6)池山粒多量混入。

ー
ハ
パ
パ
川
μj

6(684-1) 

ffi 
くご二〉 8(684 -3) 

7(684-2) 。 10cm m SKF684 

第208図 SKF 681 " SKF 682 .. SKF 684フラスコ状土坑とその出土造物
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第 4章

〈平面形》

〈断面形〉

〈埋土》

〈底面〉

〈遺物》

〈構築時期》

楕円形である。

袋状である。

6屑に分属した。自然堆積と思われる。

平坦な底面の壁際に深さ 6'"'-' 13crnの柱穴様ピットが 7カ所ある。

埋土中から土器片 2点と掻器 l点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 694フラスコ状土坑(第209図)

〈位 置~ MF73、MG73グリッドに位置する。

〈確 認》 長万形の褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

〈規模》

〈平面形〉

〈断面形》

〈埋土〉

〈底面〉

関口部長径l.11mX短径0.69m、坑底部長径1.64mX短径1.62m、深さ1.00m。

楕円形である。

三角フラスコ形である。

した。自然堆積と思われる。

物》

〈構築時期〉

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる。

S K F 695フラスコ状土坑(第209図)

〈位 誼~ MF73グリッドに位置する。

〈確 認、》 楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

後》 なしO

〈規 模》 関口部長径1.50mX短径1.16m、坑底部長径1.52mX短径1.44m、深さ0.52m。

〈平面形》 楕円形である。

袋状である。{!折面形》

《思土》

〈底面》

した。自然堆積と思われる。

物》

《構築時期》

平j:旦な底面に小さなピットや溝状のくぼみがある。

埋土中から石匙 1点が出土した。

出土した石原から縄文時代前期と忠われる。

S K F 705フラスコ状土坑(第209図、図版

《位 置~ M P68..69グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし 0

0見 模y r沼口部長径0.70mX短径0.66m、坑底部長径1.40mX短径1.34m、訟をさ0.86mo

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。
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縄文時代の遺構とその出土遺物第 1節

(SKF 694] 
1 褐色土(10YR4/4)地山粒多量混入。やや軟らかい。
2 ，こぷい策褐色土(10YR5/4)地山粒・地山ブロック多量混入。炭化物

少鼠混入。
3 ，こぶい策樫色土(10YR6/4)地山粒多最混入。しまりなし 0

4 淡黄色土(2.5Y8/3)シラス。非常に固い塊である。
5 fザ!黄褐色土(10YR6/6)地山粒・地山フ'ロック多量混入。

6 ，こぶい黄褐色土(10YR4/3)炭化物少量混入。軟らかい。
7 5 iこ|司じ。
8 にぷい黄援色土(lOYR7/3)シラスo やや開くしまっている 0

9 1こぶい策褐色土(lOYR4/3)シラス。やわらかい。
10 8に同じ。
11 9に向じ。
12 111こ同じ。 9よりややしまってる。
13 明黄褐色土(10YR7/6) シラス。軟らかいシラスブロック。
14 黄色土(2.5Y8/6)シラスブロック。
15 黄様色土(10YR8/6)鹿i袋縫積したシラスブロック O

K *根による援否L
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SKF695 

SKF705 

シルト。地UJ粒・地山塊川、)
多鏡、炭少量浪人。しまり、粘位右れ

2 策褐色土(lOYR5/6)シルト~粘土。地山粒多量、
炭少量混入。しまり有り、括性あまりなし

3 褐色土(lOYR4/6)/ルト。地山粒・地山塊多畿、
炭少;母混入。しまり強〈、粘性有り0

4 f珂賞褐色土(10YR7/6)粒土。炭少掻浪人。硬質。

一 粘a有り。
5 Iこぶい爽褐色ニJ::(10YH4/:i)シルト。地山粒・ Ji}t

多量混入。硬質，IMtあまりなL
6 f羽黄褐色二!::(10YH6/8)粘土。炭少;量混入O しま

り有り。f，占性やや有り。
7 r拘策褐色土(lOYR6/6)給土。炭平ゃ多く混入n

硬質。粘性あまりなし;
8 にぶい賊色土(lOYH7/4)粘こじ願。粘れなし;
9 fl月黄褐色土(lOYH6/6)粘土。炭少屋混入。硬質。

1占↑tl:なしα

K 木根による撹乱
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フラスコ状土坑とその出土造物SKF 694 " SKF 695 .. SKF 705 
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第 4章調査の記録

《埋土》

《底面》

《遺物》

《構築時期〉

9留に分)麗した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片 8点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 706フラスコ状土坑(第210図、図版155)

《位

《確 認》

被》

〈規 模》

而形》

〈断面形〉

《埋

~J底 面》

物〉

《構築時期〉

MP68、MQ68グリッドに位置する。

楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.42mx短径1.02m、坑底部長径1.66mX短径1.44m、深さ1.20m。

楕円形である。

一…フラスコ形である。

8層に分層した。自然堆積と思われる。

緩やかな中華鍋底状の底面の中央に深さ12crnの柱穴様ピットが lカ所ある。

埋土中から土器片 5点と掻器 l点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 708フラスコ状土坑(第210図、図版155)

〈位 置~ M067、MP67グリッドに位置する。

《確 認》 円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規模》

《平面形》

《断面形》

開口部長径1.20mX短径1.16m、坑底部長径0.84mX矩係0.80m、深さ0.54mo

円形である。

袋状である。

《埋 土~ 6層に分属した。自然堆積と思われる。

《底 面》 緩やかな中華鍋底状を呈する。

物》 埋土中から土器片 2点と土器底部破片 1点が出土した。

《構築時期~ H:¥j二した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 711フラスコ状土坑(第210図、凶版156)

《イ立

《確認》

複》

《規模》

面形》

M P66"67、MQ66"67グリッドに位置する。

楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.40mX短径1.28m、坑底部長径2.00mX短径1.72m、深さ1.28m。

楕円形である。

《断面形》 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 7層に分窟した。

《底 面》 緩やかな中華鍋底状を呈する。

《遺物》なしO
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C D 

や¥ ¥ 、:/ ¥ 一

v ( 
、~/〆 [SKF 706] 
~一一- 8 1 黒色土(lOY H1.7 /1) シルト。 池山粒・池山沈(小)少

主主混入O しまり、粘性有り。
2 黒掲色土(10YR3/2) シルト。地山粒多昼、地山塊(小)

やや多く混入。しまり、粘性有り。
3 Iこぶい策褐色土(10YR4/3) シルト。池山粒多選、地

山塊少量混入。しまり、
粘性有り。

4 明策褐色土(lOYR6/8)粘土。硬質。粘性少しあり 0

5 暗褐色土(lOYR3/4) シルト。地山粒多量、炭少量・混
入。硬質。粘性有り。

6 明黄褐色土(10YR6/6)粘土。 硬質。粘性有り n

? にぶい黄櫨色土(lOYR6/4) シルト~粘土。炭多ミ含む0

o 2m8 にぷい繍色土(lMV3)E品開昆入O 粘

SKF706 

第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

1(706-1) 

2(706-2) 3(706-3) 

d 4(706-4) 

乙ごと"，. 6(706-6) 

。 10cm 

5(706-5) 

シルト。地山粒・炭少量混入。しまり、
粘性有り。

2 黒色土(10YR1.7/1)シルト。地山塊(小)やや多く、炭少盛7見入。
しまり、粘性有り。

B 3 黒褐色土(lOYH2/2)シルト。地山粒・地LU塊多量、炭少量
混入。しまり、粘性有り。

4 褐色土(10YR4/4)シルト。地山粒多量混入。しまり、粘性有り 0

5 明議褐色土(10YH7/6)粘土。しまり、粘性有り。
6 黄燈色土(10YR8/6)粘土~シルト。しまり、粘t1有り。

主 63.700m
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第210図 SKF706 SKF 708 " SKF 711 " SKF 732フラスコ状土坑とその出土造物
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第4章調査の記録

〈構築時期》 縄文時代と思われる。

S K F 732フラスコ状土坑(第210図、図版156)

〈位 置~ MD68..69、ME68.69グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複〉 縄文時代前期の S1674竪穴住居跡..S K F733フラスコ状土坑と重複していた。新旧関係は

(吉) S K F733→本土坑→S1 674 (新)である。

《規 模〉 関口部長径2.16mx短径1.82m、坑底部長径2.06mx短径1.70m、深さ 1.08m。

〈平面形》 楕円形である。

〈断面形》 袋状である。

《埋 土~ 11層に分層した。

〈底 面》 緩やかな中華鍋底状を主する O

〈遺物〉なし。

《構築時期〉 縄文時代前期と思われる。

S K F 733 フラスコ状土坑(第211図@第212図、図版157~図版161)

〈位 置~ ME69グリッドに位置する。

〈確 認》 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複〉 縄文時代前期の S1674竪穴住居跡..S K F732フラスコ状土坑と していた。新旧関係は

(古)本土坑→SK F732→ S 1 674 (新)である。

〈規 模》 淵口部長径1.44mx短径1.21m、坑底部長径1.37血×短径1.08m、深さ1.10m。

〈平面形〉 楕円形である。

〈断面形》 三角フラスコ形である。

〈樫 土~ 13層に分属した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する属が多い。

《底 面〉 鍋底状を呈する。

《造 物〉 埋土の第ト10層中から深鉢土器10個体分と土器片4点が111土した。円筒下層式土器様式と

大木式土器様式が共伴した。

《構築時期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われるo

S K F 736フラスコ状土坑(第212関)

《位 置~ MB64グリッドに位置する。

《確 認》 谷の斜面に円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

。~~模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

物》

関口部長径1.14mx短径1.10m、坑底部長径1.46mx短径1.44m、深さ0.74mo

1南円万三である。

三角フラスコ形である。

10層に分層した。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片 4点、土器底部破片 1点が出土した。
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〈構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

第 1節 縄文時代の遺構とその出土i毒物

(第213図)

〈位

S K F 738フラスコ

る。

〈確認〉

複》 なし。

〈規 模》 関口部長径0.73mx 

《平面形〉 楕円形である。

〈断面形》 袋状である。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物》 なし。

M F68"69グリッド

した。

、坑底部長窪0.83mx短径0.73m、深さ0.50m。

《構築時期〉 縄文時代と思われる。

S K F 804フラスコ状土坑(第213図、図版161)

{i立 置y MK59グリッドに位置する。

《確 認》

複》

不整な楕円形の暗褐色土の落ち込みとして確認した。

S K F807フラスコ状土坑と していた。本土坑が新しい。

〈規 模》 関口部長径1.20mx短径1.14m、坑底部長径1.90mX短径1.78m、深さ0.88m。

《平面形》 楕円形である O

《断面形y 三角フラスコ形である。

《埋

《底

土》

面》

した。自然堆積と思われる。8 

緩やかな中華鍋底状の底面の中央に深さ21cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物》 なし。

《構築時期》 縄文時代と思われる。

S K F 805フラスコ状土坑(第213図〉

《位 置y MD58"59、ME58059グリッドに位置する。

《確

規
グ
町
立

認》

複》

模》

谷の斜面!二縁に楕円形の明黄褐色土の落ち込みとして確認した。

なし。

f}~仁! さ0.63m。.67m、坑底部長径2.04mX .39m、.86m X 

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 一 フラスコ形である。

《埋 土》 5 に分層した。

《底 面》 かな中華鍋底状の底面の中央 さ16crnの柱穴様ピットが lカ所ある。

物》 なし。

《構築時期》 縄文時代と忠われる。

つ、U
Q
υ
 

っ
け



第 4章調査の記録

S K F 806フラスコ状土坑(第213図)

《位 置~ MD58グリッドに位置する。

《確 認》 谷の斜面上縁に*青円形の黒色土の落ち込みとして1i在認した。

〈重 複〉なしO

《規 模》 関口部長径1.37mX短径1.29m、坑底部長径1.52出×短径1.49m、深さ0.73mo

《平面形》 楕円形である。

〈断面形》 袋状である。

《埋 土~ 6層に分層した。自然堆積と思われる。

《底 面〉 平坦な底面の中央に深さ 13cmの柱穴様ピットが 1力所ある。

物》 なし O

《構築時期》 縄文時代と思われる。

S K F 807フラスコ状土坑(第213図、図版162)

《位 置~ MK59グリッドに位置する。

《確 認〉 不整な楕円形のIJ奇褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S K F 804フラスコ状土坑と重複していた。本土坑が古い。

《規 模》 関口部長径0.91mX短径0.90m、坑底部長径2.14mX短径1.60m、深さ0.88m。

《平面形》 楕円形である。

袋状である。

5層に分層した。

《断面形》

〈埋土》

《底面〉

物〉

《構築時期》

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる。

S K F 808フラスコ状土坑(第213図)

《位 置~ MF59グリッドに位置する。

《確 認〉 谷の斜面上縁に楕円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規 模》 関口部長径1.56mX短径1.32m、坑底部長径1.82mX短径1.62m、深さ0.75m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 袋状である。

《埋 二|二~ 9 J冨に分層した。

りま 面》 緩やかな中華鍋底状の底面の中央に深さ 11cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

《造 物》なし。

《構築時wn 縄文時代と忠われる。

S K F 810フラスコ状土坑(第214国)

《位 置~ MC58"59グリッドに位置する。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

D 

2m 

【SKF 804] 
1 黒褐色土(lOYR2/3)地山塊混入。ボソボソしているn

2 黒褐色土(lOYR3/2)軟らかい。-
3 IF者褐色土(10YR3/3)地山粒・炭化物粒30%混入。

しまり有り。
4 暗褐色土(10YH3/4)地山粒・炭化物粒15%混入n

5 黄褐色土(10YH5/6)シルト。階褐色土少;量混入i
硬くしまる。

6 策褐色土(lOYR5/8)地山塊はd混入。硬くよくしまるn

7 黒褐色土(10YR3/2)地山粒・焼土粒・炭化物粒混ぷ。
ややしまり有り 0

8 6に同じ。
K 撹乱。

【SKF 807] 
1 階縄色土(10YR3/3)地山粒30%混入。
2 明黄褐色土(lOYR6/6)シルト。しまhなく、ボソボ

ソしているn

明黄褐色こと(lOYR6/6)シルト。暗褐色土微量混入。
明黄褐色土(10YR6/6) シルト。 3よりしまり硬い。
黒褐色土(10YR2/2)地山粒30%混入。

F 

SKF804 .. SKF807 

C D 

。 2m 

[SKF 805] 
1 t明演褐色土(lOYR6/6)粘土。しまり、粘性有り 0

2 にぶい黄櫨色土(10YR7/4)粘土。 1よりしまり
弱く、粘↑"1:あまりなし。

3 黒色土(10YH1.7/1) シルト。地山粒・焼土粒少
;曇混入。しまり、粘性有り。

4 [情婦e土(lOY1'1.3/4)シルト。 i也山粒多量、焼土
粒少量混入。しまり、粘性
有り。

5 諜褐色土(10)ア1'1.3/2) シルト。

63.800m B 

。 2m 

SKF805 
[SKF 806] 
1 I諸橋色!::(lOYH3/1) シルト。 I也LLi粒多段、地LIJ

:I:lll少frti.民入。しまりややll'ii
く、粘性有り。

SKF808 

C D 

IIJH立褐色ニヒ(lOYH7/6)粘 iニ。 しまり強く。粘性
なくサうサラしている。

黄綬色上(10YH7/8)粘土。硬質。粘性なし。
黒色二i二(10YH1.7/1) シノレト。池山粒少量、地山

塊〔小)やや多lJti.Ef.入山しまり、
粘fヨミ有り。

5 U)jJi:古褐色土(10YR7/6)粘土。 2より黒色二j二の混
人多L、0

6 褐色二上りOYH1/6) シノレト。地L!lt.立多民混入。 し
まりやや弱く、粘性有り。

SKF806 

[SKF 808] 
1 黒潟色土(lOYH2/2) シルト。地山域川、)多量混入。しまり、粘性有り。
2 t列爽褐色土(10YH6/8)粘土。しまり有り、粘性なし。
3 f列黄褐色土(10YR6/6) シルト~粘土。地山粒多湿混入。しまり、粘性

有り。
明資掲色ニ!こ(10YH6/8)シルト~粘土。しまり、粘性有り。
褐色土(10YH4/6) シルト。地山粒多滋混入。しまりやや~51 く、粘性有り。
!リ1黄褐色土(10YH6/8)シルト~粘土。 4より地111牧の混入少なし、。

しまり、粘性有り。
烈褐色土(lOYH2/3) シルト。地LlJ粒波状に混Ao しまり、粘t'I:l守り。
黒色土(lOYH2/1)シルト。池山粒少量浪人。しまりやや弱く、粘性有りo

t児童2褐色土(10YH7/6)粘土。しまりやや弱く、粘性あまりなし。

2m 

第213図 SKF 738 • SKF 804 " SKF 805 " SKF 806 " SKF 807 • SKF 808 フラスコ状土坑
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谷の斜面上縁に楕円形の暗褐色土の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径1.54mx短径1.48m、坑底部長径1.70mX短径1.38m、深さ0.66m。

楕円71ラである。

袋状である 0

5層に分層した。自然堆積と思われる。

緩やかな中華鍋底状の底面の中央に深さ14cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

物〉 なしO

〈構築時期〉 縄文時代と思われる。

S K F 816フラスコ状土坑(第214図、図版162)

《位 M068..69グリッド る。

《確 認》 円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

〈規 模〉 関口部長径0.74X短径0.66m、坑底部長径1.12mX短径0.98m、深さ0.58m。

《平面形〉 楕円形である。

〈断面形〉 袋状である。

《埋 土} 9届に分層した。自然堆積と思われる。

《底 面》 やや出凸があるが、ほぼ平坦で、ある。

《遺 物〉なし。

《構築時期〉 縄文時代と思われる。

S K F 818フラスコ状土坑(第214図、図版163)

〈位 置} MT64グリッドに位置する。

《確 認》 円形の褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模》

《平面形》

《断面形〉

《埋

関口部長径1.14mX短径1.08m、坑底部長径2.16mX短径2.06m、深さ1.24m。

円形である。

《底面》

物》

《構築時期》

三角フラスコ形である。

9層に分層した。自然堆積と思われる。

中華鍋底状の底面の中央に深さ15cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

埋土中から土器片 2点と石鍛 3点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 820フラスコ状土坑(第214図@第215図、図版163..図版164)

MT旬、 NA63グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の黒色土の落ち込みとして確認した。

十 SK T721 T -P i tと していた。 し10
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SKF810 

B 

2m 

cl 
A 63.700m 1 B 

ZZ  
[SKF 810] 
1 暗褐色土(10YR3/3)シルト。地山粒・地山塊(小)多蛍滋入。

しまり、粘生有り。
2 にぷい策褐色土(lOYR5/4)シルト~粘土。地山粒・池山塊

(小)1より多く混入。しまり、粘堅t有り。
明黄褐色土(10YR6/6)粘土。しまり、粘性有り。
明黄褐色土(lOYR7/6)粘土。しまりやや弱く、粘性有り。
明策褐色土(lOYR6/6)粘土。しまりやや弱く、粘性有り。

SKF816 

第 1節縄文時代の遺構とその出土造物
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[SKF 818] 
l 褐色土(10YR4/6)と主主褐色(10YR5/8)の滋合。炭化物

・粒10%混入。
B 2 褐色土(10YR4/4)シルト。しまり弱い。

3 階掲色土(lOYR3/4)シルト c 黒褐色土・地IJI粉やや多く
混入。

4 褐色土(10YR4/6)と資褐色(10YR5/8)が交互にE症状に
滋入。

5 黄褐色土(lOYR5/8)シルト主体に、時褐色(10YR3/4)
が簿く斑状に浪人o

6 策褐色土(10YR5/8)シルト。
7 ，こぶい黄緩色(10YR6/4)シルト。
8 碕褐色土(10YR2/3)池山粒(大)多く混入。しまり弱い。
9 策褐色土(lOYR5/8)シルト。しまり弱い。

会誌 日

滋義一川
町立'fJ' U 

1(818-1) 
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繍
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一争-1争 一番-~ 舎
。 3(818-3)

中 4(818-4)

。 10cm 

中 5(818-5)

SKF818 

C 

。 2m 

D [SKF 82U] 
l 紫色土(10YR2/1)しまり弱く、ふかふかしてし喝n

2 精褐色土(10YR3/3)地山粒30%混入。しまり強L、0
3 精褐色土(lOYR3/3)木根による撹乱。
4 H綿佐l::.(10YR3/4)地山糊0%混入。しまり強い。
5 褐色l::.(10YR4/6) iンルト。地山粒20%、階褐色

粒 5%混入。しまり強い。
6 褐色土(10YR4/6)暗褐色土粒・炭化物粒 5%混

入。しまり強い。
7 明策褐色土(10YR6/6)シルト。炭化物粒微鐙混

入。しまり強い。
日褐色土(10YR4/6) シルト。地山粒少豪、炭化物

粒微鼠混入。しまり強い。
9 黒褐色ニl::.(lOYR2/2) シルト。しまり普通。
10 6に同じ。
11 6'こ同じ。
12 ~竜褐色土(10YR5/6) シルト。しまり強い。
13 6 Iこ悶じ。

SKF820 

第214関 SKF 810 " SKF816 .. SKF 818 " SKF 820フラスコ状土坑とその出土遺物
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ζ蚕善吾参 7(820-7) 

第 1京調査の記録
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第215関 SKF820フラスコ状土坑出土造物
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

《規 模〉 関口部長径1.38mX短筏1.28由、坑底部長径2.08mX短径2.08m、深さ1.16m。

《平面形》 楕円形である。

〈断面形〉 三角フラスコ形である。

〈埋 土~ 13層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

《底 面〉 平坦な底面の中央に深さ17cmの柱穴様ピットが 1カ所ある。

〈遺 物〉 埋土中からこ!こ器片 7点と深鉢土器胴部下半破片 1個体分 (7入石器剥片 1点(9 )、半円状

偏平打製石器 1点(10)、挟り入り半円状偏平打製石器 1点(11)、挟り入り半円状偏平磨製石

器 2点(13"14)、石皿破片 1点(12)が出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

SKF 821フラスコ状土坑(第216図、図版164..図版165)

~{立 M S65"MT65グ1)ッドに位置する。

《確 認〉 円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし O

《規 模〉 関口部長径0.83mX短径0.80m、坑底部長径1.62mx短径1.30m、深さ1.32m。

〈平面形〉 楕円形である O

〈断面形〉 三角フラスコ形である。

《埋 土~ 16層に分!脅した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

〈底 面〉 中華鍋底状を呈する O

〈遺 物〉 埋土中から土器片 8点が出土した。

〈構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる O

S K F 823フラスコ状土坑(第216図@第217図、図版165)

NA64グリッド る。

円形の黒褐色土の落ち込みとして確認した。

平安時代の S1 720竪穴住居跡と重複していた。

関口部長径1.39mX短径1.28m、坑底部長径1.85mX短径1.85m、深さ1.36m。

円形である。

袋状である。

10層 した。自然堆積と思われるが、第 5 に炭化したクルミが混入していた。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から深鉢土器 2個体分(1 "14)と土器片 12点、値器1点(15)、くぼみ石 1点(16)、

扶り入り半円状偏平磨製石器 1点(17)、半円状偏平磨製石器 2点(18"19)、半円状偏平打製

石器 3 点 (20~22) が出土した。

〈構築時期〉 出土した土器から縄文時代前期後葉と忠われる。

S K F 830文ラスコ状土坑(第218図、図版166)

《位 MS64、MT64グリッド る。
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1(823-14) 

第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

m川川
川
W

ハハ川

υくここ三:> 2(823-15) 

に二 0 
ぐ 一〉則一同

7(823-20) 

9(823-22) 

Cコ 3ー)

4(823-17) 

6(823-19) 

8(823-21) 

。 10cm 

第217図 SKF 823フラスコ状土坑出土造物

《確

複》

《規模》

面形》

《断面形》

不整な明黄褐色土の落ち込みとして確認した。

縄文時代前期の SK S 718土壌墓と重複していた。本二!こ坑が古し ¥0

関口部長径1.25mx短径1.15m、坑底部長経1.53mX短径1.40m、深さ1.19m。

楕円形である。

フラスコ万三である。
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第 4章調査の記録

〈埋 土} 12層に分層した。自然堆積と思われるが、炭化物の混入する層が多い。

〈底面〉

《造物〉

《構築時期》

緩やかな中華鍋底状を呈する。

埋土中から板状の石器破片 1点が出土した。

縄文時代と思われる。

S K F 835フラスコ状土坑(第218図、図版167)

〈位 置} MM71グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の暗褐色土の溶ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規 模〉 関口部長径0.83mx短径0.77m、坑底部長径0.87mx短径0.70m、深さ0.48m。

面形〉 楕円形である。

《断面形〉 袋状である。

《埋

〈底

《遺

土

面

物

。
たーし3 

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片 2点と石鎌破片 l点が出土した。

《構築時期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K F 1014フラスコ状土坑(第218図、図版168)

《位 置} MT64グリッドに位置する。

《確 認》 楕円形の明黄褐色土の落ち込みとして確認した。

複〉 縄文時代前期の S1 719竪穴住居跡と重複していた。本土坑が古い。

《規 模〉 関口部長径2.00mx短径1.61m、坑底部長径2.48mx短径2.12m、深さO.68m。

万三》 楕円形である。

《断面形》

《埋 土》

《底面〉

《遺物》

《構築時期》

袋状である。

8層に分層した。自然堆積と思われる。

ほぼ平坦な底面の中央に深さ 9cmの柱穴様ぜットが lカ所ある。

なし。

縄文時代前期と思われる。
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[SKF 830] 
1 明黄褐色二七(10YR6/6)シルト。地山粒10%、炭化粒粒(小)1 %混入。

しまり強い。
明策褐色土(10YR7/6) シルト。しまり普通。
2に問じ。
策褐色土(10YR5/6)シルト。地L1Jtv:(小~中)20%、炭化物粒(小)1 % 

混入。しまり強いo

r策褐色ニt(lOYR5/6)地山粒(小~大)30%混入♂後は 4と|可じ。
5 策機色土(10YR8/6).:シルト。しまり強い。
6 2に同じ。
7 5に陪じ。
8 黒褐色土(10YR3/2)土と黄褐色(10YR5/8)シルトの混合土。地山粒

・炭化物粒(小~中)30%浪人。しまり普通。
9 黄褐色土(lOYR5〆 6) シルト。地山粒(小~中)・炭化物粒 10%滋人。

まり普通。
シルト。しまり強い。
ルト。地山粒(小~中)・炭化物粒 5%浪人。
まり普通。
シルト。しまり普通。

縄文時代の遺構とその出土造物第 1節
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l 精褐色土(10YR3/3)シルト。地山粒多く、地山塊やや多く混入。炭少量ま混入。

しまり、粘性共有り。
2 明黄褐色土(10YR6/8)粘土。硬質。粘性なし。
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第4章調査の記録

坑

フラスコ状土坑以外の縄文時代の土坑は178基検出した。土坑は台地全体に分布していたが、南西側に多

く分布する傾向がある。平面形状は、楕円形、円形、方形、長方形、長円形を呈する。断面形状は、 U字形、

中華鍋底形、ビーカー形などが多い。

底面の中央に小さなピットのある土坑もあり、この土坑は所謂逆茂木を立てた焔し穴と盟、われるが、使用

目的の不明なものが多い。また、遺物の出土した土坑が少ないため、時期を特定できた土坑は少なし1。この

ため、プラン確認の膳位と、埋土の土性、埋土中の大湯浮石膳混入の有無から土坑の時期を推定した。

S K 14土坑(第219図、図板169)

《位霞~ ND62、NE62グリッドに位置する。

《確認》

《重複》

《規模〉

《平面形》

〈断面形》

《埋土》

《底面〉

《遺物》

。寺期》

培褐色土の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.08m、短径0.90m、深さ44crn、底面長径0.82m、短径0.77mo

長円形である。

土庄のためかオーバーハングしていた0

9層に分層した。自然堆積と思われる。

中央部に不整楕円形のピットが Iヵ所ある。

埋土中からの土器片が出土した。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 56土坑(第219図)

{{立

《確認》

複》

《規模》

《平面形〉

《断面形》

《埋

《底面》

《造物》

《時期》

NL58グリッド る。

黒褐色土の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径2.02m、短径1.47m、深さ18.1crn、底面長径1.59m、短径1.07m。

隅丸長方形である。

緩やかに外傾して立ち kがっていた。

5層に分層した。炭化物が混入する。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

底而から土器片と、擦り石が出土した。

した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 57土坑(第220関)

《位 NL58グリッド る。

《確 認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径2.62m、短径1.01m、深さ22crn、底面長径2.26m、短径0.72m。

《平出形》 不整な長楕円形である O
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第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物

-[SK ]4] 
1 褐色土(lOYR4/4)地山(小粒)少量i混入。ややしまり有り、弾性有り。

2 暗褐色土(10YR3/3)地山(小粒)中量混入。しまり有り。

3 策褐色土(10YR5/6)地山(中粒)中量;、地山塊(小)混入o しまり有り 0

4 褐色ニヒ(lOYR4/6)地山(中粒)中量混入。しまり強い。

5 黄褐色土(lOYR5/4)地山(中粒〕中最混入。ややしまり有り。

6 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)池山(中粒)少量混入。ややしまり有り。

7 策渇色土(10YR5/6)地山(小牧)ごく少量混入。ややしまり有り 0

8 黒色土(lOYR1.7/])軟らかい。

9 黒褐色ニヒ(lOYR2/2)地山(小粒)若干浪人O

、、、_-

土 64.400m

8 げ 1(14-1) 

。
2(14-2) 

2 m 

4(14-4) 

。

⑩ 

SK14 

SK56 

』パハ
ul

3(14-3) 

10cm 

A 

盈 γ:
義務 r ¥ ¥ 

SK56 
B 

5(56-1) 

C D 

行1

6(56-2) 

[SK 56] 

1 黒褐色土(]OYR3/1)地山(大粒)・炭(中粒)中量i浪人O しまり強し、0

2 黒色ニi二(10YR2/1)地山(中粒)少量、炭(中粒)中;量混入。しまり有り。

3 忍褐色土(lOYR2/2)地山(小中立)多量、炭(中粒)中鼠浪人O しまり強い0

4 明Z竜褐色土(10YR6/6)粘土。 地山(中粒)ごく多;鼠混入。しまり有り。

5 泉潟色土(lOYR3/2)地il.J塊(大)中;援混入。しまり有り。

ー
円
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υt8(56-4) 9(56-5) 10(56-6) 
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ζ二コ

7(56-3) 

11 (56-7) 

第219図 SK14 .. SK 56土坑とその出土造物
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第 4章調査の記録

《断面形〉

《埋

《底面〉

《遺物》

緩やかなU字形を呈する。

3層に分属した。炭化物が混入する。自然堆積と出われる。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

底面から土器片(5 " 6)と、石匙破片 2点(1 " 2 )、半円状偏平打製石器破片 2点 (4" 5) 

が出土した。

《時 期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 58土坑(第220図)

《位置} N L58、NM58グリッドに位置する。

《確認》 黒褐色土の落ち込みとして確認した。

竣〉 なしO

〈規模》

《平面形》

〈断面形〉

《埋土》

〈底面〉

《遺物》

〈時期〉

関口部長径2.06m、短径1.95m、深さ15cm、底面長径1.80m、短径1.59m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

4層に分層した。炭化物が混入する。自然堆積と思われる。

ほぼ平坦である。柱穴様ピットを 2カ所検出した。

底面から土器片と小磯が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 59土坑(第221図〉

《位置} NM57グリッドに位置する。

〈確 認》 黒色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模》 関口部長径2.97m、短径2.19m、深さ40cm、底面長径2.56m、短径1.96m。

〈平面形》 偶丸長方形である O

〈断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土} 14屑に分属した。炭化物を混入する。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。柱穴様ピットを 4カ所検出した。

物》 誌面から土器片 3点 (1~ 3)と、掻器 1点 (4入くぼみ石3点(5 '"'-' 7 )のほか機20点が

出土した。

《時 期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる O

S K 66土坑(第221図〉

《位置y NM55グリッドに位置する。

《確 認》 黒色土の不整な落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 開口部長径1.43m、短径1.20m、深さ21cm、底面長径1.23m、短径0.68m。

《平面形》 不整な三角形である。

{[新面形》 緩やかなじ字形を呈する。
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SK57 

ム 64.7OOm S 

c 計七ァ
一'-一一~一

η1 

[SK 57] 

1 ~I~潟色土(10YH3/2) 地山(大粒)・炭(中校)中蛍混入。しまり強い。
2 Àl~潟色土(lOYH2/2) 池山JJll(中)cÞl量、炭(小粒)少量浪人。しまり有り。
3 I狗鼓褐E'!.土(lOYH6/8)粘土。 地山塊(中)多設混入。しまり強い。

第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物
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1 iP，褐色土(2.5Y3/4)地山(cIJNJやや多盤、炭(Lt粒)少混入。しまり強い。

2 黒褐色土(JOYR3/2)地lUC小粒)ごく少殿、炭([IJ粒)少滋浪人。しまり脊り。

3 褐色士(lOYH2/2)地山([Tri'[)少扇、炭(小粒)中鼠浪人。しまり強い。
4 !，H褐色ゴ:(lOYH2/2)池山(/N!JJ中昼、炭(中粒)少量混入。しまり有り。
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第 4章調査の記録

《埋土》

《底面〉

《遺物〉

《時期〉

4層に分)脅した。炭化物を混入する。自然堆積と恩われる。

やや凹凸がある。小ピットを 3カ所検出した。

底面から土器片 3点と、石器剥片 1点、石皿破片 1点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 72土坑(第222図、図版169)

〈位置~ ND62グリッドに位置する。

《確 認》 土壌墓と重複する暗褐色土の落ち込みとして確認した。

複~ S K S 71土壌墓と重複している。新旧関係は土壌慕よりも新しし ¥0

《規模》 関口部長径0.63m、短径0.45m、深さ21cm、底面長径0.41m、短径0.37m。

《平面形〉 楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 1層のみ。

《底 面》 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

《遺 物〉 埋土中から土器片 2点が出土。

《時 期》 出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

SK 74..SK 75土坑(第222図)

《位置~ ND61、NE61グリッドに位置する。

《確 認、》 黄櫨色土の落ち込みとして確認した。埋土上部(1 ，--...， 4)は現代の撹乱である。

複》 互いに重複しているが、その新旧関係は不明である。

《規模》 関口部長径1.37m、短径1.28泊、深さ92cm、底面長径1.18m、短径1.13m。

《平面形》 長方形である。

《断面形》 ビーカー形を呈する。

(:埋 土~ 5 J麗に分!麗したが第 1'--""4層は撹乱。第 5層には炭化物が混入する。

《底面》

物》

《時期》

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

S K 75の底而から深鉢土器が出土した。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 95土坑(第222図、図版170)

《位霞~ N G64"旬、 NH64グリッドに位置する。

《確 認》 竪穴住居跡床面に楕円形の落ち込みとして確認した。

複》

《規模〉

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

《遺物》

S I 25竪穴住居跡、と している。新!日関係は竪穴住居跡が新しい。

関口部長径1.85m、短径1.65m、深さ43cm、底面長径1.64m、短径1.24m。

長楕円形である。

住居跡、の按側はオーバーハングしていたが、ビーカー形を呈する 0

2層に分属したが第 1層は住居の貼床である。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。
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第 4章調査の記録

骨 Eth--IU 
A B 

ム 64.400m SKS71 

[S](S71・S](72]
1 m占褐o，土(10YR3/りJ自山(cjJ!立)・炭(小付)cl]掻iit入。 しまり、，)Ijijlj有り。

2 オ1)ーブ褐色土(2.5'14/6)地山(大枚)・炭(中校)中量混入。 しまり強い。

3 [郎自色土(10YH3/4)地山(IJ悦)ごく少量、炭(大粒)少量混入。 しまり有り0

4 オリーブ褐色土(2.5'14/4)地山(大粒)・炭([IJ粒)中長混入。 しまり強いG
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〈時期〉 竪穴住居跡より古いので、縄文時代前期と思われる。

第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

S K 113土坑(第223図)

H立霞} NT45グリッドに位置する。

〈確認〉 黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

〈規模〉 関口部長径O.98m、短径O.93m、深さ15cm、底面長径O.84m、短径O.65m。

〈平面形〉 円形である。

〈断面形〉 ビーカー形を呈する。

〈埋土} 2層に分属した。自然堆積と思われる。

〈底面》 北側から南側に傾斜していた。

〈遺物》 なし。

〈時期〉 縄文時代と盟、われる。

S K 117土坑(第223図)

〈位置} NP53、NQ53グリッドに位置する。

《確認〉 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし O

〈規模〉

〈平面形》

《断面形》

《埋

《底面〉

《遺物》

《時期》

関口部長径1.05m、短径O.83m、深さ27cm、底面長径O.92m、短径O.63m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分題した。自然堆積と思われる。

やや凹凸があり、中央部が窓んでいた。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 118土坑(第223図)

《位置} N053グリッドに位置する。

〈確認、〉 黒色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径O.92m、短径O.72m、深さ15cm、底面長径O.83m、短径O.63m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 ビーカー形を呈する。

《埋 土} 4層に分層したが自然堆積か人為的な堆積か不明。

《底面》 やや凹凸がある。

《遺物》 なし。

《時期》 縄文時代と忠われる。

S K 169土坑(第223凶)
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《位

《確認》

《重複》

〈規模》

《平面形》

〈断面形》

〈埋土〉

《底面〉

《造物》

〈時期》

第 4章調査の記録

NB66グリッドに位置する。

斜面縁辺に明黄褐色土の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.77m、短径0.84m、深さ16cm、底面長径1.64m、短径0.84m。

西側部分が崩落@消失しているが円形と思われる。

緩やかなU字形を呈する。

1層のみ。

やや凹凸がある。中央部に柱穴様ピット 1ヵ所ある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 190土坑(第223図)

《位置~ MS68、MT68グリッドに位寵する。

〈確 認》 暗オリーブ褐色土の不整な円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径0.84m、短径0.82m、深さ6cm、底面長径0.79m、短径0.71m。

〈平面形》 不整な隅丸方形である。

《断面形》

〈埋

《底面》

《造物》

《時期》

ビーカー形を呈する。

3 J習に分)脅した。

やや凹凸がある。柱穴様ピットがある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 191土坑(第223図)
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1

MS68グリッドに位置する。

黒褐色土の落ち込みとして権認した。

柱穴様ピットと重複する。ピットが新しし ¥0

関口部長径0.72泊、短径0.71m、深さ22cm、底面長径0.69m、短径0.60m。

不整な円形である。

《断面形》 ビーカー形を呈する。

《埋土~ 5層に分層したが第 2.. 5層はピットの埋土。

《底面》 西側から東側に傾斜していた。

《遺物》 なし O

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 192土坑(第224図)

《位

《確認》

複》

MS68グリッドに位置する。

日音オリーブ褐色土の楕円形の溶ち込みとして確認した。

柱穴様ピットと重綾する。ピットが新しい。
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6き SKl13 

二之ミ4土

[SK 113] 

1 ftÀ~色土(1 0YH1.7/1) 地山(小牧)ごく少量浪人。しまり強い。
2 オリーブ褐色土(2，5YH4/3)地山(中位)中量混入cしまり強く、粘l'l:fjl)o

SKl18 

τ予てす~ア
[SK 118] 

1 H¥色土(10YR2/1)池山(中牧)少量混入。ややしまり脊り。

2 階オリーフ褐色土(2，5Y3/3)地LLI(大粒)多量浪人G ややしまり有り。

3 黒褐色土(10YH2/2)地山(大粒)中最混入。ややしまり有り。

4 色土(10YH2/1)地111(小粒)ごく少盛混入。しまり有り。

G事 SK190 

A 63.900m 

一六百一千一人J

[SK 190] 

1 続オリーブ褐色土(2，5Y3/3)JtllUI(中*v.J・炭(小校)少滋混入G しまりtiり0

2 オ1)ーブ褐色土(2，5Y4/6)池山(小牧)・炭(小粒)少量浪人G しまり有り0

3 オリーブ褐色土(2，5Y4/4)地Ill(IJ¥fーす)中員、炭(中村)少滋混入。 しまり有り。

。 2 m 

⑮ 
A 

ム 64.900m

A 

A 64.OOOm 

第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

引):/ 

B 

[SK 117J 

SKl17 

1 ，¥I!，褐色土(lOYH2/2)地山(中粒)少量浪人O ややしまり有り0

2 黒色こと(lOYH2/1)地山(大粒)少量混入。しまり有り。

3 ぷ褐色土(lOYH2/2)地山(大粒)中量混入。しまり有り。

SK169 

B 

B 

メジョー
[S K 169] 

1 明策褐色土(10YH6/6)池山(大粒)中鼠;混入。しまり有り。

事

二:ヘ

【SK 191] 

l 策援色土(10YH.7/8).ltllUI塊。しまり強い。

2 ;，込褐色土(10YR3/2)池山(IN立)中長混入。しまりり。

3 黄色土(2，5Y7/8)しまり強い。

4 IIflJl立褐色こ(2，5Y7/8)しまり強い。

5 オリーブ褐色こと(2.5Y4/6)地山(1争続)少滋混入。しまり有り。

第223図 SK113 " SK 117 "SK 118.. SK 169 • SK 190 • SK 191土坑
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第 4章調査の記録

《規模〉

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面〉

〈遺物》

《時期〉

関口部長径1.04m、短径0.79m、深さ29cm、底面長径0.97泊、短径0.74mo

長楕円形である。

壁面は土圧のためかオーバーハングしていた。

6層に分謄したが、第 2J麗はピットの埋土である。

ほぼ平坦である。小さなピットを検出した。

埋土中からの同一個体と思われる土器片が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 195土坑(第224図)

《位置} MR68グリッドに位置する。

《確 認}色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

《重 複〉 柱穴様ピットと重複する。新!日関係は不明。

《規模》

《平面形》

《断面形〉

〈埋土〉

《底面》

《遺物〉

《時期〉

関口部長径1.00m、短径0.80m、深さ18cm、底面長径0.81m、短径0.67mo

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

7層に分層した。自然堆積と思われる。

やや凹凸がある。小さなピットを 3カ所検出した。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 198土坑(第224関)

《位 置} MQ69"70グリッドに位寵する。

《確 認》 褐色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模〉 関口部長径0.89m、短径0.71m、深さ36c如、底面長径0.66m、短径0.43m。

《平面形》 長楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土} 4痛に分層した。

《底面》 やや凹凸がある。

《遺物》 なし O

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 205土坑(第225図〉

《位 霞} MR71、MS71グリッドに位置する。

《確 認》 オリーブ褐色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径1.75m、短径1.57m、深さ36cm、底面長径1.64m、短径1.47m。

《平面形》 不整楕円形である。

《断固形》 ビーカー形を呈する O
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縄文時代の遺構とその出土遺物

1(192-1) 

第 l節

[SK 192] 
l 階オリーブ褐色土(2.5Y3/3)池山(小粒)中選、炭(中粒)少量混入。しまり有り。

2 黒褐色土(2.5Y3/1)池山(中粒)中島、炭(中粒)少量混入。しまり有り。

3 U昔オリーブ褐色こt(2.5Y3/3)地山(中粒)中屋、炭(小牧)少議浪人。しまり有り 0

4 黄援色土(10YR8/8)しまり強い。

5 I羽寅褐色土(10YR7/6)しまり強い0

6 I明黄褐色土(10YR6/8)しまり強い。

D C 

B 

B 

⑨ 

ム_63.900m 

ーハ
U一
)

2(192-2) 
10cm 。2 m 。

SK192 

D 

【SK 195] 

} 黒色土(10YR2/1)地山(中粒)中量混入。ややしまり有り。

2 黒褐色土(lOYH3/1)地山(小粒)少量混入。しまり有り。

3 黒色こt(lOYR2/1)地山(小粒)中最浪人。しまり有り。

4 黒褐色土(2.5Y3/2)池山(小粒)中量混入。しまり有り。

5 黒褐色土(2.5Y3/1)池山(小粒)少量混入O しまり脊り。

6黒色土(2.5Y2/ノ1)池山(/J、粒)少盈浪人。ややしまりおり。

7 階オりーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(中粒)少量混入。しまり有り。

B 

.[) 
--.....:::._ 

マ戸76""1 ¥:ず7

わ、、、、、

2 m 。

【SK 198] 

1 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(中校)中屋、炭(小粒)少量混入。ややしまり有り。

2 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(小粒)ごく少墨混入。ややしまり有り G

3 明資褐色土(2.5Y7/6)シラス。ややしまり有り。

4 オ1)ーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(r:jJ粒)ごく少量、炭(中校)少鼠混入。しまり有り。

SK195 

~r)) ì)~ 

2 m 。

SK198 

SK 192 " SK 195 .. SK 198土坑とその出土遺物
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第224図



第 4章調査の記録

《埋

《底面〉

《遺物〉

《時期〉

8層に分属した。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦で、中央部に柱穴様ピットを 1カ所、南側の壁際には小ピットを

1カ月IT検出した。

埋土中から土器片 1点と、半円状偏平打製石器破片 1点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期中葉と思われる。

S K 207土坑(第225図)

〈位置~ MN72"73グリッドに位置する。

《確 認》 暗褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規模〉

《平面形》

〈断面形〉

《埋

《底面〉

《造物〉

〈時期》

関口部長径1.69m、短径1.47盟、深さ 14.3crn、底面長径1.58m、短径1.54m。

楕円形である。

ビーカー形を呈する。

9患に分溜した。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中からこと器片 1点と微小剥離痕のある石器剥片 2点、磨製石斧破片 1点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 246土坑(第226図)

《位置~ M R 71072グリッドに位置する。

《確 認》 平安時代の S1 121竪穴住居跡の貼床面に円形の落ち込みとして纏認した。

複》 平安時代の S1 121竪穴住居跡と重複していた。本土坑が古い。

〈規模》

〈平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

《造物》

《時期》

関口部長径1.29m、短径1.24m、深さ24crn、底面長径1.13m、短径0.99m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

5 したが第 l層は住居跡の貼床である。地山の塊を混入する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。中央部に柱穴様ピットを 1カ所、南東援!療に小ピットを

l力再IT検出した。

埋土中から土器片 l点と石器剥片 2点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 255土坑(第226[玄J)

〈位 置~ M 075.76グリッドに位置する。

《確 認、》 縄文時代前期の S1 141竪穴住居跡の床面で確認した。

複~ S 1 141竪穴住居跡と重複していた。新旧関係は不明である。

《規模》 関口部長径1.36m、短径1.21m、深さ llcrn、底面長径1.25m、短径1.05mo

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋 二上》 掘り過ぎたため確認できなかった。
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ム 63.800m B 

【SK 205] 
1 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)池山(中粒)中量混入。しまり強い。
2 褐色土(lOYR4/4)池山(中粒)やや多量、炭(中粒)少量混入。しまり強い0

3 褐色ニヒ(lOYR4/4)池山(ct粒)中襲、地山塊(小)浪人。しまり強い。
4 オリーブ褐色土(2.5Y4/3)地山(大粒)中量混入。しまり強い。
5 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(大粒)多鼠混入。しまり強い0

6 階褐色土(10YR3/3)地ILI(小粒)少議混入O ややしまり有り。
7 U音オ 1)ーブ褐色土(2.5Y3/3)地山(中粒)中量、炭(小粒)少蚤混入。しまり強い0

8 褐色土(lOYR4/4)地山(中校)・炭(大枝)少量混入。しまり強い。

A 

。
m 

[SK 

2 

4 
5 
6 
7 
8 
2 
10 

第 1節 縄文時代の遺構とその出十漬物

C D 

S K205 

1 (205-1) 

2(205-2) 

。 10cm 

B 

ζここコ 4(207--2) 

てごご二二フ 5(207 -3) 

り千Jり。

にコ引 。 10cm 

第225図 SK205 .. SK 207土坑とその出土造物
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第 4章調査の記録

《底面》

《造物》

〈時期〉

わずかに凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片 1点、蝶 1点が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と忠われる。

S K 256土坑(第227図)

《位置~ M076"77グリッドに位置する。

《確 認》 縄文時代前期の S1 141竪穴住居跡の床面で確認した。

複~ S 1 141竪穴住居跡と重複していたが、新旧関係は不明である。

《規模》

《平面形》

〈断面形〉

《埋

《底面〉

《遺物〉

《時期》

関口部長径1.64m、短径1.52m、深さllcrn、底面長径1.44m、短径1.34m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

掘り過ぎたため確認できなかった。

やや凹凸があるO 中央部に柱穴様ピットが lヵ所ある。

埋土中から土器片 1点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 258土坑(第227図)

《位置~ MN76"77、M076"77グリッドに位置する。

《確 認、》 縄文時代前期の S1 141竪穴住居跡の床面でオリーブ褐色土の落ち込みとして確認した。

《重複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

〈遺物》

S 1 141竪穴住居跡と重複していた。新i日関係は本土坑が古い。

関口部長径2.44m、短径2.37m、深さ41crn、底面長径2.02m、短径1.86m。

円背5である。

緩やかなU字形を呈する。

9 J麗に分属した。地山粒を多く混入する。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。中央部に柱穴様ピット 1ヵ所ある。

底面から深鉢土器底部破片上点と同一個体と盟、われる土器片 1点、半円状偏平打製石器破片 1

点が出土した0

0寺 期》 出土した土器底部破片等から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 282土坑(第228図)

《位置~ N P47.48グリッドに位置する。

《確 認、》 黒色土の不整な溶ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径3.37m、短径2.32m、深さ15crn、底面長径2.57m、短径1.91mo 

《平面形》 不整形である。

《断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物》

緩やかなU字形を呈する。

4層に分属した。自然堆積と思われる。

出凸がある。

埋土中から土器片が出土した。
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¥守
」ー 63.600m B一

六くpr
[SK 246] 

1 浅黄樫色こと(7.5YR8/3)地山ローム塊(貼床)。

2 明貨褐色土(10YR3/3)地山ローム塊。

3 i浅草主権色土(7.5YR8/4)地山ローム塊。

4 明主主褐~土(lOYR3/2) 池山境、黒褐色土混入。

5 J米黄褐色土(lOYR4/2)明裁褐色池山粒混入。

⑨ 
A 

、とノ/
___!2_ 63.700m 

ーノ一一。

第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

C D 

E
 

F 

2 m 

てこ二〉

SK246 

SK255 

3 

B 

2 m 

1(246-1) 

間
以

府

ω亡コ 2(246-2) 

3(246-3) 

。 10cm 

4(255-1) 

5(255-2) 

第226図 SK246 " SK 255土坑とその出土造物
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第 4章調査の記録

SK256 

A 63.300m 

。

。

B 

2 m 

1(256-1) 

10cm 

SK258 

イ(③/日

A 62.900m 

[SK 258] 
1 オリーブ褐色土(2.5Y4/4)地山(Et粒)中選混入。しまり強く、粘性有り。
2 黄褐色土(2.5Y5/4)池山(中粒)少量混入。しまり強い。
3 オリーブ褐色土(2.5Y4/6)地山(小粒)中量規入。しまり強い。
4 liji策褐色土(2.5Y6/6)シラスG しまり強い。
5 ~竜褐色土(2.5Y5/4) 地 IlJ(中粒)中量、炭(Eþ粒)少量混入。しまり強い0
6 明箆褐色土(lOYR7/6)シラス。しまり強い。
7 I珂黄褐色土(2.5Y6/6)地山(小粒)少鼠混入。しまり脊り。
目 別賞褐色土(2.5Y7/6)シラス。しまり強い。
9 策褐色土(2.5Y5/4)土I!!山(小粒)ごく少量混入。しまり強い。

3(258-2) 

しJ

4(258-3) 。 10cm 

第227図 SK256 e SK 258 とその出土造物
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ρ 
¥ 

ム 64.935m

。
4 

2 m 

SK283 

A 

@ 。/

で三ムコゴ
D 

。 2 m 

[SK 283] 
1 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(大粒)ごく多盤混入。ややしまり有り。
2 黒色二上(lOYR2/l)地山げ¥t立)少監視入G

3 黒色土(2.5Y2/l).l1l!UI塊(小)中震混入。しまり有り。
4 オリープ褐色こi二(2.5Y4/3)池山域(小)多監視入。ややしまり有り。

SK282 

第 l節 縄文時代のよ章構とその出土造物

D 

【SK 282] 

1 黒色土(lOYR2/1)地山(中粒)ごく少量混入。ややしまり有り。粘性有り 0

2 黒褐色土(2.5Y3/2)地山(小粒)少畳混入。ややしまり有り。

3 黒色土(7.5Y1.7/l)池山(小粒)少量混入。ややしまり有り。粘性有り 0

4 黒褐色土(2.5Y3/1)池山(大粒)中鼠混入。ややしまり有り。

1 (282-1) 2(282 -2) 

。 10cm 

SK285 

A B 

で芯ヲヨー

[SK 285] 
1 黒色土(lOYR2/1).l1l!山(中総)中鼠浪人。ややしまり有り。
2 黒褐色土(lOYR2/2)地山(大校)多援浪人。ややしまり有り。
3 号褐色土(2.5Y3/2)地山(小粒)多量混入G ややしまり千寄り。

行1

4 黒色土(7.5YR2/1)池山(小股)少霞浪人G ややしまり有り、粘性有り。
5 黒色土(10YR2/1)地山(大粒)ごく少最浪人。しまり有り。

第228図 SK 282 " SK 283 • SK 285土坑とその出土遺物
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第 4章調査の記録

《時 期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 283土坑(第228図)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形〉

《断面形》

《埋土》

《底面〉

《遺物》

《時期》

OA47グリッドに位置する。

黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.73m、短径1.48m、深さ27cm、底面長径1.61m、短径1.22m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

4爆に分層した。池山粒を多く混入する。

凹凸がある。 3カ所の細長い窪みがある。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 285土坑(第228図)

《位

《確認》

《重複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底出〉

《遺物》

《時期》

N 053"54グリッドに位置する。

黒色土の婿円形の落ち込みとして確認した。

柱穴様ピットと重複する。本土坑が古い。

関口部長径0.83m、短径0.70m、深さ19cm、底面長径0.77m、短径0.64m。

長椅円形である。

緩やかなU字形を呈する。

5層に分)麗したが、第 4" 5麗は柱穴ピットの埋土である。地山粒を多く混入する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。凶側壁際に小ピットが lカ所ある。

なし。

縄文時代と思われる。

《位

S K 303土坑(第229図〉

る。NQ28グリッド

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

物》

《時期》

〈確 認》 黒褐色土の長楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.35m、短径0.84m、深さ12cm、底面長径1.22m、短径0.50mo

長楕円形である。

ビーカー形を呈する。

3層に分層した。地山粒を多く混入する。臼然堆積と思われる。

凹凸が激しい。

なし O

縄文時代と思われる。

S K 305土坑(第229図)
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

A 

⑧ 
B A B 

2 B ム 64??B

4忌シグ2 K 3 

[SK 303] 

1 黒褐色土(lOYR3/3)シルト。池山粒を多量に含むc しまりあり。

2 精褐色土(10YR3/3)シルト。地w粒、同小ブロックを多く含む。しまりあり 0

3 暗黄褐色土(lOYR6/日)シル卜。地山ブロソクを多量に含む。 しまりあり。

K 若宮乱

[SK初5]

i 黒色土(lOYR1.7/l)シルト。 池山粒少量浪人。しまりあり 0

2黒褐色土(lOYR3/1)シルト。地山粒少量混入。しまりあり。

3黒褐色土(10YR3/l)シルト。池山粒、同ブロック混入。しまり、粘性あり0

4 I明黄褐色土(10YR6/6)粘土。掘りすぎ部分。地山。

SK303 SK305 

SK311 SK316 

⑨ 

土 64.900m B 

B 

[SI( 3]]] 

i 虫色土(lDYH2/1)シ)vト。大小の地山ブロックを多昼に含む。ややしまりなし。

21ijj黄fiJ色土(10YH6/8)シル|。 地山殺と地iJJプロックのみの底。 しまり無し。ブロックli硬く、

地山粒部分li脆t¥o

3 茶褐色土(lDYH5/6)シ)vト。地山プロ y ク IIDで ~i.\色を多〈含む。ややしまりあり。

A 65.100m 2 B 

SK313 

[SK 316] 

l 黒色土(lOYR2/1)シル人地山粒多い。下部iこja]小ブロック少議混入。しまり強い。

2 例議褐色土(lOYR6/8)シルト。池山二次滋樹語。極めて硬質。

3 Iこぶい黄褐色土(lOYR4/3)シルト。地山ブロックが全体に含まれる。しまり弱い0

4 Iこぶし長褐色土(lOYR4/3)シルト~粘土。地山粒多量、負u山塊混ん

しまり弱く、粘位なし。

5 階渇色土(lOYR3/3)シルト。地山粒・地山浪(多盈)混入。しまり弱く、粘jijなし。骨
A U ~ B 

[SI{ 313J 
1 黒色土(lOYH1.7/1)シルト。地LL地少量、伝l小ブロックを含む。

結枚、しまり無し。

。 2 m 

第229函 SK303 .. SK 305 " SK 311 " SK 313 " SK 316土坑
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第 4章

《位

《確認》

複》

《規模〉

《平面形》

《断面形〉

《埋

《底面〉

《遺物》

《時期〉

N P28グリッドに位置する。

黒色土の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径0.97m、短径0.60m、深さ18cm、底面長径0.67m、短径0.41m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

4閣に分臆した。地山粒を多く混入する。自然堆積と盟、われる。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 311土坑(第229図)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

〈断面形》

《埋土》

〈底面》

《造物》

《時期》

N P31グリッドに位置する。

黒色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径1.62m、短径1.26m、深さ42cm、底面長径1.21m、f足立径0.97m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を宣する。

3層に分属した。地山粒を多く混入する。自然堆積と思われる。

やや凹凸がある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 313土坑(第229図、図版170)

《位

《纏認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物》

《時期》

N P 23..24グ1)ッドに位置する。

黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径0.68m、短径0.62m、深さ10cm、底面長径0.61m、短径0.58m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

1層のみ。地山粒を混入する。

ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 316土坑(第229図)

《位

《確認》

複》

NN1"2、N01グリッドに位置する。

黒色土の不整な落ち込みとして確認した。

なし。
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《規模》

《平面形》

《断面形〉

《埋土》

《底面〉

《造物》

《時期》

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

関口部長径2.60m、短径1.91m、深さ32cm、底面長径1.39m、短径0.72m。

不整形である。

不整な掘り込みである。

5鰐に分層した。地山粒@塊を多く混入する。自然堆積と思われる。

凹凸が激しい。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 317土坑(第230図)

《位 置~ N N1"2グリッドに位置する。

《確 認〉 黒色土の円形の溶ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模〉

《平面形〉

《断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物》

《時期》

関口部長径0.82m、短径0.76m、深さ45c如、底面長径0.66m、短径0.58m。

円形である。

ビーカー形を呈する O

5層に分属した。地山粒を混入する。自然堆積と思われる。

ほぼ平坦である。

な Lo

縄文時代と思われる。

S K 330土坑(第230図)

《位置~ NG11..12グリッドに位置する。

《確 認、》 黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規模》 関口部長径1.39m、短径1.27m、深さ64cm、底面長径1.17m、短径1.15m。

〈平面形》 円形である。

〈断面形》 袋状を呈する O

《埋土~ 3層に分属した。地山粒を混入する O

〈底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

〈遺物》 なし。

〈時期》 縄文時代と思われる。

S K 332土坑(第230図〉

《位 置~ NH15..16グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径1.14m"短径0.96m、深さ78cm、底面長径0.99m、短径0.59m。

《平面形》 楕円形である。

〈断面形》 ビーカー形を呈する。
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第4章調査の記録

⑨ 

B A 

__!2_ 65 .100 rn 

ム_64.100rn B 

[SK 317] 

l 黒色土(10YR2/1)シルト。池山粒をほとんど含まない。

2 黒褐色土(10YR2/2)シルト。地山粒、同ブロックを少量含む。しまりありG

3黒色土(lOYR2/1)シ}vト。地山絞少ない。しまり良い。粘性あり。

4 黒褐色土(lOYR2/3)シlレトG 地山粒やや多い。しまりやや惑い0

5黒色土(lOYR1.7/1)シルト。地山粒少し含む。硬質。粘皆あり。

SK317 

SK332 

[SKお0]

1 I羽黄褐色土(10YR6/6)地山二次堆積土。根が入り込んでいる。 しまり全体に弱いG

2 黒褐色土(10YR2/3)1、3層の混合土。根が入り込んでいる。しまり全体lこ弱い。

3陪褐色土(10YR3/3)地IlJ粒やや多く含む。

骨

~ 64.400rn B 

SK330 

S1ζ336 A 

A B 

8 6 

C D 
A 64.050rn B 

[SK 332] 

基本的に人為的.ljt{責と考えられる。

1 }JA褐色土(lOYR2/3)下位ほど池山粒子やや多くなる。

2 Iこぶい策llB色土(10YH4/3)池山粒子を主とする問。

3 褐色土(lOYR4/心地山粒子を主とする!録。

4 U吉褐色土(lOYH3/3)。
5 I出黄褐色土(lOYR7/6)池山二次堆畿をとする土。

6 ~立綴色l:(1 0Y日7/8) 地山二次.ljH立土。しまり強い。
7 旬1黄褐色土(10YR6/6)5層と同質。

目 黒褐色土(1むYH2/2)地山粒子、少量のみ合む0

9 Iこぶい策褐色土(lOYH5/4)。

(61~以外 li全体にしまり弱い)

[SK制}

1 褐B土(10YR2/3)シルト。蹴!なしサラサうしている。

2 階褐色土(10YR3/3)シルト。地1lJ!!!、河ブロック混入。しまりあり、結rlなLo

3 Iこぶい策褐色土(10YR5/4)シルト~粘土。 しまりやや惑〈、サラサうしている0

4 Iこぶい葉鐙色土(10YR6/4)粘土。しまりあり。粘制あまりない

5 黒褐色土(10YR3/1)シルト。地山大プロック多量。 しまり、粘性あり。

8 にぷいi立後色土(10YR5/4)シルト~粘土。地山粒・|時プロック混入。しまりなくサラサうしているο

。 2 m 

第230図 SK317 .. SK 330 " SK 332 .. SK 336土坑
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第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物

《埋土~ 9層に分題した。地山粒を混入する。

《底 面》 ほぼ平坦である。中央部に柱穴様ピットが 1カ所ある。

《遺物〉 なし。

〈時期〉 縄文時代と思われる。

《位

《確認》

複〉

〈規模〉

〈平面形》

《断面形〉

〈埋土》

〈底面》

《遺物》

〈時期》

S K 336土坑(第230図、図版171)

NG17..18グリッドに位霞する。

台地縁辺に黒褐色土の長楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.63m、短径1.00m、深さ71cm、底面長径1.45m、短径0.87m。

長楕円形である。

土庄のためかオーバーハングしていた。原形はビーカー形と思われる 0

6膳に分層した。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 344土坑(第231図〉

〈位

〈確認〉

複》

〈規模》

《平面形〉

《断面形》

《埋土》

〈底面》

《遺物》

〈時期》

NM14グリッドに位置する。

黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径0.61m、短径0.55泊、深さ17cm、底面長径0.55m、短径0.45m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分層した。地山粒を混入する。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 345土坑(第231図)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

物》

NN12グリッド る。

の楕円形の落ち込みとして確認した。

柱穴様ピットと重複する。ピットが新しい。

調口部長径l.11m、短径0.85m、深さ9cm、底面長径0.86m、短径0.72mo

長婿円形である。

緩やかなU字形を呈する。

2屈に分層した。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。
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第 4章調査の記録

〈時期》 縄文時代と思われる。

S K 346土坑(第231関)

《位置~ NN9"10グリッドに位置する。

〈確 認、》 灰白色土の長楕円形の落ち込みとして確認した。

《重 複〉 柱穴様ゼットと重複する。ピットが新しい。

《規模〉 関口部長径1.87m、短径1.22m、深さ28c皿、底面長径1.69m、短径1.04m。

〈平面形》 長楕円形である。

《断面形〉 緩やかなU字形を虫し、東側は中華鍋底状にさらに窪む。

《埋 土~ 5層に分崩した。水成の自然堆積と思われる。

《底 面〉 平坦であるが中華鍋底状に東側が窪んでいた。

《遺物〉 なし。

《時期〉 縄文時代と思われる。

S K 348土坑(第263図)

《位置~ N H5"6グリットに位置する O

《確認〉 溝状遺構の精査中に確認した。

複》 現代の SD 318溝状遺構と重捜している。

《規模》 関口部長径1.43m、短径1.12m、深さ50crn、底面長径1.16m、短径1.07m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 ビーカー形を呈する。

〈底 面〉 やや問凸があるが、ほぼ平坦である。

〈造物》 なしO

《時期》 縄文時代と忠われる。

S K 349土坑(第231図)

《位置~ N J 12グリッドに位置する。

《確 認〉 高圧鉄塔の基部に黒色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

複〉 なしO

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面〉

《造物》

《時期》

調口部長径1.23m、短径0.72m、深さ17crn、底面長径1.08m、短径0.53mo

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分層した。地山粒を混入する。一部撹乱を受けているが自然堆積と思われる。

中華鍋底状に中央部が深くなっていた。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 350土坑(第232図〉

《位置~ NG31グリッドに位置する。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

ム@~
一、毛ア三て

A 65.000m B 

¥_ ，'-一---一一一 ¥ノー一一一
I '" 
2 

[SI¥ 344] 

l 黒褐色土(lOYR2/2)池山粒少し混入。粘性少しあり。ややしまりあり。

2 暗l!J色土(lOYR3/3)シルト。地山粒多く浪人。伺ブロックやや多く混入。しまりあり 0

3 Iこぶい黄褐色土(lOYR4/3)シルト。地山粒さらに多〈混入。しまりあり。給制やゃあり。

[SK 345] 

l 黒褐色土(lOY日3/1)粘土。しまりやゃあり。

2 にぷい黄褐色土(lOYR5/3)粘土。ややしまりあり。

SK344 

SK346 

SK345 

SK349 

G本
@ 

B A B 
A 

ム_64.450m 

[SK 346] 

1 灰白色土(5YR8/1)粘土。しまりあり。硬質。

2 灰白色土(2.5Y7/1)粘土。しまりあり。硬質。

3 Iこぶい策後色土(10YR6/3)シルト。しまりあり。粘性あり 0

4 黒色土(10YR1.7/1)シルト。しまりあり。粘性あり。

5 ，こぶい策後包土(10YH.7/3)シルト~粘土。しまり、粘性あり。

いずれの騎も釘然の水成堆積の可能性あり。

[SK 349] 

1 黒色土(lOYR1.7/1)シルト。池山粒少し浪人。しまりあり。硬質。

2 黒褐色土(10YH3/1)シルト。地山牧多く混入。しまりあり。

3 褐色土(10YR4/4)シルト。池山粒さらに多く浪人。しまりなしO

K鉄塔の跡

。 2 m 

第K231図 SK344 • SK 345 .. SK 346 .. SK 349土坑
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《確認》

複》

《規模》

《平面形》

{I新面形》

《埋土》

《底面〉

《遺物》

。寺期〉

第 4章調査の記録

黒色土の楕円形の務ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径1.27m、短径O.98m、深さ16cm、底面長径1.17m、短径O.80m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

4層に分属した。自然堆積と思われる O

やや凹凸があるが、ほぼ平坦で、ある。柱穴様ピットが 2 ヵ再~.ある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 351土坑(第232図)

《位

《確認〉

複〉

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面〉

《遺物》

《時期》

NG31、NH31グリッドに位置する。

黒褐色土の長方形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.26m、短径O.95m、深さ16crn、底面長径1.03m、短径O.66m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

2層に分層した。地山粒を多く混入する。自然、堆積と思|われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。柱穴様ピット 4ヵ所ある。

なしO

縄文時代と盟、われる。

S K 352土坑(第232凶)

《位

《確認、》

複》

〈規模》

《平面形》

{I新面形》

《埋土》

〈底面》

物》

{s寺期》

NB30、NC30グリッドに位置する。

黒色土の不整な落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.48m、短径1.35m、深さ17crn、底面長径1.38m、短径1.06m。

不整形である。

緩やかなU字形を号する。

4 J留に分層した。地山粒@塊を多く混入する。 自然堆積と思われる。

やや凹凸がある。中央部分には南北方向に溝状の窪みがある O

なしO

縄文時代と思われる。

《位

S K 354土坑(第232図)

る。NB29グリッド

《確認》 黒色土の不整な長方形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長さ2.27m、i隔1.81m、深さ29crn、底面長さ1.69m、幅O.89mo
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64.800m 

[SK 350] 

l 黒色土(lOYR2/l)シル卜。極少量混入。ややしまりあり。粘りなし。

1 暗褐色土(lOYR3/4)シルト~粘土。鳩山粒多く、同大ブロッ夕、粘土ブロック多く混入。

3 ~月褐色土(7.5YR5/日)シルト。地山二次堆積層。しまり強〈硬質。

4 羽黄褐色土(lOYR6/8)シルト。地山漸移層。しまり強〈硬質。

A 64.700m B 

[SK 352] 

l 黒色土(lOYR2/1)シlレト。 i出山粒、問プロック多い。しまり強い。粘りあり 0

1 黒色土(10YR2/1)γlレ卜。地山粒少し混入。しまり強い。粘りあり。

SK350 

SK352 

3 褐色土(10YR4/6)シル卜o地山粒多量混入。 I司援小プロック多い。しまりややあり。粘りなし0

4 策褐色土(10YR5/8)シlレト。地山二次堆積層。しまり強い。粘りやゃあり。

⑨ 

A 

SK437 

/ 

/ 

¥ SKF356 

SK355 

SK355 SK437 

B 

第 1節 とその出土遺物

B 

A 64.700m B 

[SKお1]

l 黒褐色土(10YR2/1)シルト。地山粒多く、同プロック少し混入。わずかにしまりあり。粘性なし。

2黄褐色土(10YR5/8)シルト。地山二次堆積ロややしまりあり。粘性なし。

SK351 

SK354 

A 

A 64.700m 

4 

[SK 354] 

l 黒色土(10YR2/1)シルト。地山粒少し混入。しまり強い。やや粘性あり。

B 

B 

2 黒褐色土(10YR2/3)シルト。池山粒少し混入(l層よりわずかに多い)。しまりあり(穏による

撹乱部分、しまりの弱い部分あり)。やや粘りありα

3 黒褐色l:(10YR3/1)シ'ルト。地山粒とi司小フ'ロックが部分的に集中。ややしまり、粘りあり0

4 Jl竜褐色土(10YR5/8)地山二次堆積層。しまりあり、強い粘りあり。

A 64.650m B 

。 2m 

第232図 SK350 " SK 351 .. SK 352 SK 354 SK 355 .. SK 437土坑
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第 4'章調査の記録

《平面形》 不整長方形である。

《断面形〉 緩やかなU字形を呈する。

《埋 4 に分属した。自然堆積と思われる O

《底面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺物〉 なしO

《時期〉 縄文時代と盟、われる。

S K 355土坑(第232図)

H立
《確認〉

複〉

《規模〉

《平面形〉

〈断面形〉

〈底面〉

《造物〉

〈時期〉

NG29グリッドに位置する。

暗褐色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

S K 437土坑、 SK F 356フラスコ状土坑と重複しているが新旧関係は不明である。

開口部長径1.13m、短径(推定)O.88m、深さ35cm、底面長径O.99m、短径(推定)O.74m。

楕円形である。

緩やかなじ字形を呈する O

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と忠われる。

S K 357土坑(第233図)

〈位

〈確認〉

複〉

《規模》

《平面形》

〈断面形》

《埋

〈底面〉

〈造物〉

《時期》

NE29グリッドに位置する。

黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径1.42m、短径1.19m、深さ36cm、底面長径1.04m、知;径O.88m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

7層に分層した。地山粒@塊を多く混入する。自然堆積と思われる。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。西側壁際に楕円形の窪みが 1ヵ所ある。

なし。

縄文時代と思われる。

《位

S K 358土坑(第233図)

る。ND29グリッド

句集 認》 黒褐色土の不整な楕円形の溶ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

。底面》

関口部長径1.73m、短径1.44m、深さ23cm、底面長径1.47m、短径1.07m。

不整な長方形である。

緩やかなU字形を呈する。

6 J麗に分層した。 自然、堆積と思われる。

中央部が盛り上がっていた。東側壁下に不整な長方形の窪みがある。

り
ん

ワ
i

Q
U
 



A 

64.800m B 

7 

[SK 357] 

1 ~都島色土(10YR2/2) 池山塊。

2 策褐色土(10YR5/8)地山塊丙堆積。

3 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・塊混入。

4 明黄褐色土(10YR7/6)地山湾堆F島ボロボロO

5 黄褐色土(10YR5/6)地山塊。

6 黒褐色土(10YR3/2)地山粒を粗に混入。

7 策褐色土(10YR5/6)黒褐色土塊(10YR2/2)混入。

SK357 

SK362 

@ 

B 

64.600m B 

第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

A B 

A 64.700m B 2 

657  

【SK 358] 

1 黒褐色ゴニ(lOYR3/1)地山塊・粒清子混入。

2 黒褐色土(lOYR3/2)地山塊混入。

3 階褐色土(10YR3/3)地山粒・塊混入。

4 黒褐色土(10YR3/1)地山塊多量に混入O

5 黄;俊色土(10YR7/8)池山再推積。

6 ~I!\褐色二上(l OYR3/2)
7 摘りすぎ。

SK358 

SK364 

Q
町
A 

64.300m 

SK365 

(SK 365] 
1 黒褐色土(lOYR2/2)炭化物少量規入。

2 祭渇色土(10YR3/2)粘土粒・塊多量混入。

3 黒褐色土(lOYR3/2)地LlI*立多;鼠混入。
4 黒褐色二!::(10YR2/2)地山粒・塊(中)多;屡混入。

5 黒褐色土(lOYR3/2)地山塊(小)少量混入o

6 黒褐色土(lOYR3/2)池山粒・塊(小-tjコ)多量混入。
7 H~褐色土(l OYH2/2) 池山粒・塊(小)多鼠混入。
8 黄褐色土(lOYR5/6)池山塊(中~大)多;巌混入O

9 U脅褐色土(10YR3/3)地山粒(小~中)少量混入。

10 絡色土(lOYR4/心地山塊(小-tt)多掻混入。

。 2 m 

第233図 SK357 .. SK 358 .. SK 362 .. SK 364 .. SK 365土坑
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第 4章調査の記録

物〉 なし。

《時期〉 縄文時代と思われる。

S K 362土坑(第233図)

《位

《確認》

複》

《規模〉

《平面形》

《断面形〉

《埋土〉

《底面》

物〉

《時期〉

NB28、NC28グリッド る。

黒褐色土の不整な楕円形の洛ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径1.35m、短径1.33m、深さ19cm、底面長径1.15m、短径1.11m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈するが、南東側壁下に窪みがある。

不用意に掘り過ぎてしまい確認できなかった。

やや凹凸があるが、南東側壁下に不整な長方形の窪みがある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 364土坑(第233図)

《位

《確認》

複》

〈規模》

《平面形〉

〈断面形〉

《埋

《底面〉

物》

〈時期》

MR27グリッドに位置する。

台地縁辺に暗褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径1.05由、短径0.87m、深さ36cm、底面長径0.74m、短径0.71mo

1尾張りのある隅丸長万形である。

緩やかなU字形を呈する O

不用意に掘り過ぎてしまい確認できなかった。

やや凹凸がある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 365土坑(第233図、図版171)

《位

〈確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

物》

《時期》

MP31、MQ31グリッドに位置する。

黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径0.97m、短径0.91m、深さ61cm、底面長径0.77m、短径0.64mo

pj形である。

ビーカー形を呈する。

に分層した。地山粒@塊を多く混入する。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思Lわれる。

-374 



第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

S K 366土坑(第234図)

H立置~ MN30グ1)ッドに位置する。

《確 認》 台地斜面の中腹に暗褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模〉

《平面形〉

《断面形》

《埋

《底面》

物〉

《時期》

間口部長径1.26m、短径1.05m、深さ51c組、底面長径O.97m、短径O.69m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

に掘り過ぎてしまい確認できなかった。

やや凹凸がある。南側壁際に溝状の窪みがある O

なしO

縄文時代と思われる。

S K 367土坑(第234図)

《位置~ M029グリッドに位置する。

《確認》 黒褐色土の不整な落ち込みとして確認した。

複〉 なしO

《規模》

〈平面形》

《断面形〉

《埋土〉

《底面》

《遺物》

《時期》

関口部長径1.44m、短径1.43m、深さ44cm、底面長径1.06m、短径1.04mo

不整形である。

ビーカー形を呈する。

した。地山粒@塊を多く混入する。自然堆積と忠われる。

やや凹凸がある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 368土坑(第234図)

《位置~ MP29グリッドに位置する。

《確 認》 台地斜面の中腹に黄褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模〉 凋口部長径1.34m、短径1.26m、深さ100cm、底面長径O.99m、短径O.97m。

《平面Jr5~ 円形である。

《断面形》 ビーカー形を呈する。

《埋 土〉 不用意に掘り過ぎてしまい確認できなかった。

《底面》 ほぼ平坦で、ある。

《造物》 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 369 土坑(気í~234図)

《位置~ N C29グリッドに位崖する。
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第 4章調査の記録

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

《遺物》

《時期〉

暗褐色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

開口部長軸1.31m、短軸0.72m、深さ 14c如、底面長軸1.07m、短軸0.54m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

4 J曹に分層した。地山粒@塊を混入する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と盟、われる。

S K 370土坑(第234図)

《位

《確認》

《重複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

〈底面》

《遺物》

《時期》

MR29グリッドに位置する。

灰黄褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長軸0.82m、短軸0.73m、深さ13crn、底面長軸0.73m、短軸0.65m。

楕円形である。

緩やかなじ字形を呈する。

3態に分層した。

凹凸がある。

なしO

縄文時代と盟、われる。

S K 371土坑(第234図)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

物》

《時期》

N B29"30グリッド る。

黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径1.02m、短径0.65m、深さ46crn、底面長径0.64m、短径0.33m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

4層に分属した。地山粒@塊を混入する。自然堆積と忠われる。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 380土坑(第235図)

《位置} M R59..60グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

376 -



事口l

A B 

八 υl
ニ~ 62.000m 

B 

C D 

一¥__r
12 

SK367 

第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

B 

[SK 367] 

1 黒褐色土(lOYR3/1)木恨撹乱。

2 黄僚色土(lOYR8/8)地山浪。

3 黒尚色土(10YR3/2)

4 褐色土(10YR2/2)i塩山粒多量混入。

5 にぶい黄援e.土(lOYR6/4)池山(シラス)粒多量浪人O

6 11音潟色土(10YR3/3)池山(シラス)粒少量混入。

7 黒褐色土(lOYR3/2)池山粒・iJH小)少量混入。硬い0

8 k1i¥褐色土(10Y日3/2)池山粒・塊(小~中)多鼠混入。

9 然褐色土(lOYH2/3)えh山粒・塊(小)多量混入。
10 褐色土(7.5YR4/4)地山(シラス)粒多蛍混入。

11 I別演褐色土(7.5YR5/6)地山(シラス)粒多鼠混入。

12 I列策褐色土(7.5YH5/8)地山(シラス)粒多量浪人G

B 

SK368 SK370 

⑨ 

A 

SK369 

④ 
B 

@ 
A B 

A 

B 

[SK 369] 

1 I清褐色土(lOYH3/3)池山粒若干混入。

2 黒褐色二上(10YH3/2)池山校・塊(小~中)混入。

3 黒褐色土(lOYR2/3)池山塊(極大)多鼠混入。

4 F.t~褐色J: (1 0YH3/2) 地!山校・境(小)少民混入O

一℃向C4;::き

(SK 370] 

1 灰策褐色粘質土(10YH6/2)

2 1lJ:l賞褐色土(lOYH6/6)地山粒0

3 J)己資褐色粘質土(10YH4/2) 

⑭ 

A 64.600m B 

SK371 

(SK 371] 

1 ，¥¥{褐色土(lOYH2/3)えh山粒・塊(qJ)混入。

2 !.U掲色土(lOYH3/2)士tll山塊(中~大)多鼠浪人。

3 潟色土(10YR2/2)池山境(大~極大)多量混入。
4 にぶL、黄褐色二上(10YH4/3)池山塊(ノj、)多鼠混入。ボロポロ。

。 2 m 

第234函 SK 366 • SK 367 o SK 368 " SK 369 .. SK 370 " SK 371 j二坑
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第 4章調査の記録

《規模〉

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面〉

《造物》

《時期〉

関口部長径O.86m、短径O.84m、深さ55cIIl、底面長径O.77m、短径O.65m。

円JT;である。

ビーカー形を呈する。

12層に分層した。地山粒@塊を混入する。白然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。中央部に柱穴様ピット lヵ所ある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 382土坑(第235図)

《位置P ND50グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の不整な落ち込みとして確認した。

複〉 なし O

〈規模〉 関口部長径2.05m、短径1.66m、深さ31cIIl、底面長径1.55m、短径1.54m。

《平面形〉 不整形である。

緩やかなU字形を呈する。《断面形〉

《埋土》

《底面》

《遺物》

《時期》

8層に分層した。地山粒@塊を混入する。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

底面から土器片が 3点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 383土坑(負s235図)

《位 置P N C53グリッドに{立寵するの

《確 認》 黒~培褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模》 関口部長径O.82m、短径O.75m、深さ33cIIl、底面長径0.46m、短径0.44m。

《平面形》 楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。《断面形》

《理

《底而》

物〉

《時期》

6躍に分層した。地LLI粒@塊を混入する。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片 1点と微小な石器剥片(石質:緑色凝灰岩)が多量に

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 388士坑(第235図)

《位置P N A61グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の長方形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長さ1.66m、11I面1.14m、深さ27cIIl、底面長さ1.39m、11I面O.98m。

《平面形》 隅丸長方形である。

-378 
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_A_ 64.200m 

[SK 380] 

1 R込褐色土(10YR3/1)地山粒少量混入。

2 ~H褐色土(10YH3/2) 池山粒多量浪人。

3 黒褐色土(10YH3/2)池山粒・塊少量浪人0

4 51こl司じ。
5 ~竜燈色土(1 0YR7/8) 地山ブロ y ク。

6 U昔褐色土(10YR3/3)鳩山粒・塊多鼠混入。

7 日褐色土(lOYR3/2)池山粒少量浪人。硬い。

8 黒褐色土(10YH3/1)地山ブロ yク(中粒)混入。

9 黒褐色土(lOYH2/2)地山ブロソク少量混入。

10 黒褐色土(10YR3/2)地山粒少暴混入。軟らかい0

11 AH褐色土(10YR2/3)地山塊少量混入。

12 lifJ黄褐色土(10YH7/6)

SK380 

第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

⑭ 

A 

ーさ 64.800m q B 

1(382-1) 

U 
2(382-2) 

点.ハ
ぷ泌~2~診を弘 I I 

d機語版 -11 
..，.'?_-:....\1}~:_ ... :-:''Ï~''A~:..r，_"持堅持、;;;'-'，~ I I 

議 瞥F議選Y ji 
硲ミデー υ 

3(382-3) 

o 10cm 

SK382 

@ 
A B 

B 

[SK 382] 
l 明1立褐色土(10YR6/8):t也山河士闘賞。フ。ロック。

2 黒褐色ニt(10YR3/1)地LiJ*.iL多量混入。サラサラ 0

3 黒褐色土(lOYR2/2)l'也山波多量混入。

4 黒字自色土(10YH2/2)地IlJ塊少量浪人O

5 ];!~褐色土(1 0YH3/1)地山粒少量混入。
6 1に同t.::o

? にぶい黄燈色土(10YH7/3)粘質0

8 黒色土(10YR1.7/1)軟質。

2 。 2 m 

SK383 SK388 

義者-0
4(383-1) 

ーム 64.200m B 

[SK 383] 

1 XUi主土(10YH2/1)池U!粒(極小~中)5%混入G 大変しまりあり。

2 時褐色土(JOYH3/3)池山校(小)10%、炭化物小粒5%混入。

3 ]，!，l，褐色土(10YH2/2)池山粒(小~中)J5%、炭化物小牧5%混入。ややしまりあり。

4 1，¥1，褐色土(lOYH2/3)池山粒(極小)1%浪人O ややしまりあり。

5 !，H掲色色(lOY日2/2)地山粒(小~中)20%、炭化物小粒1%未満浪人。ややしまりあり。

6 !.¥{褐色土(lOYH2/2)士tll山牧(小~中川%混入。しまりありα

[SK 388] 

i 黒褐色ゴ二(lOYH3/2)地LlJ粒・塊多;鼠浪人。
2 (こぶい策褐色土(10YR5/3)軟質。

3 砂l策褐色土(lOYR7/6)ブロック。

4 黒褐色土(10YR3/1)浅黄色粘土塊混入。

2 m η1 

第235図 SK380 " SK 382 " SK 383 .. SK 388土坑とその出土造物
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第4章

緩やかなU字形を呈する。〈断面形》

《埋

《底面》

《造物〉

《時期》

4崩に分層した。地山粒@塊を混入する。自然、堆積と忠、われる。

南北方向に溝状の窪みがある。ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 393土坑(第236図)

〈位置) ND59グリッドに{立置する。

《確認》 黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

〈規模》

《平面形》

《断面形》

〈埋土》

《底面〉

《遺物》

《時期》

開口部長径0.52m、短径0.51m、深さ15crn、底面長径0.51m、短径0.47m。

円形である。

ビーカー形を呈する。

2層に分層した。地山粒を混入する。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 397土坑(第236図)

《位置) ND56グリッドに位置する。

〈確認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径1.28m、短径0.85m、深さ29crn、底面長径1.03m、短径0.76m。

《平面形》 長楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋 土) 8 J吾に分層した。地山粒@塊を混入する。自然堆積と思われる。

《底面》 やや凹凸がある。西側に半円形の窪みがある。

《遺物〉 なし O

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 398土坑(第236図)

《位置) NG51グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし 0

0克模》 閉口部長径0.80m、短径0.67m、深さ10crn、底面長径0.71m、短径0.56m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《底面》 ほぼ平坦である。中央部に柱穴様ピット 1ヵ月Frある。

380 



《遺物》 埋土中から微小な石器剥片(石質:頁岩)

~fl寺期》 縄文時代と忠、われる。

S K 410土坑(第236図)

《位置} ND60グリッドに位置する。

《確認〉 黒褐色土の長万形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

に出土した。

《規模〉 関口部長径1.69m、短径0.72m、深さ19cm、底面長径1.48m、短径0.55m。

《平面形》 長楕円形である。

《断面形》

〈底面〉

《遺物》

〈時期》

緩やかなU字形を呈する。

やや凹凸があり、小さなピットと窪みを多数検出した。

なし。

縄文時代と思われる O

S K 422土坑(第236図〉

〈位置} N A54.55グリッドに位置する。

〈確認》 黒褐色土の円形の溶ち込みとして確認した。

複〉 なし。

〈規模》

《平面形》

《断面形》

《底

〈造物》

《時期》

関口部長径0.56m、短径0.56m、深さ53cm、底面長径0.23m、短径0.23m。

楕円形である。

ピーカー形を呈する。

西側に傾斜していた。

なし。

縄文時代と忠われる。

S K 425土坑(第236図)

《位置} MT55、NA54..55グリッドに位置する。

《五在 認、》 平安時代の竪穴住居跡の床面に明黄褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 平安時代の S1 372竪穴住居跡と重複するが、本土坑が古い。

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

~J氏面》

《造物》

《時期》

関口部長径0.91m、短径0.88m、深さ17cm、底面長径0.64m、短径0.52m。

円形である。

緩やかなじ字形を呈する。

3層に分層したが第 l層は住居跡のf:h5床で、ある。

ややりJ]凸がある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 426土坑(第236図)
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第 4章調査の記録

〈位

《確認》

複》

〈規模〉

〈平面形〉

〈断面形》

《底面》

物〉

〈時期〉

N A55グリッドに位置する。

平安時代の竪穴住居跡の床面に明黄褐色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

平安時代の S1 372竪穴住居跡と しているが、本土坑が古い。

関口部長径1.04由、短径0.87m、深さ 13c刻、底面長径0.71m、短径0.39m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

1:rD凸がある。

なし O

縄文時代と思われる。

S K 428土坑(第237図)

〈位

〈確認》

複》

〈規模〉

〈平面形》

〈断面形》

〈底面〉

〈造物〉

《時期》

N C61グリッドに位置する。

黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径0.80m、短径0.54泊、深さ25crn、底面長径0.42m、短径0.21mo

楕円形である。

緩やかなむ字形を呈する。

南側に傾斜していた。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 436土坑(第237図)

〈位

〈確認》

複》

〈規模》

《平面形》

《断面形〉

〈埋土》

〈底面》

物》

《時期》

N J 11グリッド る。

黒色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径0.90m、短径0.68泊、深さ 11crn、底面長径0.65m、短径0.48m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

2 に分隠した。地IlJ粒を混入する。

ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 437土坑(第232図)

《位 置~ NG29グリッドに位置する。

《篠 認》 黒色土の楕円形の溶ち込みとして確認した。

複~ S K 355土坑と している。新旧関係は不明。

《規模》 関口部長径1.21m、短径1.19m、深さ53crn、底面長径0.96m、短径0.70mo
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第 l節縄文時代の遺構とその出土造物

世
ムoji

A B 

ム 64.500m B 

Lとζ 士会
A 
一一一 64.400m

[SK 393] 

1 黒色土(10YR2/1)やや結性あり。地山粒(小)5%浪人o

2 黄燈色土(lOYR7/8)地仏11こ、!暗褐色土(JOYH3/3)10%浪人。しまりあり。

SK393 

SK398 I SK410 

[SK 397] 

1 k~悔色土(JOYH2/3) 地山粒(極小~極大)30%浪人o
2 H1色土(10YH2/1)地山位(極小)5%浪人o

3 1こぶい策褐色土(10YH4/3)地山が小ブロックもしくは斑状lこ40%浪人o ややボソボソしているG

4 黒褐色土(JOYR2/2)地山粒(小~中)15%混入o

5 m褐色土(10YH2/3)地山粒(小~中)30%浪人。黒色土塊(20罰田)10%混入o軟ちかいロ
6 暗褐色土(JOYR3/4)地は|校(極小~大)20%混入D

7 地山=黄援ローム(10YR7/8)に暗褐色(10YR3/4)15%浪人O

8 ，¥¥l色土(JOYR2/1)地山牧(小~中)10%混入。ややしまりあり。

SK397 

/
/
/
/
 

む

A B 

語
ム ミ旦

SK422 

土 64.800m A B 

一六一六~一
A 
- 64.500m 

B 64.200m 

C D 

一~六~

SK425 SK426 
c¥ 

A B 

A B 

A B 
- 64.500m 

ム 64.500m
B 一六~ー

ーモ字文「 C D 

3 

一~
【8K 425] 
1 [りj黄褐色:土(lOYR6/6)貼床(81372)0
2 1別賞褐色土(lOYR6/6)池山境浪人。

3 明裁褐色土(10YR7/6)砂質。 。 2 m 

第236図 SK393 • SK 397 • SK 398 .. SK 410 • SK 422 " SK 425 .. SK 426土坑
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第 4章調査の記録

《平面形》 楕円形である。

《断面Jtラ》 緩やかなU字形を呈する。

《底面》 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

《遺物〉 なしO

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 501土坑(第263図)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物〉

〈時 j羽》

N S30グリッドに位寵する。

黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし。

開口部長径1.13m、短径0.94m、深さ101cm、底面長径0.75m、短径0.66m。

円形である。

ビーカー形を呈する。

6層に分層した。地山粒を混入する。自然堆積と思われる。

やや凹凸がある。

なし O

縄文時代と思われる。

S K 509土坑(第237図、凶版172)

《位 置~ M J36グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

〈規模》

〈平面形》

《断面形》

《埋

開口部長径1.32m、短径0.99m、深さ38cm、底面長径0.98m、短径0.69m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

《底面》

物》

《時期》

6 J菖に分属した。地山粒@塊を混入する。 I~I 然堆積と思われる。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 511 土坑(第237図、図版173)

{{立 MM35グリッド る。

作在 認~ B音褐色土の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模~ I謂口部長径1.54m、短径1.28m、深さ39cm、底面長径1.27m、短径1.27m。

《平面形》 佑円形である。

引をrr面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 1層のみ。

-384 



ム上

υ| 

ム 64.400m B 

~ 
C D 

ーゾー

SK428 

SK511 

ρ¥ 

A 

ム_64.200m 

C 

[Sl¥ 511] 
! 日奇褐色土(IOYH3/4)シルト。地は古・地山塊混入。しまり、将itUJLo 

。

[SI{ 436] 

l 緊急土(I0YH17/1)ゾルト。治山村少量混入。しまり、私自あり0

1 黄整色土(I0YH8/日)結土。黒色土混入。根の混乱の可能Hありc

SK527 

B 

A 63.200m B 

〈

第 l節縄文時代の遺構とその出土遺物

A 

_!i_ 62.600m ¥0 ~ 

S 

[SK 5ω1 

1 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。池山粒・地山塊混入。しまり有り。粘性若干有り。

2 I犯裁褐色土(lOYH7/6)粘土~シルト。 t曲山粒・地UI塊多忌浪人Q しまり、粘性有り。

3黒褐色土(lOYR2/3)シルト。地UI粒やや浪人。しまり、制11:1=iり。

4 I情褐色土(lOYR3/3)シルト。地山粒・地!山塊多量混入。しまり有り。粘tl表F有り。
5 黄褐色二上(lOYR5/6)粘土。しまりやや悪いG 壁の崩落土。

6 黒褐色土(lOYR2/2)シルト。地山ijJ.・地山城の混入iより少ない。(ピ yト底土)

SK509 

SK531 

A 

⑨
 

ム 64.500m B 
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2 111 
[SK 532] 
1 i，U褐色土(lOYH3/2)シル九地llltlr混入O しまりやや弱く、粘性若干あり。

第237関 SK428 e SK 436 " SK 509 .. SK 511 G SK 527 " SK 531 SK 532土坑

SK532 

AQB 
ム 63.900m B 



第 4章調査の記録

《底面》 やや凹凸がある。

物》 なしO

〈時期〉 縄文時代と思われる。

S K 527土坑(第237図、図版173)

《位

〈確認〉

複〉

《規模〉

《平面形〉

《断面形》

〈埋

《底面〉

物》

《時期〉

ML37グリッドに位置する。

にぶい黄樫色土の円形の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径0.71m、短径0.69m、深さ22crn、底面長径0.54m、短径0.52m。

円形である。

緩やかなじ字形を呈するo

l層のみ。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 531土坑(第237図〉

《位 MP33グリッド る。

〈確 認〉 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径0.67m、短径0.51m、深さ22crn、底面長径0.24m、短径0.24m。

《平面形》 不整な楕円形で、ある。

〈断面形》 緩やかなじ字形を呈する。

《埋土〉 のみ。

《底面》 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

物》 なしO

《時)国》 縄文時代と思われる。

S K 532土坑(第237図)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

物》

MK35グリッド る。

黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし。

開口部長径0.60由、短径0.51m、深さ14crn、底面長径0.47m、短径0.32m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する 0

1層のみ。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。
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《時期〉 縄文時代と思われる O

第 l節 縄文時代の遺構とその出土造物

S K 621土坑(第238図、図版174)

《位

《確認》

複〉

《規模〉

《平面形》

~I新面形》

《埋

《底面》

《造物》

《時期》

MG54グリッドに位置する。

黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.27m、短径1.19m、深さ122c刻、底面;長径O.57m、短径O.50m。

円河ラである。

緩やかなじ字形を呈する。

6層に分層した。地山粒を混入する。自然堆積と思われる。

ほぼ平坦である。中央部に小さな浅いピットが 1カ所ある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 623土坑(第263図)

MG51"52グリッドに位置する。

黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.45m"短径1.33m、深さ140crn、底面長径O.79m、短径O.78m。

円;t;である O

キャリパー形を呈する。

〈位

〈確認》

複》

《規模》

《平面形》

〈断面形》

《埋

〈底面》

〈造物》

〈時期》

9層に分層したの地山粒@塊@炭化物を混入するの自然堆積と思われる O

ややIJD凸があるが、ほぼ平坦である。中央部に柱穴様ピットが 1カ所ある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 625土坑(第238凶、図版175)

~i立置P MF52グリッドに位置する。

《確認》 黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底 i百》

物》

〈時期》

なし O

関口部長径1.08m、短径1.05m、深さ17crn、底面長径O.80m、短径O.67m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

1屈のみ。地山粒@塊@炭化物@焼土粒を混入する。

中華鍋底状に[1::1央部が深くなっている。

な Lo

縄文時代と忠われる O

門

ioo 
Q
U
 



第 4章

S K 629土坑(第238図、図版175，，176)

《位

〈確認〉

複》

〈規模》

《平面形》

《断面形〉

〈埋土》

《底

物〉

《時期》

MF52グリッド る。

黒色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径0.87m、短径0.69m、深さ32cm、底面長径0.40m、短径0.24m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

4屑にう子屑した。地山粒@塊@炭化物を混入する。

やや凹凸がある。

埋土中から土器片が 2点出土した。

出土した土器から縄文時代前期後葉と思われる。

〈位

〈確認》

複》

《規模》

《平面形》

〈断面形》

〈埋

《底面》

物》

〈時期》

S K 643土坑(第238圏、図版176)

MF54グリッドに位置する。

竪穴住居跡の床面に黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

縄文時代の SI 605竪穴住居跡と重複している。本土坑の上部に貼床されていたので本土坑

が占い。

関口部長径0.84m、短径0.79m、深さ94cm、底面長径0.60m、短径0.51mo

円形である。

ビーカー形を呈する O

9層に分層した。地山粒@塊を混入する。

やや別があるが、ほぼ平地であるの中央部に柱穴様ピットが lカ所あるの

埋土中から石槍の破片が 1点出土した。

縄文時代前期と思われる。

S K 649土坑(第239図、図版177)

H立

《確認》

被》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

面》

《埋土》

《時 t~n

M S 55..56グリッドに位置する。

円形の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径0.79m、短径0.75m、深さ19cm、底面長径0.60m、短径0.50m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分屈した。地山粒@塊@炭化物を混入する。

ややI_JJJ凸があるが、ほぼ平坦である。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 659土坑(第239図)

0
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A B 

^ UI 
_!2_ 63.900 m B 

[SK 621] 

1 A\~色土(10Y沢1.7/1) シルト o :tt!l山校少鼠混入。しまり、粘性有り。
KI.~色土(10YR2/1) シルト。地山校lより多く、池山塊(小)少量、炭混入。

しまり、粘性あり。
3 黒色こ1:(lOYR2/l)シルト。地山粒2より多く浪人。しまり有り、粘性やや有り 0

4 Æ\~掲色土(lOYH2/2) シル卜。地山総・地山腹(小)2より多く浪人。炭混入。
しまり、粘性有り G

5 ~竜燈色土(lOYR7/8) 粘土。硬質。
6 IlfJ黄褐色土(10YH7/6)枯土。硬質。

マ定子一

(SK 629J 

。

2 m 

1 :!.H~土(IOYR 1.7/ I) シルト。地山塊(小)少量混入。しまり、結1'1:有り。
2 ;，1.(色土(10YR2/1)ンルトG 地111境川、)多量、炭少量混入。しまり、粘1'1:有り。
3 !.I.{色土(I0YR2/1)シルト。地山粒多録、地Lll塊(小)少量混入O しまり、粘jll有り0

4 黒色土(lOYR1.7/1)シルト。地山粒少量混入。しまりやや弱〈、粘性有りG

。
くこ〉 附 43-1)

D 

m 

SK621 

SK629 

1 (629-1) 

10cm 

10cm 

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

ム 64.100m B 

2 m 

[SK 625] 

I ~.\色土(lOYHl.7/l)シル卜。 池山11やや多く、地山塊(少)・焼土粒・炭少量混入。

SK625 

SK643 

C 

。

8 

しまり、粘世有り。

B 

D 

2 m 

第238図 SK621 e SK 625 " SK 629 SK 643土坑とその出土造物

-389 



第 4章調査の記録

《位

《確認、》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

〈埋土》

〈底雨〉

〈造物》

〈時期》

MN57"58グリッドに位置する。

黄~登色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

S 1 658竪穴住居跡と重複していたが、本土坑が新しし'0

関口部長径2.10m、短径1.83m、深さ50cm、底面長径1.02m、短径0.97m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

7層に分)脅した。

やや凹凸がある。南西側に傾斜していた。

なし。

縄文時代前期後葉と思われる。

S K 672土坑(第239図)

H立
《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

〈埋

{)底面》

〈遺物》

〈時期》

MD65"66グリッドに位置する。

暗褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

縄文時代の S1 673竪穴住居跡と重複していたが、新旧関係は不明である。

開口部長径1.05m、短径0.94m、深さ9cm、底面長径0.80m、短径0.74m。

構円形である O

緩やかなU字形を呈する。

不用意に掘り下げられてしまい確認できなかった。

ほぼ平坦である。木根による撹乱穴(溝)がある。

なし。

縄文時代前期と盟、われる。

S K 678土坑(第239図)

〈位置~ ME66グリッドに位置する。

《確認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径0.90m、短径0.81m、深さ18cm、底面長径0.66m、短径0.65m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 2層に分層した。地山粒@塊を混入する。

《底面》 やや出凸がある。西側に傾斜していた。

〈造物》 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 685土坑(第240図)

《位

《確認》

複》

M 169、MJ69グリッドに位置する。

黒褐色土の長円形の務ち込みとして確認した。

なし。

-390 



縄文時代の遺構とその出土造物第 l節

[SK 649] 

1 !，J.l，s土(10YH2/1)池山校・地山塊(模小)多く混入。焼土・炭少量混入。

しまり非常'に履く、粘但少し有り 0

2 m掲色土(lOYR2/2)地山粒・焼土粒・炭微長混入。しまり強く、組i'11:少し有り。

3 黒悔色土(10YR3/2)池山境(極小)・焼土粒・炭徽鼠浪人。しまり強く、粘↑tl:弱い。

A 

ム 64.400m

B ム 64.200m

SK649 

C 

[SK 659] 

1 ~l;\渇色土(lOYR2/2) シルト。地山小塊多議。しまりやや惑い。粘性あり。

2 策檀色土(lOYR8/8)粘土。

3 にぷい策援色ニヒ(lOYR6/3) シルト~粘土。

4 策稜色土(10YR8/8)粘土。黒色ゴこを含むo

5 灰黄褐色ニヒ(10YR4/2)シルト。

6 黒色土(10YR1.7/1) シルト。

7 1竜権色土(lOYR8/8)粘土。

B 

~ーノー
B 

SK659 

B 

荷
SK682 

金9

A 

B A 

で
て
¥ 

'~~A 
"、~ __，，~/ 
~，~ニL戸~ / 

、 、〆'

全一 63.600m B 

ミと三叉y
B ム 63.500mD 

[SK 678] 

1 込褐色土(10YH2/2)地LLltil:少量浪人。

2 I務潟色土(10YH3/3)地111粒.ft!!UI波多滋混入O

2 m 。

SK 649 • SK 659 • SK 672 SK 678 " SK 682土坑

1
i
 

ハ同
U

Q
U
 

第239図



第 4章調査の記録

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

《遺物》

《時期》

関口部長径1.70m、短径0.90m、深さ26crn、底面長径1.60m、短径0.80m。

長円形である。

緩やかなむ字形を呈する。

6層に分層した。地山粒@塊を混入する。

凹凸がある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 687土坑(第240図)

《位 置P M J 66"町、 MK66..67グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

物〉

《時期》

関口部長径0.98m、短径0.88m、深さ 18crn、底面長経0.86m、短径0.80mo

楕円形である O

緩やかなU字形を呈する。

2層に分層した。地LlI粒@塊@炭化物を混入する O

やや凹凸があるが、ほぼ平明である。深さ7crn ，..__.，2crnの小さなピットが多数ある。

底面から土器片が 1点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 688土坑(第240図)

《位 置P MK67グリッドに位置する。

《確 認、》 黒色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

《造物》

~H寺 j拐〉

なし。

開口部長径1.02由、短径0.87m、深さ24crn、底面長径0.71m、短径0.69m。

楕円形である。

緩やかなじ字形を呈する。

1層のみ。 地山粒@炭化物を混入する。

ややIlll凸があるが、ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 689土坑(第240図)

《位 置P M J66グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の稿!弓形の落ち込みとして確認した。

複》 なし O

《規模》 関口部長径0.94m、短径O.79m、深さ 16crn、底面長径O.72m、短径O.69mo

《平面形》 楕円形である。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

SK685 

⑨ 
A 

υ1 
~ 63.300m 1 4 一旦

/l  

~掘りすぎ
C D 

一¥〆__;-。

[SK 685] 

1 黒褐色土(10YR3/1)地山粒・地山ブロック混入。よくしまっている。

2 Iこぶい黄褐色土(10YR4/3)地山粒多量混入。やや軟らかい。

3 黒褐色土(10YR2/3)地山粒多量混入。しまっている。

4 地山ブロック。
5 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・池山ブロ yク多量混入。ょくしまっている0

6 にぷい黄褐色土(10YR4/3)地山ブロ yク多量浪人。軟らかい。

SK688 

eぁ

B 

ム 63.500m B 

'-..c-すぐ三L2-アー

[SK 687] 

l 黒褐色こl:(10YR3/2)池山粒多讃・炭化物微量混入。

2 H奇褐色土(10YR3/4)鳩山粒多量混入。

SK687 

SK689 

。

A 

。

ーミミ提
[SK 689] 

1(687 -1) 

行1

B 

1 史J島色土(lOYR3/2)池山粒混入心しまりゆるし粘性弱い。

2 階褐色土(lOYR3/4)地山校多量・炭化物微量混入。

A 

A 63.500m B 

[SK 688] 
1 茶色土(lOYR2/1)地山粒浪人。炭化物微蚤混入。粘性弱い。

2(692-1) 

2 m 

[SK 692] 

1 祭渇~土(lOYR3/1) 地山絞少量混入。

2 R音褐色土(lOYR3/3)地!山粒多盈浪人。やや軟らかい。

3 ，w，褐色二上(10YH3/2)地山粒.iil!山ブロック少量浪人。

4 暗褐色土(10YR3/4)地山校多滋混入。

5 H青褐色土(lOYR3/3)軟らかく、パサパサしてい石0

6 策褐色土(lOYH5/8)地山粒多量混入。

7 黒褐色土(10YR2/2)地山粒多量浪人。やや軟らかいα

3 地山。

第240~ SK 685 • SK 687 " SK 688 • SK 689 .. SK 692土坑とその出土造物
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2m 

10cm 

B 
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第 4章調査の記録

《断面形》

《埋

《底面〉

《遺物》

《時期》

緩やかなU字形を呈する。

3層に分属した。地山粒@塊@炭化物を混入する。

やや[!:!]凸がある。小さなピットが多数ある。

なし。

縄文時代と思われる。

《位

《確認》

複〉

《規模》

《平面形》

〈断面形》

〈埋

《底面》

〈遺物》

〈時期》

S K 692土坑(第240図)

MH73"74グリッドに位霞する。

黒褐色土の長楕円形の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径1.96m、短径1.37m、深さ12cm、底面長径1.83m、短径1.29m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する O

7障に分!脅した。

やや凹凸がある。深さ19cm，-.....，10cmの小さなピットが多数ある。

埋土中から土器片が 1点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 693土坑(第241図)

《位

《確認》

複》

〈規模》

〈平面形》

〈断面形》

〈埋土》

《底面〉

物》

《時期》

MG73グリッドに位置する。

黒褐色土の長方形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.76m、短径1.08m、深さ34cm、底面長径1.78m、短径0.76m。

長楕河形である。

緩やかなU字形を呈するがオーバーハングしている部分もある。

5層に分属した。地山粒@塊を混入する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。深さ21cm'-"""12cmの窪みが 3カ所ある。

なし。

縄文時代と盟、われる。

S K 696土坑(第241罰)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

MF73..74グリッドに位置する。

褐色土の不整な万形の落ち込みとして確認された。

なし。

関口部長さ0.86m、幅0.66m、深さ14cm、底面長さ0.80m、!幅0.57m。

不整な方形である。

緩やかなじ字形を呈する。

7 J菌に分属した。地山粒@塊@炭化物を混入する。

A
q
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SK693 SK696 

第 l節縄文時代の遺構とその出土遺物

お

土 63.300m K 
B 

。 2 m 

[SK 693] 

1 黒褐色土(10YR3/l)士tl!山粒・地山フロック少最混入。

2 黒褐色土(10YR2/2)地山粒混入。しまりあり。

3 耕脆土(lOYR3/1)地111フeロック多量混入。

4 黒褐色土(10YR3/1)池山総・地山ブロ yク多量混入。やや軟らかい。

5 黄褐色土(10YR5/6)池山フーロック。

SK697 

ム 63.400m B 

10 11 

昨1

[SK 697] 

1 黒褐色土(10YR3/2)地山塊(小)混入。炭化物絞微量混入。しまり、粘tJ共やや強い0

2 県褐色土(jOYH2/2)地LlJ校・炭化物粒・焼土微滋混入G しまりやや強い。

3 ;，iU喜色土(lOYH3/2)J1l!山粒少量、炭化物・焼土徴議混入。しまり強い0

4 m褐色土(10YH2/3)地山粒混入。しまりゆるく、パサノずサしている。

5 時福色土(10YH3/4)地山殺多鼠浪人。しまり弱く、粘性なし。

6 黒褐色土(10YH2/3)地山線(小)混入o しまりゆるく、パサパサしている。

7 U育協色土(10YH3/3)J1l!山粒少盤・炭化物微量混入。しまり強〈、やや間It有り 0

8 色土(10YH2/1) I~ まりゆるく、パサパサしている。

9 虫色土(lOYP2/1)池山殺少袋、焼土微量浪人。

10 鴇色二上(10YH3/2)J富山塊(小)混入。焼土微鏡混入。しまり強い。
11 I品色土(10YH4/4)地山粒・炭化物微縫混入。しまり、粘jlj尖普通G

A B 

ム 63.200m

立ケ

2 m 

[SK 696] 

1 褐色ニt(10YR4/6).l1ll山粒多量混入。しまりゆるくパサパサしている。

2 暗褐色土(JOYR3/3)池山粒多量混入。軟らかく、粘性なし。

3 黄褐色土(lOYH5/6)絢礁浪人。しまり強く。粘性なし。

4 褐色土(lOYH4/4)池山粒多昼、炭化物微量浪人。粘性なし。

5 黄褐色土(lOYR5/8)炭化物少最混入。しまり毘く、粘性なし。

6 にぶい黄梅色土(JOYお5/4)炭化物混入。しまりやや弱く、粘性なし。

7 6に悶じ。

eぁ

ムー 63.500m

円1

[SK 699] 

1 黒色土(lOYH2/1)池山粒滋入。粘性強い。

2 ;黒色土(JOYR1.7/1)地山粒少議混入。しまり、粘性共やや強い。

3 階潟包土(10YR3/3).l1ll山粒多盈浪人。しまりややゆるく、粘性強い。

4 号潟色土(10YH3/1)地山粒・炭化物徴蚤混入。しまり弱く、パザパサしているo

5 婿褐色土(lOYH3/4)地はl粒多選混入O 炭化物混入。強くしまっている。

6 U音tl¥¥f.S土(JOYH3/3).l1ll山粒・炭化物混入。しまり強く、粘性やや強い。

7 祭褐色土(lOYH3/2).!由山粒多量・炭化物少滋混入。しまり弱く、粘性なし 0

8 祭潟包二七(lOYH2/3)地山粒・炭化物混入。しまりやや強い。

9 I渚褐色土(IOYH3/3)地山牧・焼土少;壕浪人。しまり、粘jtt共に強い。

10 黒色土(10YH2/1) 地山牧少量・炭化物混入。しまり~~く、パサノマサしている。
11 黒褐色土(10YH2/2)地UJ粒・炭・焼土少量混入。しまりやや強く粘性あり。

12 黒色土(10YR2/1)池山ブロック・炭化物混入。しまり、粘性共やや強L、
13 s苦褐色土(lOYH3/4)地山粒・地111フ'ロック多段混入。 j訟くしまっている。

14 Iこぶい策褐色二仁(10YR4/3)地rJj校・炭化物混入。しまりやや強い。

15 潟色土(JOYR4/4).l1ll山ブロック・炭化物浪人。しまり弱いG

16 ~立褐色土(10YH5/6) 炭化物混入。しまり弱く、粘Ilj:なし。

一円ハハ
U，

1røm~H\どめん
1(699-1) 

第241図 SK 693 " SK 696 " SK 697 .. SK 699士坑とその出土造物
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第 4章調査の記録

《底面》

《遺物》

《時期〉

やや剖凸がある。 深さ15cm，-.._，2cmの小さなピットが多数ある。

なし。

縄文時代と思われる O

S K 697土坑(第241図)

《位農~ M 1 73"74グリッドに位置する。

《確認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

《重複》 なし。

《規模》

《平面形》

《断面形〉

《埋土》

《底面〉

〈遺物〉

《時期》

関口部長径1.88m、短径1.54m、深さ14cm、底面長径1.55m、短径1.46m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

11層に分属した。地山粒@塊@炭化物@焼土粒を混入する。

やや凹凸がある。柱穴様ピットと小さなピットが多数ある。

なし O

縄文時代と思われる。

S K 699土坑(第241図)

《位農~ ML 71グリッドに位置する。

《確認〉 黒色土の椅円形の落ち込みとして確認した。

《重複》 なしO

《規模》 関口部長径1.58m、短径1.16m、深さ30cm、底面長径1.44m、短径1.12由。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 16層に分臆した。地山粒@塊@炭化物@焼土粒を混入する。

《底面》 凹凸がある。深さ21cm'"'-'7cmの柱穴様ピットと小さなピットがある。

《遺物》 埋土中から土器片が出土した。

《時 期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 700土坑(第242図)

《位置} MM71グリッドに位置する。

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

《遺物》

《時期》

黒褐色土の隅丸長万形の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長さ1.06m、i福0.90m、深さ26cm、底記長さ1.05m、l福0.73m。

隅丸長方形である。

緩やかなU字形を呈する。

10層に分属した。 地山粒@塊を混入する。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

埋土中から土器片が出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

po 
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

S K 701土坑(第242図)

《位置~ ML 73グリッドに位置する。

〈確認〉 黒褐色土の隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

なしO〈重複》

〈規模》

〈平面形》

〈断面形》

〈埋

関口部長さ1.40m、幅1.28m、深さ19crn、底面長さ1.05m、幅0.65m。

不整な隅丸長方形である。

緩やかなU字形を呈する。

〈底面〉

〈遺物〉

〈時期〉

12謄に分属した。地山粒@塊@炭化物を混入する。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 710土坑(第242図、図版177)

〈位置~ MP66グリッドに位置する。

〈確認》 黒色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規模》 関口部長径1.02m、短径0.90m、深さ44crn、底面長径0.92m、短径0.80m。

〈平面形~ i楕円形である。

〈断面形~ u字形を呈する O

〈埋土~ 3層に分臆した。地山粒@塊を混入する。

〈底面》 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

物》 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 715土坑(第242図、図版178)

〈位置~ MQ66グリッドに位置する。

〈確 認》 黒色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

被》 なし。

《規模》 関口部長径0.82m、短径0.69m、深さ25cm、!底面長径0.75m、短径0.53m。

《平面形》 楕円形である。

〈断面形》 緩やかなU字形を呈する O

土~ 2層に分層した。地山粒@塊@炭化物を混入する。

《底面》 中華鍋底状に中央部が深くなっている O

物》 なしO

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 716土坑(第243図、図版179)

《位置~ M S65"66グ1)ッドに位置する。

397 -



第 4章調査の記録

⑨ [SK 700] 

] !黒褐色土(lOYR2/3)J't!l山粒多量浪人。しまりゆるく、粘性なし。

2 黒色土(lOYR2/1)しまり、粘!生共やや強い。

3 黒褐色::!:(lOYR3/2)地山小ブロック多量浪人。しまりゆるく、粘性やや強い。

4 黒褐色土(lOYR2/2)地山ブロック混入。やや強くしまり、粘性強い。

5 黒褐色土(10YR2/3)地山小ブロック多援混入。しまりゆるく、粘性強い0

6 暗褐e.土(10YR3/3)地山粒多量混入。しまり、粘性共やや強い。

7 階褐色ニヒ(10YR3/4)池山小ブロック多量滋入。炭化物微量滋入。しまり、粘性共強い0

8 黄褐色土(10YR5/6)強くしまっている。

9 階褐色土(10YR3/4)強くしまっているo

lO H音掲e.土(lOYR3/3)9よりはしまり弱く、やや粘性あり。

ム 63500m2JL

RFr 
2 m 

1(700-1) 2(700-2) 

。 10cm 

SK700 

SK701 

B 

[SK 701] 

l 黒褐色土(10YR2/2) 地山粒多く混入。炭化物徴長混入。しまり、粘!~普通。

2 暗褐色土(10YR3/3)地山ブロック多量混入。しまり弱く、やや粘性有り。

3 黒褐色土(10YH2/3)地山粒・地山小ブロック炭化物混入。しまり弱く、粘性強い0

4 黒色土(10YR2/1)地山粒少量混入。しまり普透。粘性やや強いG

5 黒褐色土(10YR3/1)地山ブロック混入。しまり、粘制共普通。

6 黒褐色土(10YR3/2)地山校多く混入。炭化物混入o しまりやや強〈、粘性有り。

7 暗褐色土(10YR3/4)地山粒多く混入。しまり弱〈、粘1止なし。
8 i!.¥褐色土(lOYH3/1)地山ブロック浪人。しまりやや強く、粘性強い0

9 暗褐色土(lOYH3/3)地山粒混入。しまり、粘性共普通。

10 にぷい黄褐色土(10YR4/3)地山ブロック・炭化物混入。粘性やや強い。

11 I情褐色土(lOYR3/3)地山小ブロック混入。 しまりゆるく、粘性有り。

12 褐色土(lOYH4/6)しまりゆるく、粘性弱い。

B 。 2 m 

日

[SK 710] 

1m色i(lOYHL7/1) ゾルト。池山塊(/J\)少量混入。しまり、粘~J 有り G

2 褐色土(lOYH2/2)シルト。地山絞・地山塊(/]1)やや多く混入。しまり、粘性有り。

3 JAl褐色土(10YH2/3)シル 1'02より地山・地山境(/Jすの混入多¥¥，

(SK 715] 

1 .'，H色土(lOYH1.7/1)J富山続少滋混入。しまりやや惑く、粘tH守り。
2 m色土(lOYH2/1)シルト。 t富山粒・地山塊(小)やや多量、炭少滋混入。

しまり、粘!1，共有り。

行1
。 2 m 

第242関 SK 700 SK 701 .. SK 710 e SK 715土坑とその出j二造物
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《確認》

《重複》

《規模》

《平面形〉

《断面形》

《埋土》

《底面〉

《遺物〉

〈時期〉

黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし。

第 1節縄文時代の遺構とその出土遺物

関口部長径1.63m、短径1.59m、深さ119crn、底面長径1.29m、短径1.28m。

円形である。

ビーカー形を呈する。

7層に分層した。地山粒@塊@炭化物を混入する。

やや凹凸がある。

埋土中から土器片が 2点、半円状偏平打製石器が l点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 725土坑(第244図)

H立

〈確認》

複》

〈規模》

〈平面形〉

《断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物》

《時期》

M 064"65グリッドに位置する。

黒色土の長楕円形の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径O.76m、短径O.54m、深さ11crn、底面長径O.59m、短径O.35m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

1層のみO 地山粒を混入する。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

埋土中から土器片が 2点出土した。

出土した土器片から縄文時代中期と思われる。

S K 726土坑(第244図、図版178)

《位

《確認〉

複》

《規模》

《平面形》

〈断面形》

《埋

〈底

《造物》

《時期》

M065グリッドに位置する。

黒褐色土の長楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.87m、短径O.86m、深さ14crn、底面長径1.62m、短径O.73m。

不整な長方形である。

緩やかなU字形を呈する。

2層に分層した。 地山粒を混入する。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

埋土中から土器片が l点出土した。

S K 725出土の土器片と同一個体と考えられ、時期は縄文時代中期と思われる。

S K 734土坑(第244図)

MD69グリッド る。

《五在 認》 黒褐色土の構円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径O.98m、短径O.70m、深さ27crn、底面長径0.64m、短径O.58m。
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第 4章調査の記録

flJ 

ム 63.900m

B 

B 

1(716-1) 

C D 

(SK 716] 

1 黒色土(10YR1.7/l)シルトD 地山粒少量混入。しまり、粘1生共に有り。
2 黒色土(10YR2/l)シルト。地山粒・地山塊やや多く混んしまり、粘性共に有り。

3 にぶい黄俊之(10YR5/4)シルト。地山粒多く混入。しまり、粘位共に有り。

4 j竜樫色土(10YR7/8)粘土。硬質。

5茶褐色土(10YR5/8)粘土。炭混ん硬質。粘性有り。

6 明黄濁色土(10YR7/6)粘土。硬質。

7 浅黄燈色土(lOYR8/4)粘土。硬質。

。

2(716-2) 

3(716-3) 

。

2 m 

10cm 

第243図 SK716土坑とその出土遺物
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〈平面形》

《断面形》

《埋

〈底面〉

〈遺物〉

〈時期》

不整な楕円形である。

緩やかなV字形を呈する。

3層に分層した。 地山粒@塊を混入する。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 737土坑(第245図)

《位置~ MC66グリッドに位置する。

《確認〉 黒色土の長楕円形の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

《規模〉

〈平面形〉

〈断面形〉

〈埋土》

《底面〉

《造物》

《時期》

関口部長径1.56m、短径1.45m、深さ65crn、底面長径1.93m、短径1.38m。

長楕円形である。

ビーカー形を呈する。

6 した。地山粒@塊@炭化物を混入する。

やや由凸があるが、ほぼ平坦である。

埋土中から土器片が 4点、削器 l点、石錘 2点出土した。

出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 739土坑(第244図)

《位置~ MH68グリッドに位置する。

《確認》 黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

関口部長径0.91m、短径0.90m、深さ21c郎、底面長径0.92m、短径0.67m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

8屑に分!脅した。地山粒@炭化物を混入する。

中華鍋底状にrl:J央部が深くなっている。

物》

《時期》

なし。

縄文時代と思われる。

S K 740土坑(第244図)

《位置~ MD68グリッドに位置する。

《確認》 黒色土の隅丸長方形の溶ち込みとして確認した。

複~ S 1 680竪穴住居跡と重複している。新旧関係は不明である。

《規模》 関口部長さ1.36m、11I面0.96m、深さ19crn、底面長さ1.19m、11I語0.79m。

《平面形~ 1面が張り出す隅丸長方形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋こり 不用意に掘り下げられてしまい確認できなかった。
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第4章調査の記録

A 

C D E F 

B 

υl 
SK726 

J二一 63.600m 

匂/ SK725 

[SK725/SK726] 
l 黒色土(10YR1.7/1)シルト。地山粒やや多く混入。しまり、粘性共有り。
2 黒褐色土(10YR3/2)シルト。池山粒多量、地山塊少量浪人o しまり、粘性共有りロ
3 黄澄色ゴ:(10YR7/8)粘土。硬質。粘'Ill:有り。

B 。 2 m 

3(726-1) 

1(725-1) 2(725-2) 9 10cm 

SK725 SK726 

SK734 I SK740 

⑨ 口i

B 

γ

l

!

と
f

づい
¥
γ

ぞ池

A

一
A

一一

C D 

B 

[SK 734] 

1 黒褐色土(10YR3/1)地山粒・地山塊少量混入。硬くしまっている。
2 援色土(7.5YR7/6)シラス塊多選混入。

3 黒褐色土(10YR2/2)地山粒少議混入。サラ.サうしている。 C D 

。 2 m 

。
行1

SK739 

A 

739] 

紫色土(10YR2/1)地UI粒少量混入O しまりやや弱く、粘性なし。
2 H者褐色土(lOYR3/4)池山粒多;議混入。しまりやや弱い。
3 黒色二!::(10YR2/2)地山粒混入。粘伎やや強い。
4 にぶい策褐g，_土(10YR5/6)士III山粒・紫色土少最浪人。療乱されている。
5 黒色土(lOYR1.7/1)地山粒微議混入。しまり弱く、粘性やや強い。
6 褐色ニ!::(10YR4/4)池山粒多;屡・炭化物微;量混入。しまりやや強く、粘ftJ，なし。
7 暗褐色土(lOYR3/4)炭化物徴盤混入。しまり・粘tE共に弱い。
8 6と同じ。

，~ 

》芳孝グ
。 2 m 

第244図 SK725 " SK 726 " SK 734 " SK 739 .. SK 740土坑とその出土遺物
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G主 口
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，/ A 

1 
1 
1 、

¥ 
¥ 、

¥ 
¥ 、、、戸

B 

B ~ 62.500m 

C D 

。 2m 

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

[SK 737] 

1 思色ニtc10YR2/1)地山粒・地山ブロック混入。しまりゆるく、粘性やや有り。

2 褐色こt(lOYR4/6)池山ブロフク混入。炭化物微量混入。しまりゆるく、粘性なし。

3 Iこぶい策褐色土(lOYR4/3)地山フ'ロック混入。炭化物微量混入。しまり強く、粘性なし0

4 黄褐色土(10YR5/6)紛際混入。炭化物微量混入。しまり強く、粘性なし。

5 I倍褐色土(lOYH3/4)地山粒・地山ブロック多最混入。しまり強く、粘↑止なし。

6 ，こぶい策褐色土(10YR5/4)池山粒・地山フ'ロック・燦多量混入。しまりゆるく、粘伎なし。

1(737 -1) 

ハパ川パ

υ3(737-3) 

に二コ

〈二~ 5(737-5) /'->、

SK737 

く ーコー

ー却、 バ

‘一、一一. . 

2(737-2) 

一日引
υμ
一4(737 -4) 

6(737 -6) 

第245図 SK737土坑とその出土造物
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第 4章調査の記録

《底面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である O

《遺物》 なしO

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 747土坑(第246図)

《位罷~ MF68グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の隅丸方形の落ち込みとして確認した。

《重複》 なしO

《規模》 関口部長さ1.05m、|幅1.01m、深さ22cm、底面長さ0.94m、幅0.86m。

《平面形》 隈丸方形である。

《断面形〉 緩やかなU字形を呈する O

《埋土~ 6層に分層した。地山粒@炭化物@縮機を混入する O

《底面》 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

《遺物》 埋土中から土器片が 2点出土した。

《時 期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 748土坑(第246図)

《位置~ ML 71グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

《重複》 なし。

《規模》 関口部長径0.76m、短径0.62m、深さ23cm、底面長径0.66m、短径0.51m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 11層に分層した。地山粒@炭化物を混入する O

《底面》 凹凸がある。

《遺物〉 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 751土坑(第246図)

《位置~ M 164-65グリッドに位置する。

《確 認》 暗褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

〈重複》 なし。

《規模》 関口部長径1.08m、短径1.07m、深さ22cm、底面長径0.93m、短径0.92m。

《平面形〉 円形である。

《断面形》 緩やかなU字形をする。

《埋土~ 5層に分属した。地山粒@塊@炭化物@焼土を混入する。

《底 面》 やや凹凸がある。小さなピットが 2カ所ある。

《遺 物》 埋土中から土器片が 4点、底面からは礁が 5点出土した。

《時 期〉 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。
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第 I節縄文時代の遺構とその出土遺物

⑧ 

A B 

[SK 747J 

1 黒褐色土(10YR3/2)炭化物微量混入。

2 黒褐色土(10YR2/3)地山粒多量・炭化物少量混入。しまりゆるく、やや粘性あり 0

3 I暗褐色土(10YR3/4)地山粒多量・炭化物微量混入。しまりゆるく、粘性なし。

4 策褐色土(10YR5/6)炭化物微量混入。しまり問く、粘性なし。

5 褐色土(10YR4/6)しまりやや弱くパサパサしている。

6 策褐色土(10YR5/6)細際少量混入。しまりゆるくパサパサしている。
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響 -0
C 

1(747-1) 
2(747-2) 

D 

ーし~
。 10cm 

。 2m 
SK747 

SK748 [SK 748] 

I 黒褐色土(10YR2/2)粘性なし。しまりややゆるい。

2 暗褐色土(lOYR3/3)池山粒少量混入。しまりやや強い。

3 黒褐色土(10YR2/3)地山(小)プロック少量混入。炭化物微量混入。しまりやや強い。

4 黒褐色土(10YR2/2)しまりゆるし、。(木痕)

5 黒褐色土(10YR3/2)地山(小)プロック多最混入。しまりやや強い0

6 褐色土(10YR4/4)池山粒多量混入。しまりやや弱い。

7 ~票褐色土(lOYR3/2) 地山(小)ブロック多量混入。しまりやや強い0

8 褐色土(10YR4/4)地山粒多量混入。しまり弱い。

9 黒色土(10YR2/1)鳩山粒少量混入。しまり弱く、やや粘性あり。

10 階褐色土(10YR3/4)地山(小)プロック・炭化物混入。しまりやや強い。

11 褐色土(lOYR4/6)池山(小)プロック多量混入。しまりやや強い。

A 63.400m， in B 
二二二_-----LI民 一一:

ll-tfT九三三/ーしイ-:r.r十一

4 二~~~8 v 

]1dl11 
。 2 m 

SK751 

口

【SK 751] 

1 締褐色土(10YR3/3)焼土徴漫混入。しまりやや強い。

2 階褐色土(10YR3/4)地山小プロック・炭化物少量浪人。

3 黒褐色土(10YR2/3)地山粒・総磯混入。しまり強く、粘性もやや強い。

4 !鞘島色土(10YR3/2)地山粒少量混入。しまり弱い。

5 If音褐色土(10YR3/3)池山粒少量混入。しまり弱い。

A B 

~ヰず
3(751-1) 4(751-2) 

。 2m 

i-l '-- ._r-
D 

6(751-4) 

5(751-3) 

第246図 SK747 .. SK 748 .. SK 751土坑とその出土造物
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第 4章調査の記録

S K 752土坑(第247図)

《位

《確認》

《重複》

《規模》

《平面形》

《断面形〉

《埋土》

《底面》

《遺物〉

《時期〉

M 165グリッドに位置する。

黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径1.02m、短径0.94m、深さ40側、底面長径0.98m、短径0.91mo

円万三である。

のためかオーバーハングも見られるが、ビーカー状を呈する。

7層に分溜した。地山粒@塊を混入する。

やや凹凸がある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 832土坑(第247図)

《位

《確認〉

複》

《規模》

《平面形〉

《断面形》

《埋

《底面》

〈造物〉

《時期》

M062グリッドに位霞する。

黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径0.66m、短径0.58m、深さllcrn、底面長径0.50m、短径0.42m。

楕円形である。

緩やかなじ字形を呈する。

3層に分属した。地山粒@塊@炭化物を混入する。

やや由凸がある。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 834土坑(第247図)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

物》

《日寺 期》

MG76、MH76グリッドに位寵する。

台地縁辺に黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長径1.00m、短径0.82m、深さ42crn、底面長径0.89m、短径0.65m。

西側部分は崩落しているが、底面形から隅丸長方形と判断した。

緩やかなU字形を呈する。

1膳のみ。地山粒@塊を混入する。

やや出凸がある。北側壁際に柱穴様ピットが1カ所ある。

埋土中から石錐基部破片が 1点出土した。

縄文時代と思われる。

S K 901土坑(第247図)

《佼霞>> NH47、N147グリッドに位置する。
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第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

母 lの
C 

B 
[SK 752] 
1 黒褐色土(10YR2/2)地山粒少量混入。しまりやや弱い。

2 黒色土(10YR2/1)地山小ブロック混入。

3 黒褐色土(10YR2/3)地山小ブロック混入。焼土微量混入。

しまり非常に弱い。

4 黒褐色土(10YR3/2)地山ブロック多量混入。しまりやや弱い。

5 黒褐色土(10YR3/2) 4よりはやや強くしまり、粘性も強い。

6 黒褐色土(10YR3/1)地山粒少量混入。しまり弱~¥。

7 黒色土(10YR2/1)地山小ブロック少量混入。しまり、粘性共やや強い。
A 63.300m 

。 2m 

S K752 

S K832 S K834 

⑨ 
ム i A 

C D 

B 

~ 
A B 

63.2必m [SIK 834] 
l 黒掲色土(10YR2/3)シルト。地山粒多量、

地山塊(小)やや多く混入。

しまり有り、粘性あまりなし。

[SK 832] 
1 黒褐色土(lOYR3/2)シルト。地山粒多量、炭少量混入。

しまり、粘性共なし。

2 褐色土(lOYR4/6)シルト~粘土。地山粒多量混入。

しまり、粘性共有[り。

3 黒褐色土(10YR3/1)シルト。地山粒・炭少量混入。

しまり、粘性共有り。

。 2m 

。 2m 

S K901 

く:> 1 (834…1) 

G 10cm 

ム 64.900m

[SiK 901] 

1 黒褐色土(10YR2/2)地山粒少量、炭化物徴麗混入。しまり強く、粘性やや有り 0

2 灰黄褐色土(lOYR4/2)地山粒多量、炭化物微量混入。しまり非常に弱く、
粘性なし。

3 灰黄掲色土(10YR5/2)粘質土。地山粒少量混入。しまり弱く、粘性強い。
4 にぶい黄;樟土(10YR6/3)地山塊。

5 黄褐g"土(10YR5/6)地山粒多量含む。しまり弱く、パサパサ。

。 2m 

第247函 SK752 " SK 832 .. SK 834 " SK 901土坑とその出土遺物
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第 4章謂査の記録

《確 認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模〉 関口部長径0.83m、短径0.60m、深さ24crn、底面長径0.43m、短径0.33m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形〉 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 5層に分層した。地山粒@炭化物を混入する。

《底 面〉 中華鍋底状に中央部が深くなっている O

〈遺物〉 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 902土坑(第248図)

《位霞~ N 147グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径0.67m、短径0.61m、深さ38crn、底面長径0.43m、短径0.41mo

《平面形〉 円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

〈埋 土~ 8層に分属した。地山粒@地山塊@炭化物@焼土粒を混入する。埋土の上部を古代の火山氏(大

湯浮石層)が覆っていた。

《底 面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦で、ある。

〈遺物》 なし。

《時 期》 平安時代の可能性が強い。

S K 905土坑(第248図〉

《位置~ N 150グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の稽円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規模》 関口部長径1.00m、短径0.90m、深さ19crn、底面長径0.83m、短径0.76m。

〈平面形》 椅円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋 土~ 6 層に分層した。地山粒@地山塊@炭化物"*I~土粒を混入する。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物》 なし O

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 906土坑(第248図)

《位置~ N 150グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。
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、1円、ムぷ/f

R3/1)浮石粒徴量混入。しまりやや弱く、粘性なし。
R7/6)大場浮石層(illa) 

R3/2)浮石粒多量混入。硬くしまり、粘性なし。
R2/3)地山粒・焼土粒微量混入。しまり、粘性共普通。
R2/2)炭化物少量混入。しまりやや弱く、粘性あり。

第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

A B 

一夜議伺ιF

R2/3)地山粒少量混入。しまり・粘性共普通。
R3/2)地山粒多量混入。しまりやや弱く、粘性なし。
R5/2)地山(小)塊・粘土粒少量混入。

しまり強く、粘性普通。
4 明黄褐色土(lOYR6/8)地山(小)塊多く混入。粘土粒少量混入。

lOY R5/4)地山塊多く混入。しまりやや弱く、粘性なしO

R5/2)炭化物微量混入。しまり弱く、粘性強い。
しまり強く、粘性なし。

R6/l)シラスO 炭化物徴量混入。しまり強く、粘性なし。
R3/3)地山粒多く混入。しまり弱く、粘性強い。

S K902 S K905 

S K906 

守も

一¥一一_j

3 

8 

S K907 

A B 

[SK 907] 
1 黒褐色土(lOYR3/2)地山粒多く混入。しまり弱く、粘性やや有り。
2 黒褐色土(lOYR3/1)}也山(小)塊少量、地山粒多く混入。しまり普通、粘性やや有り。
3 1こぶい策機ごと(lOYR6/3)地山粒・粘土粒多く混入。しまり、粘性共に強い。
4 明策褐色土(10YR6/6)炭化物微量混入。しまり強く、粘伎なし。
5 黒褐色土(10YR3/2)地山(小)塊少量、炭化物微量混入。しまりやや弱く、粘性なし0

6 1こぶい策樟土(10YR7/1)粘土塊。
7 黄褐色土(10YR5/6)しまり弱く、粘性やや有り。
8 階褐色土(1QYR3/1)地LLJ粒多量、炭化物微量混入。しまり弱く、粘性なし。

B 

S K909 

[SK 909] 
1 黒褐色土(10YR3/2)地山粒混入O しまりやや強く、粘性あり。
2 黒褐色土(10YR2/3)地LU粒少量混入o しまりやや弱く、粘性あり。
3 黒褐色土(10YR3/2)地山粒・地JJ_J(小)塊少量混入O しまり、粘性共普通0

4 I暗褐色土(10YR3/3)地LU(小)域多量混入。しまりやや弱く、粘性なし。
11者褐色土(10YR3/4)地山(大)塊少量、地JJ_J粒・地山(小)塊多く混入。

しまり弱く、粘性なし。
6 51こ同じ。
? にぷい黄褐色二!::(10YR5/3)地LlI塊多量混入。粘土粒少量混入。

しまりやや弱い0

8 掲夜色土(10YR6/1)地山塊、粘土塊(多く)混入。やや硬く、粘性あり。

。 2m 
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第 4章調査の記録

《規模〉 関口部長径1.05m、短径0.81m、深さ24cm、底面長径0.87m、短径0.66m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形〉 緩やかなU字形を呈する。

《埋 土〉 不用意に掘り下げられてしまい確認できなかった。

《底面〉 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

《遺物〉 なし。

《時期〉 縄文時代と思われる。

S K 907土坑(第248図〉

《位置~ NK51グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

《重複〉 なし。

《規模》 関口部長径1.08m、短径0.91m、深さ17cm、底面長径0.88m、短径0.68m。

《平面形〉 楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。《断面形》

《埋土〉

《底面〉

《遺物〉

《時期〉

8層に分層した。地山粒@地山塊@炭化物@粘土粒を混入する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦で、ある。

なし O

縄文時代と思われる。

S K 909土坑(第248図)

《位置~ N K47"48グリッドに位賞する。

《確 認〉 黒褐色土の不整な落ち込みとして確認した。

《重複》 なし。

《規模〉 関口部長径2.92m、短径1.42m、深さ12cm、底面長径2.75m、短径1.32m。

《平面形〉 不整形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

〈埋土~ 8層に分層した。地山粒@地山塊@粘土塊を混入する。

《底面》 凹凸が激しい。

《造物〉 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 910土坑(第249図)

《位置~ N K47..48グリッドに位置する。

《確 認》 黒色;士の長円形の落ち込みとして確認した。

被》 なしO

《規模》

《平面形》

《断面形》

関口部長径2.34m、短径0.74m、深さ24cm、!底面長径2.06m、短径0.65mo

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。
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第 1窓口 縄文時代の遺構とその出土i毒物

「主主学?3
C D 

[SK 910] 
1 黒色土(10YR2/1)焼土粒少量混入。しまり普通、粘性強い。
2 黒褐色土(10YR3/2)地山粒多く混入。しまり強く、粘性やや有り。

3 褐灰色土(10YR4/1)地LlI(小)塊混入。しまり硬く、粘性有り。
4 ~こぶい黄褐色土(10Y R4/3)地山粒多く混入。しまり、粘性共普通。

5 黒褐色土(10YR3/1)炭化物微量混入。しまりやや弱く、粘性あり 0

6 3に同じ。
7 ~こぶい黄褐色土(10Y R5/3)地山塊・粘土塊多く混入。しまりやや弱い0

8 黄褐色土(10YR5/6)地111塊混入。しまりやや弱く、粘性なし。

S K910 

@ q/ 

S K911 

A 65.100m B 

t乙』戸田一

~二死っ r SK 911] 
、~ ο i 灰黄褐色土(lOYR4/2)地山粒多量混入。黒色土粒状で少量混入。

しまり、粘性共普通。
2 黒褐色土C10YR2/2)地山粒少量混入。しまり普通。粘性やや有り。

3 暗褐色土(10YR3/3)地山粒・炭化物粒少量混入。
しまり弱く、粘性なし。

D c 

A 

一鳥寺ァー

S K912 

六~ノ・一一一一
B 【SK 912] 

1 黒色土(10YR2/1)地山粒少量、焼土粒微量混入。しまり強く、粘性なし。

2 黒褐急土(10YR3/2)地山粒多量混入。しまりやや弱く、粘性なし。

3 黄褐色土(lOYR5/心地山塊多量混入。しまり弱く、粘性なし。

4 褐色土(lOYR4/4)地山粒多量、粘土粒少量混入。
しまり強く、粘性やや有り。

5 1暗褐色土(lOYR3/3)地山粒多量、地山小塊少量混入。焼土粒微量混入O

しまり弱く、パサノfサ。

6 褐灰色土(10YR4/1)粘土塊・地LLJ塊混入O しまり強い。

。 2m 
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第 4章調査の記録

〈埋 土~ 8層に分層した。地山粒@地山塊@炭化物@粘土塊@焼土粒を混入する。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。中央部に柱穴様ピットが lカ所ある。

《遺物〉 なし。

《時期〉 縄文時代と思われる。

S K 911土坑(第249図)

《位置~ N L48グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の長円形の落ち込みとじて確認した。

複》 なし。

《規模〉 関口部長径2.40m、短径0.76m、深さ16crn、底面長径2.26田、短径0.65m。

《平面形》 長楕円形である。

《断面形》

《埋土》

《底面》

《造物》

《時期〉

緩やかなU字形を呈する。

3 )麗に分溜した。地山粒@炭化物を混入する。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 912土坑(第249図)

《位置~ NL48グリッドに位置する。

《確 認》 黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし O

《規模》

〈平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

《遺物》

《時期》

関口部長径0.90m、短径0.87m、深さ19crn、底面長径0.78m、短径0.65m。

桔円形である。

緩やかなU字形を呈する。

6層に分層した。地山粒@地山塊@炭化物@粘土塊@焼土粒を混入する。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 913 j二坑 (第250図)

《位置~ N L48グリッドに位置する。

《雄 認》 黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

;譲》 なし。

《規模》

《平面形》

《断面形〉

《埋土》

《底面》

物》

関口部長径0.91m、短径0.88m、深さ15cm、底面長径0.82m、短径0.76m。

胴張りのある隅丸方形である。

緩やかなU字形を呈する。

6屈に分層した。地山粒e地山塊@炭化物@粘土塊を混入する。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。小さな窪みが 2カ所ある。

なし O
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《日寺 期》 縄文時代と思われる。

第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

S K 914土坑(第250図)

〈位霞~ NM49、NN49グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の楕円形の溶ち込みとして確認した。

複》 なし O

《規模》 関口部長径1.62m、短径1.50m、深さ13cm、底面長径1.32m、短径1.23m。

〈平面形》 楕円形である。

{I軒面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 5諸に分属した。自然堆積と思われる。

《氏面〉 ややI:!:!]凸があるが、ほぼ平坦である。

〈遺物〉 埋土中から土器片が出土した。

〈時 期》 出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる。

S K 915土坑(第250図)

〈位置~ NM48、NN48グリッドに位置する。

〈確認》 黒色土の長円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規模〉

〈平面形》

〈断面形》

〈埋

〈底面》

《造物》

〈時期》

関口部長径2.26m、短径0.92m、深さ17cm、底面長径1.97m、短径0.72m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

7屑に分層した。地山粒@地山塊@粘土塊を混入する。

やや凹凸があり、柱穴様小ピットが10カ所ある。

なし。

縄文時代と忠われる。

S K 916土坑(第251図)

《位置~ NN48.49グリッドに位置する。

《確 認》 灰黄褐色土の問丸長方形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》

《平面形》

《断面形》

斜里土》

《底面》

物》

《時期》

関口部長径1.74m、短径1.49m、深さ20cm、底面長径1.48m、短径1.00m。

隅丸長万形である。

緩やかなU字形を呈する。

10層に分層した。地山粒@地山塊@粘土塊を混入する。

ややI:!:!]凸があるが、ほぼ平坦である。小さな窪みが 4カ所ある。

なし。

縄文時代と忠われる。

S K 917土坑(第251図)
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第 4章調査の記録

C 

ーしーへ_)

1諒議「

[SK 913] 
1 黒褐色土(10YR3/2)地山粒・地山塊混入。しまり、粘性共普通。

2 暗褐色土(10YR3/3)地111粒・地山小塊混入。しまり強く、粘性なし。

3 tこぶい黄褐色土(10YR5/4)粘土小塊混入。しまり強く、粘性なし。

4 褐色土(10YR4/5)地111小塊少量、粘土小塊多量混入。炭化物微量混入。

しまり強L、0

5 褐灰色土(10YR4/1)粘土粒多最混入。しまり、粘性共にやや強い0

6 5に向じn

打l

S K913 

営
C 

【SK 914] 
1 黒色土(10YR2/1)地山粒少量混入。

しまり弱く、粘性あり。

2 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・地山小塊共に少量混入。

しまり弱く、粘性あり。

3 黒褐色土(lOYR3/2)地山・地山小塊多く混入。
しまり弱く、粘性やや強い。

4 黒褐色土(10YR3/2)地IlJ粒・地山大塊多く混入。
炭化物少量混入。しまり弱く、粘性やや強い。

褐灰色土(10YR4/1)地山塊(大)・粘土粒混入。 やや粘性あり。

木根による撹乱

1(914τ1) 

河-;;w. I I 

き担税 U 
2(914-2) 

_A_ 64.900m B 

I ， 

!J.I$Iぷ !I 
r、Iう"!I以俳イ ! 
.縄.ljj.;!fl;'

令官吋宮ず 一一 l 
~が^~l
~，. IJI )，;;r.1If 

Eほlljl'干 l
~'~.!I'. I~ 

3(914-3) 

打T 。 10cm 

S K914 

S K915 

時
A 

[SK 915] 

1 黒色土(10YR2/1)地山粒・地山小塊混入。しまりやや強く、粘性強し、。

黒褐色土(lOYR2/3)地山粒多量混入。軟らかく、やや粘性£り。

黒褐色土(10YR3/2)地山粒・地山塊多量混入。粘土塊少量混入。

しまりやや強く、粘性なしO

B 4 黒褐色土(lOYR3/1)地山粒混入。しまりやや強い。

5 暗褐色土(10YR3/3)地111塊多量混入。しまり強い。

6 にぶい黄褐色土(10YR4/3)地山粒多量混入。しまり弱く、やや粘性あり。

7 黄掲E土(10Y1<5/6)粘土小塊混入。しまり硬い。

大事2ヤ~ 打1
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A 64.900m B 

D 

【SK 916] 

1 灰黄褐色土(lOYR4/2)地山粒多量浪人。 しまり弱く、ノマサノマサ。

2 1こぶい黄褐色土(10YR5/3)地山粒・地山(小)塊・粘土粒浪人。

しまり硬く、やや粘性あり。

3 灰策褐色土(10YR6/2)地山校・粘土粒混入。硬くしまり、粘性強い。

4 にぶい黄褐色土(lOYR5/4)池山粒・地山(小)境多く混入。細磯浪人。

硬くしまり、粘性なし。

5 灰黄掲色こt(10YR4/2)地山粒・池山(小)塊多量滋入。やや軟らかく、

粘性あり 0

6 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒・粘土粒混入。やや硬くしまり、粘性強い。

7 にぶい黄緩土(lOYR7/2)粘土。

8 にぶい黄褐色土(lOYR4/3)池山粒・地山(小)塊多量混入o

しまり強く、粘性なし。

9 暗褐色土(lOYR3/3)地山(小)塊多量混入。軟らかく、やや粘性あり。

10 黄褐色土(lOYR5/6)黒色土粒状で混じり合う。

S K916 

S K918 

B 

ーム64.900m1

、4と~之f

[SK 918] 

1 黒褐色土(lOYR2/3)地山粒少;盛混入。しまり強く、粘性なし。

2 にぶい策褐色土(10YR4/3)地山粒多選混入。しまり強く、粘伎やや有り。

3 階褐色土(10YR3/4)地山粒(やや大粒)・焼土粒少鼠浪人。しまり強く、

粘tLI:なし。

第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

。/

A 

む/

寸長宇

C D 

[SK 917] 
l 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒少量混入。しまり弱く、粘性やや強L、0
2 黒褐色土(10YR3/2)地山粒多く混入。しまり弱く、粘性やや強い。
3 明葉褐色土(lOYR6/6)地山粒・地山城多く混入。ノマサノfサしている。

S K917 

S K919 

B 

A 64.800m B 

[SK 919] 

1 黒褐色土(10YR3/2)地山粒多く混入。しまりやや強く、粘性なし。

2 灰業縄色土(10YR4/2)地Ll倣・焼土粒・炭化物混入。しまり弱く、

粘性強い。

3 21こ|司じ。

4 l灰議褐色土(10YR5/2)地山粒・粘土塊多く混入。粘性強い。

5 Iこぶい策褐色土(10YR4/3)地山粒多量混入。粘土(小)塊混入。

しまり強く、粘姓やや有り。

6 黄褐色こt(lOYR5/6)地山(小)城・粘土粒混入。 硬くしまり、粘性なしG

7 褐灰色土(10YR5/1)粘土・地山(小)塊混入。粘性予言り。

8 Iこぶい裁褐色土(10YR5/4)池山粒多量、地LlI(小)境少最;混入O

しまり硬く、粘性なし。

9 明資褐色ニt(10YR6/8) しまりやや弱く、粘性なし。

]0 6におjじ。

11 にぶい黄褐色土(10YR5/4)紛l磯少量混入。しまり強〈、粘性なし。

。 2m 

第251図 SK 916 • SK 917 • SK 918 • SK 919土坑
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《位

《確認》

複〉

《規模》

《平面形〉

《断面形〉

《埋土》

《底面〉

物》

《時期〉

第 4章調査の記録

N 047，，48グリッドに位置する。

黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径1.14m、短径0.91m、深さ18cm、底面長径0.87m、短径0.84由。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分層した。地山粒@地山塊を混入する。

やや凹凸がある。

なし。

縄文時代と忠われる。

S K 918土坑(第251図)

《位

《確認〉

複〉

《規模》

〈平面形》

《断面形》

《埋

《底面〉

《遺物》

《時期〉

NK47グリッドに位置する。

黒褐色土の不整な落ち込みとして確認した。

なし。

閉口部長径0.86m、短径0.74m、深さ12cm、底面長径0.49m、短径0.38m。

不整形である。

緩やかなU字形を呈する。

3 J習に分麗した。地山粒@地山塊@焼土粒を混入する。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と思われ {;)o

S K 919土坑(第251図)

〈位

《確認、》

複》

〈規模》

〈平面形》

《断面形〉

《埋土》

~J底面》

《造物》

~H寺 j弱》

NK46グリッド る。

黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.04m、短径0.90m、深さ49cm、底面長径0.49m、短径0.34m。

楕円形である。

中央部が盛り上がったビーカー形を呈する。

に分属した。地111粒@地山塊@焼土粒@炭化物@細1擦を混入する。

中央部が上げ底状に盛り kがっている。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 920土坑(第252図)

《位

《確認》

複》

NL46グリッドに位置する。

黒褐色土の隅丸長万形の落ち込みとして確認した。

なし。

ハ
h
u

寸

l
i

A
4
i
 



《規模〉

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物》

{8寺期〉

第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物

関口部長径1.28m、短径O.98m、深さ11cm、底面長径1.22m、短径O.91m。

隅丸長方形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分臆した。地山粒@塊を混入する O

凹凸がある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 921土坑(第252図)

H立 置~ N L46グリッドに位置する。

《確 認〉 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

《重複》

《規模〉

〈平面形〉

《断面形》

《埋土》

《底面》

〈遺物》

〈時期》

なしO

関口部長径O.88m、短径O.77m、深さ7crn、底面長径O.80m、短径O.72m。

椅円形である。

緩やかなU字形をまする。

2層に分麗した。地山粒@地山塊@焼土を混入する。

凹凸がある。窪みが 2カ所ある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 923土坑(第252鴎)

《位霞~ NM46グリッドに位置する。

《確 認》 黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

複~ S K 953土坑と重援している。本土坑が新しし ¥0

《規模》 関口部長径O.74m、短径O.58m、深さ18crn、底面長径0.44m、短径O.36m。

〈平面形》 円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する O

〈埋土~ 2層に分層した。地山粒@塊を浪人する。

〈底 面》 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

《造物》 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 925土坑(第252図)

《位置~ NN45..46グリッドに位置する。

《確 認》 黒褐色土の不整な円形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模》 開口部長径1.30m、短径1.28m、深さ16crn、底面長径O.96m、短径O.94mo

《平面形》 不整円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する O

ゥ，
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第 4章調査の記録

《埋土~ 4層に分属した。地山粒@池山塊@焼土@炭化物を混入する。

《底面》 凹凸がある。

《遺物》 なし O

《時期〉 縄文時代と思われる。

S K 926土坑(第252図〉

《位置~ NM45、NN45グリッドに位置する。

《確認》 黒色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

《重複》 なし。

《規模》 関口部長径1.19m、短径0.86m、深さ22cm、底面長径0.84m、短径0.66m。

《平面形》 長楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 6層に分麗した。地山粒@地山塊@粘土塊を混入する。

《底面〉 上げ底状に中央部が盛り上がっている。

《遺物》 なし。

《時期〉 縄文時代と思われる。

S K 928土坑(第253図)

《位置~ NL44グリッドに位置する。

《確認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

《重複〉 なし O

《規模》 関口部長径1.16m、短径1.02m、深さ16cm、底面長径1.01m、短径0.94m。

〈平面形〉 楕円形である O

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 5層に分層した。地山粒@地山塊@粘土粒@焼土@炭化物を混入する。

〈底面》 やや凹凸がある O 小さなピットが 2カ所ある。

《遺物》 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 930土坑(第253図)

《位霞~ NN44グリッドに位置する。

《確 認》 暗褐色土の長円形の落ち込みとして確認した。

《重複》 なしO

〈規模〉 関口部長径1.28m、短径0.68m、深さ19cm、底面長径1.21m、短径0.58m。

《平面形》 長楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 5層に分属した。地山粒@地山塊@粘土粒を混入する。

《底面》 凹凸がある。

《造物》 なしO
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第 l節縄文時代の遺構とその出土遺物

C D 

E F 
ム 65.000m B 

む/
〕 γ dア

守二与与三
【SK 921] 

1 黒褐色土(lOYR2/3)地山粒・地山(小)塊混入。しまり弱く、
パサノfサ0

2 暗褐色土(lOYR3/3)地山粒・地山(小)塊混入。焼土混入。

しまり弱く、粘性普通。
[SK 920] 
1 黒褐色土(lOYR3/1)地山粒少量混入。しまり、粘性共普通。
2 暗褐色土(lOYR3/3)地山(小)塊混入。しまりやや弱く、粘性なし。
3 暗褐色土(lOYR3/3)地山(小)塊多量混入O しまり、粘性共普通。

3 2に同じ。

S K920 S K921 

A 64.900m B 

B 

守も

¥令v一 C D 

【SK 923] 

1 黒色土(10YR2/1)地山粒多量、地山塊少量混入。しまり弱く、| 土 65.000m
粘性普通。

2 にぶい黄褐色土(lOYR5/4)地山塊多量混入。パサノfサ。

B 

S K923 
4 S K925 

金9
S K926 

[SK 925] 
1 黒褐色土(10YR3/1)炭化物・焼土微量温入。粘性やや強い。

褐灰色土(10YR4/1)焼土多量混入。粘性強い。
黒褐色土(lOYR3/2)地山粒・地山(小)塊混入o 炭化物微量浪人。

やや硬くしまり、粘性有り。

4 Iこぶい黄櫨土(10YR6/4)地山粒多量混入。硬くしまり、粘性なし。
凸

C 
B 

D 

3~禅宗52

[SK 926】

l 黒色土(10YR2/1)地山粒少量混入。やや硬く、粘性強い。

2 黒褐色土(10YR3/1)地山粒・地IlJ(小)塊混入O 硬く、やや粘性あり。

3 灰黄褐色土(lOYR4/2)地山粒多量混入。軟らかく、粘性あり。

4 灰黄褐色土(10YR5/2)粘土(小)塊混入。粘性強し、。
灰白色土(10YR 7/1)粘土。

黄撞土(10YR7/8)粘土。 。 2m 

第252図 SK920 • SK 921 " SK 923 .. SK 925 " SK 926土坑
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第4章調査の記録

《時期〉 縄文時代と忠われる。

S K 931土坑(第253図)

《位置~ NN39..40グリッドに位置する。

〈確 認〉 黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

《重複〉 なし。

〈規模》 関口部長径1.46m、短径1.41m、深さ52cm、底面長径0.91m、短径0.76m。

〈平面形》 間丸長方形である。

《断面形〉 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 10層に分層した。地山粒@地山塊@粘土粒@細磯を混入する。

〈底面〉 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

〈遺物〉 なし O

O寺期〉 縄文時代と思われる。

S K 932土坑(第253図)

〈位置~ NN38グリッドに位置する O

〈確認》 黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

〈重複》 なし。

《規模〉 凋口部長径0.70m、短径0.66由、深さ28cm、底面長径0.56m、短径0.41m。

〈平面形〉 不整円形である。

〈断面形〉 緩やかなU字形を呈する。

〈埋土~ 6層に分層した。地山粒@地山塊@粘土粒@炭化物を混入する。

《底面〉 ほぼ平坦である。

《遺物〉 なし O

〈時期》 縄文時代と思われる。

S K 933土坑(第254図)

〈位置~ N038グリッドに位置する O

〈確 認》 黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

援》 なし。

〈規模》 関口部長径0.76m、短径0.64m、深さ12cm、底面長径0.70m、短径0.58m。

〈平面形》 楕円形である。

《断面形》

《埋

《底面〉

《遺物》

《時期》

緩やかなU字形を呈する O

3屑に分層した。地山粒@細!擦を混入する。

ほぼ平坦である。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 934土坑(第254図)
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縄文時代の遺構とその出土造物第 1節
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(SK 930] 
1 暗褐色土(10YR3/3)地山粒多く混入。やや硬く、粘性なし。
2 褐色土(10YR4/4)地111粒・地山(小)塊混入。やや軟らかく、

パサパサO

黒褐色土(10YR3/2)地山粒少量混入。やや粘性あり。

褐色土(10YR4/6)地山塊・地山粒混入。軟らかし、。
明黄褐色土(10YR6/8)地山粒・粘土粒多く i混入。軟らかく、

粘性あり。

nぺ
U

A
斗
A
F
h
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[SK 928] 
1 黒褐色こと(10YR2/2)地山粒少量、炭化物微量;混入。

軟らかく、粘性強い。

2 黒褐色土(10YR3/2)地山粒多量、焼土微量混入。

しまり強く、粘性弱い。

暗褐色土(lOYR3/3)地山粒少量混入。しまり強く、粘性やゃあり。
褐色土(10YR4/4) t也山粒多量、粘土粒少量混入。しまり強L、。
暗褐色土(10YR3/4)地山粒多量、地山(小)塊少量混入o

しまりやや弱L、。

ηベ
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S K930 S K928 

S K932 

事ラ

S K931 

営

A 

ふ¥

A 64.900m 1 B 

/六 2"'- 1 _)i! 
亡す丸コ斗/5

6 

B A 

[SK 931] 
1 黒褐色土(10YR2/1)地iJl粒少議混入G やや軟らかく、粘性強い。
2 黒褐色土(10YR3/1)地山粒少量、粘土粒多量混入。軟らかく、

粘↑t1:強L、。
R3/3)地t11粒多く混入。軟らかく、粘性あり。
Y R4/2)粘土料.*[1]二i二(小)塊混入O 粘性強いO

R3/2)地山狩多く混入。軟らかく、粘性あり。
R4/2)地山粒・粘土粒多量混入。粘性強い。

R5/3)士山山粒・粘土杭多議混入。
6よりは硬く、粘性強い。

にぶい黄掲色土(lOYR4/3)地山粒・粘土粒i混入。やや硬く、
粘性あり。

9 褐色土(10YR4/4)地111塊多量視入O 粘土粒・地111杓混入。
粘↑tl:，;!l::常に強し、。

にぷい黄褐色土(10YR5/4)地山粒・細醸混入。やや硬くしまり、
粘性強い。

[SK 932] 
1 黒色土(10YR2/1)地山粒少量混入。軟らかく、粘性普通。
2 灰黄褐色土(10YR4/2)地山粒多量・炭化物徴:霞混入。

やや硬く、粘性あり。

3 にぶい黄褐色土(10YR4/3)地山粒・粘土粒多量混入。

やや硬く、粘性強い。

4 暗褐色土(10YR3/3)地LU粒多量、粘土(小)塊少量混入。

硬く、粘性あり 0

5 沃黄褐色土(10YR4/2)地山(小)塊多量混入O やや硬く、
粘性強L、

6 褐色土(lOYR4/4)地山塊・粘土塊多量混入。非常に硬く、

粘性強い。
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第4章調査の記録

《位置》 NN39グリッドに位置する。

《確認》 黒色土の長円形の落ち込みとして確認した。

《重複》 S K 951土坑と重複していた。土層堆積から本土坑が古い。

〈規模》

《平面形》

関口部長径O.46m、 短径O.43m、深さ18crn、底面長径0.40m、短径O.36m。

楕円形である。

〈断面形〉 緩やかなU字形を呈する。

《埋土》

《底面〉

2層に分層した。 地山粒@焼土粒を混入する。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

《遺物〉 なしO

《時期〉 縄文時代と思われる。

S K 941土坑(第254図)

〈位置~ N 1 46，，47、NJ 46グリッドに位置する。

〈確認〉 褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

《重複》 なしO

〈規模》 関口部長径1.73m、短径1.69m、深さ9crn、底面長径1.67m、短径1.34m。

《平面形》 不整円形である。

緩やかなU字形を呈する。《断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物〉

《時期》

6層に分層した。地山粒@焼土粒@炭化物を混入する。

小さな凹凸があるがほぼ平坦である。小さな柱穴様ピットが 4カ所ある。

なし。

縄文持代と思われる。

S K 943土坑(第254図)

《位置~ N042グリッドに位置する。

《確認》 褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし O

《規模》 関口部長径1.58m、短径1.52m、深さ13crn、底面長径1.43m、短径1.28m。

〈平面形〉 不整楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

〈埋 土》 不用意に掘り下げられてしまい確認できなかった。

《底面》 凹凸が激しし'0

〈遺物》 なしO

《時期》 縄文時代と忠、われる O

S K 945土坑(第254図)

《位 N J 47、NK47グリッドに位置する。

《確認》

複》

褐灰色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。
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S K933 

と-64.900m 

~←ーQT一五一一

[SK 933] 

1 黒色土(10YR2/l)地山粒少量混入。軟らかく、粘性なし。

2 黄褐生土(10YR5/6)地山粒多量混入。綿磯混入。

軟らかく、パサパサo

3 暗褐色土(10YR3/4)地山粒多量混入。軟らかく、粘性なし。

母 S K941 

A B 

_!:._ 64. 800m 

C 

【SK 941] 
1 褐色土(10YR4/4)地山粒多量混入。炭化物微量混入。

しまり普通。パサパサ。

2 黒褐色土(10YR3/2)炭化物・焼土粒徴量混入。しまり弱い。

3 掲灰色土(lOYR4/1)粘土塊。

4 黒褐色土(lOYR2/2)地山塊揖入。しまり弱く、ノfサパサ。

5 黒色土(10Y2/1)地山粒混入。しまり弱く、粘性あり。

6 黒褐色土(lOYR3/l)地山粒多量混入。しまり弱い。

【SK 945] 

l 褐灰色土(10YR4/1)粘土粒(小)少量混入。しまり普通。粘性強い。

2 褐灰色土(lOYR4/1)粘土粒多量混入。しまり、粘性共に強い。

3 灰黄褐色土(10YR6/2)粘土。 地山粒(小)少量混入。しまり、

粘性共に強いo

4 (こぶい黄褐色土(10YR5/3)地山粒多量、地山(小)塊少量混入o

しまり弱く、粘性なし。

5 黄褐色土(lOYR4/4)地山粒多量混入。しまり強く、粘伎なし。

6 5に同じ。

7 黄褐色土(10YR5/8)地山塊。

8 灰策褐色土(10YR5/2)粘土。地山(小)塊少量混入O しまりやや強く

粘性強い。

。 m 

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

あ
ムC②ヱ

S K934 S K951 

- P》一
[SK 934・SK 951] 
l 黒色土(10YR2/1)地山粒少量混入。やや軟らかく、粘性あり。

2 黄褐色土(10YR5/6)地山粒多量混入。硬く、粘性なし。

3 黒褐色土(lOYR3/1)地山粒・地山(小)塊少量混入。

やや軟らかく、粘性もやや弱い。

4 1に胃じ。
5 黒色土(lOYR1.7/l)地山粒・焼土粒少量混入。軟らかく、

粘性強い。

6事
ぷ¥

_!l_ 64. 900m B 

D 
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第4章調査の記録

《規模》 関口部長径1.83m、短径1.79m、深さ19cm、底面長径1.52m、-短径1.10m。

《平面形》 不整楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 8層に分層した。地山粒@塊を混入する O

《底面》 ほぼ平坦である O 壁際に柱穴様ピットが 6カ所ある。

《遺物》 なし O

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 947土坑(第255図)

〈位置~ NM49グリッドに位置する。

《確認》 黒色土の不整な長方形の落ち込みとして確認した。

〈重複〉 なし。

《規模》 関口部長径1.15岳、短径0.90m、深さ20cm、底面長径0.76m、短径0.74m。

〈平面形》 隅丸長方形である。

〈断面形〉 緩やかなU字形を呈する。

〈埋土~ 5層に分層した。地山粒@地山塊@焼土粒@粘土粒を混入する。

〈底面》 白凸がある。

〈遺物〉 なしO

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 948土坑(第255図)

〈位置~ NN45グリッドに位置する。

〈確認》 暗褐色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

複〉 なしO

〈規模〉 関口部長径l.13m、短径0.78m、深さ15cm、底面長径0.99m、短径0.62m。

〈平面形〉 不整楕円形である O

〈断面形》 緩やかなU字形を呈する。

〈埋土~ 3層に分層した。地山粒@地山塊@縮機@粘土粒を混入する。

《底面》 ほぼ平坦である。

《遺物》 なしO

〈時期》 縄文時代と思われる O

S K 949土坑(第255関)

《位置~ N J 45グリッドに位置する。

《確 認》 黒色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

《重複》 なし。

《規模》 関口部長径2.63m、短径1.89m、深さ62cm、底面長径0.81泊、短径0.74m。

《平面形》 不整楕円形である。

《断面形》 中華鍋底状であるが中央部が大きく窪んでいる。
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S K947 

A 

A 64.900m B 

C 4 D 

一六-ヘ/一

[SK 947] 
1 黒色土(lOYR2/1)地山粒少量混入、しまり弱く、粘性あり。

2 黒褐色土(10YR3/2)地山粒・地山塊混入。しまり弱く、

やや粘性あり。

3 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・地山(小)塊少量混入O

しまり弱く、粘性あり。

4 灰黄褐色土(lOYR4/2)地山粒多量、焼土粒、粘土粒混入。

5 明黄褐色土(lOYR7/6)地山塊。

第 1節縄文時代の違構とその出土遺物
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S K949 

R3/1)地山粒多量混入。硬くしまり、パサパサ。

R5/2)粘土粒多く混入。やや硬くしまり、

粘性あり。

3 明黄掲色ニヒ(10YR6/6)地山粒・粘土粒多く混入。
やや硬くしまり、粘性あり。

4 褐色土(10YR4/4)地山粒・地山(小)塊混入o 硬くしまり、

粘性なし。

第255図 SK947 " SK 948 .. SK 949 • SK 950土坑

C 

。

B 

[SK 949] 
l 黒色土(lOYR2/1)地山粒少量混入。粘性強L、。

2 暗褐色土(10YR3/3)地山粒多量、粘土粒少量混入o 粘性強い。

3 褐灰色土(10YR5/1)粘土。地山粒少量混入。

やや硬くしまり、粘性強い。

4 褐灰色土(10YR4/1)地山粒多量混入。細磯混入。

硬くしまり、粘性やや弱い。

5 黄褐色土(10YR5/6)黄粘土。地山粒多量混入。細蝶混入。

硬くしまり、粘性強L、。

6 灰黄褐色土(10YR6/2)粘土。地山粒・地山塊多く混入。

7 6に向じ。

8 明黄褐色土(10YR6/8)シラス。
やや軟らかく、

9 ，こぶい黄櫨色土(10YR6/4)地山粒・
粘性やゃあり。

10 黄褐色土(10YR5/6)地!lJ(小)塊・粘土粒混入。

硬くしまり、粘性弱い。

11 黒褐色土(lOYR2/2)地山粒やや多く混入。
やや硬くしまり、粘性あり。

12 暗褐色土(lOYR3/4)地111粒多量、地山(大)塊混入。

軟らかく、粘性弱い。

13 黒褐色土(10YR2/3)地山粒多く混入。軟らかく、ややパサノfサO

S K950 

D 

F
h
u
 

nノ
ω

A
斗
A



第 4章調査の記録

《埋土~ 13層に分層した。地山粒@地山塊@細磯@粘土粒を混入する。

《底面》 凹凸が激しし ¥0

《造物》 なしO

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 950土坑(第255図)

《位霞~ NN48グリッドに位霞する。

《確認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模〉 関口部長径0.68m、短径0.50由、深さ14cm、底面長径0.63m、短径0.36m。

《平面形〉 楕円形である。

《断面形〉 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 4 J習に分層した。地l勾粒@地山塊@粘土粒を混入する。

《底面〉 中華鍋底状に中央部が深くなる。中央に小さなピットがある。

《遺物》 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 951土坑(第254図)

《位置~ NN39グリッドに位農する。

《確認〉 黒色土の長円形の落ち込みとして確認した。

《重 複~ S K 934土坑と重複していた。新!日関係は土層堆積から本土坑が新しい。

《規模》 関口部長径0.61m、短径0.48m、深さ19cm、底面長径0.19m、短径0.16m。

《平面形》 楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 3簡に分属した。地山粒@塊を混入する。

《底面〉 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

《遺物〉 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 952土坑(第256図)

《位置~ NN39グリッドに位置する O

《確認》 黒褐色土の椅円形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模》 関口部長径1.12m、短径0.88m、深さ15cm、底面長径1.06m、短径0.82m。

《平而形》 楕円形である。

《出rr面形》 ピーカー形を呈する。

《埋土~ 6層に分属した。地山粒@地山塊@粘土塊@焼土粒を混入する。

《底面》 ほぼ平坦である。北側の壁際に柱穴様ピットが 1カ所ある。

物》 な Lo
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 953土坑(第256図)

《位置~ N P46グリッドに位置する。

《確 認》 暗褐色土の半載した楕円形状の落ち込みとして確認した。

複〉 なし。

《規模》 関口部長径1.35m、短径1.14m、深さ24crn、底面長径1.21m、短径O.89mo

《平面形》 本来は楕円形と思われる O

《断面形〉 緩やかなU字形を主する。

《埋 土》 不用意に掘りドげられてしまい確認できなかった0

0底面》 凹凸がある。柱穴様ピットが 2カ所ある。

物〉 なしO

《時 WD 縄文時代と思われる。

S K 956土坑(第256図)

《位置~ NM46、NN46グリッドに位置する。

《確 認》 黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

複~ S K 923土坑と重複している。本土坑が古い。

《規模〉 関口部長径1.38m、短径1.26m、深さ21crn、底面長径1.03m、短径O.83m。

〈平面形〉 不整円形である。

《断面形》

《埋土》

〈底

物》

《時期》

緩やかなU字形を呈する。

9層に分層した。地山粒@地LLI塊@炭化物を混入する。

凹凸がある。

なしO

縄文時代と忠われる。

S K 957土坑(第256図)

〈位置~ N J 46グリッドに位置する。

〈確 認、》 培褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし O

。見模》

《平面形》

《断面形》

《耳目

《底面》

《遺物》

《時期》

関口部長径1.17m、短径1.04m、深さ19crn、底面長径O.96m、短径O.84m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分属した。地山粒..:i笹山塊@粘土粒を混入する。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし O

縄文時代と思われる。

S K 964土坑(第257図)
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《位

《確認》

複》

《規模〉

《平面形〉

《断面形》

《埋土〉

《底面〉

《遺物〉

《時期〉

第 4章調査の記録

NA46グリッドに位置する。

黒褐色土の不整な円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径O.82m、短径O.75m、深さ 10c皿、底面長径O.68m、短径O.67mo

不整円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分層した。地山粒@塊を混入する。

凹凸がある。

なし O

縄文時代と思われる。

S K 965土坑(第257図)

H立

《確認〉

複》

《規模〉

《平面形〉

《断面形》

《埋土》

《底面〉

《造物〉

《時期》

NA46グリッドに位置する。

黒褐色土の不整な落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径2.06m、短径1.76m、深さ9cm、底面長径1.84m、短径1.52m。

不整楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

不用意に掘り下げられてしまい確認できなかった。

ほぼ平田である。柱穴様ピットが 2力所ある。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 968土坑(第257図)

〈位

《確認》

複》

《規模〉

《平面形〉

《断面形》

《埋

《底面》

〈造物》

《時期》

NC35グリッドに位置する。

円形の落ち込みとして確認した。

なし。

開口部長径O.91m、短径O.90m、深さ94cm、底面長径O.73m、短径O.72m。

円形である。

ビーカー形を;呈する。

4層に分層した。自然堆積と思われる。

ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 969土坑(第257図)

《位

《確認》

複》

ND35グリッドに位置する。

[]音褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし。
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⑧ S K952 

A 11 '-以11 B 
R3/2)地w粒多量混入O

軟らかく、やや粘性あり。

2 黒褐色土(10YR2/3)地山粒少量混入。
軟らかく、やや粘性強い0

3 褐色土(10YR4/4)地LLI粒・粘土塊多量混入。
やや硬く、粘性強い。

4 培褐色土(10YR3/4)地山塊多量、地山粒少量混入。
軟らかく、粘性やや弱い。

5 褐色土(10YR4/4)地山粒多量混入。
軟らかく、粘性やや強い。

6 Iこぶい黄褐色土(10YR5/3)粘土塊・地山塊多く混入。
焼土粒微量混入。軟らかく、
粘性強い。

仁)1

_!::_ 64. 800m 
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第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

互主 S K953 

υi 
.!::_ 64. 800m B 

一~一一

S K956 S K957 

R3/4)地山粒・地LlI(小)塊・粘土粒混入。
すかすかしており、粘性やや有り。

2 褐灰色土(10YR5/1)粘土、地山粒混入。やや硬く、 } 

粘性強い。
3 灰黄褐色ゴニ(10YR5/2)粘土、地山粒多量混入。硬く、

粘性強い。
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第 4章調査の記録

〈規模》

《平面形》

《断固形》

〈埋土》

〈底面〉

〈遺物〉

〈時期〉

関口部長径0.81m、短径O.75m"深さ48crn、底面長径0.46m、短径0.45m。

円形である。

緩やかなU字形を呈する。

5層に分層した。自然堆積と思われる。

平坦である。

なし O

縄文時代と思われる。

S K 971土坑(第258図)

〈位置~ N A47"48グリッドに位置する。

〈確認、〉 黒褐色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規模》

〈平面形〉

《断面形〉

〈埋

《底面〉

《遺物〉

〈時期〉

関口部長径2.23m、短径1.20m、深さ11crn、底面長径1.98m、短径1.00m。

不整楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

7層に分賭した。地山粒@塊を混入する。

凹凸がある。柱穴様ピットが 3カ所ある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 972土坑(第258図)

H立置~ N F39、NG39グリッドに位置する。

〈確認》 黒色土の円形の溶ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規模》

〈平面形〉

〈断面形》

《埋土》

《底面》

〈遺物》

《時期》

関口部長径1.50m、短径1.21m、深さ38crn、底面長径1.11m、短径0.71mo

不整楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

5 J雷に分層した。自然堆積と思われる。

凹凸がある。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 973土坑(第258図〉

《位置~ NM36グリッドに位置する。

〈確認、》 黒色土の長方形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径1.16m、短径0.32m、深さ22crn、底面長径1.10m、短径0.13m。

《平面形》 長円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。
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第 1節縄文時代の遺構とその出土造物

S K964 Z主 S K965 

B 

ム 64.800m
B 

[SK 964] 
1 黒褐色土(10YR2/2)地山粒少量混入。軟質。

2 黒褐色土(10YR2/2)地山粒混入。

3 黒褐色土(10YR2/2)地山粒・地山塊混入。
硬くしまっている。

十f ¥1 _!?_ 

A 

C 

[SK 968] 
1 黒色土(10YR1.7/1) しまり、粘性共にやや弱L、0
2 暗褐色土(10YR3/3) しまりやや弱い。粘性弱い。

S K968 

D 

「一一一ー

3 褐色土(10YR4/4)地山土を基本に黒褐色土が斑状に混入O

4 黒掲色土(103/2)黒色土と地山土が・混合したものO

しまり、粘性共にやや強い。

C 

E 

[SK 969] 

D 

F 

Gを

A 64.700m B 

¥ 2"-ムイプ-4

¥_ 3 -__)( 

5 

S K969 

1 暗褐色土(10YR3/4)地山腐を基本に黒褐色土が混入。

しまり、粘性共になし。

2 褐色土(10YR4/4)地山閣を基本に黒褐色土が混入。

しまり、粘性共になし。

3 褐色土(10YR4/6) しまり、粘性なし。

4 明黄褐色土(10YR6/8)地山土。徴量の黒色土i混入。
5 暗褐色土(10YR3/3)黒色土と地山土の混合。

しまり、粘性共になし。

。 2m 

第257図 SK964 " SK 965 " SK 968 .. SK 969土坑
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R 1.7 /1)地山粒(1crn大)微量混入O しまり強く、粘性やや強いG

R5/2)粒土の粗い粘土質土。
R 1.7/l)地山塊(4~5crn大)混入。しまり、粘性共やや強い。
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《埋

《底面》

《遺物》

《時期》

不用意に掘り下げられてしまい確認できなかった。

ほぼ平坦である。

なし。

縄文時代と思われる O

S K 974土坑(第258図)

《位置~ N L37、NM37グリッドに位置する。

《確認〉 赤黒色土の長円形の溶ち込みとして確認した。

複〉 なし。

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

《規模》

〈平面形》

《断面形》

〈埋土》

〈底面》

〈遺物》

《時期》

関口部長径2.17m、短径0.73m、深さ20c服、底面長径2.10m、短径0.69m。

長円形である。

ビーカー形を呈する。

3題に分層した。地山粒@地山塊@粘土粒を混入する。

凹凸がある。柱穴様ピットと窪みが多数ある。

なし。

縄文時代と思われる O

S K 977土坑(第259図〉

〈位置~ NK39グリッドに位置する。

〈確認》 黒褐色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模〉

《平面形》

〈断面形》

《埋土》

《底面〉

《遺物》

《時期〉

関口部長径1.64m、短径1.07m、深さ15cm、底面長径1.41m、短径0.88m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3膳に分属した。自然堆積と思われる。

出凸がある。柱穴様ピットが 7カ所ある。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 978土坑(第259関〉

《位置~ NK39グリッドに位置する。

〈確認》 黒色土の楕円形の洛ち込みとして確認した。

複》 なしO

《規模》 関口部長径0.84泊、短径0.84m、深さ64cm、底面長径0.67m、短径0.45m。

《平面形》 不整楕円形である。

〈断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 6層に分)脅した。断面観察で柱穴かとも思われた。

《底面》 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

《遺物》 なし。
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第 4章調査の記録

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 979土坑(第259図)

《位

。龍認》

複〉

〈規模〉

《平面形〉

《断面形〉

《埋

〈底面〉

物》

〈時期〉

N J 39..40グリッドに位置する。

黒褐色土の長楕円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径1.80m、短径1.01m、深さ12cm、底面長径1.73m、短径1.01m。

長楕円形である O

緩やかなじ字形を呈する。

41留に分層した。自然堆積と思われる。

凹凸がある。長軸線上に窪みが 7カ所ある。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 980土坑(負l1259図)

〈位

《確認〉

複》

《規模〉

〈平面形〉

〈断面形》

《埋土》

〈底面〉

物》

〈時 JVD

N 140グリッドに位置する。

黒色土の円形の落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長径0.76m、短径0.63m、深さ10cm、底面長径0.40m、短径0.33m。

不整楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

2層に分層した。白然堆積と思われるo

凸がある。

なし。

縄文時代と忠われる。

S K 986土坑(第260図)

《位置); N B42、NC42グリッドに位置する。

《確認》

複》

〈規模》

《平面形》

<1析面形》

《埋 -I-~);

《底面》

《造物》

《時期》

黒色土の長治:円形落ち込みとして確認した。

なし。

開口部長径1.12m、短径0.63m、深さ22cm、底面長径0.97m、短径0.50m。

長楕円形である。

緩やかなじ字形を呈する。

3層に分層した。自然堆積と忠われる。

ややQD凸がある。

なし O

縄文時代と思われる。

S K 987土坑(第260図)
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第 l節 縄文11寺代の遺構とその出土壌物

G位 S K977 D 

一¥_______I一明

B 

六ミ三三三ミゴ
R3/1) しまり、粘性共に強L、。
R3/3) しまり強く、粘性やや強し、。
R6/8) 1也山嵐(掘りすぎ)

R3/1)地山塊(小石大)少量含む。しまりやや強く、粘性やや弱い。

S K978 

(孟

A B 

A 64.000m 4 B 

[SK肝8]
1 黒色土ClOYR 1目7/1)しまりやや}弱く、粘性弱い。
2 黒褐色土(10YR2/3)しまりやや弱く、粘性弱い。
3 黒色土(5YR1.7/1)粒子の粗い黒色土に微量の砂を

S K979 

ヨ柱。。
4定持~ベ二

3 地IlJu 

[SK 979] 
i 黒色土(lOYR2/1)しまり強く、粘性やや強い。
2 黒褐色土(7.5YR2/2) しまり、粘性共やや強い。
3 暗褐色土(lOYR3/4)黒色土と地山土の混合。

含む。しまりやや弱く、粘性やや強い0

4 Il音褐色土C10YR3/3)黒邑土と地山粒の混合。
しまり、粘性共やや強い。

5 黄褐色土(lOYR5/6)地山土に微量の黒褐色土混入。
6 明黄褐色土C10YR6/8)地山土。

しまり、粘性共にやや弱L、0
4 黒褐色土(2.5YR3/1)しまり、粘性共やや強い。

@ 0/ 

.A_ 64.800m 1 B 

」ベζ~

S K980 

C D 

[SK 980] 
1 黒色土(2.5YR2/1)地山粒微量混入。しまりやや弱く、 *M~:弱い。
2 明黄褐色土(lOYR6/8)地111土に微量の褐色土混入。しまりやや強く、

*t5 't~:やや弱 L、。

。

第259図 SK977 .. SK 978 .. SK 979 .. SK 980土坑
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《位置》

《確認》

《重複》

〈規模〉

〈平面形〉

〈断面形〉

〈埋

《底面〉

《造物〉

《時期〉

第 4章調査の記録

N E44..45グリッドに位置する。

黒色土の瓢箪形の落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長径0.61m、短径0.42m、深さ13cm、底面長径0.53m、短径0.21mo

瓢箪形である。

緩やかなU字形を呈する 0

2層に分層した。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と思われる。

S K 991土坑(第260図)

〈位置~ NE40グリッドに位置する。

《確認》 黒褐色土の隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

《重複〉 なしO

《規模〉 関口部長さ0.71m、幅0.62m、深さ13cm、底面長さ0.66m、幅0.52m。

《平面形〉 隅丸長方形である O

《断面形〉

〈埋土》

《底面〉

《遺物》

《時期〉

緩やかなU字形を呈する。

3層に分層した。

ほぼ平坦である。南側壁際に小さな柱穴様ピットが 1カ所ある。

なしO

縄文時代と思われる。

S K 993土坑(第260図)

《位置~ M R46"47グリッドに位置する。

《確認》 黒色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

《重複》 なし。

《規模〉 関口部長径1.48m、短径0.78m、深さ19cm、底面長径1.21m、短径0.49m。

〈平面形》 双円形である。

《断面形》

《埋

〈底面》

《造物》

《日寺 期》

U字形を呈する 0

2留に分属した。地山粒を混入する。

凹凸が激しい。

なしO

縄文時代と思われる O

S K 999土坑(第261図)

《位

《確認》

《重複》

N G35.36グリッドに位置する。

黒色土の長楕円形の落ち込みとして確認した。

柱穴様ピットと重複する。新旧は不明。
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第 l節縄文時代の遺構とその出土造物

長名叫 D E
 

P
L
 

ーし一一ノー 一九~ノー

____A_ 64. 700m B 
R1.7/1)地山粒微量混入。しまり、粘性共に弱い。

リーブ褐色土(2.5Y3/3)地山層を基本に黒色が混じりあったものO

しまり、粘性共にやや強い。

3 明黄褐色土(10YR 7/6)地山属。微量の黒色土混入。

S K986 

S K987 

ーャ
ム(9~ D 

v---r-
土 64.700m B 

一喝戸二プー

υj 

~64.80Om J B 

ーで三二じrr:r-

【SK 987] 

1 黒色土(10YR2/1) しまり、粘性共に弱い。

2 黒掲色土(lOYR2/3)黒色土に地山粒が混入。

地LLI粒(小立大)微量含む。

[SK 991] 

1 黒褐色土(10YR3/1) しまりやや強く、粘性やや弱い。

2 暗褐色土(10YR3/3) しまり、粘性共にやや強い。

3 r児黄褐色土(10YR6/8)地山属に少量の黒褐色土混入。

S K993 

C D 

C 

[SK 993] 
1 オリーブ黒色土(5Y2/2) 

2 暗褐色土(10YR3/3) 

A 64.400m 
B 

。
町l

第260図 SK986 " SK 987 .. SK 991 .. SK 993土坑
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第 4章調査の記録

《規模〉

《平面形〉

《断面形〉

〈埋土》

《底面〉

〈造物》

《時期》

関口部長径2.20m、短径0.81m"深さ24cm、底面長径1.92m、短径0.58m。

長椅円形である。

緩やかなU字形を呈する。

3層に分層した。自然堆積と思われる。

やや凹凸がある。

なし。

縄文時代と忠われる。

S K 1000上坑(第261図)

〈位置P NG44、NH44グリッドに位置する。

《確 認P H音褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

複》 柱穴様ピットと重複する。ピットが新しい。

《規模》 開口部長径1.09m、短径0.97m、深さ19cm、底面長径1.00m、短径0.73m。

〈平面形〉 長楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

〈埋土p 3層に分属したが、第 l層はピットの埋土である。

《底面》 やや凹凸がある。

物》 なし。

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 1001土坑(第261図)

〈位置p N A46"47グリッドに位置する。

《確認》 黒褐色土の長楕円形の落ち込みとして確認した。

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

〈底面》

〈造物》

《時 t~n

なし。

開口部長径0.93m、短径0.47m、深さ21cm、底面長径0.46m、短径0.21m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

4層に分宿した。 池山粒@塊を混入する。

中華鍋底状に!こ1:::1央部が深くなっている。

なし。

縄文時代と忠われる。

S K 1006-::1二坑 (第261図)

《位置P N C36、ND36グリッドに位置する。

《確認》 黒褐色土の円形の落ち込みとして確認した。

《重複》

《規模》

かJZ面形》

《断面j形》

なし。

関口部長径0.96m、短径0.94m、深さ34cm、底面長径0.53m、短径0.38mo

不整円形である。

緩やかなU字形を呈する。
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縄文時代の遺構とその出土造物第 1節
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B A 64.800m 

S K999 

ムく i 

三次むア2

入混

。

量

い

多

弱

粒
性

山

粘

地

入

塊
混

的

。量

o
土

い
多
い
粘

強
粒
強
色

性
山
性
灰

粘
地
粘
黄

り
ふ

nノ
μ
1
i
d
4
A

/
/
/
/
 

q
u
n
L
q
d
η
J
 

R
R
R
R
 

Y
Y
Y
y
 

n
u
n
u
n
u
n
U
 

寸
土
土
土
土

町
色
色
色
色

l
褐
褐
褐
褐

K
沼
市
黒
黒
暗

Q
U
 

F
L
1
i
n
d
q
U
Aせ

地山共ぇJメ三三一3

D C 

S K1007 

R3/1)粒度の粗い黒色土に地山粒
(1 ~2crn大)微量混入O

2 1登色主(7.5YR6/6)粒度の粗い地山土。しまり、
粘性共になし。

3 黄褐色土(2.5Y5/4) シルト質層に微量の黒褐色土が
斑状に混入。

A 

つ実ミよdど2

S K1006 

q/ 骨
[SK 10(7) 

1 黒色土(lOYR2/l) :t由111粒微量混入O しまり、粘性共に弱い0

2 明黄褐色土(lOYR7/6)地山土を基本に微量の黒色土を混入。

硬くしまり、粘性弱L、

R1.7/l)しまり、粘性共に弱し、。
R3/1)地山粒微量混入。しまりやや弱く、粘性弱い。
R3/4)黒褐色土に地111粒多量混入。しまり、粘性共に弱いo

R5/6) しまりやや弱く、粘性弱L、。
、di

A 

2m G 

C 

一~
SK 999 .. SK 1000 "SK 1001 • SK 1006 " SK 1007土坑
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第4章調査の記録

《埋土~ 4層に分属した。地山粒@塊を浪人する。

《底面》 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

〈造物〉な Lo

O寺期〉 縄文時代と思われる O

S K 1007土坑(第261図)

《位置~ NF35グリッドに位置する。

《確認》

〈重複〉

〈規模〉

〈平面形〉

黒色土の不整な落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長さ0.91m、!幅0.67泊、深さ14cm、底面長さ0.26m、幅0.17m。

不整形である。

〈断面形〉 緩やかなU字形を呈する。

〈埋土〉 2層に分層した。

〈底面〉 中華鍋底状に中央部が深くなっている。

《遺物》 なしO

《時期》 縄文時代と思われる。

S K 1009土坑(第262図)

〈位置~ NA49、NB49グリッドに位置する。

《確 認》 黒色土の不整な方形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

〈規模》

《平面形》

《断面形〉

《埋土》

〈底面》

〈遺物》

関口部長さ0.75m、|福0.59m、深さ34cm、底面長さ0.22m、幅0.14m。

不整方形である。

緩やかなU字形を呈する。

7 )蓄に分層した。地山粒@塊を混入する。

北側に傾斜し、中央部に小さなピットがある。

なしO

〈時期》 縄文時代と思われる。

S K 1010土坑(第262図)

〈位置~ N F 37 .. 38グリッドに位援する。

〈確 認》 にぶい黄褐色土の隅丸長方形の落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長径1.19m、短径0.96m、深さ9cm、底面長径1.11m、短径0.82m。

〈平面形》 隅丸長方形である O

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土~ 2層に分属した。

《底面》 凹凸がある。北西側援際に小さなピットがある。

〈遺物》 なしO
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【SK 1009] 
1 黒褐色土(10YR1.7/1)地iJJ粒少量混入。しまり強い0

2 明褐色土(7.5YR5/8)粘土質地山塊。
3 黒褐色土(10YR3/1)地山粒・地山(小)塊少量混入。

しまり強い。
4 黒褐色土(10YR3/1)地山粒多量混入。しまり強L、0
5 黒褐色土(10YR2/2)地山粒少襲、地山塊多量混入。

しまり強L、。
にぶい黄褐色土(10YR3/4)灰褐色粘土(小)塊混入。

しまりなし。
7 黒褐色土(10YR3/1)明黄褐色土塊混入。ボソボソ。

S K1009 

S K1012 

__./'へ___/一一一

[SK 1012] 
1 黒褐色土(5YR1.7/1)地山粒微量混入。

しまりやや強く、粘性弱い。
にぶい黄梅色土(10YR5/4)粘土質。しまり、

粘性共に強L、。
3 明黄褐e.土(10YR6/8) しまりやや弱く、粘性弱L、

D 

第 i節 縄文時代の遺構とその出土造物

A B 

C D 

【SK 1010] 
1 黒褐色土(10YR2/1)地山粒徴量混入。

しまり、粘性共にやや強L、。
にぷい黄褐色土(lOYR5/4)黒褐色土混入。

しまりやや弱く、粘性弱い。

S K1010 

S K1013 

ム上

一勺詞

~ 
[SK 1013] 
1 黒色土(2.5Y2/1)しまり、粘性共にやや強い。
2 オリーフ黒色土(5Y3/l)地山粒少量混入。しまりやや強く、

粘性やや弱い。
3 黒褐色土(2.5Y3/1)地山粒少量混入。しまり、粘性共にやや強い0

4 明黄褐色土(2.5Y6/8)灰白色粘土塊混入。

。 2m 

第262図 SK 1009 " SK 1010 • SK 1012 " SK 1013土坑
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第 4章調査の記録

《時期〉 縄文時代と盟、われる。

S K 1012土坑(第262図)

《位置} N C44グリッドに位置する。

〈確 認〉 黒色土の不整な楕円形の落ち込みとして確認、した。

複〉 なしO

《規模》 関口部長径0.78m、短径0.60m、深さ17crn、底面長径0.72m、短径0.42m。

《平面形〉 楕円形である。

《断面形》 緩やかなU字形を呈する。

《埋土} 3層に分層した。

〈底面》 凹凸がある。

《遺物》 なしO

《時期〉 縄文時代と思われる O

S K 1013土坑(第262図)

〈位置} N J 41グリッドに位霞する。

〈確認〉 黒色土の楕円形の落ち込みとして確認した。

〈重複》 なし。

《規模〉

《平面形》

《断面形》

〈埋

〈底面》

〈遺物》

《時期》

関口部長径0.74m、短径0.47m、深さ21crn、底面長径0.49m、短径0.29m。

楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

4層に分層した。自然堆積と忠われる。

凹凸がある。

なし。

縄文時代と思われる。

ηノ
μ
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A 64.300m 

S K348 

第 l節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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S K623 
乙 D 

[SK 623] 
1 黒色こと(lOYR2/1)シル卜。地山粒・炭少量混入。し
2 黒褐伊十(lOYR3/1)シルト。 地山粒・地山塊(小)・

粘性有り O

R2/2)地山粒・地111塊(小)多量、炭混入。しまり、粘性有り O

R2/1)シルト。地山粒やや多く混入。しまり、粘性有り。
R4/4)シルト。地11J粒多量混入O しまり弱く、粘性有り。
R7/8)粘土。硬質。粘性有り O

R1.7/l)シルト。地山粒・地山境(小)やや多く混入。しまり、粘性有り。
R3/l)・褐灰色土(lOYR4/1)シルト。 地山粒・地山塊(小)混入。

しまり、粘性有り 0

9 黒褐色土(lOYR3/1)・褐灰色土(lOYR4/1)シルト。 8より砂っぽい。しまり、
粘tg:1寄り。

。 2m 

第263図 SK348 .. SK 501 " SK 623土坑
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第 4章調査の記録

擁立柱建物跡

掘立柱建物跡、は、 63棟の図化ができた。

発掘調査時点では、柱穴様ピットとして個々にピット番号を付い埋土の観察と注記、掘り下げが完了し

た時点で平面実測と確認、面でのレベル(標高〉と底面のレベル(標高)を記録したものの、他の遺構の調査

に追われたことと、柱穴の数が膨大であったこと、数次にわたる調査であったこと、過去の畑造成あるいは

耕作土採取による削平による撹乱、等々から数棟の掘立柱建物跡プランを確認したにとどまり、すべての掘

立柱建物跡プランを縄張りするまでには歪らなかった。

このため、整理作業中に平面実測図と数値記録、埋土注記から机上での検出作業を行った。

図化した掘立柱建物跡フ。ランを、現地でチェックしていないことから、縄文時代前期の掘立柱建物跡とす

ることに異議もあった。

しかし、埋土の色調と土性が古代~現代の遺構と明らかに異なっており、これらの柱穴が古代~現代の掘

立柱建物跡の柱穴ではないという結論に至った。

S B 1017 掘立柱建物跡(第264図)

MQ58"59、MR58"59グリッドに位置する。

〈規模》 南西一北東棟 2問x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が3.60m (南から1.98+

1.62入南東側が3.78m(南から2.15+1.63)である。梁行の長さは南西側が2.59m、北東側が3.06

mである。

《遺物》 なし。

S B 1018 掘立柱建物跡(第264図)

MR58"MS57----59グリッドに位置する。

《規模》 南東一北西棟 3間x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が4.22m (北から1.64+

1.08+ 1.50)、南西側が3.98m(北から1.14+1.65十1.14)である。梁行の長さは北西側が2.49m、

南東側が2.49mである。

《遺物》 柱穴P4009から縄文土器片 2点(第381図わ 5)が出土した。

S B 1019 掘立柱建物跡(第264図〉

M S 56"57、MT56"57グリッドに位置する。

《規模》 南東一北西棟 2間x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が3.90m (北から1.98十

1.92入南西側が3.83m(北から1.93十1.90)である。梁行の長さは北西側が2.28m、南東側が2.09

mである。

《遺物》 なし。

S B 1020 掘立柱建物跡(第264図)

MT55..56、NA56グリッドに位寵する。

《規模》 南西-北東棟2間x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が3.63m (南から1.85+

1.78入南東側が3.24m(南から1.65十1.59)である。梁行の長さは南西側が1.93m、北東側が
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第 4章調査の記録

2.12mである。

《造物》 柱穴P3538から削器が 1点(第379[送120)出土した。

S B 1021 掘立柱建物跡(第265図〉

MT56、NA55"56グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟 2問x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が3.46m (南から1.69+ 

1.77)、南東側が3.72m(南から2.06+1.66)である。梁行の長さは南西側が1.99m、北東側が

1.72mである。

《造物》 なしO

S B 1022 掘立柱建物跡(第265図)

N A56"57、NB 56"57グリッドに位置する。

〈規模〉 南西-北東棟4間x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が6.50m (南から1.58+

1.65十1.49+ 1.78)、南東側が6.50m(南から1.69+ 1.60 + 1. 79十1.4わである。梁行の長さは南西

側が1.56m、北東側が1.80mである。

〈遺物》 なし。

S B 1023 掘立柱建物跡(第265図)

N B 55，，56グリッドに位置する。

〈規模〉 南東一北西棟 1間x1問の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が2.87m、南西側が2.90

mである。梁行の長さは北西側が1.22m、南東側が1.34mである。

〈遺物》 なし O

S B 1024 掘立柱建物跡(第265図)

〈位置P N C57"58、ND57"58グリッドに位置する。

《規模》 南西一北東棟4問x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が4.18m (南から2.49十

0.97十0.72入南東側が4.60m(南から1.06十1.36十1.24+ 0.94)である。梁行の長さは南西側が

1.56m、北東側が1.45mである。

〈遺物》 なし。

S B 1025 掘立柱建物跡(第266図)

NB56、NC55"56"57、ND55.56グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟4問x1問の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が7.21 m (南から1.87

十1.36十1.98十2.00入南東側が7.15m(南から1.52+ 1.68 + 1.97十1.98)である。梁行の長さは

西側が2.00m、北東側が1.81mである。

《遺物》 柱穴P3456から縄文土器片が 1点出土した。

S B 1026 掘立柱建物跡(第266[蕩)

NC56、ND56"57グリッドに位置する。

-446-



縄文時代の遺構とその出土造物

B 

第 l節

A 
SB1021 

F pμ D C 

九Jυ一
J 狂G 

B ν-
01 

A 

同 j

J 

H 

---v----u-
F 

ZlD 

B 
口出臣 、ク
~\ :21 

H =64.600m 

x 

H =64.700m 

SB1022 

A 
-~ 

同| 。i
L D W V U T S C 

N M B R Q P 。A 

⑨ 
F E 白A 

狂

SB1023 

J:L;I 
C 

G C 

-ー、--./

B 

。|

H =64.600m 

3470 
淀
川
4

A
一

仁

B N M A 

包め
D R Q P 。C "1 ロコi

SB1024 

日

六_r----v-
G F 

「、/""一一一寸r
E 

D 

出i3905 

L K H =64.400m 

け1

SB 1021 ro._， SB 1024掘立柱建物跡、

-447-

第265図



第 4章調査の記録

《規模》 南東一北西棟2間x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が2.80m (北から1.32十

1.48)、南西側が2.78m(北から1.34十1.44)である。梁行の長さは北西側が1.68m、南東側が

1.65mである。

《造物〉 なし。

S B 1027 掘立柱建物跡(第266図)

《位置~ NE56、NF 55.56、NG56グリッドに位置する。

《規模》 南西一北東棟 2間x1間の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が3.75m (南から1.88+

1.87)、南東側が3.40m(南から1.65+ 1. 75)である。梁行の長さは南西側が2.16m、北東側が

1.93mである。

《遺物》 柱穴P4937から削器が 1点(第382図20)出土した。

S B 1028 掘立柱建物跡(第266図)

ND55"問、 NE55"56グリッドに位置する。

〈規模》 南西一北東棟 3間x1間の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が5.54m (南から2.00+

1.92十1.62)、南東側が5.44m(南から2.03+ 1. 70 + 1. 71)である。梁行の長さは南西側が1.82泊、

北東側が1.62mである。

《遺物》 なし。

S B 1029 掘立柱建物跡(第267図)

NE55.56.57、NF56グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟 2間x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が4.38m (南から2.46+

1.92)、南東側が4.43m(南から2.34十2.0のである。梁行の長さは南西側が1.86m、北東側が

1.87mである。

《造物》 柱穴P5342から縄文土器片が l点(第384図16)出土した。

S B 1030 掘立柱建物跡(第267図〉

N E54、NF 54..55グリッドに位置する。

《規模》 南東…北西棟 2問x1問の掘立柱建物跡である O 桁行の長さは北東側が2.98m (北から1.47

1.51)、南西側が2.88m(北から1.52+ 1.36)である。梁行の長さは北西側が1.55m、南東側が

1.66mである。

《造物》 なし。

S B 1031 掘立柱建物跡(第267図)

N E57、NF 56..57グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟 2間x1問の掘立柱建物跡である O 桁行の長さは北西側が3.74m (南から1.81+ 

1.93入南東側が3.78m(南から2.09+1.69)である。梁行の長さは南西側が1.74m、北東側が

1.96mである。

《造物》 なしO
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第4章調査の記録

S B 1032 掘立柱建物跡(第267図)

《位置} N F 53..54、NG53"54グリッドに位置する。

《規模》 南東一北西棟3間x1間の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北東側が6.51m (::1とから1.92+ 

2.21 +2.38)、南西側が6.56m(北から1.82+ 2.21 + 2.53)である。梁行の長さは北西側が2.35m、

南東側が2.43盟である。

《造物》 なしO

S B 1033 掘立柱建物跡(第268図)

《位置} N G53"54、NH53"54グリッドに位置する。

〈規模〉 南西-北東棟 2間x1間の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が3.41m (南から1.66十

1.75)、南東側が3.81m(南から1.86+1.95)である。梁行の長さは南西側が1.91m、北東側が

1.62mである。

〈遺物〉 なし。

S B 1034 掘立柱建物跡(第268図)

《位置} N G55..56、NH56"57グリッドに位置する。

《規模〉 南東一北西棟4間x1閤の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が5.88m (::1とから1.68半

1.25 + 1.66十1.29)、南西側が5.81m(北から1.55十1.29+ 1. 73 + 1.24)である。梁行の長さは北西

側が2.29m、南東側が2.57mである。

《遺物》 なしO

S B 1035 掘立柱建物跡(第268図)

《位置} NH54"55、N154グ1)ッドに位置する。

《規模〉 南西-北東棟4間x2間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が4.41m (南から0.97+

2.12 + 1.32)、南東側が4.64m(南から1.11十1.13+1.14+ 1.26)である。梁行の長さは南西側が

2.59m (西から1.62+0.97)、北東側が2.78m(南から1.39+1.39)である。

〈造物》 なし。

S B 1036 掘立柱建物跡(第269図)

《位置} NH55、N1 54"55グリッドに位置する。

《規模》 南西…北東棟2間x1問の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が4.77m (南から2.40+

2.37)、南東側が4.81m(南から2.46+2.35)である。梁行の長さは南西側が1.80m、北東側が

1.74mである。

《造物》 なし。

S B 1037 掘立柱建物跡(第269図〉

MD68.69グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟 2問x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が2.94m (南から1.59+ 
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縄文時代の遺構とその出土造物第 1節
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第 4章調査の記録

1.35入南東側が3.03m(南から1.57+ 1.46)である。梁行の長さは南西側が1.26m、北東側が

1.21mである。

(1毒物〉 なし。

S B 1038 掘立柱建物跡(第269図)

〈位置~ MF68..69、MG68グリッドに位置する。

《規模〉 南西-北東棟 2問x1聞の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が3.11m (南から1.74十

1.37)、南東側が3.23m(南から1.94+1.29)である。梁行の長さは南西側が1.86m、北東側が

1.61mである。

《遺物》 なし。

S B 1039 掘立柱建物跡(第269図)

〈位置~ M F67"68、MG67"68グリッドに位置する。

〈規模》 南西一北東棟2間x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が3.58m (南から2.00十

1.58)、南東側が3.87m(南から1.79 + 2.08)である。梁行の長さは南西側が2.14m、北東側が

1.99mである。

〈遺物〉 なしO

S B 1040 掘立柱建物跡(第270図)

《位置~ MG68グリッドに位置する。

〈規模》 南西-北東棟の掘立柱建物跡と思われるが、南西側が明確でない。現状では 2間x1間である。

桁行の長さは北西側が2.82m(南から1.50+1.32)、南東側がL52mである。梁行の長さは北東

側が1.43mである。

《遺物〉 なLo

S B 1041 掘立柱建物跡(第270図)

MF67、MG66"67グリッドに位置する。

《規模》 南西一北東棟 2間x1聞の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が3.35m (南から1.78十

1.57)、南東側が3.22m(南から1.88+1.34)である。梁行の長さは南西側が1.25m、北東側が

1.48mである。

《遺物〉 なしO

S B 1042 掘立柱建物跡(第270図)

ME66、MF66..67グ1)ッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟3間x1問の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が2.73m (南から0.90十

0.45十1.38)、南東側が2.38m(南から0.81十0.96+0.61)である。梁行の長さは南西側が1.53m、

北東側が1.66mで、ある。

《造物》 なしO
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第 4章調査の記録

S B 1043 掘立柱建物跡、(第270図)

M 1 65，，66、MJ65グリッドに位置する。

《規模》 南西 北東棟 2間x1開の掘立柱建物跡である。桁行の長さは南東側が3.78m (南から2.07+ 

1.71入北西側が3.42mである。梁行の長さは南西側が1.26m、北東側が1.10mである。

《造物》 なし。

S B 1044 掘立柱建物跡(第270図)

M 163..64グリッドに位置する。

《規模》 南東一北西棟 2間x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が3.40m (北から1.52十

1.88)、南西側が2.38m(北から1.14十1.24)である。梁行の長さは北西側が1.09mである。南東

側は南隅の柱穴が不明確のため計測不能。

《遺物》 なしO

S B 1045 掘立柱建物跡(第271図)

M 1 65..66、MJ 65，，66、MK64..65グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟 5間x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が8.60m (南から3.59+

1.51 + 0.99 + 1.05 + 1.46)、南東側が8.60m(南から1.54+2.46 + 1.09 + 1.94 + 1.57)である。梁行

の長さは南西側が2.16m、北東側が1.79mである。

〈遺物》 柱穴P8728から掻器が 1点(第P12図10)出土した。

S B 1046 掘立柱建物跡(第271図)

M J 65，，66、MK65..66グリッドに位置する。

〈規模》 南東一北西棟 2間x1聞の掘立柱建物跡である O 桁行の長さは北東側が3.82m (北から1.93+

1.89)、南西側が3.94m(北から1.94+2.00)である。梁行の長さは北西側が1.86m、南東側が

1.81mである。

《遺物》 なし。

S B 1047 掘立柱建物跡(第271図)

M 166，，67、MJ 66..67グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟 1間x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が2.74m、南東側が2.53

mである。梁行の長さは南西側が1.84m、北東側が1.72mである。

《造物》 なしO

S B 1048 掘立柱建物跡(第271図)

MI67.68、MJ67"68グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟 21苛x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が3.13m (南から1.60+

1.53)、南東側が3.08mである。梁行の長さは南西側が1.97m、北東側が1.96mである。

《遺物》 なしO
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第 4章調査の記録

S B 1049 掘立柱建物跡(第272図)

《位震~ M 1 67 "68，，69、MJ 66，，67，，68、MK67グリッドに位援する。

《規模〉 南西-北東棟の 2間x1間の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が8.46m(南から4.14

十4.32入南東損ljが8.26m(南から6.11+2.15)である。梁行の長さは南西側が3.20m、北東側が

3.57mである。

《造物》 なし。

S B 1050 掘立柱建物跡(第272図)

MH67"68、M167..68グリッドに位置する。

《規模〉 南西-北東棟の 3問x1聞の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が4.44m (南から0.89

+1.99十1.56)、南東側が4.58m(南から2.22+2.36)である。梁行の長さは南西側が2.77m、北

東側が2.70mである。

《遺物〉 なし。

S B 1051 掘立柱建物跡(第272図)

《位置~ M 168，，69、MJ 68..69、MK68グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟の 2問x1聞の掘立柱建物跡である O 桁行の長さは北西側が4.02m (南から2.09

+ 1.93)、南東側が3.82mである。梁行の長さは南西側が2.48m、北東側が2.27mである。

《遺物》 なし。

S B 1052 掘立柱建物跡(第273図)

M J69、MK68..69グリッドに位霞する。

《規模〉 南西一北東棟の l問x1間の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が3.04m、南東側が2.66

mである。梁行の長さは南西側が1.66m、北東側が2.04mである。

《遺物〉 なし。

S B 1053 掘立柱建物跡(第273図)

MK旬、 ML67"68"69、MM67"68グリッドに位置する。

《規模》 南西…北東棟の 4問x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が7.64m (南から1.62

+ 1.97 + 1.84+2.21)、南東側が7.95m(南から1.19+3.32 +0.94 +2.50)である。梁行の長さは

西側が2.09m、北東側がL78mである。

《造物》 なし。

S B 1054 掘立柱建物跡(第273図)

MM66..67グリッドに位置する。

《規模》 南東一北西棟の 3間x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が3.18m (北から1.09

+ 1.04 + 1.05)、南西側が3.40m(北から0.96十2.44)である。梁行の長さは北西側で1.34m、南

東側で、1.72mである。

《遺物》 なし。
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第 4章調査の記録

S B 1055 掘立柱建物跡(第273図)

M L65"66、MM65グリッドに位置する。

《規模》 南西 北東棟の 2間x2問の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が3.54m、南東側が3.25

m (南から0.96+2.29)である。梁行の長さは南西側が1.83m (西から0.83+ 0.98)、北東側が

1.83m (西から1.06+ 0.34 + 0.43)である。

《遺物》 なし。

S B 1056 掘立柱建物跡(第274図)

《位置~ MN66"67、M066グリッドに位置する。

〈規模〉 南西一北東棟の 2問x1聞の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が3.44m (南から1.77

十1.67入南東備が3.56m(南から1.73+1 .83)である。梁行の長さは南西側が1.95m、北東側が

1.83mである。

〈遺物》 なし。

S B 1057 掘立柱建物跡(第274図)

〈位置~ MK67"68、ML67"68グリッドに位置する。

〈規模》 南西一北東棟の 1間x1間の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が2.86m、南東側が2.90

mである。梁行の長さは南西側が1.65m、北東側が1.83mである。

〈遺物》 なし。

S B 1058 掘立柱建物跡(第274図)

M L 70"71、MM69..70..71グリッドに位置する。

《規模》 南西 北東棟の 4問x2聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が4.52m (南から1.08

十1.12+ 1.48十0.84)、南東部jが4.53m(南から2.72+1.81)である。梁行の長さは南西側が3.14

m (西から1.25+1.89)、北東側が2.83m(西から1.17+ 1.66)である。

《造物》 なし O

S B 1059 掘立柱建物跡(第274図)

MK71、ML71グリッドに位置する。

《規模》 南東…北西棟の 3間x1問の掘立柱建物跡と思われる。桁行の長さは北東側で3.30m(北から

1.08十1.21+ 1.01入南西側が0.90mである。梁行の長さは南東側で、1.70mである。

《造物》 なし。

S B 1060 掘立柱建物跡(第274図)

M 063"64、MP63"64グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟の 4問x1悶の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が5.96m (南から1.13

十1.39+0.70+2.74)、南東側が5.93m(南から2.74+3.19)である。梁行の長さは南西側が2.16m、

北東側が2.18mである。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

《造物少 なし。

S B 1061 掘立柱建物跡(第275図)

《位置~ MN63、M063.64、MP63グリッドに位置する。

《規模〉 南西-北東棟の 4間x1簡の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が4.13m(南から0.73

+ 1.50+ 1.04+0.86入南東側が4.06m(南から2.08+0.57十1.41)である。梁行の長さは南西側

が1.92m、北東側が1.87mである。

《遺物》 なし。

S B 1062 掘立柱建物跡(第275図)

MQ旬、 MR63グリッドに位置する。

〈規模〉 南西 北東棟の 3間x1簡の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が2.80m (南から2.15

十0.65)、南東側が2.58m(南から1.26十0.63+0.69)である。梁行の長さは南西側が1.64m、北

東側が1.84mである。

〈遺物》 なし。

S B 1063 掘立柱建物跡(第275図)

M S63"64"旬、 MT63"64グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟の 2間x1問の掘立柱建物跡と恩われる。桁行の長さは南西側が3.96m(南から

1.73+2.23)、北東側が1.87mである。梁行の;長さは南西側が2.46mである O

〈遺物》 なし。

S B 1064 掘立柱建物跡(第275図)

〈位置~ MN62、M061 ，，62，，63、MP61"62グリッドに位置する。

〈規模》 南西 北東棟の 3間x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは南西側が6.06m (南から1.82

1.11十3.13)、北東側が5.86m(南から2.84十3.02)である。梁行の長さは南西側が2.24m、北

東側が2.30mである。

〈造物》 なしO

S B 1065 掘立柱建物跡(第276図)

M061、MP 60.61グリッドに位置する。

《規模》 南西…北東棟の 3問x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が5.36m (南から2.27

1.87十1.22)、南東側が5.48m(南から2.28+1.83+ 1.3わである。梁行の長さは南西側が1.92

m、北東側が2.44mである。

《造物》 なし。

S B 1066 掘立柱建物跡(第276図)

〈位置~ MP58"59、MQ58"59グリッドに位置する。

《規模》 南東一北西棟の 2間x1問の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が3.52m(::1とから1.80

っ
け

ρ
h
u
 

A
q
 



第4章調査の記録

十1.72)、南西側が3.48m(北から1.52+ 1.96)である。梁行の長さは北西側が2.23m、南東側が

1.18mである。

《遺物〉 なし。

S B 1067 掘立柱建物跡(第276図)

《位置~ MM60..61、MN60"61、M060グリッドに位置する。

〈規模〉 南西-北東棟の 3間x1聞の掘立柱建物跡、である。桁行の長さは北西側が6.56m (南から2.17

十2.26十2.13)、南東側が6.32m(南から2.20十2.05+2.07)である。梁行の長さは南西側が2.38

由、北東側が2.32mである。

〈造物〉 なしO

S B 1068 掘立柱建物跡(第276図)

〈位置~ M059"60、MP59グリッドに位援する。

〈規模》 南西-北東棟の 2部x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が2.10m (南から0.79

十1.31入南東側が2.37m(南から1.06十1.31)である。梁行の長さは南西側が1.68m、北東側が

1.46mである。

《遺物》 なし。

S B 1069 掘立柱建物跡(第277図)

MQ57"58、MR57..58グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟の 3悶x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が5.24m (西から1.66

十2.03+0.95十0.60)、南東側が5.48m(問から1.84+ 2.05十1.59)である。梁行の長さは南西側

が1.89m、北東側が2.27mである。

《遺物》 なし O

S B 1070 掘立柱建物跡(第278図)

MQ55、MR55e56、MS 55"56グリッドに位置する。

《規模》 市東一北西棟の 4問x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が4.68m (北から2.35

十1.07+ 1.26)、南西側が4.70m(北から1.06+1.13十1.45+ 1.06)である。梁行の長さは北西側

@南東側とも1.60mである。

《造物》 なし。

S B 1071 掘立柱建物跡(第278図)

M Q54"55、MR55グリッドに位置する。

《規模》 南東一北西棟の 4間x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が3.81m (~とから 2.31

十1.50)、南西側が3.92m(北から0.81 0.94+1.01+1.16)である。梁行の長さは北西側が2.46

m、南東側が2.54mである。

《遺物》 なし。
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S B 1072 掘立柱建物跡(第278図)

M P 55，，56、MQ55"56グ 1)ッドに位置する。

《規模〉 南西一北東棟の 2間x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が2.74m (南から1.18

+ 1.56)、南東側が2.56m(南から1.39+1.17)である。梁行の長さは南西側が1.67m、北東側が

1.88mである。

《遺物〉 なし。

S B 1073 掘立柱建物跡(第278図〉

M 056"57、MP 56，，57グリッドに位置する。

《規模〉 南東一北西棟の 2間x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が4.28m (北から2.10

十2.18)、南西側が4.46mりとから2.08+2.38)である。梁行の長さは北西側が2.44m、南東側が

1.95mである。

《遺物》 なし。

S B 1074 掘立柱建物跡(第278図)

MN56、M055"56"57グリッドに位置する。

《規模》 南西 北東棟の 1間x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が3.41m、南東側が3.34

mである。梁行の長さは南西側が3.11m、北東側が3.50mである。

《遺物》 なし。

S B 1075 掘立柱建物跡(第278図)

H立量>> MK56"57、ML56"57グリッドに位置する。

《規模》 南西一北京棟の 3間x1問の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が3.41m (南から1.68

+ 1.73入南東側が3.43m(南から1.42+0.84十1.17)である。梁行の長さは南西側が2.18m、北

東側が2.42mである。

《遺物〉 なし。

S B 1076 掘立柱建物跡(第2781立J)

《位置P MM52"53グ1)ッドに位置する。

《規模》 東一西棟の 3間x1間の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北側が3.36m (北から1.30+1.17

+0.89入南側が3.76m(北から1.36+1.08十1.32)である。 の長さは西側が1.26m、南側

が1.43mである。

《造物》 なし。

S B 1077 掘立柱建物跡(第2791翠)

《位置P M G57"問、 MH57"58グリッドに位置する。

《規模》 南東一北西棟の 2leljJ X 2陪の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東が5.46m (西から3.02十

2.44入南西側が5.72m(西から2.92十2.80)である。梁行の長さは北西側が3.40m (北から1.60

十1.80入南東側が2.28m(北から1.26十1.60)である。
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第 4章調査の記録

《遺物》 なし。

S B 1078 掘立柱建物跡(第279図)

《位置~ NH55、N155グリッドに位置する。

《規模〉 南東一北西棟の 2間x1聞の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北東側が1.81m (西から1.06

十0.75)、南西側が2.00m(西から1.05+0.95)である。梁行の長さは北西側が0.71 m、南東側

が0.76mである。

《遺物》 なし。

S B 1079 掘立柱建物跡(第279図)

MP57"問、 MQ57"58グリッドに位置する。

《規模》 南西-北東棟の 2間x1部の掘立柱建物跡である。桁行の長さは北西側が6.25m (南から2.87

十3.38)、南東側が6.11m(南から2.61+3.49)である。梁行の長さは南西側が2.08m、北東側が

1.85mである。

《遺物》 柱穴P7587から箆状石器が 1点(第385図8)出土した。
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第 l節 縄文時代の違構とその出土造物
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第 4章調査の記録

-P i t 

池内遺跡における T-Pitの総数は、 22基を数える。時期毎に分類すると、縄文時代前期中葉 (2

前期としたものけ基)で、大部分は遺物の出土がなく、時期が不明なものである。

は平面形が長楕円@葉巻形で横断面がu y型を示す形態であるが、床面に逆茂木を突き刺して使用

したと考えられるものも 1基確認した。

これらの大半は調査区東部の、遺構が希薄な区域に偏って分布していた。

S K T 109 T P i t (第280図〉

《位置~ OD33グリッドに位霞する。

《確 認》 暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模〉

《平面形》

《断面形〉

《埋

関口部長軸2.94m、|揺1.20m、深さ96crn、底面長軸3.22m、幅0.36m。

長楕円形である。

緩やかなY字形を呈する。

《底面》

《遺物〉

《時期》

7層に分属した。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦で、ある。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S K T 140 T -P i t (第 280図)

《位置~ MN74"75グ1)ッドに位寵する。

《確 認》 暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

複》 柱穴様ピットと重複している。新!日関係は本T-P i tが古い。

《規模》 関口部長軸3.54m、幅1.07m、深さ86crn、底面長軸3.64m、幅0.40m。

《平面形》 葉巻形を呈する O

《断面形〉 緩やかなY字形を呈する O

《埋 土~ 3層に分層した。人為的堆積と思われる。

《底 面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

物》 造物は出土しなかった。

期》 時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S K T 304 T P i t (第280図)

《位置~ N P 29..30グリッドに位置する。

《確 認》 暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 関口部長軸2.98m、11I詰0.66m、深さ94crn、底記長軸3.52m、11I福0.22m。

《平面形》 葉巻形を呈する。
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第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

〉 A 64.950m B 

C ノ/

¥ 、、

D 

C 
[S K T 109] 

D 1 黒色土(7.5YR1.7/1)地山(小粒)ごく少量混入。
ややしまり有り。粘性有り。

2 黒褐色土(2.5Y3/1)地山(中粒)多量混入。
しまり、粘性有り。

3 黄色土(2.5Y7/8)シラス。しまり有り 0

4 黒褐色土(2.5Y3/2)地LLI(大粒)多量混入。しまり有り 0

5 明黄褐色土(2.5Y6/6)シラス。しまり有り。
6 黒色土(2.5Y2/1)地山(小粒)少量混入。

ややしまり有り。粘性有り。
7 暗灰黄色二上(2.5Y4/2)粘土質。しまり強く、粘性有り o

S KT109 

S K T140 

A 63.600ロ1 B 

(S K T 140] 
1 黒色土(7.5Y1.7/1)地LlI(中粒)中量混入。ややしまり有り。
2 明黄褐色土(2.5Y7/6)地山(大粒)中量混入。しまり強い。
3 淡黄色土(2.5Y8/4) しまり強い。

S KT304 

A 64.800m 日

司
C /'-- D 

C D 

'刀ハ

υ。 10cm 

(S K T 304] 
1 黒色土(10YR2/1)シルト 地山粒少量混入。しまり良い。
2 黒色土(10YR2/1)シルト l層より地山粒多く混入。しまり良~ ¥0 0 2 m 
3 黒褐色二|二(10YR3/1)シルト 地山粒、粘質土混入。しまり良い。
4 黄i登色土(10YR 7/8)粘土 しまりやや悪い。
5 褐色土(10YR4/4)シルト~粘土 しまりやや悪い。

第280図 SKT109 • SKT 140 • SKT 304七坑とその出土造物
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第 4章調査の記録

《断面形》

《埋土》

《底面〉

《遺物》

《時期〉

緩やかなU字形を呈する O

5層に分属した。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、中華鍋底状に中央部が深くなっている。

埋土中から縄文前期の土器(1 )が出土した。

出土した土器から縄文時代前期と思われる。

《位

《確認〉

複》

《規模〉

《平面形〉

《断固形》

《埋土》

《底面》

《遺物》

《時期》

S K T 306 T -P i t (第281図〉

N N28.29グリッドに位置する。

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なし O

関口部長軸3.40m、l幅1.00m、深さ126crn、底面長軸3.60m、!幅0.22m。

葉巻形を呈する。

緩やかなY字形を呈する。

5層に分層した。人為的堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物》

《時期》

S K T 310 T -P i t (第281図〉

NT26グリッドに位置する。

日音褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長軸2.50m、幅0.64m、深さ90crn、底面長軸2.44m、幅0.22m。

葉巻形を呈する。

緩やかなU字形を呈する。

5層に分層した。自然堆積と思われる。

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

S K T 318 T -P i t (第281図)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

NN2グリッドに位置する。

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長軸2.56m、幅0.86m、深さ110crn、底面長i紬2.76m、i隔0.28m。

長楕円形である。

緩やかなY字形を呈する。

6層に分層した。自然堆積と思われる。

A
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A 64.800m 

S K T306 

第 l節 縄文時代の逮捕とその出土造物

C 

B 

[S K T 306] 

I 黒色土(lOYR2/1)シルト。地山粒少量混入。
しまりあり。粘性なし。

E 明褐色土(7.5YR5/8)シルト。しまりあり。

粘性なし。地Wo
1 黒褐色土(10YR2/3)シルト しまりあり、粘性なし。

堆積土。
2 黒褐色土(10YR3/2)シルト しまりあり、粘性なし。
3 暗褐色こと(10YR4/3)シルト しまりあり、粘性なし0

4 階掲色土(10YR4/3)シルト しまりあり、粘性なし。
地山塊を含む0

5 黄褐色土(10YR5/6)シルト しまりあり。粘性なし。
地山崩落土。

C D 

[S KT 310] 

1 黒色土(10YR1.7/1) シルト 地山粒少量混入。
しまり、粘性あり。

2 黒色土(10YR2/1) シルト 地山粒やや多く混入。
しまり、粘性あり 0

3 明黄褐色土(10YR6/8)粘土 地山粒多量に混入。
しまり、粘性あり 0

4 黒褐色土(10YR2/2)シルト 地山粒、同小ブロック混入。
しまりあり。

5 黒褐色土(2.5YR3/1) シルト 地山ブロックやや多く混入。
しまりやや悪し、。粘性あり。

rコ

3 

A 65.100m B 

S K T310 

2 D 争9
A B

 

A 65.000m 

C 

B [S KT 318] 

1 明黄褐色土(2.5Y7/6)粘土~シルト。地山フーロ yク多い。
しまりあり。粘性なし。

2 黒色土(lOYR2/1) ~黒褐色(10Y R2/2) シルト。
地山粒少量混入。しまり、粘性あり。

3 黒色土(lOYR1.7/1) シルト。地山粒少量混入。しまりあり 0

4 黒色土(10YR2/1) シルト。地山粒やや多い。しまりあり。
5 暗灰黄色土(2.5Y5/:?) シルト~粘土。地山粒、間ブロック多い。

しまり、粘性あり。
6 淡黄色土(2.5Y8/4)粘土。

S KT318 
2m 

第281図 SKT306 • SKT 310 • SKT 318土坑
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第 4章調査の記録

《底面》

《遺物》

《時期》

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S K T 320 T -P i t (第282図〉

《位誼〉

《確認》

《重複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物》

《時期》

NN8グリッドに位置する。

暗褐色の溝状落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長軸2.50m、幅0.32m、深さ66cm、底面長斡2.10m、幅0.10m。

葉巻形を呈する。

緩やかなU字形を呈する。

2層に分層した。自然堆積か人為的堆積か不明。

やや凹凸があるが、中華鍋底状に中央部が深くなっている。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S K T 321 T P i t (第282図〉

《位置》

《確認》

《重複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

《遺物〉

《時期》

NL 8 " 9、NM9グリッドに位置する。

培褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

S K F322フラスコ状土坑と重複している。新旧関係は不明である。

関口部長軸3.00m、幅0.98m、深さ96cm、底面長軸2.90m、|福0.20m。

長楕円形である O

緩やかなY字形を呈する。

6層に分層した。土層断面の註記を実施できなかったため、自然堆積か人為的堆積か不明。

やや凹凸があるが、中華鍋底状に中央部が深くなっている。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる造物は出土しなかっので不明。

S K T 324 T -P i t (第282図)

《位讃} NJ11.12グリッドに位置する O

《確 認》 培褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

複》 なし。

《規模》 確認長で関口部長軸0.78m、|揺0.54m、深さ80cm、底面長軸0.60m、幅0.16m。

《平面形》 大半が高圧線鉄塔の脚部によって削平されており、詳細は不明であるが、葉巻形を呈すると思

われる。

《断面形》 詳細は不明である。

《埋土} 10痛に分属した。自然堆積と思われる。

《底面》 やや凹凸があるが、ほぼ平坦である O
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A 

A 65.000m 

A 

A 64.900m 

A 64.500m 

第 1節 縄文時代の遺構とその出土遺物

/0 ⑭ 

G主
B 

3 

C D 

B 

[SKT 320J 
1 黒色土(10YR2/1)シルト。地民主よ温含む。

極めてしまりあり。粘性強~'0 
2 黒褐色土(10YR2/2)シルト。地跡立1層より多い。

極めてしまりあり。粕l錫~~'0 

S KT320 

⑭ C D 

B 

S K T321 

B 土壌断面の註記を行わずに撤去してしまったため、
註記はない。

S KT321 

S KT324 

[S KT 324] 
1 黒色土(10YR 1. 7/1)シルト。地山粒少量混入。しまり、粘性あり。
2 黒色土(10YR2/1)シルト。 地山粒混入。しまりあり。やや粘性あり。
3 黒褐色土(10YR3/1)シルト。地山粒。小ブロック混入。しまり、粘性あり。
4 黒色土(10YR2/1)シルト。地山粒多い。しまりあり。やや粘性あり。
5 黄樫色土(10YR7/8)粘土。しまりあり。やや粘性あり。
6 黒褐色土(10YR2/2)シルト。地山粒、地山ブロック混入。しまりあり。

粘性あまりない。
7 黒褐色土(10YR2/2)シルト~粘土。地山ブロック多し、。しまり、粘性あり。
8 黄樺色土(10YR8/6)粘土。しまり、粘性あり。
9 明黄褐色土(10YR7/6)粘土~シルト。地山粒多し可。しまり、粘性あり。
10 黒色土(10YR2/1)シルト。地山粒少量混入。しまり、粘性あり。

第282関 SKT320 • SKT 321 " SKT 324土坑
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第 4章調査の記録

《造物〉 造物は出土しなかった。

《時 期〉 時期を特定できる遠物は出土しなかったので不明。

S K T 374 T P i t (第283図)

~{立

《確認〉

複》

《規模〉

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面〉

《造物〉

《時期〉

ND51"52グリッドに位置する。

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長軸2.52m、11I話0.48m、深さ114cm、底面長軸2.60m、幅0.12m。

葉巻形を呈する。

Y字形を呈する。

7 J蓄に分賭した。人為的堆積と思われる。

中華鍋底状に中央部が深くなっている。

埋土中から縄文時代前期中葉の土器(1) D 前期の土器(2 '"'-' 4 )が出土した。

出土した土器から縄文時代前期中葉と思われる。

S K T 375 T P i t (第283図)

《位置》

《確認》

《重複》

《規模〉

《平面形〉

《断面形》

《埋

《底面〉

《遺物》

《時期》

N B 54，，55グリッドに位置する。

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長軸3.02m、幅0.42m、深さ96cm、底面長紬3.18m、幅0.10m。

葉巻形を呈する。

U字形を弔するの

に分層した。人為的堆積と忠われる。

やや凹凸があるが、中華鍋底状に中央部が深くなっている。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

S K T 376 T -P i t (第284図)

《位

《確認》

複》

《規模》

《平面形》

《断面形》

《埋

《底面》

《遺物》

《時期》

N A54"55、NB 54-55グリッドに位置する。

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長軸3.28m、11届1.00m、深さ118cm、底面長軸3.66m、幅0.12m。

葉巻形を呈する。中央上部が木根による撹乱を受けている。

じ字形を呈する。

10層に分層した。人為的堆積と思われる。

やや凹凸があるが、中華鍋底状に中央部が深くなっている。

造物は出土しなかった。

時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。
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の 軍当
B 

ム 64.700m B 

1(374-1) 

。 10cm 2(374-2) 

S KT374 

第 1節 縄文時代の遺構とその出土造物

C D 

[S KT 374] 
1 黒褐色土(10YR3/1)炭化物若干混入。
2 黒褐色土(10YR2/2)地山粒多量混入。
3 黒褐色土(10YR2/2)地山粒多量混入。
4 明黄褐色土(10YR 7/6)地山ブロック多量混入。
5 にぷい黄褐色(10YR5/4)サラサラ

6 黒褐色土(10YR3/2)地山ブロック
7 黒褐色土(10YR3/2)地山粒混入。
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[S KT 375] 
l 黒色土(10YR2/1)地山粒(極小)5%浪人。
2 策樺色土(10YR7/8)地山に、黒褐色土(10YR2/2)5%浪人。
3 黒褐色土(10YR2/2)と池山(粒小)の混合土に地はl塊中浪人O

4 極階潟色土(7.5YR2/3)地山校(極小~中)10%混入G

5 階褐色こ!:(10YR3/3)池山粒(様'J¥)30%混入。
6 黄綬~土(10YR7/8) 池山に、黒褐色土(JOY R2/2)2-3%混入。

非常にしまりあり。
7 池山粒と黒色土(JOYR2/1)の浪合土。ボソ;fソして軟らかいC

8 7よりも粒子細かく、軟らかい。
9 AIl褐色土(JOYR2/2)に地山波(中)30%混入。
10 策燈色土(10YR7/8)地山に、 Al!l潟色土(JOYR2/2)が部分的に

20%混入。しまりなく軟らかい。

第283図 SKT374 " SKT 375土坑とその出土造物
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第 4章調査の記録

S K T 500 T -P i t (第284図)

《位置》

《確認》

《重複》

《規模》

《平面形〉

《断面形〉

《埋土〉

〈底面〉

《遺物〉

《時期〉

OA28グリッドに位置する。

培褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なしO

関口部長軸3.12m、幅0.48m、深さ58cm、底面長軸3.62m、!隔0.18m。

葉巻形を呈する。

緩やかなU字形を呈する。

6層に分属した。自然堆積か人為的堆積か不明。

やや凹凸があるが、中華鍋底状に中央部が深くなっている。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

S K T 502 T -P i t (第284図)

《位置〉

《確認》

《重複〉

〈規模》

〈平面形》

〈断面形〉

《埋土》

《底面〉

《遺物》

〈時期》

N R30..31、NS 30，，31グリッドに位置する。

培褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長軸2.00m、幅0.68m、深さ100cm、底面長軸1.78m、幅0.22m。

長楕円形である。

緩やかなU字形を呈する。

7層に分層した。自然堆積と思われる O

やや凹凸があるが、中華鍋底状に中央部が深くなっている。

遺物は出土しなかった。

時期を特定できる造物は出土しなかったので不明。

S K T 525 T P i t (第285図)

《位置》

《確認》

《重複》

〈規模》

〈平面形》

《断面形》

《埋土》

《底面》

《造物》

《時期》

NN35、N034..35グリッドに位置する。

暗褐色土の溝状落ち込みとして確認した。

なし。

関口部長軸5.08m、|幅0.46m、深さ66cm、底面長軸4.44m、幅0.32m。

葉巻形を呈するが、斜面に対して一部崩落している。

斜面への崩落のため不整形である。

7層に分層した。自然堆積と思われる O

やや凹凸があるが、ほぼ平坦である。中央および南西端にピット状の凹みを有する。

造物は出土しなかった。

時期を特定できる遺物は出土しなかったので不明。

S K T 636 T -P i t (第285図)

《位置~ MF50..51グリッドに位置する。
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縄文時代の遺構とその/11こ!こ造物

D C 

第 1節
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B ム_64.500m 

[S K T 376] 
1 黒色土(lOYR2/1)地山粒(極小~中)5%浪人。

しまりあり O

R2/3)地山粒(小)20%混入O

R2/2)地山粒(中)30%混入。
黒褐色土(lOYR2/2)粒(小)1%混入。

ややしまりあり 0

5 黒褐色土(10YR2/3)地山粒(極小~中)5%混入。
軟らかくボソボソしている。

地111が主体。黒褐急土(lOYR2/2)粒(中)が10%混入。
地111と同じ。軟らかくしまりなし。
日前島色土(10YR3/4)地LLI粒(極小~中)30%混入O

しまりなし0

9 地山主体。 1暗掲急土(lOYR3/4)が部分的に縞状lこ5%混入。
10 地山十黒褐色二!こ(10YR2/2)軟らかい。
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A 65.10 

500] 
R1.7/1) シルト。地山粒微量混入。しまり、

粘性共有り。
R2/1) シルト。地山粒の混入1より多L、。

しまり、粘性共に有り。
R6/8)粘土。しまり弱L、。

R2/1) シルト。地山粒・地山塊混入。
しまり有り O

R5/8)粘土。しまり有り。粘性なし。
R3/2)粘土~シルト

しまり、

B 

o
 

h
リS K T500 

S K T502 
C 

A 

7 
[S K T 502] 
1 黒色土(10YR1.7/1)シルト。地山粒少量混入。しまり有り 0

2 黒色土(10YR2/1)シルト。地山粒少量混入。しまいやや弱く、粘性有り。

3 黒褐色土(10YR2/2) シルト。 地山粒多く混入。しまり有り。粘性弱い。

4 明黄褐色土(10YR7/6)粘土。しまり、粘性共有り。

5 黒色土(10YR1.7/1)シルト。地山粒少量混入。しまりやや弱い0

6 黒褐色土(10YR2/2) シルト。地山粒多く混入。しまりやや弱L、0
7 黒褐色二!こ(10YR2/2) シルト~粘土。地山粒多く混入。しまりやや弱し'0

o 2m 

65.100m A 

SKT 376 " SKT 500 .. SKT 502土坑
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